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SHARP 

世/yラ/!〆入力のサポート

責コJ ゾ一品ウずンドウをサ寸マート

世多聾蛤フ・リンタに

.実関函 1，024 x 1，024トソト、表示函 768x : 512ドy卜

-画面は広告用に作成した、機能を説明するためのイメージ画面です。また、岳樋アイコンなどは、SX-WINDOWvor.3.1がもっ機能を使って作成したもので、禰準装備のものとは異なるものもあります。
・本広告中の「ンヤーベン」て・袈示している文字のフォンH:'/アイトキ土由、r.体倶楽部Jの7..ントを使用しています。

。rパターンエディタJで作成した

デ-'9在背慢に叡定可能。

@日本語フロントプロセッサ ASK68Kver.3.0 
の辞・メンテナンス力、ウインドウよで可能。

0ESC/Page， LlPSIII， PostScriptlこ
対応したプリンヲが別用できます。

。付属アプリケーションrシャーベン」編集例。

文字ごとに文字植・文字の大き吉の指定、

装飾が可能。またインライン入力を

サポート、イメージデータの陥りつけもOK。

0512X512ドットの範囲内で
65，536色の表示が可能。

OrCGAウインドウ」、65，536色(8大)のコ
ンピュ タアニメーシヨン表示が可能。

@異なる画像フコマ マットへの

コンバートが可能。

@アイコンデータや背嬢データを作成する

「パターンエディタJQ

@オリジナルに作成した

アイコンパターンの例。

(@Human68kやX-BASICのコマンドを
SX-WINDOWアプリケーションと同時に

ヲイムシェアリングで実行できます。

.rSX-WINDOW ver3.1 システムキ;;~Jのお問い合わせは yヤープ糊電子機総事雛本部(;1.映)γステム搬器推進プロジェクトチーム 〒162東京都新宿区市谷八幡町B帯地 雷(03)3260-1161(大代表)へ
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説膨らむ。フィールドが、
府男
hヘ入ろう.

EXE 
クラフうて

何だ?

先が、ますます面白くなる。

• 
未来への確かなビジョンをベースに

発展性のあるフ。ラットホームとしてのウインドウ環境を提供する

国産オリジナルウインド‘ウシステムSX-WINDOW。

-GUI環境や操作環境、高速化へのゆるぎない探求、
X68030/X68000を手に

入れて、いろいろチャレンジ

したい皆さん。情報のチャ

ンネルは多いほどいいで

すよね。 ということで~ EXE

クラブは68ユーザーのため

の水先案内人。あなたの

チャレンジを強力にパック

アップしますよ。

本体同梱の入会申込

ハガキを送るだけで、

自動的に無料入会。

さらに下記の特典付を。

-インライン入力のサポート ASK68KVer.3.0を利

用したインライン入力をSX-WINDOWで実行可能。

またンヤーベンXをワープロとして利用できるよう、

さまさまな機能が付加されています。

-コンソールをサポート Human68kやX-白ASICの

コマンドをSX-WINDOWアプリケーンヨンと同時にタ

イムシェアリングて・実行てきます。

(クラフィ yク告利附したむの乍ど、SX-WINQOVlと処理が
置復するbのは実行できません.)

マルチメデ‘ィアの統合的なハンドリング。

• 
いま、より多彩なフィールドへ

そのインテリジェンスが展開を始める。

• 
次のステージが見えてくる。

含会 l案告

嬰|野
E置畳 一，. 、Lー
がjtI数ニ=
もJI々 4i
民'A I "、もよ

さ夏 lisp堅
弓1219S待
212支
:ト lるン
ill I ロト

-多彩なプリンタに対応さまざまなSX-WINDOW

アフリケ-/ヨンで利用できるベージプリンタドライ

パを概準装備。ESC/Page、LlPS111. PostScriptに

対応したプリノタが利用できます。

包三~

-記匡2二二二 カッ トコピー品ベースト

二二三二て読込・保存

印刷I~笛差分胞により 65.536色

今も、先も楽しめる。

いつも新展開の予感、sx

S夫Wm!開N1p33もοwYm完5点段5笠工l
.Z'sST刊̂ F昨F、.嘗堅体倶楽剖はyアイト同字社土の商帽で一すf九.eE臼SC/P向ag酔eはセイコ一エフ咽ソン株式舎社白畳持商捕です..P向。s叫ISc加r円叩l巾p同tIは玄アドヒeンステムズ宇社土の畳s持争商憎です.oE印GWω。r吋dl<孟株玉式t会社エルゴソフ卜由畳持商耐4繍積です
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特集 Openthe SX-WINDOW 

特別企画 X68000周辺機器パワーアyプ計画

マイコンショウ'95

Xellent30s 

学研統合電子辞書 lorsx-w旧dow

こちらシステムX探偵事務所

T 
-特集

19 Dpen the SX -WINDDW 
20 
活用の纂硲知総

ウインドウ環境への招待

22 
導入のための初歩の初歩

SX-WINDOWを始めてみよう

28 
非SXコマンドを活用する

環境改善の手がかりを探る

32 
シャーぺンの活用

アプリによる環境改善

34 
高解俊度表示の実現に向けて

広さは愛だ

38 
フォント現場の改普へ

IFMのフォーマットを探る

44 
メーユーをより使いやすく

コードリソースに手を出す

-特別企画

B3 X68000周辺機器パワーアップ計画

64 目指せ周辺機器貧乏

B5 メモリ増設のポイント

68 大容量ハードディスク導入の手引き

BB 倍密MOは買い時か?

89 4倍速CD-円OMでも使ってみるか

70 画像入出力環境の強化

72 CPUは加速する

・レポート紹介

17 

18 

OhlX Graphic Gallery 
D白GACGアニメーション講座
ショウレポート

マイクロコンピュータショウ'95
.THE SOFTOUCH 

16 
SOFTWA円EINFO円MATION

新作ソフトウエア

〈スタ ッフ〉

中野修一

満康史

田村健人

中野修一

中野修一

菊地功

石上進也

浜崎正裁

坂巻克己

満康史

浜崎正哉

杉村晃

坂巻克己

清置康史

..集長/前回徹・11]編集長/植木章夫.編集/山田純ニ高矯恒行.協力/有国趨也中森愈

林一樹吉田幸一 議門真人朝倉祐二大和哲村田敏幸丹明彦三沢和彦畏沢淳博清瀬栄

介石上達也柴田 j車 澗 康史機内威至 進藤E陸軍j 菊地功伊藤雅彦.カメラ/杉山和美.
イラスト/山田晴久江口嘗子 高橋哲史 川原由唯.アートディレクター/島村勝頼.レイアウト/

元木昌子加藤真ニ・校正/ダループごじら



-シリーズ全機種共通システム

103 THE 8ENTINEL 

104 BLOCK DOWN 

108 8-08ねちねち入門(3)

.続みもの

一一一一一一一一一

表紙絵 塚田哲也

114おト十二:ヲ仰と完あ巣作り

1227iztbtst広三まらない
・連載/紹介/講座/プログラム

14 
嘗子 inCGオ〉るど[第49回]

ピカピカ

OhlX LlVE in百5

T S 

春名隆行

筑紫高:a

有回隆也

高沢恭子

江口智子

52 
クリティカルポイント(X68000・z四MU81Cver.2.0+PCMB・X用) 内海淳一

THE 8UMMER OF '68(X68000'Z-MU8IC ve仁2.0用8C-55対応)松尾直樹
トウインクルトウインクル(X680凹・Z-MU8ICver.2.0用8C-88対応) 蓮沼勝

62 (善)のゲームミュージックでパピンチョ

74 
民用レポート
Xellen也08

76 
新豊田昂紹介

学研統合電子辞書 for8X -Window 

78 
毎年恒例

第B回アンケート分析大会

82 
DoGA CGアニメーション構鹿 ver.2.50(第24回)
変形グニャグニャ(その1) 

八一ドコア3Dエクスタシー(第四回)
88 S旧EA ゼロヨンゲーム完結…・・・かも(前編)
92 SIDEB 車の基本運動と力学

96 
こちらシステムX探偵事務所 FILE-XXIII
タワー型のシミュレーション

口ーテク工作実験室第9回
100 多チャンネルミキサを作ろう

117 iで)のショートブロl<tーでい その69
環境乱舞なENV円ANDだ
創刊13周年配念

126 愛読者特大プレゼント邑モニタ

パックナンバー……113
ペンギン情報コーナー・・・・・・124
FILES OhlX……12日
質問箱・・・・・・12日
STUDIO X…・..130

西川善司

灘康史

杉村晃

高橋哲史

かまたゆたか

丹明彦

横内威至

柴田淳

灘康史

古村聡

編集室から/DRIVEON/ごめんなさいのコーナー/SHIFTBREAK/microOdyssey'"…134 

1995 JUN. 

6 
UNIXはAT& T BELL LABORATORIESの05名です.

Machはカ ネギーメ ロン大会幹的05畠です。

CP/M， P-CPM， CP/Mup;s， CP/M-86， CP/M-68K， CP/ 

M-8000， DR-D05はデジタルリサーチ

OS/2はIBM

M5-DOS白 M5-0S/2，XENIX， MACR080， M5 C白Windows

I;tMICROSOFT 

M5X-D05はアスキー

OS-9， 05-9/回000，05-9000， MW CはMICRQWARE

UCSD p-systemはカリ 7，ルニア大学理事会
TURBO PASCAL， TURBO C， 51DEKICKは日ORlAND

INTERNATIONAL 

LSI CはLsrJAPAN 

HuBA51Cはハ ドソンソフト

町商標です.その他，プログラム名，CPU串は一般に

各メーカーの壷録商欄です.*文中では“TM"，“R"マ

ークは明記しτいません.
本誌に掲載されたプログラムの著作植はプログラム

作出者に保留されています.著作侮よ。 PD5と明記さ

れたもの以外.個人で使用するほかの栴断纏製は輔

じられています.

.広告目次

ジャス卜 ・………- …'142(上)
シャープ・… υ ・・表2・表4・1・4-9
TAKERU事務局・… υ ・・ー ・・表3
九十九電機 ・・......140-141
P&A ・・・・............ .......138-139 
j満開製作所 …・・ ・・…・...・H ・...・137





1.677万色対応、ビデオ映像を高画質・高速取り込み

テレビやビデオ、ビデオディスクなと'の映像をX68‘ンリーズやMacシ

リーズ日lの動画・静止画データとして高速取り込みが可能、いわば

“ビデオスキャナ"とでも呼びたいビデオ入力ユニットです。1，677万

色対応、最大640X480ドットの高解像度'''2。動画・静止画の手軽な

ノ、ンドリングが、新たなグラフィック‘ンーンを創造します。

SHARP 

授1MacintoshはHンリース以降の楠揖に対応、ディスプレイ僻像11ヵ、640x480ドットの場合‘阻り
込み可能な範聞は、16日川20ドット、320x240ドントのサイズに年ります.

議2X6剖30/X6BOOOンリーズでは、1，677万邑はデータ作成田みに対応.費示は最大65，536色、解
{量1JI'I1512x512ド沖.また‘Macintoshは慣捕により衷示邑散が異なります.

アプリケーションツール「ライブスキャン」を標準装備

動画や静止画を簡単に保存できるアプリケーションソフドライブスキャ

ン♂を標準装備。取り込んでいる映像を表示したり、残したいシーンを

簡単に静止画保存したり、手 戸判明.'"1¥;1ー……品川 畑 寸 寸甘

軽な動画・静止画ハンドリング

でパソコンの可能性をさらに

広げます。X68030/ X 68000シ 11ra

1)ーズ用 SX-WINDOW対応 阻 酔・1阻圃|

版と Macintoshシリーズ用

QuickTime対応版の2種類を f乱j:，・ l 
同梱しています。 回「 ;温 | 

mSX.WINDOWX&I;t./¥ージョン3，0以降(メモリー4MB以上I.QuトckTime版はMacintosh漢字
Talk7リリース7，1以上町システムとQuickTime1.5以上(メモリー8MB以上)が必要です.

1，677万色対応の高速映像取り込み、
動画・静止画の手軽なハンドリングが、新たな
マルチメテ:ィアシーンを創造する。

SHARP INTELL旧ENTV旧日印GITtZERCZ・6VSl BUSY _ 
同 WER0 

.SCSIインターフェイス採用.パソコンの専用1/0スロy卜を使わずに接続可

能になり、汎用化を実現しました。またSCSI-2(FAST)インアーフェイスの採用

により、データ転送速度の高速化を図っています。X68030/X68000シリーズて・

は、SCSト2(FAST)対応のハードディスクを接続することにより、パソコン本体を

経由しないて・、ノ、ードディス:71こ直接、動画データをテンポラリデータとして記

録することが可能です。パソコン本体のハードディスクへは、記録終7後i二、テ

ンポラリデータを変換し動画データとして保存できます。

、'CZ-600C/601 C/611 C/602C/612C/652C/662C/603C/613C/653C/663Cに接続する渇合は別売
のSCSIインタフェイスポ ドCZ-6B引な勺ぴにSCSI ~換ケブルCZ-6CS1 が必要ですo?!cz-
印4C/623C/634C/6制Cに陸続する場合は、別売のSCSI変換ケーブルCZ-6CS1が必要です.
欲 MacinloshPower Bookンリ ズに接続する場合は別売のSCSIケ ブルなどが必要て'す.詳しく
(j.Macinlosh Power Book::'-リース白取鍋脱明・令ご覧ください。

-高機能MPUを搭載 クロ・ンク周波数25MHzの32ピットMPU/MC68EC020'を

搭載、高速処理やパソコン本体の負担の軽減を実現します。

• Mad1Macintoshの略称ですo.Macinlosh. MacintoshII 11，米国ア yプルコンヒ.ュータキ土の萱録
商捕です.・PowerBookは米国ア yプルコンヒ・ユータ社の商揮てーす。・i車字Talk71まアyプルコン
ビュータジャパン社町商揮です.・口uickTimeは、米国アンプルコノヒ・ユータ社の商揮です.・価格
には、消費税及U配送-11t世・付都工啄費、使用酒み商品田引会取り費等は吉まれておりません.
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SHARP 

For X68030/ X68000series 

ORIGINAL 
SOFTWARE 
COLLECTION 

さらに高度な創造次元へ。

ますます成熟する

そのアブ。リケーション環境D

率玄68030

NEWアプリケーション

-独自のアウトラインフォントを付属

Jiン~&Oゴデザり川
cZ-282BWD 標準価格29，800円(税別)

(4MB I ver.3.0 I HD 10MB) 

フォントやロゴを手軽に作成するための

デザインツール。作成したロゴは

ク1)';1プボードを介し、シャーペンや

EGWord SX-68K、XDTPSX-68Kなど

他のアプリケーションて啄IJ用できます。

-パーソナルOTPをX聞で

エYDTPIj府羽
cZ-291BWD標準価格35，000円(税別)

(4MB I ver.3.0 I HD 5MB) 

縦書きをはじめとした多彩な編集機能で

パーソナルなDTPを実現するソフト。

SX-WINDOWをすでにご利用になっている

方なら、新たに基本操作を覚えるニとなく

手軽にレイアウト作成が行えます。

.OTP感覚で自在にレイアウト編集

Datacalclj塑闘祖
cZ-273BWD 標準価格印刷O円(税別)

(4MB I ver.3.0 I HD 3MB) 

SX-WINDOW対応の新世代統合ソフト。

表計算、グラフ、データベース、テキスト、罫線の

各データを1枚の用紙に重ね合わせ、

移動、サイズ変更など

DTP感覚でレイアウト編集ができます。

.SX日月朝体/5Xゴシック体フォント(，)15第1水

準&第2水準)を付属・ベジェ幽線のアウトライン

編集によるデータ作成・フォントファイル全体にわ

たってのエフェクト処理・既存のフォントファイル

からのデータ抽出、ドローオブジェクトへのエフェ

ク卜処理・複数のフォン卜ファイルをリンクして新

たなフォントファイルの作成か'可能・65.536色表

示で確認しながら口ゴ作成ができるグラフィック

ウインドウ(GRW.X)対応

-テキストの基本処理をはじめ、テキストフレーム

ごとに行える各種設定、スタイル別の検索/置換

など、豊富なテキスト編集機能・グラフィックウイ

ンドウ、そして各種画像フォーマットへの対応・グ

ラフィック/テキストのフレームから独立した罫線

機能・独自のアウトラインフォント(5X明朝体、

5Xゴシック体の第1水準)標準添付・ベージの

移動/作成/削除がスピーディに行える独立した

ベージウインドウをサポート

-カルクシートでは、セル番地を意織することの

ない直感的なセル指定が可能・データベース

フィールドでは、同一項目でもデータ型/データ長

の異なったデータを管理て'きるなど、自由な設計

が特長・データベースフィールドで入力した

データをカルクシートのデータとして利用したり、

カルクシートのデータ変更奇自動的にグラフ

表示に反映させたり、同ーデータからさまぎまな

分析が可能なデータリンクもサポート



システム&アフ。リケーション

-さらに実用的なウインドウシステムへの進化

次':..WfNDOWver3.1システムキット
CZ-296SS( 130mmFD) /CZ-296SSC (90mmFD) 標準価格22.800円(税別) (ill[) 

ASK68K ver.3.0を利用したインライン入力のサポート、Human68k/

8ASICコマンドをSX-WINDOWアプリケーションと同時にタイムシェア

リングで実行できるコンソールのサポートをはじめ、シャーベン.Xをワー

プロとして利用て・きるよう機能アップ。また、さまざまなSX-WINDOWア

プリケーションで利用て'きるページプリンタドライバを標準装備。ドロー

データ(FSX)Iフォントデータ(IFM)処理の高速化も実現しています。

t:. 

"コンソールでは、SX-W1NDOWと処理が置観するものは喪行できません.

.SX-WINDOW対応ドローイングツール

Easydraw国璽邑
CZ-264GWD 標準価格19.800円(税制 ( 4M B I ver.3.0) 

イラスト、フローチャー卜、地図、見取り図など各種グラ

フィックが製図感覚てe作成できます。作成したデータは

他のSX-WINDOW対応アプリケーションでも利用でき、

企画書などの作成をザポートします。

.SX-WINDOWを楽しく使うためのアクセサリ集

次'=-WfNDOWデスクアクセサ1)集
CZ-290TWD 標準価格14.800円(税別)

~五er.3.0 )

-グラフィック感覚の楽譜入力をサポート

-ウインドウ対応のグラフィックツール

Easypajnt竃麹盛
CZ-263GWD 標準価格12.800円(糊IJ) @i]工玄白

マウスによる簡単操作、65，536色中16色の多彩な表現、

クリエイティブマインドに応、えるウインドウ対W;IJ)ペイント

ツールです。同時に組数のウインドウを開いて編集でき、

各ウインドウ聞のデータ交換も行えます。

-定評のGUI対応ウインドウワープロ

EGWordB盤沼
CZ-2718WD 標準価格59.800円(税別)

MUSIC竃濁誼
4MWD標準価格38.0日日円(税別)

キャラクタベースのワープロを超えたGUIによる、手軽な

DTPソフトとしても優れた褒現力を発揮。定評ある日本語

入力方式によるインライン入力、各種グラフィックデータや

テキストデ-~の貼り

込みができます。

MIDI、FM、ADPCMに対応した楽譜ワープロ&作曲

演奏ソフト。自由なレイアウトで、グラフィックを描〈ように

楽鱒入力。全パートの同時入力・編集、自動伴奏機能、

多彩なプリンタ対応で副司W冨ず ~~←一一一コー

美しい印刷も行えます。 置引 . → ，......， .. 
-FJ司1'.1 て三午ロ:i:.::!l，r
;':;;1・リ山出品J山 ー 抑止円 4

自::1拾三22ZZ
~工豆~ ti主L白て三二二二".:.J ( 4MB I ver.2.0 I HD 5MB) 

-マルチタスク機能をはじめ通信環境がさらに充実

CommunIcatIonl竃湿盈
CZ-272CWD 標準価格19.800円(税別)

通信環境をさらに高めたウインドウ対応の通信ソフト。

マルチタスク機能により他のアプリケーシヨンを実行中

でも簡単に通信が可能。自動ログイン機能やプログラム

機能など、豊富な機能_..!. ー
をサポートしています。

包MBI ver.l.1) 

開発支援ツール

.X6B日30/X6即日日対応開発ツール

@mPILER露甑 NEWIくIT
CZ-295LSD 標準価格44，800円(税別)
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C compiler PRO-68KのX68030/X68000対応版。従来

からの機能に加えて、 Human68kver.3.0、ASK68K

ver.3.0にも対応。新たにGPI8ライフラ1)、MC68882対応

フロートライブラリを

付属じています。

SX-WINDOW用のソフトウエア開発に必要なツールや

33種類のサンプルプログラムを装備。プログラムの編集、

リソースの作成、コンパイル、テ'バッグといった一連の

作織がきわめて効率よく ・.r;;; ;-二 ・
実符できます。 1": ー | 

包~

*~ご使用に当って I ;l C com凶er

PRO.68K ver.2.1 b町必要です.

(4MB工豆豆])

.SX-WINDOW開発キットのサポートツール

開発キット用ツール集
CZ-289TWD 標準価格12，800円(税別)

rSX-WINDOW開発キット」をさらに使いやすくするため

のサポートツール集。SXコールの簡易リファレンスを

収助たインサイドSX、イベンド、ンドラ、ヒープビューア

など11種類のツールが--園田-首h ・ー 円相ー

用意されています。

(4MB I ver.2.0) 

(4MB I vedO I HD 10MB)の費示は、メイノ〆モ1)4MB以よ、SX-WINDQWver.3.0以上、10MB以上の空きのあるハートディスクが必要であるニとを示していますo • EGWordは韓式会社ヱルゴ‘ノフトの畳錦商捕です.

.お問い合わせは ・シャープ鮒電子機器事業本部 (液映)システム機器推進プロジェヲトチーム〒162東京都新宿区制八儒刑制 s(03)3260-1161(大代表)へ もグ令-710楠話番ね 字
、
け
W
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-拡大読み取り時、細かい部介でも想実に再現。
2400dp同lやデジタルズーム機能が高品f立を守ります。

A4、300dpiならカラー約13秒叫、モノクロ約1秒引でこのクラス

最高の制高速読み取りが可能です。大きな画像データを高

速転送できるscs卜Eにも対応。また、最大A4/リーガルサイ
ズ(216，4x 355， 6mm)までの原稿を読み取りできます。

高速処理を実現。スピーディに作業できます。

， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， 

.35ミリフィルムも透過原稿読み取りユ
ニットを使用して読み取り可能。

透過原稿読み取りユニットは、

35mm(ネガまたはポジ)フィルム

からレントゲン写真まで各種

透過原稿制に対応。基本解像

度600dpi/1200dpiの2種類を

ご用意しました。また最大50枚

までの原稿を自動送りできる

ADFも同時装着できます。京5

透過原稿読み取りユニットとADFを同時装着できます。
基本解像度印刷pl、疑似解像度2400dpi削の高解像度読み

取りで微細な点や線を鮮明に再現します。縮小・拡大は30~

2400dpiの範囲で設定可能です。また、約1677万色で原画

に忠実なリアルな色合いを再現します。

高解像・高品位。美しさが際立ちます。

‘遭遇原摘続み取りユニy卜

""ADF(原稿自動送リ装置]、、、
、¥

¥一一一一一与

.シャープ。独自の技術「デジタルズーム」搭載により繊細な

線やズーム画像も忠実に再現。同孟一一一寸 匝J一一一

また「ワンウェイスキャン方式J 1 .司L 11"司..... 
を採用し、凹凸のある原稿も 1 .._  11 --... 1 

鮮明に読み取りできます。 L一一一ーョ・ L一一一~・
》 通常的鉱大時 デジゴt)レズーム
(当社従来機) (JX-330ンリーズ)

JX・330X

.> 
J =壬、

‘.4・!
 ζ
喧= ζ

巴
ADF[原稿自動送り装置](オプション)

JX-AF3 標準価格 58，000円(税目1])
カラーイメージスキャナ

JX-330X榎準価格178，000円(税別)

透過原稿読み取りユニット(オプンヨン)

JX・3F6穣準価格 98，000円(税目1])

JX-3F12穣準価格138，000円(税別)

いやすい高機能画像入力ソフトを標準装備<JX-330X>
-Scanner T ool/S (函像入力ソフト)、対応フォーマット形式 ZIM、PIX、GL3、PIC、GLX、GLM

機I24∞dpiは当社独自手法による疑似解憧置です.淡2I~み取り開始からI~み取り軒7までの動作時間.ただし初期動作およびデータ転送時間金障し(軍温25・C) 様3 クラスとは、Mフラ y トベソトクラス町二と. '95'同月現在.
桜4U!:み取り可能伝サイズは惜栂によって巽伝ります.滋5ニ慣用になるアプリケ ションにより対応が異なります.
・消賢税及び配送・設置・付待工事貨・使用済み商品目引き取り関等は、標準価格には含まれておりません。

W唱，.-~も楠試会桔
-資料のご請求・お問い合わせは シャープ株式会社プリントシステム車車本部プリントシステム宮車部

〒545大阪市阿倍野区畏池町22番22号 TEL，(06)621-1221(大代表) FAX， (06)629-12日7
〒162東京都新宿区市谷八幡町日番地 TEL，(日3)3267-441 O(ヲイヤHンIFAX，(日3)3260-215日
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RPG幻想事典

アイテム
ガイド
ヘッドルーム編著

A5判・定価1，800円

西洋ファンタジーに登渇する物を中

心に、武官詩や|勿具などのキャラクタ

ーが装備するアイテムについて解説します。いままでの解説本で

はあまり触れられていなかった、どんな人が、なんのため、どの

ように使っていたのかを明らかにするため、歴史や由来、具体的

な使用方法などを、イ ラス トを使いながらわかりやすく解説しま

す。また、実|療に使われた物だけでなく 神話 ・ゲームなどの有名

な魔法の武器についても、詳しく解説します。

【RPG幻想事典シリーズ・好評発売申!】
逆引きモンスターガイド東洋編出;f箸
逆引きモンスターガイド西洋編訴以討編著
戦士たちの時代詩お結いるか共著

チャンパラ英雄伝宮山信諸山共著

RPG幻想事典日本編器提oP
RPG幻想事典 Z弘主主円

メガドライブで好評の笹20k
fランクリッサ-HJがぬ守派
ドラマCDに!
メモリアルド、ラマCD&ファンフック

激しいl被いの幕が1Jf.1こうとしている。
エルウィンとレオンとの宿命の戦い

が、いま始まる!!

そしてファンブックでは、うるし原

智;=~氏デザインによるキャ ラ クター

の魅力を徹底紹介&rラングリッサ
ーJシリーズの庇史を検証。そのほ
か、特別インタビューやメイキング

などを収録。

定価3，800円 (税込)。NCS
豪華声優陣を起用!

[CAST] 
エルウィ ン ー・ 草尾毅

シエリー………横山智佐

リアナ…………図府回マリ子

エリザ・・・・……林原めぐみ

エグベルト・ ・・背野 武

ナレーター ・ ・銀河万丈

ジェシカ………清恵子

ヘイン ・………山口勝平

レオン・ …・ 置鮎龍太郎

レアード………J}iil川 う也
バルガス....・H ・

GA乱1EBEST SELECTION 

蓬莱学園108の謎

柳川房彦監修

ゅうせぷん/

賀東招ニ著

定価1，500円

-H・H ・好評発売申…・・

「ベンドラゴンJリプレイ 「ファーローズ・トウ・ロードjリプレイ SIMC汀Y2000
三つの槍の探索 RPGセッションガイF パーフエクトガイド

…IID干-・H ・

遊演体監修

司史生/

ゅうせぷん著|間1.600円
中島理彦著

定価1，6∞円

Tower公式パーフェクトガイド
中島理彦著予価1，800円 5月中旬発売予定

theme PARK J ~ーフェクトガイド
中島理彦著 7月発売予定



監修 アリスソフト

イベント&タンジョン攻略もこれでOK!
特製ピンナップ付録っき

未公開設定資料原画・超美麗ク‘ラフィック満載
大ヒッ ト中のパソコンRPG超大作 q胡判明ImTIIJの!原繭&設定資料集が早くも

王子場。アリスソフ トの社内"1"を荒らしまくり、恨こそぎ奪った-n重でき長聞な1m発

資料をページの許す限りてんこ織り。さらに‘途中でお悩みのユーザー&21夏目

に突入しているアナタのために、全マップからサブイベン トまで徹底攻略。これ

で旬、見逃していたグラフィックも令i411見ることができる!さらに特製ピンナップ

つきで、も~大変な→IItかも!

CGネットワーカーズ
自選作品集

33人のCG作家と8人のフリーソフト作者
PIRICA 監

Macintosh & Windows対応CD幽 ROM付属

本書には、パソコン通信や出版界で活線中の33人のCG作家と 8人

のフリーソフト作者の作品を収録しています。本文中では、 CG作
者の臼 jr.~C Gと作者紹介、 ベテラン作家によるCG抗 き方構座、各

種CG関連のフ リーソフ トを掲il戊しました。また、新しい作品を入
手方法と、 CG~ メインに活動中のBBS(パソコン通信)についても

紹介します。付属の CD-ROMはWindows3.1とMacintoshの両方

で使用できます。なお、収録したCGデータは多 くの人に衡I鑑賞い
ただけるように圧縮や暗号化はおこなっていません。ローダーさえ用語、

すればMS-Dosm境下を含めて他の環境でもデータのみの利用が
可能です。

定価は税込みです。

B5変形判・180ページ

定価2.900円

A4判・ 160ページ

定価2.500円

ソフトバンク株式会社棚事業部画自



お待たせしました!

砂田中良描き下ろしビンナップ付き4
砂業界初 (7)の飛び出す絵本も付いているのだ4

(どんなモノかは見てのお楽しみ)

砂未公開設定資料原画とセル画が満載‘

険みづき，綾，品の3人のすべてがこれ1 冊で全部わかる!~

砂今回もパッチリ内容保証!~

砂初回限定のおなじみプレゼン卜もあるぞ!~

もはや麻雀ゲームの定番となっ

たスーパーリアル麻雀シリーズ最

新版PVの未公開設定資料満載。

動画枚数1000枚突破のアニメー

ションシーン もパッチ リ完全収

録。おなじみのピンナップ付録

に加え、巻末付録に“飛び出す

PVポップアップ"

が付いた今までに

ない充実度。買わ

ないと一生後悔す

A4'l'1J 
カラー80ページ
+ 

モノク口32ページ
+ 

飛び出すPVポップアップ
+ 

とじ込みピンナップ

定価2，000円

好評発売申

シリーズ既刊・好評発売中

スーパーリアル麻雀
Pll&pm 
ファンブ、ツク
定価2，000円
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ソフトパンク株式会社/出版事業部層9!='i'1
販路局TEL:03・5642・8101l!!全盟主l
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〔第49回]
ピカビ力 江口響子

JR中央線で，新宿から 1時間ほど乗り八王子 午前中は， 1年生対象の媛業。いままで，専門

までくると，東京都といえど，のどかな風景ガ広 学校ではときどき教えていたが，大学での講義は

がってくる。芽吹き出し定淡い緑の木々から，白 初めてなので，こちらもまた f年生だ。

い山桜ガ謙虚!こ顔を覗かせている。対照的なのは 人数は40人弱。そんなに大人紋でもないので，

桃の花。赤い色ガ自にまぶしい。 自己紹介を兼ねて，自分がいま，怠にに一番興味

そんなのんびりとした里の春の風情を眺めてい をもっているか答えてもらつだ。

ると，地下鉄サ1)ン事件などで「最近の東京は治

安ガ悪し¥_Jという評判11，うそのように思えてく 日本の古典芸能なら怠んでも……なかでも能ガ鰐

る 。き(♀)

この4月から八王子|こある東京造形大学という 映画ガ好きで，タランティーノはもちろん野きだ

美術学校で，講師をすることになっ定。週lこ一度， けど， 100%好きというわけではない。 rJ~ルブフ

金曜日の午前と午後， !C!，¥修の2科目である。 ィクション」はもちろん見た(古)

初日，午前7時に家を出る。う~ん，こんなに いまヒトラーの「我が闘争」を読んでいる(♀)

朝早く学校に行くなんて，高校の部活(陸上部だ rJM_Jはウィリ戸ム・ギブスンの原作とかけ離

った)の朝線以来だ。 電車を乗り継ぎ 2時間弱で， れていると思う(古)

学校に着く。 東西を悶わず，若手のお笑いガ好き……(♀)

に1もお・

趣味はゲームです……といった学生はいなかっ

だ。なぜかほっとした。まだ， X68000をもってい

る人もいなかった。これはちょっと残念。さらに

学生の自己紹介は続く。

料理とケーキ作り，おいしいものを食べ歩くのガ

趣味(合)……彼はなんだかOh!X編集長の前回さ

んに， 優しそうな雰囲気がよく似ている。

盆栽を始めた……(♀)

f年聞に100本ベースで映画を観てきた。ここ5年

で500本ぐらいは観だかな(t) 
ミラン・クンデラを最近は読んでいる。 「存在の

耐えられ芯い較さ」とか「不滅」とか……(t)

などなど。いったん柱会人に怠ってから入学し

た人，何年か浪人してからきた人，現役の人もも

ちろんいる。 f年生といってもさまざまだ。

でも新しいことを始めようとしている人は，年



齢lこ関係なくピカピカに輝いている。これは皆同

じ。ピカピカの f年生っていうキャッチコピーが

あったけれど，小学生だけでなく，大きく怠って

もそのとおりなんだなあ。

担当の科目は情報処理演習というものだけど，

コンビュータlこ蝕れるのは初めての学生ガ多いの

で，内容はごく簡単にするつもりだ。でも，一番

大切なのは，このピカピカガ怠くならないように

することかもしれ忽い。

春lま草や木がいっせいに芽吹き，本当の意味で

f年の始まりを感じさせる季節だ。これから 1年

間，大学生活でどんなことがあるだろうか。

舎固めCGデ-1:}

1280 X 1024ピクセJレ

1670万色フルカラーを4X5ポジで出力

作成手順

XL/lmageのビームで背景の画像を作成。サイクロン

でストライブの自の画像を作成。目の画像のaチャネ

ルを用いて， 目と背景をX68日日目上で合成。

響子 inCGわ~るど 15 



ビデオゲームアンソロジーシリーズvol.13

として「パラデューク」が移植決定だ!

期待して待つニとにしよう。そして，TAKE 

RUから学園コメディ rEXCITINGみる<J 

の発売が正式に決定したぞ。

16 Oh!X 1995.6. 

SOFTWARE INFORMATION 

グロテスクながら美しい。そんな言葉がピッ

タリな迷路型シューテイングゲーム，それがパ

ラデュークである。10年前の1985年，それはカ

ッコイイありがちなゲームに慣れていたプレイ

ヤーの前に姿を現した。 しかも斬新なゲームを

送 り込み続けてきたナムコからの街聖書的なデビ

ューであった。

Jレールは迷路化されたステージ内部を自由に

移動し，青いモンスターを撃って全，威させてい

けばよい。ただ，ステージ構造が面によ り独特

のものになっているので，ある程度の作戦とい

うものが要求されるところが.このゲームを奥

の深いものにしていた。 しかし，震大の特徴は，

やはりそのグラフィックと独特な雰囲気であろ

ヲ。

いまでこそ， リアル調のモンスターやホラー

の要素を窓織したゲームは，掃いて捨てるほど

ある。 しかし，当時はこのヌルヌルしたグラフ

イツクの質感が非常に異質で.かつリア リテイ

のあるものに映ったものである。こういったス

タイルの元祖として，当時のプレイヤーの記憶

に印象的に残り続けるパラデュークが，ついに

アンソロジーシリーズとしてX68000の商面に

再現されたのてeある。

とにかくドロドロした雰囲気が全面に踏襲さ

れ，敵の統一!惑も含めたイメージは，現在のゲ

発売中のソフト

官学研統合電子辞書 forSX-Window国語・漢和辞書

TAKERU 4/18 

X68000用 S"2HD版 9，800円(税込)

*学研統合電子辞書 forSX-Window英和・手暁辞書

TAKERU 4/18 

X680∞用 γ2HD版 9，800円(税込)

新作情報

肯パラテ'ューク 電波新聞社 S/26

一ムにも劣らないほどの徽密な完成度を持って

いる。敵モンスタ に囚われている，黄色のか

わいい仲間である「パケット」ですら，ほとんど

コミカルな要素が感じられず，シリアスドロド

ロの世界の引き立て役になってしまっている。

つまりゲームの中のどの要素を見ても，そこに

パラテ.ユークの世界そのものが凝縮されている

と思っても間違いないであろう。

とはいえ10年も前のゲームなだけに，キャラ
クターの容量や種類，ゲーム自体の処理の複雑

さといった部介を見ると，現在の豪華美麗大容

量のゲームとは，大きな隔た りがある。 しかし，

ステージの迷路的構造，しかも敵の配置による

事実上自 に見えない壁や一方通行といった，プ

レイが進むたびにプレイヤー自身が発見したり.

手痛いダメージで思いしらされるという，ゲー

ムの面白さは，現在のゲームにも劣っていない。

むしろキャラクターの少なさから，その構成の

綴密さに感心するほどである。

最近のキレイでハデなだけのゲームに もの足

りなさを感じている人には， もってこいのお勧

めゲームといえるだろう。往年のファンは，文

句なしに要チェック。いまからルーレ y 卜の練

習をしておこう。 (八)

X68000用 S"2HD版 9，800円(税込)

電波新聞社 窓口3(344S)6111

X68000用

世XCASE 

X68000用

S"2HD版 9，800円(税込)

Beシステム

S"2HD版 19，8∞円(税込)

肯丁目um 象スタジオ

X68000用 S"2HD版価格未定

*麻雀悟空・天竺への道 シャノアール

X68∞0用 S"2HD版 9，800円(税別)

*地球防衛MIRACLEFORCE カスタム

X68000用 S"2HD版価袷未定

肯プリンセスメーカー ニュー

X68000用 S"2HD版 14，800円(税別)

肯EXCITINGみるく TAKERU 7/:未

X68000用 3.S" /S"2HD版 1 ，SOO円(税込)



Oh釘 Gゆ1OcCtl&の …ニメーシヨン座

今回はCGAコンテスト入賞作昂にも使われ

た物体変形γ高1IiEXfl01NT-:-Xを紹介じ
ま習もなかなかやっかいな問題もありますが.

がんばって特性をつかんでうまく利用してい

き髭レょう。
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写真K

基本距離が小さ

〈なるようにモ

デリングすると，

盛り上がり方も

i骨らかになって
くる

写真Gl 般物幽商

サンプルで作ってみまし

た。テレビに映った鉛筆

が函面から抜け出るとこ

ろて'す
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4月18日から21日までの4日間，東京流 はデバイスによる色表現の違いを簡単に吸

通センターでマイク口コンビュータショウ 収してくれる。ビデオ映像中の繊訟の色を

'95が開催された。スペースは年々縮小さ

SH2チップの上位版となるS

だ。

0など， 1叩 MIPSクラスの

示。組み込み用RISCチッ

士通もFR20というオリジナ

め， SHシリーズをSuperH ~亘司ヨ~‘6芝盲老 ッサを発表。 2 バイト固定命

て大々的に展示していた。ヨ咽詰寄4・l t.~聡fもる'V(， 2 . 7V駆動と超低消費電力

ユの大容量化，高クロック何~~. 聖" 掴症をチップ内にまとめるなど，明ら

日寺60MIPSを実現したプロセッ.."，1...執こSH2を意識した構成になっている。用
途として挙げられた家庭用ゲーム機の絵が

松下電器産業はMPEG2エンコーダチッ SATURNそっくりなのがほほえましい。

プやリアルタイム色変換コントローラなど その他ではフラッシュメモリなど，次世

を展示。リアルタイム色変換コントローラ 代デバイスの展示が目立っていた。
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~.) ， _.""';' p 哩出盟]盟!!...

‘・圃

」 デジタM 'ーティ:ormA/O::lンハ ザ

回珊開閉

--
。目立のSHシリーズ f}MPEG2用エンコード
チップのデモ 8MPEG2チップの評価ポード
だ 。集積の進むREAL2の基板。右は lチップ
だ @色変換チップのデモ 0V800シリーズ
も充実してきた @今年もTRONは健在だった

@大容量マスクROM 01cカードによるヘッド
ホンステレオ ⑪高性能になった各種PCMチッ
プ





SX-WINDOW環境を選択することは，

X68000の有するグラフィック機能のほと

んどとスプライト機能など.を捨て去ること

でもあります。 それは，純粋にメモリi止と

CPU速度で勝負する世界一一そういう分

野で見れliX680301:.て 3世代前のハード
仕厳にすぎません。

しかし，幾多の不利な状況にもかかわら

ず， SX-WINDOW はWINDOWSや漢字

TALKに上tべてもかなり f史いやすいシス

テムとして存在しています。

考えてみればSX-WINDOWというのは

ごく、'iたり前の環境を揃えているfごけです。

世の'1-'， ノfソコンカfGUIて1史いやすくなっ

たtかいっていても，ごく基本的なことす
らやっていないということになります。

巷では， Macintoshを「使いやすし、から」

という理由て選ぶ人がし、るくらいですから，

少々重かろうがSX-WINDOWを使う理由

は十分といえるでしょう。

~lj:J~ さえ整えれば， SX-WINDOWは実

に快適なプラットフォームになります。 コ

ンソーノレが装備されたことで¥私は最近てい

はほとんどSX-WINDOWから抜けるこ t
もなくなりました。SX-WINDOWから外

れるのはグラフィック関係の処理をすると

き〈らいで、すね (SX-BASICてれやってたら

画像処理に半日かかった…・・)。

まあ，私個人がSX-WINDOWを使って

いるのは， X68000史上て最高のワープロで

あるシャーペンをイ史ぃt:， 、からというのが
lli大の理由ていすが， このシャーぺンのため

t.:.'けでも従来の環境を捨てる{illi値はあると

思います。 ここではSX-WINDOWを使う

うえで，知!っておいたほうがよいちょ っ と

したことそまとめてみましょう。

Isxのユーザーインタフェイス
SX-WINDOWのディレクトリウインド

ウ閃り は実に素直にできています。ファイ
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ノレ操作に|剥しては，足りないものはおそら

く 「ファイルの生成」くらいしかないでし

ょう (いきなり新*f~ ファイノレを生成するこ

とがで、きない)。

.基本はCOPYALL

SX-W[NDOWでときどきデ、イレク トリ

のコピーに，新しいディレク トリを作成 し

て，ウイ ン ドウぞ 1~f.1 き ，'，身を 全選択して持

っていく -といった操作ぞしている人が

いますが，アイコンの移動は基本的に

COPYALLて"すから，テ、、イレク トリごと ア

イコンを連ぺばすべて解決します。パック

アップMOに作業ディレク トリ をコピーす

るのも，テ、、イレク トリ ごとドライフーアイコ

ンに放り込めば変更のあったフ ァイノレだけ

ファイノレを自動的に更新してくれます。基

本ですね0

.ドラッグ&ドロップ

アプリのウイ ンドウにアイコンを放り込

むと， そのフ ァイノレを読み込みます。前の

データをJ宛棄してしまうのがイマイチです

力1'(新規オープンの選択もほしかった)，こ

れは手伝W;にわかりや-t，、インタフェイスてい
す。

またダイアログなどの文字入力部分にア

イコンを放り込むとフ ァイノレ名が波されま

す。 コンソーノレてテ、、ータファイノレを指定す

る|努などは便利です。

ただ， 背からいっているように， ドラッ

グという作業は~，:u維が長くなると誤操作が

多くなる処理です。 ドラッグなして同等の

動作を実現する方法も考えるべきでしょう。

個人的には左プレスで「っかむ」処理を行

うのが妥当かなと思っています。

ちなみにMacintoshで‘ドラッグ&ドロッ

プといえば， 実行ファイノレのアイコンにデ

ータのアイコンを重ねると，データファイ

ノレを読み込んでアプリケーショ ンが起動す

る， というものです (-J.i!i近ははかの意味も

ありますが)。

これが，なぜ使利がられているのかよく

わからなかったのですが， Macintoshて"I.i

アプリケーションのウインドウにアイコン

を放 り込めないと 聞いて， ょうやく納得で

きました。

Macintoshを初め， ドラ ッグ&ド ロップ

l.i， これからあちこちで、流行ーしそうなイン

タフェイスとなっています。早〈ドラッグ

の「使いにくさ(わかりにくさで、はない)J 

をちゃんと理解する人が現れてほしいもの

です。

.ポップアップメニュー

ファイノレに対して， それを ~Téみたいと j目、

ったときや，サイズ、を引佐35lしたいと思った

とき，タ守ンフ。してみたいと思ったと告て二

好きな動作ぞ指定することができます。ツ

ーノレを起動せず，操作しt:いデータの位置
で処理できるというのが特徴です(当たり

前のことですが… )。

シフ トキーでメ ニューの内容が変わるこ

ともあります。シフ トH寺の動作が規定され

ているかどうかが見てわからないのがナニ

ですが，試さないとJ員をすることもありま

すのでメニューの出るところで1ま片っ端か
らンフト併用を試してみるのもよいでしょ

フ。

なお， 2ボ、タンマクスをf史っておきなが

らいまさらという感じはしますが，羽TIN

DOWS95では右クリックでポップア ップ

メニューが出るようになったそうで，これ

はMacintoshに対する完全な優位点だそう

です。

.エラーダイアログ

知lらない人が多いようですが，エラーダ

イアログの「実行J i耳i(i!liJボ.タンは，マウ

スをわざわざ連ばなくてもカーソノレキーで

選択することができます。「確認、」などは初

めからボ‘タンの周りがへこんで、いることが

あります。これならリターンキーをがpすだ

けで1斉みます。 どうせなら，すべてのタ。イ
アログで実現していて〈れればも っとよか

ったのですがD



一方， WINDOWSやMacintoshでは「マ

ウスカーソノレが走っていく Jtか iボ.タン
のと ころにカーソノレがジャンプする」 とい

ったものが重宝されています。

SX-WINDOWてやは基本理念として iマ

ウスカーソノレはユーザーの操作以外では移

動しない」というのがありますから，これ

は十采用ていきないインタフェイスてやす。キー

ボードでの操作もよいのですが，私の経験

でいえば，夕、、イアログではMATIER式のボ

タン害IJり当てがもっともイ史いやすいと忍わ

れます。大切なのはカーソノレを操作するこ

tではなく ，システム に意思を伝える こと
ですから 0

・日本語処理

必ずASK3をiaい，なるべく SXKEY.X
を登3来してく fごさ い。

変換作業時にESCで初期状態へ戻すのは

当たり再iiてーすが， シフ ト+ESCて，直前に

日本語FPに波した文字予1)を呼びwすこと
ができます。UNDOキーでは直前nfff定し

た文字列を変換し直すことができます。ち

ょっ と長し、文字列を打ち込んで、レて，誤っ

て確定してしまった場合仁は使手1)-て、、す。

例を挙け‘てみま しょう 。

すもももももももものうち

t打ち込んでいて，誤操作て変換範囲を間
違えて，

李桃 も桃も農地

のまま仰:定 してしま ったと しまし ょう。 -

の場合，UNDOて二

李桃も桃も ，~~ t也

のまま変換状態に戻せますし，さらにESC

で，

すもももももももものうち

という最初jの入力文字列にまで戻せます。

ここてESCを押 しすYると文字列が全部消

えてしまいますが，その;場合はシフ ト+

ESCて1呼び出すわけてやすね。

まあ使っている人にと っては当たり前の

機能ですが，シフ ト+ESCなEは文字列コ

ピー代わり lこ使ったりもできて使利です。

シャーペンのインライン変換と SXKEY

Xによ ってSX-WINDOWの日本511処理j!

もずいぶん高度になりま した。シス テムレ

ベノレてやインライン変換できないのは問題で

すが， シャーペンのデキがし、いので¥ とり

あえず大きな降害にはなって いません。

あえて改善すべき点を挙け、れ~;f，ワイン

ドウごとに 日本語フラグを持って，フォー

カス時に日本語FPのON/OFFを自動でや

ってほ しいというこ1:< t?いて。し よう。あ

っ1:， 1!I!i論， ASK3自体の改善も必須ですけ

/::'0 

. マルチウインドウ1競 の危機

最近Macintoshのパージョンアップとか，

WINDO羽rSのフリーソフトて iia利!Jと
いわれているも ののなかに，デ、スク トップ

上に付婆のようにメモを張 1)付けるという

ツーノレがあります。

最中刀に思ったのは「なぜsテ、、スクトップに

余臼が空いてるんだ‘?J とい うことでした。

私の使っている環境では常にデスク トッ

プの8割以上はウ イン ドワで額われていま

す(わざわざ背景グラフィックを見るモー

ドをつけて いるくらいです)。もちろんSX-

WINDOWですか ら， イま!えるツーノレという

のは決して多くあ りません。 しかし，デス

ク トップには常にウイン ドウが大小あわせ

て15fJii)くらい，タスク としては40-50タス

ク走らせて使用するのが当たり 前になって

います。ディレク トリウ イン ドウがし、くつ

かと，シャーペンが3つくらい， コンソー

ノレにSX-BASICや11奇青|ーなどの小物…・・・と

これく らし、の環境です。

i画面を見た国民機ユーザーの人からは
「そんなにいじめなくても・・・ー・ 」といわれた

こと もありますが，私と して は特に重い

こと をナやって いるつも りはなく ，SX-WI 

NDOWもi)を快に重jJ作しています。

)j'iJ L、てみると ，WINDOWSでも Macint

oshでも エディタ1:DOS窓くらいしか使っ

ていないとか，複数のアプリを立ち上げる

こと自体が少ないということのよう です。

メモを取 りたければ¥常にエディ タを聞

いておけばすむはずて"すカf (花、は そう して

るにわざわざテ、、スクトップに張りイ寸ける，

すなわち，それが見える状態にある，すな

わち，ウイ ン ドウはあま り|羽かない， とい

うことを示 してい ます。 うーん，いったい

なんのためにウインドウ環演を使っている

のでしょうか?

さらに気になるのは，次世代のマンマシ

ンインタフェ イスとして各r~Tで開発されて

いるものです。

来!日志などで見たことがある人もいるでし

ょう 。画面にオフィ スの絵があって，そこ

に書かれた絵を使ってオベレートしようと

いうようなも のです。メモをク リックすれ

ばメモ1)1長， 'iE!:話をク リックすればiili信， と

いった具令にアプリを起動します。Macin

toshもWINDOWSもその他のOSもi)FF，lfi.み
こういった方向性に走っているようです。

ここでも疑問になるのは，なにかアプリ

を7巳ffuJしたら，ほかのアプリはどうやって

起動する のだろうか ということです。画面

切り換えてアプ リラ ンチャーの匝|而が独立

しているというのならよいのですが(それ

はそれでう ぎったいが)，てないとマルチワ

インドウ環境というのは生きてきません。

おそらくるLになったのは ビル・アトキ ン

ソンの作ったMagicCap(PDAJ刊のOS)だ

ろうと思いますが(あまり詳しく調べてい

ないので断言はできないが)，これはシング

/レウイン ドウ環境のために作られたものだ

と思います。なにも考えずにマノレチウイン

ドウ環境へ応用しようとい うのには ~!I，F，聞が

あると考えるべきでしょう。

. 不満を持つということ

SX-WINDOW)共l係の記事てIJ:，私はた

いてい文句をつけていますが，前述のとお

り初、の周りはもう SX-WINDOWしかポ変わ

ない環境になりつつあります。

BTRONにも触ってみま したし，WIND 

OWSが予想以上にJlf!解不能であることや，

NeXT STEPが意外にわかりにくいこと，

やはり Macintoshはわかり やすいが使いに

くいことなども確認してきました。

SX-WINDOWはシステムの美しさとイ史

いやすきを両立させた数少ない例 tいえま

す。 もともとアップノレ系のインタフェイス

を導入 しておきながら，最近IJ:'7イ クロソ

フ ト系のインタフェイスを追加lして くるな

どというわけのわか らない部分も多少あ り

ますが， その基本部分はいまだ‘に他のシス

テムを干与せっけないものがあります。純国

産システムとしてもがんばってほしい気持

ちはあります。

しかし， シス テム而1での弱さはいかんと

もしがたいものがあるのも事実です。オ、ッ

トワークの対応、が皆無なこと や.印刷シス

テムの未熟さ， )~再発環境の整備遅れ， シス

テム情報の不透明さ，アプ リの少なさなど ，

挙げればきりがないでし ょう 。

ものご とを進化させて い く 過程は1~て々 に

して，なにかに不満を持った りすることか

らiJf:iまります。そ ういった意味で不ii:l;ji"持

つこ とは大いに重要な こtだといえるでし
ょう。1止問を見れば， どうしようもなかっ

たWINDOWSでさえ徐々に改善されつつ

あります。進化の速度から いえばいつまで

もタコl呼ばわりはできないのかもしれませ

ん。:gjl，状に甘んじているこ tはできないの

です。

与え bれた環境に対して， どうも嫌7ごと

か， 1U2いにくいと忠、ったら，それがなにに

由来 している のか， どうすれば解決できる

のかを考えていくことが重要でしょう。
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Isx引INDOWの世界へょうこそ!
今回は超初心者向けのお認です。SX-

WINDOWをインスト ーノレし，操作を党え

ていくことか b始めましょう 。

本 牢 本

私lまいま，原稿を喜〈仕事をしています。

原稿を引くために，デスクトップ (SX-

WINDOWの画面のりにはシャーペン

(SX-WINDOW棋準添付のエディタ&ワ

ープロ)があります。 こうして原稿をタイ

プしている最中， I~がほしくなってしまい

ました。 そのためにドローイングソフ ト，

Easydraw (別売のドロ ーイングツーノレ)を

起動します。メモリが不足していない|出り，

シャーペンを閉じることはなく，新規にウ

インドウ (Easydraw)を聞くこ tができま
す。

これが， SX-WINDOWを導入するfiiiの
場合なら， WP.X(XVI以前に添付されて

いたワープロソフト)で原稿をタイプして

いて，ふと図を干lEきたくなったなら， 1東和i

を1:lIlj:11して車冬了し， CANV AS PRO-68K 

(Human68kJ二て‘拐IJ<ドローイングソフ

ト)で、も，包重)Jしなくてはならなかったわけ

です。印刷するのはなぜかというと，それ

はもちろん，「本文;と照らしあわせてJI:g1を

十Ujくからです。

初、のライターという仕事はあまり 一般的

写真 1 起動直後の画面
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じゃないかもしれません。 しかし，普通の

人も最近はワープロを結構狐繁に使うでし

ょう? ワープロ文i!?の'1-1にl:klを入れたい
ときはたいてい本文を説明する図を描くわ

けですから， /::-ちら b見ながら，どちらも

改変できるような以境でいるのがベス トな

わけです。SX-WINDOWならそれができ

ます。文立を書きながら， l:glを張り込む。

そういった操作ができるのがウインドウシ

ステムというものなのです。

それでは実|僚にSX-WINDOWをイ史用 し

てみましょう。 まずはSX-WINDOWのシ

ステムディスクの'"11から，システムディス

クと，拡張ディスクを11)(り/.1'， します。シス

テムディスクをドライブOに人れ，拡張デ

ィスクをドライブlに入れて， FDからシス

テムをj包郵jしてく fごさい。

起動したデスクトップは写兵 1のように

なっているはずです。こみいったこ tをす
るためには，インストーノレ(以下の:r]iiで説
11[1) という作業ぞしなくてはなりませんが，

この状態でもある程度SX-WINDOWを楽

しむことはできます。

正しく起草IJできたなら，マウスを動かす

ことにより，矢r:1lのようなものが動くはず

で、す。これをマウスポインタと 11乎びます。

マウスポインタは名前のとおり，マウスの

到jきをそのまま岡市に伝えるものです。ン

ステムにより，マウスカーソノレとも 11乎ぶた

め，人によってはSX-WINDOWの世界で

びますo ;tヨボ、タンを自II~す t メ ニ ューはがi え

ます。右ボ‘タンを押 したままマウスポイン

タを移動し，項目の上まで持っていくと，

ポインタの示している項目の色が変わるは

ずです。 これが選択している状態で¥この

逃択状態で右ボタンを :~IËすと，その命令が

実行されることになります。

プレス以外にもSX-WINDOWではいく

つかの操作体系があります。以下はマニュ

アノレの 8ページにあるものの引用です。

1) ポイン卜する

ポインタを絵の」二に重ねる。

2) クリックする

ボ、タンをt1pして問11す。

3) タ守ブノレクリックする

ボ‘タンをおL けて 2 回押して問Ií~す 。

4) プレスする
ボ、タンを引11しi続ける。

5) ドラッグする

ボ、タンを押 したまま移動する。

以上， 5種類の操作を組み合わせてSX-

羽TINDOWに命令を与えるわけです。詳し

いおt明1;1:マニュアノレの 9-10ページにある
のでせーひiWeんでみてください。
きて， 1菅|而左にはアイコンが並んでいる

はずです。I;e.仁から順に， Xマークのシス

テムアイコン， X68000の絵が羽目かれたデス

クアクセサリアイコン， そしてページアイ

コンです。 この-1'"に， ドライフ。アイコンカT

2つ， A， Bと警かれて置いてあるはずで‘

も，マウスカーソノレと 11乎ぶことがあ ります。 す。 FDD(フロッピーテ川スクドライブ)

マウスポインタはiill'，:jf;，CIIIIに到〉かして ですから さl紛れ FDのJI~ を し ています。 この

行!fいません。マウスポインタを動かすだけ 下に掃除機のJI予をしたクリ ーナアイコンと，

では，なにもjsこらないからです。マウス X68?ークがあります。

ポインタを通じてSX-WINDOWに指令を 左クリックで選択できるアイコンは，ド

出したいときには，ボ、タンをilJlします。右 ラッグして場所を移動することができます。

ボ‘タンと左ボ、タンがあるはずです。 こうして，デスクトップ中の好きなところ

なにもないところでマウスの右ボタンを に好きなものを置くことができるのです。

押しっぱなしにします。 この様作を右プレ 逃択できないアイコンでも， OPT.lキーを

スと 11平びます。するとメニューが現れるは 抑 しながらなら，選択することができ ， ド

ずです。 これをポップアップメニューと呼 ラッグすることができます。
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写真 2 Aドライブの内容を見る

システムアイコンは通市緑色ですが，残

りメモリが少なくなり始めると， ii!C色，赤

へと色が変わっていき ます。

ページアイコンはちょっと普通とは違う

アイコンで¥アイコンの右側，左側を友ク

リックすることにより，ウインドワの院先

11順位を変えることができます。 小さなウイ

ンドウが，大きなウインドウの下にI(されて

しまったときに{史利です。右プレスするこ

とにより，閉し、ているウインドウのメニュ

ーの一覧が出てきます。 もちろんここから

選択もできるわけです。

て。はここて Aドライフーアイコンをタ守フー

ノレクリックしてみましょう。写真2のよう

なウインドウがI~FJ (はずです。これをディ

レクトリウインドウ /:.11乎びます。SX-WIN

DOWての主なファイノレ操作は， これを利

用することになります。逆にSX-WINDOW

システムのファイル操作を覚えるにはこの

デ、イレクトリワインドウの利用方法を覚え

ればよいことになるわけですね。

. インストールから始めよう

「インストーノレ」 とは，ぶっちゃけたZiE，

「使用できる環境にする」こしというの

も，市l仮されているソフトウェアの多くが，

最近は「フロッピーディスクを入れてすくや

起草IJJではなくなってきているからです。

この理由として， まず挙げられるのは，シ

ステムそのものが非常に大きくなっていて，

FD 1 枚 -2 枚の ~I" には入らなくなってき

ていることです。ただ、これは建て前のよう

なもので，実際の理由はほかのことにあり

ます。それは統ーされた実行環境を作るこ

と， これが大前提です。

まずはあなたが自由にカスタマイズして

使える環境を作りましょう 。 この作業は，

あなたがし、ままで， どのような環境でパソ

コンを利mしていたかで微妙に奥なってき
ます。

以下， SX-WINDOW ver.3.1を持って

いることを前提にします。SX-WINDOW

よな古 今津子，'"で..弘
主そi:，7得手拐;;:_L1マ.

写真 3 HDのフォ マット

はver.3.0の段階ていかなり成熟しています

が，新しいパージョンに換える場合，イン

ストーノレからやり直すことになるので，で

きればいち(;rん$JrしいSX-WINDOWver 

3.1をII龍入してくるべきでしょう 。ver.3.0

を持っているユーザーならば，ユーザー登

jfl(ハカ、、キさえwしていれば，ノfージョンア
ップの案内がきているはずです。9，300円で

ノfージョンアップてリきるはずなので¥ぜひ，

ノfージョンアップの14:1し込みをしましょう 。

それでやはインストーノレです。

まずは，新しく X68030+ HDD (ノ、ードデ
ィスクドライブ)をJl注入した方，または事万規

にSX-WINDOWをI-IDDにイ ンス トーノレ

される方ーから始めましょう 。

.HDDのフォーマットカ、ら

HDDのフォ ーマッ トは筒lj:i.です。先ほ

ど， Bドライブアイコンのテ、、イレク トリ ウ
インドウを聞きましたが， これを閉じ， A

ドライブアイコンを|井|きます(写真 2)。こ

こにI-IDフォーマッ ト.Xがあります。 ファ

イノレ名の最後が r.XJのものは，ダブルク

リックすると実行できるファイノレて砕す。 こ

れを起動します。さすがに写真撤影のため

に，編集部のHDDをフォーマットするわけ

にはいきませんから，代わ 皆肱ぬdd

りにMO~ナフォ ーマッ トし ~ . 

てみましょう。

まずこのウイン ドウで行

うことはI-IDD，またはMO

の初期化です。検索された

IDの装置のなかでフォー

マッ卜してよいドライブを

指定し，写共3のような|直|

而をUJ1します。

HDD/MO はまずf法初に

フォーマットが必要です。

フォーマット済みの場合，

I-IDフォーマッ ト.Xては再

フォ ーマットてきません。

51C仁

写真4 ドライブトレイを聞く

官民 j~J({i佐{呆は，信'u或硝HJi~のボ、タンを lêクリッ

クて設定して行います。すべてをー折で利

用したい場合， そのまま領域jifli保を実行す

ればOKてやす。このとき，必ずシステムをl伝

送するようにしてください。

初JUlイヒが終わり領域雑fぷしたら， I-IDフ

ォーマッ トXを終了してください。終了は

ウイン ドウの右肩にある ×マークを左クリ

ックします。自動的にリセ ットす るはずで

す。

リセット後，再びフロッピーディスクか

ら起動します。起動したときに，システム

アイコンを右プレスし rドライブ トレイ」

をセレク 卜してく 7ごさし、。すると与:J'，(.4

のようにFDD以外の ドライブのアイコン

が表示されます。編集室の環境の;場合，こ

のようにたくさんのドライブがあります。

これらは個人個人のハードウェア環境によ

って迷うはずです。

ドライブ トレイにあるアイコンは，外に

あるドライブアイコンと同じように利!日す

ることができます 。 ドラッグすれ"f外に I~IJI

すこ tができます。ここではダブルクリッ
クて、オーフ。ンし，先はどフォ ーマッ 卜した

ドライブをf45しましょう。フォーマットし

器
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たばかりのドライブ仁は， HUMAN.SYS ン情報などがあるはずで、す。新しく SX- す。人によってはいらないかもしれません

とCOMMAND.Xしかないはずです。ここ WINDOWを利用する方は，関係ないでし が， とりあえずインストーノレしておくのが

てーは仮:に，幸庁しくフォーマッ卜したドライ ょう。 よいで しょう。クーラフイヅクの才及いがわか

ブをrrドライフコとしましょう 。この Iに， SX-WINDOWを格納するドライブを指 りますし。アプリケーションディスク 3に

SX-WINDOW~ インストーノレします。 定します。先はどフォーマッ 卜したIドライ はCGA形式のアニメー ションファイノレが・SX-WINDOWのインストール ブを指定しましょう 。辞書ディレク トリ ， 入っています。一度見たら終わりなので，

SX-WINDOWのインストーノレは， Bド シャーペンデ、イレクトリなどの設定は，初 ほとん Eいらないのですが，一応，インス

ライブアイコンを聞き，インストーノレ.Xを 心者には変更する必要はないと思われます。 卜ーノレしてみてもよいかもしれません。

実行します。すると写真5のような画面が 選択画面の文字を左ク リックすると，右 選択画面上のHuman68kver. 3.0シス

表示されるはずです。インス トーノレウィン の設定画商がそれぞれ変わります。SX- テムを選択してみましょう 。おそらくフォ

ドウは左の選択画面と，右の設定値nmに分 WINDOW ver. 3. 1アプリケーションを設 ーマットしたばかりでしょうから，これも

かれます。左の選択画面の口のチェックボ 定すると，右の設定画面にはアプリケーシ チェックしておきます。方の設定画面て1ま，

タンは， 口の右に書いであるものをインス ョンディスクのイ ンストーノレについてのチ Human68kを格納するドライブの指定が

トーノレするかどうかを示すチェックボタン エツクボ、タンがあるはずです。アプリケー あります。この場合，]:あたりがデフォル卜

です。マークをつけると選択されます。 ションディス ク1にはSX-WINDOW必須 で指定されていますが，今回 1ドライブで

最初はSX-WINDOWver.3.1システム のアクセサリが入っています。インス トー フォ ーマ ッ卜 してしま ったと思われるので，

が反転しているはずです。 この状態では右 ノレは必すe行いましょう 。 I:にでも直してくだ、さい。
の設定画商に，ヒストリデノfイスドライ ノ{， アプリケーショ ンディス ク2にはフォン ページプリンタはPostScriptプリンタ，

ディスクアクセスの高速化，従来のアイコ トと グラフイツ クのサンプノレが入っていま エプソンのESC/Pageプリンタ，キヤノ ン

SX-WINDOWの導入に必要なもの

必要なものはもちろんX680xOシリーズ。10 5万円前後なので購入に踏み切るのもよいでし

MHzシステムでは，残念ながらSX-WINDOWは震

いのが実情です。今回，男IJのページで紹介した

Xellent30sをつけると，多少軽くはなりますが.

こみいったことをすると，すぐに重さが気にな

ってしまいます。

XVIレベルになると， VRAMが軽くなったこと

もあってか，こみいった処理をしなければ，主置

さはあまり感じません。Xellent30を搭載すると

さらに多少速くなります。REDZONE(・')のレベ

ルまで行くと，ほとんどの処理は重くなくなり

ます。

そしてX68030，X68030 Dash (叫)になると，ま

ず重さを感じさせなくなります。ただ， sx-
WINDOWは通常の利用時の重さと，ひときわ重

い処理をしたときの重さが，かなり違います。

震くなる処理は，ちょっとばかり速くなったく

らいでは解決できるようなの重さではありませ

ん。たとえばEasydrawのオブジェク卜数が多量

に増えたとき， XDTP，シャーベンによるベク ト

ルフォントの利用などの処E里はX68030をも っ

てしても重くなります。

ところが040turbo(叫)を利用すると，これら

の重さが一気に激減します。まさに040パワーと

いったところですか。理想をいえば040がほしく

なってしまいますが.それでも賀沢をいわなけ

れば，XVIレベルならばだいたい満足できる速度

で動きます。なお，震近は 7万円台でX680∞
CompactXVIの新品を.中古があれば6万前後で

買えますから，手を出してみるのもよいかもし

れません。ただし， CompactXVIにはXellent30は接

続できません。

本体とは別に， -"モリも必要になります。こ

れはWINDOWSでもMacintoshて・もSX-WINDOWで

も同じことです。X68030ユーザーは標準実装4M

バイトで， SX-WINDOWのほとんどの機能が利用

できます。しかし，内蔵で12Mバイ トまで実装で

きますか勺，迷わず12Mバイト実装してほしい

ところです。メモリはあればあるほどよいので

すから01/0DATA機器から8Mバイトメモリモジ

ュール(SH-5BE4-8M)が売られています。実売
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ょう。

XVI， CompactXVIユーザーの場合.本体標準実

装メモリは2Ml~イ ト て二内蔵8Mノ T イ ト まで実装

できます。TSRより XSIMMVIとXSIMMVlcが発

売されています。メモリなしで l万3千円ぐら

いで売られていて，これに60nsの8Mバイ ト

SIMMをつけるのが理想です。本体の都合上，

SIMM(;l:8Mバイトでも6Mバイトまでしか認識で

きません。あわせて8Mバイ卜のメモリがあれば

SX-WINDOWはほぼ満足に利用できます。

それ以外の機稜の場合は，多少XSIMMIOなど

を使っていただければ手軽にメモリ実装できま

す。

SX-WINDOWを利用するうえで，私からの推奨

環境は，本体はXVI以上，メモリは8Mバイト以よ

といったところでしょうか。それ以下の装備で

SX-WINDOWをヘビーに使っている人も存在し

ますが.多少，処理のうえでストレスがたまっ

てしまうかもしれません。なお，ハー ドディス

クはほぼ必須と考えていいでしょう。

* 1 ;満開製作所による， X680∞Compact XVlo:J 
24MHz改造品，またはその同等品を指す。ノーマ

ルのXVItこ比べると，あらゆる商で高速さを感じ

させる。

*2同じく満開製作所によるX6803033MHz改

造品，またはその同等品を指す。X68030に比

べ，速度を計測するベンチマークテストでは確

かに速くなってはいるが，通常の使用ではあん

まり速度差を感じない。ただし33MHzマシンか

ら25MHzに戻ると，それな りの震さを感じるこ

とがあるが。

* 3 BEEP's氏における68040アクセラレータ。

現在，計測技研より発売されている。CPUが

68030;から68040へ変わった違いは，イ ンテル

CPUの80386から80486DX2ぐらいの違いがある。

10方円弱とお値段は高めだが，これによる高速

化はだいたい 3倍前後。X68030-33MHzマシン+

040turboの速度はすでにノーマルの68030の速

度とは別次元を思わせるものがある。

のLIPS3プリンタに対応しています。要す

るにレーザープ リンタの類でして，つまり

以上に挙げた 3系統のレーザープリンタ以

外はSX-WINDOWでは使えないというこ

とになります。

HDDにインストーノレする場合，アイコン

の登録はデフォノレ 卜なので，する必要があ

りません。

この状態で右下の実行ボタンを十IjIせば，

インストーノレは始まります。あとは，手}I国

lこ従って， FDDを抜き差しし，インストー

ノレを行ってくたさきい。

HDDインストーノレが終わったら，インス

トーノレしたHDDから起動してみましょう 。

正しくインストーノレて、きていたら， SX-

WINDOW ver. 3 . 1が起動するはずです。

. ファイル操作の達人になろう

この調子てい進んで、い<C， いつまでたっ

ても説明が終わらないので¥ このあとの操

作は急、ピッチで進めていきましょう 。すで

に「あなたのJSX-WINDOWがインストー

ノレされたので¥好きに操作して構いません。

自分なりに触ってみて， SX-iνINDOWの

利用方法を探索してみてください。

きて， SX-WINDOWではファイノレ操作

を簡単に扱うことができます。 ファイノレの

削除， コピー，移動，さまざまです。 これ

らの基本は， ファイノレアイコンをドラッグ

することによって行います。

ポイン トはアイコンをドラック守するとい

うことです。

たとえば，ファイノレa.txtをAドライブか

らBドライブにコピーし たい場合， a. txtを



ドラ ックずして. Bドライフーのドライブアイ
コンまで、持って いきます。 これが基本操作

です。Bドライ ブではな く. Bドライブの

中にあ るディレク トリ内に持っていく場合

も同じです。ファ イノレをドラ ッグされたア

イコンは，ディレク トリな らば， フォノレタ守

が聞いた形に変形 します。

とあるディレク トリか ら，同一 ドライブ

のテV レク トリにドラ ックーした場合，コピ

ーではなく，移動することになります。移

動というのはつまり，コピーのあと，元の

ファイノレが元の位置から消えてしまうとい

うこ tですね。同一 ドライブ聞で移動て、は
なく コピー しt.:い場合.CTRLキーを押し
ながら ドラ ッグしま す。 これは少し特殊な

機能です。

SX-¥ヘTINDOWて"はディレク トリとファ

イノレは特に区別されていません。 これが，

SX-WINDOWのファイノレ管理システムの

便利な部分です。ディ レク トリ 名は，ディ

レク トリ以下のサブディレクトリもすべて

合みますから，ディレク トリ そのものを ド

ラッグして，いずれかの ドライ ブアイ コン，

ディレク トリ フォノレダに持っていった場合，

ディレク トリ以下すべてを コピーないしは

移動する ことになるわけです。この作業は

筏数のディレク トリウ イン ドウにまたがっ

ても椛いません。

ファイノレの削除は， クリ ーナアイ コンを

利用し ます。 これは特殊なア イコ ンで， フ

アイノレをドラ ッグしていくと， フアイノレカf

削除されるものです。

ファイノレの基本操作はこれだけです。

もしも，複数のファイノレを同H寺に ドラ ッ

クーしたい場合，被数のファイノレを選択すれ

ば可能です。たとえばワ イノレドカードで*.

penをすべてドラッグしたいなら，ディレ

クトリウイ ンドウ中のファ イノレアイ コンの

: I I 
勢、際
部平-1明間
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し， ポインタをそのまま移動したときにで

きる矩形で指定などさまざまです。

被数選択されても，それがディレク トリ

でも， ファイノレの移動， コピー，削除が同

じようにで‘きる のがディレク トリ ウインド

ウの特徴であり，このディレクトリワイン

ドウが被数聞 き， どこにでも持っていける

というのが， SX-WINDOWの直感による

繰，{乍のしやすさとい λ るで、しよう。

ファイノレのドラ ッグはファイノレのメンテ

ナンス以外でも行います。たとえばシャー

ペンのウイン ドウ内に， なんらかのファイ

ノレをドラッグしてい〈と，編集ファイノレを

破棄して読み込もうとしますし，シャーペ

ンが新規編集のダイアログを出したと きに，

後数のファ イノレを持っていくと， ファイノレ

名を直接，複数個与えることができます(写

兵8)。

このほかにも，キャンパ「ス XにPICファ

イノレを拘って いくと， 匝11象フ ァイノレをロー

ドすることができますし. SX -PhotoGrap 

hyに至つては， CD-ROMドライブアイコ

ンまでドラッグ します。 これとはまた別に，

ドライフザアイコ ンを月1)のドライフ。ア イコン

に重ねる と， コピー

ない場所で右プレスによるポップアップメ オーノレ(ファイ ノレの

ニューを出し，ワイノレドカードを選択して， 中身をすべてコピー

打ち込みます。こうして *.p巴nと入力する する)や同じタイプ

と.* .penのファイノレすべてが選択され， のディスクなら，デ

反転する ことになります。選択されたひ t ィスク コピーなどが

つのファイノレをドラッグすると，それらは で、き るようになって

すべて道:iiliれのようにドラッグさ れていき います。

ます(写真 6)。 ファイノレアイコン

複数選択する場合は これ以外に， シフ ト の ドラッグにより，

を押しながらファイルアイ コンを左ク リッ アプリケーションが

クすると，前に選択されたファイノレをキャ ファイノレを読み込む

ンセノレせずに， 選択フ ァイノレをどん どん増 のは， SX-WINDO 

やしていく こと ができます。また，ポップ W操作の基本rllの

アップメ ニューの 「すべてを選択J ~ill\ん 基本です。 ときどき

話一

写真 7 矩形領域の範囲指定

ションもあ りま すが， とりあえず，刈応し

ているファイノレをドラックマして放り込んで

みるのは.SX-WINDOWの試行錯誤では

必須のことです。

. メ=ーをオリジナルに!

SX-WINDOWにと ってメニューは大切

な役割lを持って います。SX-WINDOWで

はすべてのアプリケーションが同時に動L、

ているわけで¥すべてのアプリケーション

が「自分のウインドウ内」という決ま った

テリ トリー(領域)を持っています。

その場所てやっている作業に対する処理

がメニューで選択で、きま す。

文字入力があるところでは入力文字列，

テ。イレク トリ ワインドウ内では そのディレ

ク トリ に関する操作， ファイノレアイコンで

はそのファイノレに対する操作がメニューで

出て きます。

同H奇に，メニューは同じ場所て. lli.に右

プレス したと き，キーボードのシフ トキー

を抑しながら右プレスした ときの 2干虫類が

あります。ソフ トの設定によっては，文字

四EL関ム
事ヰヰ白

日早

一'1 :.......，.・U¥.A..I"t.PBI
だり，写真7のようにディレクトリウイン そうプログラムされ官 一 一一
ドウ中のアイコ ンのない tころで'd..フ。レス ていないアフ。リケー 写真 B これらのファイルを一度に開く
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写真9 シフトキー併用のメニュー

選択 Xのように，スクローノレバーのよてメ

ニューを聞くなど， 多少 r? J な操作体系

もありますから， ちょっ tfiiHが変fごなと

思ったら，干ft極(I'.jに右プレスすることをお

すすめします。

SX-WINDOW を1aL、こんてきたり ，~~r 

しいアプリケーションを手に入れたりした

ら，メ ニューを手i-き換えたくなってくるも

のです。そこで利用するも のが，メニュー

メンテです。たとえば，デスクアクセサリ

アイコ ンから示すメ ニュー。デフォノレ卜て、

はアクセサリが奄録されていますが，私は

「システムの環岐を改変する設定メニュ

ー」として定義しほしました(写兵10)。

メニューメンテを起動しまし ょう。メ ニ

ュ一番号 2がこのメ ニューです。メ ニュー

メンテの操作方法はマニュアノレに譲 ります。

いかがで‘し よう? フォントマン百貨定には

IFl¥II. Xが，ビデオマン設定にはIVl¥II.Xが

実行ファイノレ名として登録されていまち

この2つは 1度目の実行1.:J:'!I!;!駐ですが，

2度目の実行は環境設定になるからです。

こ の 2 つだけの~守殊ノレーノレなので党えてお

下r-i荷一丁目
写真II ショートカットの設定

26 Oh!X 1995.6. 

写真10 ;，{ニューメンテ

いてください。

スター卜回而の設定， I函而状態の記憶は，

7jlJのメ ニューにあったもので¥実行ファイ

ノレがない変わったメニューなのですが， こ

れらは項Uカット&ぺース トを利用するこ
とにより，ほかのシンボ、ノレアイコンのメニ

ューに移動できます。

アイコン以外にもウインドウメ ニューが

利用て きます。とはいっても，これはほt
んどデ、イレクトリワインドウ川のメ ニュー

の編集ですが。

テ、、イレクトリウインドウの， ファ イノレア

イコンがなにもないところで"，'1'，るメ ニュー

のいちばん下には 「クロ ーズ ? QJ と苦

いであります。 ?に謎のマークがあるはず

で、す。これはショートカットキーといって，

メニューをFJf.Jかなくても， OPT.1+ある文

字でそれを直核実行するという設定です。

この設定I.:J:，メニューメンテのメ ニュータ

イプを「ウインドウJloJJにす ると現れます

(写真11)。

ごらんの とおり，クローズの ところを選

択すると，ショートカットキーのところに

I.:J:， Qが表示されているはずです。シ ョー
トカッ トキーは慣れてくると次第に使うよ

うになる便利な機能です。初、はショートカ

ットキーをよく使うため， 写兵12のように，

ディレク トリウイ ンドウ内て使う メニュー

をこのようにショ ートカ ットキーで設定し

ました。

ショ ート カットキーを利用するようにな

ると，ウインドウシステムがますます{史い

やす〈なってきます。残念ながら，ディレ

ク トリワイ ンドウ以外のウイン ドウ用メニ

ューは， システムてや管理されておらず，ア

プ リケーションごとに管理されているので¥

なにかショ ートカ ットキーを登喜王したくて

もできないこ tが多いのが実'Ii'iです。

. アイコンメンテ

アイ コンメンテというのは，ほとん どす

べてのファイルアイコン， シンボノレアイコ

ンなどを，登録したり変更したりできるよ

うにするものです。通常， ファイノレ， シン

ボ、ノレアイコンが，セレク卜されていない状

態てアイコンメンテを起動すると，新規フ

ァイjレアイコンを作ります。た とえばフ ァ

イノレ名を*.man，実行ファイノレをシャーペ

ン.Xにしてみま しょう。 これで， manとい

うJ広張子のアイ コン守タ守フツレクリックする

と，シャーペンがそのmanという tJ.よ張子の

ファイノレをロードして|荊くわけで.す。

設定例を見ると，実行オプションに%が

ついていることが多いのですが，これはダ

ブノレクリックされたファイノレ名を示します。

illi '，11!; はっけなくても， そのアイコンのフ ァ

イノレ名は波されます。オプション指定など

でファイノレ名の位置が指定されている場合

にはファイノレ名を挿入する位置を指定する

ことができるようになります。

きて，アイコンメンテではメニューをi盈

市JI寺とシフト JI寺の2つ登録できます。写真

では通常のファイノレと同じように 9番のメ

ニューが出るように設定しましたが，場合

によ っては先に説明したメニューメンテを

利用して， 事庁規のメニューをイ乍ってもh昨い
ません。ポップアップメ ニューの設定の枠

の右下の「編集」ぞ選ぶとメニューメ ンテ

が起動されます。

たfごこれだけではアイ コンが表示されま

せんから，ノfターンの枠の中で¥ アイコン

パターンをJ.@Iどないといけません。ここで

は*.docと同じくモノクロ 157若手を利用し

ました。 f扇集ボ、タンを:t1pすとノfターンエデ

ィタが立ち上がり， I~I 分で好 きなようにエ

ディッ 卜するこ tができます。ここでエデ



イッ 卜す ると元のパターンごと変わります

ので注意が必要です。パターンエディ タに

l剥しては，マニュアノレを参照 して〈ださ い。

デスクトッフ。上の状態の設定て二優先表

示すると，システムアイ コンなどのように，

ウイン ドウと重なっても 常に優先的に表示

するよう になります。選択不可にすると，

システムアイ コンのよう に， tr.クリックて。

も選択できなくなり， ドラ ッグもできなく

なるわけです (ただしOPT.lキーを押しな

がらなら可能)。

以七て: ファイノレアイコンを I~I EI~ に設定

できるようにな りました。拡張子ごと の自

~I:I な 実行設定などが可能になるはずです。

. スタートアップメンテ

スター卜 アップメンテの機能は，起動H寺

の'1!;f;.I.駐ファイノレの設定てやす。つまり SX

WINDOWのデスクトップの環境設定や機

能拡張設定みたいなものですね。 コマ ン ド

ぷ:{rJ~ (:↑'I~t れた方なら， AUTOEXEC. sAT 

みたいなものだt考えるのがよ いか もしれ
ません。厳密に し、えば， SX-WINDOWの大

土|まのソフ トウ ェアはほぼ1首脳;ソフ ト(つま

りウインドウが|羽いている fM:J，常駐 してい

るの と同じ) とい λ るので，スター 卜アッ

プで指定するものだけをあえて常駐ソフ ト

と定義するのはおかしいのですが，マニュ

アノレにそう いう記述があるのでそれになら

うことにします。いし、方を変えれば，ウイ

ンドウを聞かないのにメ モリに居j主わるフ。

ログラムと いうのがよ いか もしれま せん。

スター 卜アッフ。メンテはスター卜 アッフ。

メンテ 。Xぞタ矛ブノレク リック して実行し ま

す。私はデスクアクセサ リメニューに笠録

したので¥ ここか引呼び出します。

デフオノレ 卜て、1まadjust.?，sfile.?， henw 

in ?， sxcon?が登録されています。adjust

は笑|直ifmモードのとき ，マ ウスの移動にあ
わせてスクロ ーノレアウ トさせ るフ。ロクぜラム

です。sfile.?はSX-WINDOWの実行フア

写真14 スター卜アップファイルの設定

イノレのパスを学習記録したり，

ノfスを与えたりするもの。

henwin. ?はSX-WINDOWの

I:I~ で， 日本語変換のためのウ

イン ドウ をHf.lくものです。
sxcon. ?はシャーペンコンソ

ーノレ用のフ ァイノレて。すね。

デフォノレ 卜では これぐ・らい

しか登録されていませんが，

シャーペンワープロキ ットを

入れるi:.SXKEY.Xなどが

登録されます。SHELLデ ィ

レク トリに ある IFM.X， 

IVM.Xの2つは，フォントマ

ン， ビデ?オマンて♂ す。 SX

WINDOWて"ベク トノレフォン 写真13 アイ コンの設定

卜(Zeitの古:体倶楽部， Z's STAFFのも アクセスを減らし， ~'，'jj主制作するように な

の)，ベジエフォン 卜(Z巴itのJGフォント)， るという こと ですね。 この登録は，ワ イン

そして書家万流に 同州 されている IFMフ ドウ '11のなにもないところでポップアップ

オン 卜を利用し たいならIFM.XI.;t必須で メニューか ら新規を選んでやるだけです。

す。キャンノfスてや|画像を閲覧したりする場 スタートア ップメンテの登録はliIT1Ff:がか

令， IVM.Xも必要です。 なり影響 します。たとえば，ワープロキ ッ

これらの登録は基本的にス タートアップ 卜をインス トーノレした場合，SXKEY.X， 

ファイノレ登5主のウイ ン ドウ内にフ ァイノレド SXCON.Xの 2つはなるべく日iiのはうに
ラッグする ことで行えます。 入れておくのがポイ ン 卜です。 この移動は，

スタート アップファイノレ登録のワイン ド もちろん ドラッグによ って行うわけですね。

ワの中のものを，ダブルク リックすると * * ヰ

オプションの設定ができるようになります。 ページの都合一1'.，説明したいところをい

これ以外に，たとえば rloadlb.rJなど ろいろ害IJ愛せぎるを斜ませんでした。 もつ

をスタート アップファイノレに登録すると， と初心者向けの記事を! とい う~望に)必

builtin .lb， system .Ib， icon .lbをデ、フオノレ えて，て。きる |浪りやさしく書・いたつ もりで

卜でメ モリにロードするようになります。 したが，やっぱりマニュアノレは偉大なよう

この 3つはSX-WINDOWのリソースファ てーす。f;JtI切を主lL切にf'::きすぎれば，マニユ

イノレと L、いまして， SX-WINDOW利用中， アノレより読みつ守 らい文京になるで しょうし。

据!繁にアクセス しにい くもので、す。 これら そういうわけで， SX-WINDOWのマニユ

をメモ リ中にロードしておくと，デ、イスク アノレをi売みま しょうね。 うん。

ますはピンボールだ!

ところで.SX-WINDOWをインストールして，

たいていの人が最初に行うのはピンポールです。

インス トールしたドライブはおそらく Aドライ

ブになっているはずですから. Aドライブアイ
コンをダブルクリックし，開いたデイレフ トリ

からさらに「アクセサリ」をダブルク リックで

開きます。

SX-WINDOWは「ファイル構造」がディレク卜

リウインドウを通してそのまま見えるウインド

ウシステムですから，このあたりはHuman68kの

ファイル構造をきちっと知らな くてはなりませ

ん。さすがにこれをいい始めると長くなるので，

このあたりの説明は割愛させていただきます。

Human68kのマニュアルを参照してください。

アクセサ リには大半のSX上て'11l!J<プログラ
ムが入っています。ピンポールもそのなかのひ

とつです。ディレク トリウ インドウは右の矢印

によ ってスクロールできます。

ピンポール Xを見つけたら ダブルクリック。

まずは.100万点台を出すことからSX-WINDOW

マスターへの道は開きます。頑張って100万点台

を出 してください。100万点以上出した方は.証

拠写真を添えて「ピンポールl∞万点係」まで，

送ってください。ちなみに，私は出したことが

ありませんけど。
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SX-WTNDOWの広:ぢE改i与の特集 とし、う
ことで¥なにかiLl岐を改持する話!也を考え
てみたがどうも忠L、浮かばない。 これは (1

分がSX-WINDOWを使っていない証拠

ーではなく，引伐の環境でほとんど闘って

いないということなのだろう 。DTPをする
わけてもないし，ぷ言|・trをするわけでもな
い。市:当日をi飽き.J凶イ言をしながらプログラ

ミンクーをするぐらいにしか1!Eっていないか
らかもしれない。j話i烈に|付っているのは

RAMの12Mバイト ililJ限(MS-DOSの640K

ノfイトと一ι卜歩I'i歩，むしろひどいくらし、)
とハードウェアの処理ilR皮だが， これは 1'1

分の技術)Jて、はどうしようもない。

3 it二UIてiiiiにSX-WTNDO¥へfを'，:;';)IJし始

めた、1'''1、?は， とても環:l}i:がよいなどとはい

えなかったカi，SX-WINDOWl'li本のパfー

ジョンアップ，数々のフリ ーソフトウェア，

また 1'1分1'1身でプログラムを作ることによ

り環境を改711ーしてきた。

プログラム全作るのは，欲求があるから

リス

1: /t 
2: キーダウンイヴェントを役げつ付る
3 このソースiま尻E級いして紛蝿です
4・
5: conexec.x口、at A:/f国"Iz1、
6: のように起動します.
7: ./ 
8: idefine VARl正到
9: hnclude <task. h> 
10: IHncllde <event.h> 
11: 
12: int回目( int町 'gc，cha.r1: ar~[ 1 ) ( 

て、、ある。「司、似だから改持したいJ rこうし

たらもっと1a利 になるんじゃないだろう
か」 。 欲求カ ì~nl，たら，その'λ引の"rti包|生を考
λ る 。 すぐに 'jUJ~できそうなら，実際にプ

ログラムを作る 。 あまりにも{↑': ~} Ikが多く

なり CIう士t:_，.けて許は1!I，f;J11'そうなら，諦める。

て.λりtできるかどうかわからないときが
いちl;fん|羽る。 この記・れでは， どうやって

実引したら L、し、のかし、まひとつ不111111奈な欲

求ーについて考討をしてみよう。

. コンソールを応用したい

zipやLHAてoの圧縮をSX-WTNDOW上

でやりたい。 それなら ZlpやLHAのソース

を入手して， ソース{fJ![!解して，改造すれ

ばよい。 しかし，これはかなりの労力を必

裂とすることカir屯!できる。 まったく異な
るプラットフォーム 11¥]の移tl!(は人・変なので

ある。

せっか〈シャーペンのコンソーノレがある

.C 

13: short id.e :τ百FockB( 0，札 "押ーザン X". ..事品4コ2ソール ENV・NlJl.L， Nl凡ム);
14: int i = 1; 
15: TsEver、ter; 
16: 1百EventA閣は(EM_IDLE I &er ) i 
17: for ( i (araCj iφ+ 1 { 
18: char*p:argv{iJi 
19: wt、ile( 'p) EMSetl E_KEY日JWN，10((161+'P++ 1; 
20: EMSet 1 E KE'iOC帥 1，10"161ド.1; 
21: ) 
22: El'ISetl E_KEYDOWN. 10(( 16)+0><00:1 ); 
23: 内ここで exit<returTI>をエミュレート
24: してもよさそうにみえるが.起動したソフ
25: トがキー入力を求めてきた嶋合にまずい.
26: c剖割四世 11exitのようにするとα恐t1AND.X
27: 以外でまず〈在る. */ 
28・ tif0 
29: for 1 ) 1 
30: 1百Event.A，眉illEN_SYSl腎11+EM_SYSTEM2， &er ) j 
31: if 1町.回.叶四t2==副官I吉区) b回出，
32: if ( er. ts.what2 == EX1'ITSK && (shor包)er.ts.叶1αn== ide 1 bre曲，
33: I 
34:軒目iif
35: retu打、 0;
36: ) 
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のだから， これをなんとか応fFJして移純の

手II¥Jを!I的成することを考えよう 。

コマンドシェノレ上のプログラムをマノレチ

タスク 重力作できるよう にしている のは

SXCON.Xである。シャーペンおよびタト書11

コマンドCONW.EXは入出力のi上被あわ

せをしているようだ。実はシャーペンに頼

らなくても.SXCON.Xて、七J1長されるSXコ

ーノレ$a44fによってコマン ドシェル kのフ。

ログラムを7包ill}Jで、きるらしいことは判明し

ている。が，標準人，'I'，1Jなどの扱L、がまだ

わからないので¥いまのtころはシャーペ
ンコンソーノレに任せることを?考えるのが現

実的だろう。

あるタスクがほかのタスクぞ制御する方

法は 2j重り考えられる。

a) ユーザーの指示をエミュレート する

どんなタスクもユーザーに指定された1-1:

:'ICをこなすためにイ字祢するわけで，仕ヰlを

させる手段は必ず存在する。「ウイ ンドウ t
にあるボ、タンをたクリックするJrあるキー

を1'11す」 などさまざまである。起動するこ
と1'1f本が:W:1}Qなこともある。
b) タスク1l¥J通信

タスクIItlj邑イ言のインタフェイス念持って

いると いうこと は，ほかのタスクからililJiijl

される こと をあらかじめ想定 してい ると考

えられる。よって，ユーザーか らの指示を

エミュレー卜するより的liifiなHJIJiJjIができる
ことヵfある。

では，シャーペン コンソーノレにコマン F'

を実行させる場合，共体的にどうす るのか

を考えよう。

.エミュレー トの実際

ユーザーがコンソーノレに対して実行した

いコマンドを指定する手段は，千ifj瓜 キー

を打ち込むことである。 SX-WINDOWて

は'文|祭にキーを?打ーたなく てもキーダウンイ

ベン トを発止1，させる ことができる。 という

ことは， コンソーノレウインドウをアクティ

ブにして，コマ ンドラインを打 ち込む、ょう



にキーダウン イベン 卜を発生させればよ い。

あるタスクが持つウ インドウをアクテ ィ

ブにする にはタスクマオ、ージャイベン トの

WINDOWSELECTをfIIl、る。 し力、しシャ

ーペンをシングノレウイン ドウモードて1淀FFJ
していて，コンソーノレがウ イン ドウを持っ

てい ない ときはWINDOWSELECTを送

ってもうまくいかない。また，すでに存右ニ

するコンソーノレがキ一人力できる状態であ

るとは|製らない。 ということで¥ コンソ-

jレは新たに起動する ことにする。サンプノレ

をリス ト1仁示す。

コ ンソ ー ノレ を 7巴出J し た直1~ に コマ ン ド ラ

インを受けlr~れる 状態であ る {示証は な いし，

発行したキーダウンイベン 卜どおりの文字

が入))される とい う保読も なし、。また，実

行 したコマン ドカザキ了 したかどうかを知lる

ことができない。完全ではないが， 手際な

方法である。

.タスク問通信の実際

シャーペンにはタスク|前通信によ るi!J1]1ilip

手段がない。ワープロパック以降のシャー キ一定義ファイノレに千代のと |日lじものであ

ぺンではイベン 卜処耳Itを追加できるように る。 前述のLHAの実行例は，

なっているので，タスクIIJli邑イftのインタフ EXMACRO Ml，'conw -C' ，$22， 

エイスを追加する外部コマン ドを作ろう。 'LI-IA.xt A￥foo .Izh'， $22， $OD 

シャーペンの外部コマンド)11ライブラリ となる。 このメッセージさえあれば，シャ

を使って も「コンソーノレが人))できる状態 ーペンができることな1.0，なんでもやらせ

にあるか」や 「実行したコマンドが終了し ることがでちる。

たか」を長IJることはで‘きそうにない。 以下のような手Ii似て不11)日する。

千わ必のシャーペンで， OPTl.l+ 1を引l' 0) あらかじめ，シヤーペン ENVのEO-;>

してから. ク ロ て冶ommunl .ex を'j~行するよう に設~ii

conw -C"LI-lA.x t A:￥foo.lzh" しておく

と入))すると， LI-lAが実行されてから，そ 1) “シャ ーペン X"という コマンドライ

のシヤーペンが終 fするかも しれな い$10 ンでシヤーペンを起動する

これを利川すればなんとかなりそうである。 2) j巳到jしたタスクにEXMACROメッセ

リスト 2がシヤーペンをタスク開通信て ージをi返る

J菜作できるようにする外部コマ ンドである。 3) 起動したタスクがし、なくなったら， 11: 

この外部コマン F'communi . exを実行して ll~ヵマ:年 f し たという こ とである

おくと， シャーペンが以下のSX-BASICJIヲ SX-BASICて"DWljiなサンプノレ全作成し

式メッセージを向平和tするようになる。 てみた(リスト3)。アーカイブ名とファイノレ

EXMACRO (-;>ク ロ文字タ1> 名を入力し て|井1~fì ;f，タンを押すと， Ll-I Aで

くマク ロ文字列〉と uうのはシヤーペンの 圧縮をする。ファイノレ%はそ のまま Ll-IAに

リス

1: /・
2: タスク問!it惜インタフ£イス
3: 悶>w由実行合輪作するかどう削封書境によワます
~ : すべての .回V ファイル叩回で実行するようにして〈ださい
5: このソースI~PDSt品、しτ絡柵です
6: 
7:・/
8: .derine V，岨LEN
9: ;lnchde (9JQDE沼Xlry.h>
10: '1陪 h且e仕掛k.h'
11:引田l岨e(text.h> 
12: ，[国l岨e畑 text.h>
13: 引 田 l岨e何回rpif2.h'
14:利国 l凶e(回 C岨 .h'
15: iinclude (strina.h> 
16:川町h.de<ctype.h) 
17: 'derine SX臥SICS回D 258 
18: 
19: int job( TEd.it*' ht，∞岨tTsEv朗U er， 1。叫回n) (内@以外で本部鴻壇をスキップり
20: char' p:皿s;
21: lC ( er->ts.what2 != SX_B.岨IC_SEI佃 I retUIT1 0; 
22: 戸De9 :: 1 (char'川町ー〉国崎醐;
23: if ( 0日目rni四 p(戸田s，"E.¥11Aα白 8) ) ( 
2-1: lona: 1 :: strLen( pne肘 8); 
25: chart凹=陣.t:hPtrN削( U3/2φ1 ); /・ちょっと申裕を持って・/
26: If ( pu ::同.IU- )( 
27: TSEnDialoK-~( 1， ..記憶が担い"); 
28: 1 else I 
29: lif 0 
30・
31: 
32: 
33: 
34: 
35: 
36: 
37: 
38・
39: 
40: 
41 : 
"2: 'else 
43: 
44: 
45: 
46: 
41: 
48: 
49・
50: 
51 
52: 
53: 
5": 
55: 
56 
57 
58 
59 
60 
61 : 
62 
63: 
64: 
65: 
66: 
67 

μ もみじ狩~PI<O ./ 

/・こっちだとうま〈いかない・/
μconv官世間って遭うのかなあり

charn ~叫;
冊旬Id.lLock((cho.rUler-)ts.曲師);
げ(convmacro( ht， t(cha['U)er-)U.叶、田仲8，NUU..， 1， 0， &l司)，: 0 ) ( 
間借岨lL<lck1 hd ); 
e四18Cro(ht， 0，持軍岨lS1zeGet(hd )， 'hd ); 
伸盤姐i出、lock()世 ); 
J else ( 
TSErrDialo&N1 1. ..コンパイル長敗"); 

} 

伸佳姐lUnl民 kl (charu )er-比 8.whom1; 

chAr' P[' ::・(chart.)er-> ts.叶叩掴.8;
char' P" :: pn; 
政XlLE品， err :: FALSE; 
叶lile(・pr &h ~err)(

8"，ltch ( 'pr ) ( 
c:ase 'V": 
pr ++; 
while ( 'pr &.& 'pr !: 'Y" ) 'P"岬+: 'pr+φ; 
if ( "pr ) I 

μ 生文字列・/

b四時;

なていし》朝
命
M-フエーν

J
'
 

ンコ副
・
・

.

山

畑

+
r
-
-

+
t
r
 

E

r

 

r
e
s
r
 

p
g
T
e
 

e
 

CAge 'E': /・ 3 プレフィッヲス・/
csse 'e': 
'p.r++ : 0; 'p-t++: 3; pr ++; 
brea.k; 
case '5': '‘ 3、 オプションり
case 's': 
'pw++ : 0; tpw++: 4; pr ++: 
break ; 
co.se '，': /・ 5 楓.t世号り
'pw++ : 0; 'pi++: 5; pr ++; 

68: 
69: 
70 
71: 
72・
73: 
74: 
75: 
76: 
77: 
78: 
79: 
80・
81 
82・
83: 
84: 
85: 
86: 
87: 
88: 
89: 
90: 
91: 
92: 
93 
94 : 
95: 
96: 
97: 
98: 
99: 
100: 
101: 
102: 
103: 
104: 
105: 
106: 
107: 
108: 
109 
110 
111 
112: 
113: 
114: 
115・
116 
117・
118: 
119: 
120: 
121: leod..if 
122: 
123: ) 
)24・ Ielse ( 
125 百E.r<D凶 10'叫し"未知町メッセージ治活られてきました.. ); 
126: ) 
127: return l; 
128: ) 
129 
l30: lnt main( TEdit** ht. 10118 c国 e. L.ASCII回目m，lon& idcxc畑)( 
131: setevent( ht. (O<<16)+E_SYSTEMl， job. 0 ); 
132: 8cteventl ht. (0<<16)tE_SY:罰百12.job. 0 ); 
133・ 四 turnOj 
134: ) 

.C 

break; 
case 'x' /・ 6 悩員プレフィッヲス り

nr 

e

。F 
aw 

e
F
叫

申
・・

b

c
 

co.se 'M': μ7  外郎コマンドり
'-' co.se 'IZI 
"p"++ :: 0; 'p.'+t:: 7; pr Hj 
break; 
co.se 'U': 内 8 ユーザト2./ 

φ
 
Lv r
 
nv
 

a
u
 

A
V
 F
 

•• 
8
 

U

A，
出

T

・刷

・5

e
p
r
e
 

回・b
国

c

c
 

f・9 鉱碩プレフィッタス2・/

au 
vH曲
e
F
四

回

s
b

c
 'pw++ :: 9; pr ++; 

ca.se '2': J・10 ユーザ3-4・/
ca.se'z.': 
'fJ"J++ :: Oj 
bre叫ミ;
case '，': 

'1'"φ+ :: 10; pr ++; 

pr +φ; 
bre叫屯:
case '，' 円 16;且盟賞値り
prφ+; 

10118 1 :: 0; 
吋t¥i1e( isxdiait(・pr)) I 
1 : (1((4)叫 isd.iait('pr ) ?・pr-'O' (tprA.OxS!)ー'A・φ10);
prφφ; 

'P'岬φ:1; 

b開山:

default: 
H ( lsdliltl句r) ) ( /. 1倒t敵敏td./ 
l<>ni 1 : 0; 
叶li1e( lsdia:it( 'pr ) ) ( 
1 :: ltt0+・pr司 '0・;
pr ++; 

'P'"'++ :: 1; 
I else ( 
τ'SErrDialog:N( 1.・・コンパイルエラー不正な文字..); 
prφ+; 
err ::τ1lUE; 

breaJ.日

'1'"φφ:  Oxff; 
lf' ( !err) e期四 .cro(ht. 0， p.t-pn. pn 1: 

!flPtrOispose( pn 1; 
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LHAを動{乍させる

波すので， スペースて"区切 って後数のファ

イノレr，を脅し、た り， ワイノレ ドカードを利用

する ことがきる。

*1シャーベンの環境ファイルによっては暴走

するようだ。私の環境ではリスト lは期待どお

りに動作せず，リスト2は正常に動作する。し

かし編集部の環境ではリ スト|が正常動作し，

リスト 2は暴走する。残念ながら原因を究明す

ることができなかったので，打ち込んでも動く

かどうかわからないこ とに留意してほしい。

. デスクトップにあるアイコン

デスク トップに世いであるアイ コンの配

従にこ だ、わってみたとする。 ドライブア イ

コンなどはui繁にク リックされてよく位置

がずれて しまうので，盤鎖したL、。 しか し

怒頓 Xでは恭本的 にー亨IJに並べる ことし

かできな い。実i画f(Uではな く表示i匝l而を基

准に配債を行うのも 一長一短だろ う。 そこ

無限の拡張性

このシステムでf吏えそう なコマンドシェル周
のコマンドを見てみまし ょう。システム標準の

ものではSORTやFIND，WHERE， COPYALしが代表
的なものです。それ以外では，普通の人ならば

本文にも響力、れているように， LHA， ISH， zipとい

ったものが代表となるでし ょう。

TeXやZ-MUSICのコンパイルもボ?ンひとつ，
またはシャーベンのセーブと同時にメッセージ

を送るなどで即座に実行できるようになるでし

ょう し，そう なるとSX-WINDOW上でできる作業

の幅はかなり広がり ます。

コンソールよて・はfishやzshなどのシェルも動

作しますので，それなりのスクリ プトを書いて

おけば込み入った処理もできますし， AWKや
SEDなどを使えばテキス卜処理は完獲にこなせ

ます。シャーベンにうまく リンクすれば，外部

での加工をシャーベンの機能のように使うこ と

もできるようになるはずです。いまのところコ

ンソールでの処理完了を知る方法がないので，

全自動と いうわけにはいきませんが，処理待ち

の外部ファイルさえ作成すれば完壁になります。

また，本文にあった環境による原因不明の不

具合が解決て・きれば別のコンソールではな く，

そのシヤーペン自体でコマンドを実行してやる

こともできるようになるでし ょう。
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て¥ もっと 白[J=II.支の高い配置を行 うこと の

できる諮問ii.Xがほ し〈 なるのである。

まず，務inn.xがどのような方法でア イコ
ンの移動 を行って いるのかを四解する必要

があるわ けだが，引在ま でに公 J~fJ さ れてい

る'1';'i*IU.ごけていはわからな いのである。
ウイン ドウがウイン ドウマヰ、ージャ に符

思1されているのと 問じよ うに，ア イコ ンが

タスクマオ、ージャ に管理 されているわ けで

はな L、。 アイ コンの管理は各タスクが別々

に行 うよう になっており， タスクマヰ、ー ジ

ャはユーティ リテイ コーノレのみ提供してい

る。しかし強ザI.Xが存在するわけである か

ら，アイコ ンを移動 させ るなん らかの手段

があるはずである。

ところで， アイ コンメンテは選択されて

いるアイ コンをi@lfiJ)1I寺の引数に してい るよ

うだが，これはどのように実呪さ れて いる

のfごろうか。デスクアク セサリアイ コンで

も選択ファ イノレがあ るかど うかをチェック

してメ ニューを，'1-'， してい る。

アイ コンの状1m:を利月lするソフ トを作 る
にして も，アイコ ンを所持するソフ トを作

るに しても ，必要な情報が正式に公IJfJされ

ていないのが現状なのである。

て¥例に よってdisる叫わけで‘ある。

ディ レク トリ 表示ワイン ドウdi.rの解析

よ り，選択されたアイコンを斜る方法が以

リス

1: j. sx-臥 SICによるE鵜サンプル
2: j・ P凶扱いして〈ださい
3: -.WU幅制 Size1272，100) ，0，0， 1 ，/1通商テスト
4:パ ここで、初期化に必要な処理を行なって下さい
5: int叶uchtext= 0 
6: er岨
7: f凶lCFile_Orop( filena皿 ;str)
8: if叶uchtext= 0 tl理n( 
9: 叶lichtext= 1 
10: Text3.caption = filename 
11: ) else ( 
12: 叫1ichtext= 0 
13・ Text4.caption= filer国me
14: ) 
15: endfunc 

T'のようになっ ていることがわかった。

1) TSPostEventTsk ( 0 ， 0 ， 0 x 66 ， 

F ALSE， F ALSE)す る

2) TSEventAvailOして， システムイベ

ン トOx67を待つ(なに も:i@択されていなけ

ればOx67は発生 しない)

Ox67の内容は以下の とおり 。

what2:0x67 

whom:セノレリスト のノfイト 数

whom2:セノレ リスト へのハン ドル

※TSPostEventTsk ( )ではなく， 11自月IJ(こ

TSSendMes ( )してもよい。 その場 合，

TSSendMes ( )の返事 として結果が返って

くる(つ まり，TSAnswer2 ( )をイ史刑し てい

る)。

* * * 
さら に整l煩.XをcJisると， ビノレトイ ンコ

マンドのfallin.rを;包却jしてい るfごけて、あ

るとい うこと がわかる。fallin.rはBUILT

IN.LBのCODE0010である ので，これを抜

き出 してまt.:cJisる。ソース をていねいに追
って，以下のようなタスク開通信仕様て、あ

ることがわかった。 いずれも ，タスクIDが

0のSXWIN.Xに送信する。

.デスクトップにあるアイコンを得 る

what2: Ox0064 

TSSencJMesOまたはTSPostEventTsk?0 
で送る と以下のよ うな返事が返っ て くる。

sxb 

16: Yl，Textl (20，16，100，32) ，0，0，0， 1 ，3，0，0，0，アーカイヴ名:
17: fu皿 Textl_Click() 
18: endfunc 
19: "t"l，Te抗 2132，44，1制，56)，0，0，0，1，3，0，0，0，ファイJL名:
20: f世 田 Te:抗 2_Clickl)
21: end.func 
22: .1， Text3 (108.14，264，301，0，0，0，0，3，1，0， l，A:/proa:/ic/test.lzh 
23: func Te>tt3_Clicl<l ) 
24: er岨fur喧
25: fu四::Text3_Keyln( tjBtr ) 
26: erdf国 官
27: Yl，Text4 (1曲，42，264，58)，0，0，0，0，3，1，0，1 ，A:/prog/ic/四::sパ.'
28: f山田 Te:抗仁Cl日 k()
29: erdf官官
30: f田 cTelrt"_KeyIt、(t;str ) 
31: endf山 官
32: Y3，Stl曲凶11212，72，260，92) ，0，0，開始
33: func StnB口、I_Clickl)
34: int ide 
3S・ ifTe.'<t3.caption = "" or Text4.caption = .." then ( 
36: alartl 1， ..名前を入れてね..) 
37: I else { 
38: ide = fock( "!rr-""シ.X" ) 
39: if ide < 0 then ( 
40: a1art.( 1， "シャーペンの起動に失敗..) 
41: I else ( 
42: serdmes 1 lde， "E舟tAC四コ 刊l，'conw-C'，34，'日直.Xu "+Text3.caption+" "+Text.4.ca 

ption+'" • 34 .13" ) 
43: 吋叫lefir吋tsknl..シ+ーへ・ン.X'・， ide-l ) ) 0 
44: er世叶、ile
45・ alartl 1， "f管量完了") 
46: ， 
屯7: ) 
48: endfunc 



wha t2: Ox0065 

whom2:以下のような内容のハン ドノレ

十0.1 アイコ ンの数

十4.1 アイ コンの配列へのハン ドノレ

.アイコンをデスクトップから削除

what2: Ox002c 

whom:O 

whom2:以下のよ うな内容のハン ドノレ

+0.1 名前へのポインタ

十4.b メディ アノfイ卜

+5.b ユニ ット番号

+6.1 不定f直(なんで もよい)

.アイコンをデスクトップに置く

what2: Ox002d 

whom:O 

whom2:以下のよう な内容のハン ドル

+0.1 名前へのポインタ

+4.b メディアバイト

+5.b ユニ ット番号

+6.1 配置する座標

* * * 

1) Ox0064で‘存在ぞ確認

2) Ox002cで、I!JIJ除

3) Ox002dて下'Jr位置に置 く
とすればよ いこ とがわかる。システムア イ

コン/デスクアクセサリ アイ コン/ページア

イコ ンは:必ず存在するので縦認する必要は

ないだろう 。メディアバイ ト/ユニ ット番号

などについては表1に示す。

デスク トップにある アイコンの位置な ど

を表示するプログラ ムicp.x(リス ト4)と

デスク トッフ。のアイ コンを移ill1Jさせるプロ

グラムicmv.x(リスト 5)を作ってみた。

ことができる。

* 本 * 
なお， 今回掲載の リストはすべて単体て

は役に立たないと思う ので，打 ち込まない

ほう がよい。動作はするはずだが，こ れら

カfコンパイノレできるl]fJ域密持っている 人は

ほとんど存在し ないだろ う。あくまでも参

考ーである。 リスト を参考にして使いやすい

ソフ 卜を作ってほ しい。

* 2 :disる
動詞(ラ行五段活用).dis. xで実行ファイルを

逆アセンブルし， ソースを得ること。マニアの

象徴のよ うな言葉だが.disらなければならない

状況というのは一種の寂しさがある。!Cp.x はSXwaret.ごが，標準，'1'，力をnJ，、てい

る。コンソーノレ上で実行
表1 各アイコンのパラメータ

すること を想定 してレる

わけだ。 コンソーノレ 七で¥

A>icp.x -icmv > 

s巴iton.bat 

とし て作成 したselton.

batをコンソ ーノレ上て、実

行すれば，自動的にアイ

システムアイコン

アクセサリ アイコン

ページアイコン

ドライブアイコン

クリーナ

シンボルアイコン

media 

。
。
。
環境依存

255 。

unlt 名前

NULL 

2 NULL 

3 NULL 

環境依存 ドライブ名 .￥。 @:￥ 

ICN#σ)ID+256 NULL 

よって，アイコ ンを移動させたい場合は， コンの位置を諮問摂させる
ファイルアイコ ン path依存 path依存 ファイル名

、:1‘ 
2: このソース1:'"沼恒いしτ紛膏です
3: icp - pl"lnt pl民同町田lected1.∞国
4・
5・・ S凶'J:icp.c，v • 
6: • Reviaion 1.1 1995/04/04 16:41:53 kent 
7: • lnitial revlslon 
8: ・、.‘2
10・atatlc cons包 ChAr 回 aid(J.: "sId: icp.c，v 1.1 1995/04/04. 16・削.日 kent Exp kent ，"; 
11: 'det1M _VAfU.玉刻 。
12: Ilncl岨a佃 tdlo.h>
13: .1001岨.e<atrlna.h> 
14:11皿 lLde<回訓.h>
15・引田1~担("""津田町.h>

16 
11: typ回d 抗"，，"I 
18: lona: l.on; 
19: voidu har回目
20: I 1c同 町
21: 
22: int皿 In(Lnt a司 c，chart II.rKV[ J ) I 
23: TaEvent er; 
24: voidu h: 
25: lona: 1; 
26: 10tli' 1.: 1; 
27: 1001 _ .: 1; 
28: IcState' pia; 
29: )001 aprilll: 
30・ lnt口叫.:0; 円これを1にすると.週附されているファイルの表示になるり
31・ll<Xlt.E.¥N出t.: f，品..sE;
32: (0[' I i (arec; iφφ) I 
33: lt I 0 =:臥rcmp( at"iV(11. "-s" )) !18.1': 1; 
34: l! ( 0口叫rcmp(a可v(L1， "-i四 y" ) )国t.: 1'RUE; 
35: I 
36: lt I floa ) I 
37: TSPoatEventTsk( 0， 0， 0xOO66. 0， 0 1: 
38・ for(;ー;) I 
39 百'"開凶vail(f1ol_lDLEφ聞，町田町H回ー町町腎12，ler ); 
刊 日(er.ts叶18.t=:: E_ID臼)return 1; l'アイドルイヴェントが来たらあきらのるり
41: 日(er.ts.叫l8.t2== Ox0061 I b目出;
<2: ) 
43: h::; Ivoiduler.ta.uh0m2; 
村 田 岬 d回.: (oit同町Celll刊日同fllcStAtel):
-15: 1 :: er.t.a曲師Isprim;
46: I else I 
41: er.ts.叫'¥At:: E_SY訂官包:
48: et".ts.叶、at2:: OxOO64; 
49: 官S師会副(0， lr.er 1: 
50: h :: (叫1c問リ叫er.ts.由蝿2)->ha.rra抗
日 1:: (t:Uc問 t")er.ts.叫個別寸len;
日.・pdm:: siz曲f(IcStalc) i 
53: 1 
54: 怜'姐lLock(h ); 
55: 1 :: 0; 
56: do ( 
51: char fn[FII.D仇官_HA.~I; 
58: pLs:: (IcState')('.川・spri酎 flo.a:'siz曲目Cellll;
59:τ'SISRecToStr( pis， fn 1: 
60: i( (凶比==F.¥LSE I ( 
61: fprintf( stdout， "name:兎sVn・， fn ); 
62: rprintf{抗出ut，"r同じ制制制制Vn"，pis->岡山叫.s.d.left.pla->oo叫叫.s.d.top， pis-
〉凪 .Inds.d.dllht.pls-)回世由.d.bott皿 1:
63: fprintfl s凶剖t，-EnedJ.a: Xu，国10抽:Xu'tn・.pi9-油国laByt.e，pla-)凹 ltno1; 
6-1: I else { 
目 。 fprintfl.tdout， .. i佃 V.X " 1; 
s随6: pμls->p但a叫u出l?f印pd山z、
6町7: fpr-吋ln叫tf引{局叫tdout，..制制曹¥ln".pi凶->出u叫由s.d.lef巴.pLs-→>bo哩叫由..dι.top1: 
68: I 
69・ i・φ:
70: I、.tule( i < 1 ); 
71: foHldlUnlock( h J; 
12: retur明。.
13: I 

1: I・
2: このソースl立町四郎、して絹胃です
3: 
4・ 同町一回vei∞ns on凶.'"四色叫国島，
5: 
6・.SLoa:: i国 V.C.VS 
1: 1: Revision 1.1 19951倒 /01 16:41・53 kent 
8 ・Initlal四 vi叫m
9・ S
10: ./ 

C 

11: static cα凶 tchar 四 .ldl!'・Ud:i四 v.C，v1.1 1995/0印刷 16:41・53kent Exp kent ，": 
12: tinclLde <・t.dio.h>
13: finchde <舗tdlib.h>
1<&: lincl叫~ (阻単調旭町 h>
15: HnclLde <event.h> 
16: Hnclude <task.h> 
11 
18: t)'pedef struct I 
19・ chnr*prw暗:
20: unsien剖 char町 dia;
21: 町古川、岡 山町田itno;
22: Point loc; 
23: ) IcReq; 
24: 
25: int回同( int ara:c， char* ar，KV( 1 ) I 
26: TsEvent er; 
27: IcReqU h; 
28: iflargc!:4){ 
29: fprintC( stde廿 J・岨 aae:x.s印血盟〉 印 > <y)Vn"， argv(01 ); 
30: Cpdnt(( 8凶eπ，"1it<name> ::: <filena腿 > I -i<回 1"叫 Yn.・);
31・ retu目、 1;
32: ) 
33: h =同chf祉凶ew{sizeof{Ic恥 q) ); 
34・ if'I h ) ( 
35: IcReq・ p::th; 
36: if (町"，，{1 ][01 == ._. ) ( 
37: p叶戸田岡=肌nムz
38・ p→ 田 dia:;D; 
39: ~)国ltr、。 :: atoi( e.rlV[1)t2 ); 
40: I else ( 
41: ~)PnA皿=町"，，(1);

42: 川きちんと名砂田、あるアイコンの場合、
43: どうやら ω出ie.byte皿 itnoはでたらめ
44: でもいいようだ.
45: しかし '839B.でち"んと求由ておい
46: たほうが'"貨では詰るり
唱7: I 
'18: 
49: er.回山at:: E_町田官12;
50: er.ts.崎町:;El1SysTi皿();
51: er.ts吋祖t2:: 0x002c; 
52: er.t.a巴.a.skIO:: TSGe包IOI); 
53: er.ts.'-'hom :: 0: 
5-¥: er.ts.叶、個 2:: Ilona;lh; 
55τ'SSendI'包sl0， &.er ); 
56 
57: P :; 'h: 
58: p->1∞・x_y:: l...CN:i柚羽田(atoi( arj[V[21 1， atoi( arlfV[3J 1 1: 
59: 町 .ts.w1岨t:; E_町宮ID12;
60: er.ts.when:; EN3ysTiI皿();
61: er.t.3叶¥8t2:;ゐdl02d;
62 町 .ts.t.a.sktD:; TSGetto(l: 
63: er.ts.曲 。佃=0; 
6.1: er.ts曲師2:; (lona:)h; 
65・ TSSe，唱P除sl0， &.er ); 
66: 
67: 陣岱姐lDl.戸時(h 1; 
68: ) 
69: retum 0; 
70: ) 
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SX-WINDOWの基本システムはりつこ

うよ〈できていますので， そのままでもか

なり使い勝手のよい環境はできますし， し

っかりとカスタマイズ.してやれば，たいて

いのことはできるようになります。

しかし， こういったシステム周りのこと

ばかりいじったり， ファイノレ操作fごけして

いてもウインドウ環境の意味がありません

ので¥ もう少し突っ込んだところを見てみ

ましょう。

ウインドウ環境で動作している ものは主

にアプリケーションてザす。それらをうまく

使ったり，アプリケーション聞の連係をう

まく取ることでシステムの使い勝手は絡段

に上がってくることが予想されます。

I communi.ex 
まずは，けんと君の原稿で作成されたツ

ーノレ， commUnl.exを使います。残念ながら

必ずしもどんな環鳴でも動くとは|浪りませ

んし今回は実験的な色合いが強いツーノレ

ですが，せっかくですからできるだV有効

仁前)I-jすることを考えてみましょう。

環境ファイノレによって恭ぇ!とするこ とがあ

るということですので， まずは環境ファイ

ノレを回定してやりましょう。ここでは標準

のコンソーノレ.ENVに例の外部ファイノレを

登録したものを使用するということに決め

ます。 どうやら，これなら1!1，f;事に動し、てい
ますし。

きて， このツーノレは Eんな局而で威力を

発揮するのでしょうか。

テキストファイノレの力l仁仁などて"は， コマ

ンドシェノレj刊にすてやにあるツーノレをすべて

SX -WINDOW Jflに移植するのは馬鹿け、て

います。よ直にコンソーノレを使うというの

が正解でしょうが，定形的な処理ならパッ

チファイノレにノfラメ ータを波すという単純

な繰作でさえ商倒になることもあります。

第一にウインドウ環境らしくなくなります。

32 Oh!X 1995.6 

また， SX-WINDOWでタスク 1M崎信を

していて困 るのは r¥、くつかの処理念 11仮々

に行いたい」 という場令です。普通のSX-

WINDOWアプリではほかのタスクの処理rr

が終わったのを確認して次の処理を行う・・

ーといった単純な処理がかえって慨しくな

っているので、す。こういったものは，コン

ソーノレのCOMMAND.Xが一度にひとつし

か処理Eを笑行しないtいうのもポイン 卜に
なりま す。

SX-WINDOWは並列処理は得意ですが，

直列処埋は得意ではありません。 コマンド

シェノレは並列処理は苦手ですが， iE列処理
はお手のものです。

こうい った性質を利用すれば， rSX-

WINDOWJ羽のコマンドをコマンドシェノレ

月Jに作成する」といったことも考えられる

ようになってきます。この場合はコマンド

シェノレをSX-WINDOWのタスク管理ツー

ノレと して活用することになるわけです。

本当に定形的な処理はメッセージを送る

コマンドさえ作れば，メニューから指定す

るだけて。実行できるようになるでしょう 。

パ ラメータを波したい tか，多少の加工を
行って... という場合にはSX-BASICの

ほうが簡単に処迎ができます。

これによって実現される環境を想像 して

みましょう。ツーノレliSX-BASICてイ乍!茨さ

れます。 ツーノレを起重)Jし，アイコンを放り

込むと 一連の動作が始まる一一-のようにな

ると思われます。

この方式の欠点は，必ずSX-BASICのウ

インドウを|羽いてしまうことです(何度も

苦情はいったのですが…ー.)。

開発H寺はともかく，アプリが完成 した場

合，ユーザーが用があるのはウインドウエ

ンジンのウインドウfごけて、す。アフ。リをイ乍

る1J!IJからいうと，普段はうた・を見せずに，ウ

イン ドウエンジンが落とされると一緒に姿

を消してほしいものです。エラ一発生H寺だ

けウインドウを|井J¥、たってそれほど不自然

ていはありませんし， そんなモードもなくて

は気軽にツールを作ったりできません。

SX-BASIC自体のウインドウは画面の

附の邪魔にならないところに置いておきま

す。アイコンイヒしておけばいし、ので、しょう

が，なんとなく悪い思い出があるので，私

はアイコンイヒは使っていません。

結局，たくさんのSX-BASICが常駐する

のも気待ち惑いので¥ひtつのプログラム
でできるだけ多くのこ とをや らせています。

AUTOEXEC.BA Tに相当することはウイ

ンドウの初期化部分 (プログ、ラムのメイン

部分)に記述すれば簡単にできますし，タ

イマ|長!数や各種イベン 卜， メヅセージに対

応した除l数を用意 しておいてやれば，ひと

つのプログラムでもさまざまな処理ができ

るようになるので、す (マルチタスクi全には

問題がありますが)。

ひとつの受け口を用意して，そこでいく

つかの処理lのなかから選択する (あるいは，

拡張子などで自動判別する)といった感じ

になると 思い ます。

イメージがまとまったところで，具体的

にこのツールを安全に使用するための環境

を構築す るこtを考えてみよう。
もともとのけんと君の構想では， SX 

BASICから起動するという方法を取って

いました。これはもっとも{i'(ri実にタスクID

を得る手法です。 しかし，いちいちコ ンソ

ールがHtj¥、た り閉じたりす るのは美 しくあ

りませんので現在Im¥、ているコンソーノレ

1佃に処迎を任せるようにしてみま しょう。

この;場合問題になるのはタスクIDをど

うやって得るかです。 findtskn()ては起動

ファイノレ名は指定できても ， そのコマンド

ラインまでは指定してサーチてきません。

SX-BASICて‘は用意されていないのです。

シャーペンはいくつも立ち上がっている

可能性があります。 そのなかからコンソー

ノレを開いているもの(コマンドラインのノf

ラメー夕刊:に“-GコンソーノレENV"がある



もの)ぞみつけなければならないのです。

これにはAラインファンクションをイ変っ

て起動されているタスクのコマンドライン

を獲得し，該当する文字列を探し回るとい

う処理を書ーかねばなりません。初、も半分く

らいまではコーデイング したのですが，か

なり而倒て¥動作lゃになにかあ ると非常に

危険なプログラムですから，こういったク

リテイカノレな処s.J!をSX-BASICで記述す

るのはできれば避けたいと ころです。

ということで，危険なことはしなくても

済む方法を探してみま しした。 もっ とも安

i直な解決法は， リオ、ームしたシャーペンで

コンソーノレを聞くという方法です。

シャーペン.X

コンソーノレ.ENV

シャーペン.ARC

を適当な;場所にコピーして， それぞれ，

CONSOLE.X 

CONSOLE.ENV 

CONSOLE.ARC 

とリオ、ームします。CONSOLE.ENVはも

ちろんCOMMUNI.EXを有効にしたもの

を入れておいてくださし、。

これならば簡単にコンソーノレのタスク

lDを得ることができます。具f本的には，

ID= findtskn ("CONSOLE.x". 1) 
で探せばよいことになります。なお，

CONSOLE.Xが起動していないといろい

ろ都合が悲し、のて， CONSOLE.Xはスター

卜アップに登{1ftするな りしておいてく fごさ

。
、L
 
希望するコマンドをコンソーノレでffiM乍さ
せるようにするには，

sendmes(ID. "EXMACRO 'dir'， 13") 

のように します。あ とはこれを織り込んで

プログラムを作成するだけですね。ただし，

複数の処理を続けてさせる場合，メッセー

ジはある程度間隔をあけて送らないとおか

しくなるのでj主なしてくださ い。

今回の活用例には制限があります。

まず， コンソーノレが独占されていると実

行できません。田村氏の基本構想では，レ

ちいち新たに コ ンソ ーノレ を I}~ く という手 )1頂

になっていま したが， それもせわしないの

で二 一度にたくさんは実行 しないというこ

t にしまし ょう。

. シャーぺンの環境

SXアプリの代表例シヤーペン。シャーペ

ンをうまく使うことがSX-WINDOWをう

まく使うことのいちばんの早道です。

ED.Xのキーアサイン しか使って いない

とちょっと偵をすることもあります。?ニ

ュアノレはちゃんとiえんでみましょう 。

変更の手)1鼠li，

キ一定義の書き出しを行う

てきたファイノレの中身を書 き換える

キ一定義の読み込みを行う

キーと環境を保存する

となっています0

.以前に使った検索文字列炉l乎ぴ出したい

検索コマンドの設定で“ L"をつけるだ

けでやす。

・改行 コードを置換したい

キーボードからの改行コードの指定には，

CTRL-Vの特殊文字入力を使います。たfご

し， CTRL-MやCTRL-]t.ご、けでは検察てき

ません。必ず，

CTRL -V， CTRL -M， CTRL -V， 

CTRL-] 

の)1阪で入力してください。

そのほか，文字列入力前に改行マークな

どをコピーしてお~，検索文字にぺース卜

するという手もあります。

.カ レン ト文字列を使う

改行コードをも っ と簡単に扱うためには

カレン 卜文字列を利用するのが便利です。

これはシャーペンの定義ファイノレてや検索

(sea)や置換 (rep)の指定に， -Cをつけ

るfごけて守す。

ED.Xではカーソノレ位置か らの lワード

がカレン 卜文字列として扱われていました

が，シャーペンては少し拡張されて， i(it!凶

指定された文字列もカレント文字列として

扱われます。

たとえば，マウスなどを使って範囲指定

をして，デフォノレ 卜設定ならESC+[でカレ

ン ト文字列の置換モー ドに なります。 この

とき検索文字列が表示されませんが，構わ

ずリ ターンキーを判lしてくださ L、。指定範

囲に改行マークがあれば， それも置換しま

す。置換文字列ff!lJに改行を入れたいときは

先ほどと同じ手順を踏むことになりますけ

ど。

ちなみに，改行文字表示はESC+リター

ンですね。

.ディレク トリ を I~f.j < 

たまに編集中の文判があるディレ ク トリ

を参照したいということがあります。 そう

いった場合は，

者67.'DI.R '.恥ifl，'GETPATH-P1'，$ 

OD，$OD * XF3 + 0 
とすれば， XF3+0でその文書のあるディ

レク トリを聞くことができます。

・文書を コピーする

編集中の文書をFDなどにコピーすると

き，いちレちテ、イレク トリ を俳j，、てマウス

操作するのも!而倒1:いう こと もあります。

ファイノレ出力を使って各ドライブのカレ

ントテ川レクトリににコピーする方法を考

えてみま しょう。

まず，文書を全選択します。そしてフ ァ

イノレ誓 き出しを実行します。出力する|僚の

ファイノレ名はその文書のファイノレ名ぞ使い

ましょう 。ノfス名取り出しコマンドでフ ァ

イノレ名だけの取り出しができますので， そ

れを{点ってやり ます。あとはドライブ指定

を行えるように，カーソノレを先頭に待って

きておけばよいでしょう 。

非107，#87. M1 ，'GETPATH -P2' ，$0 

D.非2 * XF3 + C 
のようにな ります。

.CZ系/B]系プリンタでコー ド印字

レーザープリンタなどでは半11.)文字を半
角|隔で印字 してくれるのですが，これらの

プ リンタではなんの調整も行いません。 と

いうことで以前けんと 君にsetkindl.exと

いう外部ファイ ノレを作ってもら ったので、す

が(もみじ狩りPRO-681くに収録)， これの

具体的な使い方を見てみまし ょう。

そもそもsetkindl.exli，setkind.ex 1: (i 

(，f同様の機能て二半角文字の属性fごけを変

える tいうツーノレで‘す。16ドットフォ ン 卜
で作業 してい る場合なら，

非107，M1 ，'setkind1 -S24， 16'， $OD.制

* OPT.1 + P 
としておけば， OPT.l+ Pてやilli)而上の半タj

|隔がほぼプリンタのものと同ーになり，

れ07，M1， 'setkind1 -S16， 16' ，$OD. #4 

* OPT.l + @ 
としておけば， OPT.1+@で元に戻 ります。

あとは通常Eおりコード印字するだけです

ね。

setki nd 1.exの機能は大きさを変えるだ

けではありませんので，半角文字の芋::1*に

凝ったりするのも面白いかもしれません。

* * 本

最初jにやった事項を踏まえていれば「指

定i(i's困をISHファイノレとみなして， ファイ

ノレ出力し， ISHで変換後そのままLHAて解

凍処理を行う」といったこともできます。

こういった部分で]立パッチフ ァイノレの手 も

借りなければなりませんが 2つの環境が

クロスオーノfーして，なかなかI伺白い シス

テム構成になってきました。

その 気 になればXL/ ImageをSX-

WINDOWでマルチタスク実行させること

も不可能でのはありません・・・・・・結局はメモリ

の問題がX68000最後の|埠壁として残るよ

うです。
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現在，私はメカ、ディスプレイ計画によ り

1024 x 1024ドットの大きさの画而を手にし

ています。これで、もまだ狭いと いう感 じは

あるものの，かな り快適な環境を手に して

いると いってL礼、で、しよう。

普段使っているシステムならなにも 問題

はないのですが，ひとたび桜準状態のSX環

境に移るとまず|努然とするのはあま りの匝l

ことゆえ，万人に そうも要求できませんか

ら，ソフ トでできる環境改善の可能性を撚

ってみま しょう。

. 謎 のプログラム・

ここ に，その昔，石上君の作成 した

FLICK.Xというプログラムがあります。

面の狭きです。似れ とは法ろ しい もので， インタレース走査によって発生するちらつ

l年くらい前 までこのJl!il而モードで'SX- きをなくすツーノレて、す。 これを使えば通常

WINDOWを使っていたのが， 1嘘のように のモニタで，

感 じられます。 SXWIN-G90

SX-WINDOWにとって1024x 1024ドッ などのように1024x 848ドッ トモー ドにし
卜のIIDI[ijは別次元の快適さをもたらします。 てもま ったく IIDI而がちらつかなくなる とい

SX-WINDOWシステムてはちゃんとマノレ う， きわめて強力なツーノレて許す。あ りがち

チウイン ドウで作業を行えますので，広け な請ですが， ffilJ作用があ ります。 これを使

れば広いほど人にやさ しい環境になります。 うとi匝Jj函が破段されてしまうのです。

しかし， X68000でメカザディスプレイを実 FLICK.Xの原型は簡単て二 シス テムの

現する には，本体改造， そしてさらに高解 |療をみてテキス 卜VRAMの偶数 ラインを

像度に耐 えるディスプレイを新調する こと 奇数ライン と同じも のに換えてやる とい う

が必要で、した。あえ てそこまでやる人とい ものです。実質」二，縦方向の解像度は半減

うのはあま り多くはないtいうのが実情で します。 その結果，文字の大半u判読不能
しょう。 に な り，特に 12 ド ッ ト フォン 卜 は~i成的打

手っとり早<SX-WINDOW環境を改善 撃を受ける ことにな ります。16ドットフォ

12ドッ ト文字をエディ ットできる

あま りにしゃれにならないので聞に務ら

れていたのですが，これそち ょっ と引っ張

り出してみま しょう。石上君多忙につき，

代打で私が解説します。

. 美震12ドット

きて， 以前お蔵入り していたものをどう

してい まになっ て引っ5長り出してきたか と
いう1:，ち ょっとした理由があ ります。

最近， 誌而tこ出てい るSX-WINDOWの

|菌liiii写真の文字が妙に丸いのて、.不審に思っ

ている人もいたので1まないか とJE、いますが，

したいという人がいるなら，ま ずマシンを

買い換える ことをおすすめ します。10M/16

MHz機ならX68030にX68030なら040turbo

に， そしてディスプレイを換え，最強環境

を緋築するのです。 しか し，元手のかかる

ン トもほと んど読めません。24ドットフォ これは，ピコピコエンジン石EH氏の美腿12
ン 卜すら危なしシヤーペンなどでア ウ ト ドットシステム というものを使って実現し

ライ ンフォン卜を使用 していれば，使えな たものです。 もともと，機械的に作成され

くはないかな…ー とい う感 じの激しい ツー た12ドット文字の崩れを直そうと いう こと

ノレて。した。

図1-A 通常の画面

-ノ
明 IdιIdle配偶v・1・阿y)
t 
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ですが， これにはフォントエディタもセッ

卜されているので，簡単に自分でフォン卜

を作成することができます。

要するに，これを使えr.r，ラインを間引

いても判読できる文字フォン 卜をSX-
WINDOWに登録するこ tができるように
なるのでやす。

まず簡単な実験そ行ってみま しょう。

すべての文字をエディッ トす るのはあま

りに大変なので¥ とりあえず英数字 とカタ

カナと いった半角文字を書き換え てみまし

た。これを美腿12ドッ ト.Rてやシステムに登

録 します。

さら に， 高解像度表示でFLICK.Xを起
動します。結構，使えそう…ーーかもしれま

せん。具体的にどれくらいのirl'iJffiiになるの

かはハードコピーを見て〈だき L、。実質，

6 x 6ドットのフォン 卜てやすから， まあこ

んなもんで、しょう。

表示エリアの違いを図 2に示し ます。ち

なみにこれはCU-21シリ ーズ、を使った場合

のものです。

. 結論

編集部での結論は，テ川スプレイがくた

びれすぎ、ていて r高解像度での表示は判別

しにくいというも ので、した。FLICKを1aわ
ないほうが圧倒的に締麗な画像が得られま

すが， ちらつきがひどくて長11寺問の1a用に
は耐えません。

このシステムを使ったときの作業の様子

守図 4に示 します。ディレクトリウインド

ワはなんとかやl別可能。シャーペンではア

ウトラインフォン ト，Easydrawは太線を

f史っています。
この状態での画面表示が，全面的に優れ

てい るとい うつも りは毛頭ありません。使

いやすいかといわれると，それも困ってし

まいます。 どうしても通常モードにしなけ

れば作業しにくいことも往々に してあり ま

す。FLICK状態のON/OFFと画面解像度の

変更はす?に行えるので，広い@Il函が必要

なときの選択肢として考えるというのが正

向平でし ょう。

今回は単な る実験と して行いま したが，

こうなる と美麗16ドットく らいはサポート

しで もいいかな tいうところてやし ょう

図2 作業画面の函積出較

か。なお，肝心の美麗12ドットシステム正l

f本は， なにぶん， フォン トファイノレがない

とありがたみが~!J. L 、と いうことで， し1;(ら

くおあずりです。十H王ディスクていf共給され

る予定となっています。いましばらくお待

ちください。

SXWIN-G90 

(1024 x 848) 

フル画面

(1024X 1024) 
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135: /・・・・・a・・・e・・'''11'1・・““H・・・・，，，，u・s・・s・・・・・・・・・・・'1'"・・'111111111'....・・・
1J6・ e_idlef 1: マウ本主ボタンダウンイベント処理
137: 11111111・・・・・・・・・・・・a・・H・・・・・・・・・・・・・1111" "'111""1111・・・・・・・・‘・・・a・・・・・・・
138: ・ ~1 1!l:. C.個 V.l ・戸V 先週データヘaポイ，，，
1J9 ・ il~
". ・ タイト』レ，、ー内でマウスの復ポタノが"された峨合の処期金行う.
¥，1¥ ・ こば唱理でクローズボタンでの終了ウイ"ウのIII1l:>珂錦と伝ります.
¥12 ・J
1-13: vold e_IdlelCo閥、.1・pcv'
IH: I 

'" ¥，16 
lli: 
118 

'19 

1.nt liSp 

ハ ウインドウを聞いている町にしa省河下し偉いり
iflt)<I¥'1l.1叫也比{戸、一岡山出1)) f 
制 p:.SliP田(1)1;

150・ lnti， J， k 
151: inl・dist.'!lour;
152 
153: for-Ii :. 0; i ( 10， 1+・， I 
154: for-{J :. (1; j ( ~; J争φ.I 
155: sOl.lr:. lint '1IOxeO()OOO + 0x20000・3・0:<80・pcv-HI..MJ，IoIYI;
156: dist.:. &.sour(321; 
157: forlk :. 0: k ( 32; k・・3
158 ・dist.・.~句副n・ 6

159: I 
1回 pcv->d四凶:. I I p::v-)dralol¥'+2 I lr. Qx3rrl白
161: I 
162: I 
163: SI，;宅宅R(sspl;
1 6~ : 
165・ }
166: 
161: I・・・・・e・・・・・・・・・・・・・a・g・・・・・e・・・・・・・・・・・s・・・・・・・・・・・2・・・・・・・・・・・・・2・・・・・・・e・・・・
16. ・ 1回 ldo叩 11: 7ウスεボタンダウンイベント処理
169 ・・・・・・a・・・・・・・・・・e・・....・z・・・・・・・1"""・・・・・・・・・・・a・・・・‘・・・・・"llfI'・"""11
¥70 ・ 引鼠 ComVdl・pcv J咽 データ.-...Q);t:イ;..-$'
1τ1 ・ ;1似!
112 ・ タイトル/\.ー内でマウスの5:;f，，.ン.q，された勘合の処岨~行う.
l7J ・ こi1l'll哩でクローズボタンでの伺了、ウイノlつの刷師。可能と伝ります.
1τ4 ・〆
¥j5; vOld e圃 Id品川C抽印1.戸川
Ij6: I 
117: 11It.r-回"
¥;8: 1oII!.d()<l・loIlemp;
179 
••• μ イベントが8分のワィ〉ドウのものかを損ベるり
181: il" Ipcv->pwi団関~: I叫剖酬 l)pc....->uE四川崎醐3
182' reL...m; μ I!のウイJドウの喝合リヲ ンり
183 
11:1-1. / ' イヘJ ト*~< り
18~; TSc"eLE'、enLI81EV包括Y，lpcv-) t.sE¥'ent I ; 
186: l' ~島アクテ 1' 7'.tら・J
187: 1・OPT.Ikey:oqljlされているT'チ£ツク ・f
l削 μ 押されていtt;tアクティァ1，'と向憾の処噌 げ
189: If I :pc¥"->曲目1..品 ID剥_OPTI&. IIt:vent・地pcv->t.E町 n'卜刷協"日削 1
190: 1・ウィントウモアクティプにする./
191: ¥.IMSel世t.lpc¥'寸p.rindo..，l;
192 
193 μ 信電の霊1#-色、ウインドウのどの節分~'"いミるり
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同4 ret z h子日Findlpcv_> tsEvent....h醐 2，&o.rt.師pl;
同j μ タイトルハー{ ドラッグリージョン】鼠分~噂勾り
凶6 μ マウスの!i.ボタンョq，されたままに伝っている2円り
197， if I~江.s ti l1 ll :: 0 11 r-et :: W ISもら唱i
198 I・タイトルバーM外か.マウ泊植されていたらリターンり
199: retum 
200: 1 
201: 1・同E、.n'のイベントに対したデフぜルトの処理 り
202 μ このIllll: クローズポタノのコントロールとつインドウの移働を り
20J. 11 pui岡山で 借宅したウイJドウiニ討して行う り
201. ret : S、:CallW ir叫 '" ヨcv->puu泊。~ ， &p::-v-)l.sEver、ll;
20会 suitcht re巴， 1 
206: l'クローズボタンを仰された ・ノ
'lfli; cnse W_れにL05E: ・I!了する ・J
2118: cndpr官 tpcv，01; μ117処哩り
209: b，'e則k:
2¥0: 曲 seW_H-HNSIDE μ ウイノドウの内側り
2 t 1: CheckContro1 I pc叶. μ チェッタボックス伏篭チェック・J
212: b四曲a
2lJ 

2t-t: I 
21量
216: /・・・・・..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・a・・・・・・・・・・e・・・・・・...・・・・・e・・・・・・・・・E・・・・・・・・・・・s・・
211 ・ c_ke同o.. nll キーダウJイベJト処坦
". ・・・・・s・・・・・・・・・・1"1'1"""・・・・・・E・・・・・s・・・・a・・・・・・...・・a・・・...・・・・・・‘""111
，19 ・ 引倣 ComvD.1 ・pcv Jf;過データ""'"てイJタ
2:;0: il釈 国々い 'Q・~ーで 117の処埋を行う.
221: '1 
222: vold e ke同。町，c.αn'l31'pcv) 
223: I 
221 
225 
226: 
227 
228 
229: 
23C: 
231: 
232: 
233 
23，1 
235 
23侭

/ I W'Iのウイノドつがアクテ 4プ1).~べるげ
げ{戸ト〉岨巴Flsi:=祖国}

retu"n; ハ アクテ<7で"い喝合リターン り
/ ・イベム〆 ト ~除隊〈 り
百("~tE\"en t{EM_EVrnY. &p::::v寸 uEventl;

μ 。....1キ-b'"された.・。 げ
if f((levent・)'戸::v->lsE¥'ent.Iー>0“ω，.白骨I_QPTlI !: 01 

J ・ 入IJ~-の大/小文字を区別せずに分喧り
swltch Ir羽cv-)凶 Event..loIh曲、...OxHSfl I 
c •. 胤 e'Q' 

endpr∞t凹 v，()l; /・ 117手伐さへ
br-e8JI; ‘' 

23，; I 
238: 
239: 1・・・・・・・a・111"・・・・・2・・..・・・・・"111"'-1"・・・・・・・・a・..・..・B・s・..・・・・・・・・・・・・・・・・
".・ ・ &_BCli vatef ) アクテイベートイベント処哩
"， ・'11'・・...・・・11111111111.....".11・・・s・・・・・・・・・・・・..・・・・・・s・・・・・・・・a・・・・・・・・・・
212 ・ 引12: c冊 Vo.l IpcV J~データヘ岬ポイ，.
w ・ 11fR:
2<4 ・ アクティプイ Jアクティフによるアクティフフラグの切阿倍えと
2凶 ・ イベントマスクの切η岱えを行う.
216・・J
211: ¥'oid c_uctivl'I.t.eICo刷、-.1・伊::v)
218: ( 

". ". 
251 
252 
25J 

25，1 
25~: I 
256 

/. 9多ずのウィントウかどうか総べるげ
if (p-:v寸P'"閣制:.:.f叫叫酬叶pcv-凡.sEvent.時間 ，1 

pcv田)!lCt.Fl~ :'m¥j慮。

1<1叫 げ Ipcv-)8.CtFI叫 '1
pcv-)dCtf'laa: :. F川.sE;

251: /・・・・・8・・"'1111111・・・・・・z・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・..・・・・・・・・・・・・・・s・H・1111''''
258 ・ e_U("ll品同川 アップデート処均
259 ・・・・・"""01・・・・・・H・e・・・・・・・・・・・・・‘・・・・・・・・・・'''''''1''1111111・・・・..・・・・・・・・
260 ・ 号l:t: C，血.¥'al ・開v J噛データヘ凪ポイ月
261 ・ I..E~
262 ・ アップデート鴎始とアップデート終了の処哩Hiう.
263 ・ この処尽を行わ信いと システムアイコンのメニョーか'Ii示され必〈伝ります.
2til ・J
265: void e_u凶at.elC-師、u・戸川
266: I 
261: /_自分のウインドウかどう...守ぺるり
268: if Ipcv->puind刷:.=(叫同制 叶pcv->uEvent.山岨，1 
269 μ7・Jプデートリージョン会セヲトり
2.0 μ アップデート町制蛤げ
271 防止!"pdatelpov->pul岨齢件。
272 
2n 
2T ~: 
27) 
2;6 
2;7 
218 

/.コμトロールのiIl楢iU1/ 
G'1SelGro.仰l&pcv->p--rindfJO-l->叫同1削 .
Q>!Penl'lc凶elOl;
G'lFont企lcx!elOI;
，，..，官官叫戸v-)~indo叫 ，

/ .自分~11 レントグラフにするリ
r・ベン..ードセット ・J
μFonL'1ode :.同 etlOI・J
μ コノトロールT錨〈 げ
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り
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 285: /11111・・a・・s・2・・・・・a・z・・・・・・1111.1111111111111111・・・"11" '111111111111・・・a・・・・
286: end.PT-oc( 1: U-了字悦き
287 ・II""UIIIII..，I.IIIIIIII，"IIIIII・・s・g・..・・z・・・・・・・・1""1111・s・・・・・・・・・・・・

2岨 ・ 9閣 C醐'''-a1 ・'.pcv 持品データ"'"ポインタ
2f19 ・ Int code H-7コード
，..・ . i!絞 っイノドウの縫濠とプロクラムのU7i"行う.
291 ・J
292 咽 IdendproclC，師、叫 ・pcv，in色C剖叫
293: I 

2" 
295 
296 
297 
2岨
299 
JOIl ，.， 
302 
3C3: ) 

J.' 

μ ウインドウポイ JタがOでGいt腐葉されてい"い}とき ・/
if (pcv->p-Jind刷日.， 1 

/・コ ントロール~側:a ./ 
O瓜1l1tpcv->puir・dOlo'I;
/.つインドウを成東ずるげ
同，，，四回Ipcv-)p.lind邸-11;

μ プログラムを1f7ずるり
eXIt.lcodel; 

305: /・1"'"・1111・・・z・a・..・...・a・8・・・・・・・・'1..・z・・・・・・・・・・s・・a・".，・冨・・・・・・・・..・・・・
3116: Cret¥teC。町民間111 コントロールの作成
31l1: ''''・・・・""'"'11・""111・・・H・・・・・・・・・・・z・・H・・・・・・・s・・・・・・・111'.....・・・・・・・・
'" ・ ヨl奴 C咽¥r"sl ・pcv ，噛データ'vf)ポインタ
"9 ・ 8足'H.，:lnl ( 0 作成夫般
". ・ >=0 作島匂itIh
311: .， 
312: Int 
313: C問 a邑t.eControllColavAl.・R叶
31"": ( 
315 

'16 
317 

'18 
'19 

". 32t: 
'"守323: 
JZ4 

m 

'"・J27 
328: I 

"9 

/.チzックボックスを伶'01:するげ
pcv・>chklldl= 0-向leCl(pcv-)p.tind刷，

lchkr-ect， 
I L¥SCI 1・1帥，，;らつき防<1:-，
・1，.， .， 
CI_OThl宮I"N (( ~， 
01; 

i1' I ~pc:...- )chkl“11 
relu円、 -1:

relum ¥)j 

'"嗣薗する位JIIと・7イズ ・J
J・.イトル ・〆
/・見えるようにする り
J市咽{I= QFF げ

μ・小11 り
μ昼大儒 り
μチェヲクポマクスの叩=2"
，.;a...O-41-;a-t"O)clJoer-由MI・姐げ

330: I・・・z・・・・・・e・8・・・'1'111"""11'1'・・a・2・・・・・・・s・1111・...・・・・・・E・・・s・・2・a・・・・・・・
331: Check白叫rolll コントロールのチzック
JJ2 ・a・・・・・e・・・・・・・・・・a・・..・11111.，tl"II''''''I...I''''11・11..'1""......，・a・・・・



333 ・ 11敏 C四.val ・pcv 徒過データヘ血ポインタ
33.' ・/
335: void ChcckControl日師叫1'pcvl 
3:111: ! 
337: int pc以Jc，vul; 
338: conlrol IIchdl; 
339 
3.10: CNSetG市凶凶戸vー>pwindo‘~-)I，.Gro凶川 /.白分告カレノトグラフにするり
341: μ 押されているコント a-IL-~髭a伎示り

1: I・・・a・・・・・・1'"・・s・e・・・・"t".""II'・・a・・・H・・・・・・・・H・・・・・・・・・・・・・・・・・・z・・・・ S
2 ・ flick2.h: rlick2.o附ヘヴタファイル
3 ・H・・・・・・・・・・a・2・・・・・・・H‘・a・・a・・11f1.，1・・u・・a・1111..，1111.'"・・・・・・・・・・・・・・・

4 ・J
5 μ lIISlに(便局する情報を欄温怖にまとのる り
6， 町下回er9tr"uCl ( 
7 叫 附加u ・"""，加。 /・ウ4ンドウレコード--.d)ポインタ・f
8 巴包eventlsEvef、t; /・イベノトレコード り
9: 1M tlεtFlIUl: /・アクティプフラク ・/
10: re匂cl wSize; /・勺イノドウサイズ ・f
11: control ・・ch)dω1 r・チzヴクボックス--.d)，、Jドルり
12: inl dr首ωY; ノ・也京宣告隠すY震観 り
13: I Ccnvol; 

" 15: ，define S:-''_'主R Ch0201 l' SX:"ステムのハ-:/'9，/寄場 ・/
16 

図4 FLlCK.X使用システムでの作業の様子

システムでは，

、のが実情です個

D吋.1: '111崎~l. '~ \、~..，;oヘ"" L.、
ン iこ入れ換え~1I'台、またイン
ら守'1 1臥すこどに tt~百円守、
ちI.fんtiい帽子育INllOHor3.l!号
〈亀べろでし土う.Vor3. O~神宮
ーザならI.f，ユーザ畳舞ハガキ:5
いれI.f、パージョンアvプm船内
~I士ずです. 9300円でパージョン
ー ~I士ず tt ので、-!l' t人パージョ
向申込荷Lまt.zう..j. 
それでほイ νストールです..j. 
まずl士、傘il. < X68030 + IIDD (ハー
タ!校剤入 L た方、 .~t. < I士今1

l官ていtt<て、新規にOX-w
ールきれ ~;II、そ L てい

1* $Jスタマンか告イペントを取帽す6
TSEventA vail (EM EVERV. &ロv.
/事各イペントlζ対応した処理を行う
switah (av.tsEvent.what) { 
aase E IDL.E: 
e idle C&av) : 
break' 

回目EM5LDOWN: 
e ms制ownC&ロv): 
break' 

回目EKEVOOWN: 
e keydown C&av) : 
break' 

ロaseE UPDA TE: 
e叩 dateC&av): 
break' 

aaseE ACTIVATE: 
eaロtivateC&ロv): 
break' 

aase E SVSTEM1: 
aase E SVSTEM2: 
switah (av. tsEvent. what2) { 

3<12: pcαJe = SXCl¥llCtd州 pcv->p4ind刷， &pcv->tsE¥'cnt， 0， 0， O. &chdU: 
).1:'1: if Cpι官民日 CINCHEC官) I ，.ハートコード怠白エラーで"いり
34.1: v61 = ll'1 .... e.h...eC引印刷11;I・自分のaを仰る り
)'15: if t、.11
3.'旬 。(Vu!ucSel.(r.hdl，11; μ 白"のIII-f1 (ONIに愛盟げ
3-17: el畠@
348: Ct-lVo.lunSet(ch<J1白刷， μ 自分の{11.fO(0胃 3に!C!!:.， 
3，. 
350: I 

1i: =dc!rine TRUE 
tB: ;dcfine FAI.SE 0 

'9 
20 〆'( . )'哩!#~・ちLPo int型を作るマクロ リ
21: odefine m山elpl(:<，y) {( lOl¥llJIて)<<161(tlonglt川 &0... 凶 OOfffrll
22 
23: " flick.c 11 
2.1: int lnlttComvlll 1): "叫id en.dproc I Com¥'81・intl;
26: ¥'o;d c_，dle{Com¥'ul 1) 
2i: voId e I119ldO>Jl吋C醐，，'・}
28: ~.oìd e_kc)do，m(Col1wll.l， 1; 
29、oid 1i:_nr.tiVttにe(Conl'.・1・1;
30 、。h.l C_，jp-Jnte(Comvl.Il' J; 
31: int Crcut卸Control(C町内.， ・1: /・チェックボヲ クス剛"l-~t 11 
目 、。id CheckControl rC.酬".， ・" ・チLツヲポッフスの紘咽チェックげ

aa阻 止 /事タスクlJ)鍋?帝/
Oi!阻止 /事盆クローズ事/

er凶pr∞ (&~V. ret): 
break: 

ロase0x.20: 1*ウインドウをアフ
WMSeleat (cv.pwhdow): 
break' 

break: 

特集広さは愛だ 37 



ご存じのように， SX-WINDOWI.iver.2 

からIFM形式 t，、う自前のフォン トファ
イノレを持っていました。 しかしこの当H寺の

IFMフォン トは半角 しかなし しかも楳準

でついてきたもの以外サポー卜されるきざ

しもありませんでした。いろいろ不便に思

っていた方も少なくないでしょう 。

そんなことから， Oh!X編集部でIF¥1の解

析が始まりました。 まずは丹氏が解析を始

め，花、がそれを引き継いだのですが，だい

たいのフォーマッ トがわかりま したので¥

報告してみようと思います。 11平和?の問 に

XDTPで全角つきのIFMフォン卜や，フォ

ン トエディッ卜できる書家万流が出てしま

いましたが，フォーマットがわかるならば，

それなりに有効に活用できるでしょう。

ただし，ここで解説するのは， SX-WIN 

DOWに付属されていた半角IFMフォン 卜

のみですので¥ご了承くださし、。

圃IFMの構成
IFMフォン トフ ァイノレは， 以下の5つの

ノfー卜順で構成されています。

・へッ夕、

'・アウトライン

-アドレステ一アール

-フォン 卜メトリック

-フォント展開プログラム

フォン トメ トリ ックというのは，各フォ

ン 卜の概形をある規則lに従って数値化した
もので¥カーニングしたときに Eの程度文

字の間隔を詰めるかを決定するものなので

すが， IFMフォン トではちょっと逃ってい

ます。本当ならばフォン トメ トリ ックと呼

ぶべきではないと思うのですが，利用法が

同じなので¥あえてそう呼ぶことにします。

とりあえずは， IFMフォン トを七の5つ

のパートに分解するプログラムをリスト 1

に掲載します。このプログラムは，ヲ|数てや

指定されたIFMフォントファイノレから5つ

38 Oh!X 1995.6. 

のパー 卜をそれぞれ，

head.r 

outline.r 

adclress. r 

metric. r 

program . r 

というファイノレ名でカレントディレク トリ

に抽出します。以下の説明では， TRAD. 

IFMからtll1Wされたこれらのファイノレの
タeンプリス トを例として使用します。

.ヘッダ (head.r)

識別文字列や，ほかのパートのアドレス

などの情報を記録しであるパー トて'， 128バ

イトで構成されています。詳制11は表 Iのよ

うになっています。

ヘッダは特に問題はありませんね。フォ

ン 卜名，フォント IDというのが， SX-

WINDOWのフォントマヰ、ージャで表示さ

れる情報です。 フォン卜名はほかのフォン

トと重複していても抑jわないようなのです

が，フォン トIDはすべて違う値になってい

なければなりません。

.アウトライン(outline.r) 

1:ハifl回 plit.c*1 
2: 
3・#include <std.io.h> 
4: iinchde <io.h> ' 
5・

フォントのアワトライン情報ぞ記録しで

あるパー トで 5つのパート のうち唯一可

変長のパー トです。詳細は表2のようにな

っていますが，これは“ !"一文字分で，

実際にはそれ以降の文字のアワ トラインデ

ータも言古めて干名手内されています。

先頭からいきなりよくわかり ません。た

Tご¥すぺてのフォン 卜で同じ値だったので¥

おそらくは固定という ことで問題ないでし

ょう。以下，そういったデータは「固定?J 

と示しであります。

次の4バイ トは，表2の例では，ワーク

サイズからアウ トラインデータ最後までの

パ、イ ト数というこ とで， $B9-$10=$A9 

となります。フォン トマヰ、ージ‘ャがなにを

やっているのかよくわからないのですが，

ただ単にアウ トラインデータパイ 卜数+4

ということかもしれません。

統いての 2 ノf イ 卜 はフォン ト の lþ~なので

すが，ちょっ t注意が必要です。あとで説
明す るアウ トラインテザータてーは， フォント

の高さは 1-384で記述さ れてい ます。しか

し， そのほかのフォン 卜幅に|却する情宇佐て

6:皿田町、回 char OOf[65536]; 川現行のIFMファイルはどれもこのサイズに収まっているり
7: 
8: void mainl町 gc，8.rIV ) 
9: int argc; 
10: char バ町lIV[];
11・1
12・ int le~th ， head. outline. addres8， metric， prol{r町町
13: int id; 
14: FILE *!'p; 
15 
16: fp =向田n(at<A¥'(l] I "rb" ); 
17: length = filelengthl filenol fp ) ); 
IS: f問 adlOOf， leng廿¥， 1， fp ); 
19・ fclose(fp ); 
20: id : OOf[0x70)<<S I OOf[0叉71]; 
21: head : 0; 
22: outline = &.<80: 
23: addre.. : OOf[0x76]<<S I OOf[0χ77] ; 
24: metric =凶f[0x7a]<<SI OOf[0x7b); 
25: proar官官:OOf[0x7e] <唱 IOOf[0x7f]; 
26: fp=fopenl "head.r"， "wb・・ ): fwrite( 凶 f+head，outlin←head.， 1， fp ); fclosef fp }; 
27: fp=fopen( "outline.r"， "wb" );fwrite( buf+outline， address-outline， 1， fp ); fclooe(fp); 
2S: fp=fopen1 "addre担 .r，由..); fwrite(凶作e.ddress.胆 tric-addr白色 1， fp 1; fcl08el fp); 
29: fp:fopenl"問 tric.r"."wb" ); fwrite( buf+metric， prog四 m-metric. 1， fp 1; f010胆 Ifpl;
30: fp:fopenl・prog四 m.r". "wb" ); fWT'ite(凶 f+program.leng凶-progr9ll¥， 1， fp ); fclose( fp】1
31 
32: retuITl; 
33: } 



IJ.，なぜか高さが1-1024としたときの数値 体倶楽部を意識しているので しょうか。 分なのですが，これはフォン 卜によ ってま

で記載さ れてい ます。フォン トサイズ1024 ・アドレステーブル (address.r) ちまちであるう えに，適当に書き換えても

というと，書体倶楽部を思い出しますが， 各キャラクタのアウ トライ ンデータの開 反映される こともなければ，飛ぶこと もあ

なにか関係があ っての ことなので しょう 始位置を ファイル先頭からのオフセットで り ませんで した。 い つ t~ いなんなんでし ょ
か? よくわかりま せん。 表 しているパート て，392バイ トで構成され う。ほかにも固定ら しいのですが，よくわ

とい うこと で，アウトライ ンデータのX てい ます。詳剤1]は表3のようになっ ていま か らない部分があり ます。この辺は，参照

方向の最大値をmaxxとすると，フォン ト す。 しているかどうか も怪しいとこ ろです。

l隔は(maxx十1)* 1024/384となります。な 固定でもなしどう してもわか らないデ t設大フォン 卜阪は，例に よってフォン ト

ぜ lを足すのかつて? そりゃあ，実際に ータがあ りました。「不明」と示しである部 の高さを1024としたときの値です。アウ ト

すべてのフ ォン 卜を調べた らそう なってた

からです。明解ですね。

座標展開用ワークサイズという のは， あ

くまでも私の推illilにすまません。実|僚に調

べたと ころ，(頂点数+ア ウ トライン数+

1) x 4という{位が入っていたので¥ きっ

とアウ トライ ンデータがメモリに展開する

ときには16ピット絶対座棋で，エンドマー

クは32ピットに展開されるんだろうな， と

いう こtです。ちなみに間違えて小さな値
を入れてしま うと，liL:f間違いなく 暴走 し

ます。

いよいよ本命のア ウトライ ンデータです。

さきほど述ペたよう に， アウ トラインデー

タは，フォ ン卜のi拐さを3841:.したデータで

記述さ れてい ます。アウ トライ ンの始点は

XYそれぞれ16ビットの絶対座楳て二 以降
は8ピット符号っき整数 (正旅には-126

-126)のベクトノレて、表され，最後にアウ ト

ラインの終了 コード$80がきます。

x(16ピット)y(16ピット)

dx(8ピット)dy(8ビット)

dx dy ...... dx dy $80 

という具合です。この とき，最初t最後の
点は一致 していなければな らないようで，

自動的に閉じてくれた りはしません。

ここで例外があ ります。ベク トノレが8ピ

ットで表現できる範囲を超えていた場合は，

以下の 3つのパターンが存在 します。

・ノfターンl

dx，dyともに範聞を超えたと き

$81 dx(16ピット)dy(16ビット)…一-

.ノfターン2

dxt.ごけが範囲を超えたと き

$7F dx (16ビット)dy(8ビット)
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識別文字列

フォント名

フォ ントlD

固定(0000) 

アドレステーブル

フォン トメト リック

フォン ト展開プログラム

表E アウトライン(1文字分)

-ノfターン3

dyだけが範囲を超えたと き

dx(8ピット)$7F dy (16ピット)ーーー

このように してアウ トライ ンデータをす

べて示 した ら，最後に全体のエンドコー ド

$80がきま す。あらか じめアウ トラインデー

タサイ ス。を示してお きながら，わざわざ全

体のエンドコー ドを置 くあたり ，やはり 書
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固定?(OO02) 
ワークサイズからアウトラインデータ最後までのバイト数

フォン ト幅 (maxx+1)刈/3切り捨て

~標展開用ワーク サイス

アウ トライ ンlの始点x座標06ビット)
アウトライン1の始点y座標06ピット)
アウトライ ン1(詳細は後述〕

アウ トライ ンlのエンド‘マーク($80)

アウトライ ン2の始点x座標06ビッ ト〕
アウ トライン2の始点y座標06ビット〉
アウトライ ン2(詳細は後述)

アウトライ ン2のエンドマーク($80)
全体のエンド‘マーク($80)

特集 IFMのフォーマッ トを探る 39 



ラインテ、ー タのバートで示しであるフォン

卜隔の最大の値ですね。

以下はア ドレスが“ 1"か ら “- まで

の94文字分，各4バイトて絡納されてい ま

す。

.フ ォント メ トリ ック (metric.r) 

フォン トメ トリ ックに相当するデータを

格納しであるパートで， 5408バイトで構成

されています。通常のフォン トメ トリ ック

と述うのは，カーニングしたときに詰める

脈そのものを数値で持ってい ることです。

IFMフォン 卜てカーニングが利 くのは，同

じフォン 卜のアルファベット同士だけです。

要するにアルフアベッ トの大文字小文字合

わせて52文字です。そ こで，その稼度なら

という ことで，特定のアルフ アベッ トが並

んだときの詰めl陥を主主当た りのテーブノレで

持っているのです。詳細は表4のようにな

っていますが，こ れは“A"l文字分のテー

ブノレて，実際にはそれ以降の文字のテーブ

ノレも詰めて格納されています。

それぞれ2バイ トで詰め幅を表 し，先頭

か ら )I~~ に， 自分の後ろ に“A" ， “ B"，一

“Z"がき た場合の詰め幅を示してい ます。

表4では，3若干目のデータが$A8です から，

文字が “AC"と ~ltんで、 いた場令に は ， 文字

問|痛を通常よりも$A8だけ狭くする とい う

こtになります。ちなみにここ の詰め幅 も
フォ ント高さず1024とした ときの値で示さ

れてい ます。

.フォン ト展開プログラム (program.r) 

適当な番地から逆アセンフツレすれば，ア

センブノレリ ス トが取れるようです。ここで

は触れませんが， 勇気のある方は解析して

みてく ださ し、。どのIFMフォン トでも内容

は同じ ようです。

.コンパートする

フォ ーマッ ト がわかっ たとこ ろて二 実 I~祭

にIFMフォン トを作ってみま しょう。とい

っても，エディ タをイ宇ったり するのは しん

どいので，書体倶楽部のフォン 卜からコン

ノfー卜してみます。書体倶楽部のフ ォン ト

なら，待11木氏作成のフォン トエディ タが

199211ニ6月号の創刊10周年記念PRO-681く

に収録されていま したし， それを使用して

作成 したフォン トもあるかも しれま せんし

ね。

主i-体イ具楽部のフォン 卜のフォーマッ トに

ついては， 同号に掲載されて いま したが，

そのサを持っていない方のためにちょっ と

説明し ておきま しょう。

ミ日付、;倶楽部フォン 卜は， アドレステープ

40 Oh!X 1995.6. 

Jレとアウ トラインデータて、村F成されてい ま

す。アドレス テーブノレは，先頭2バイ トが

水準を示 し，その後ろから4バイ トずつア

ウトライ ンデータの先頭位置($450A)から

のオフセ ットを示 してい ます。ただ し，オ

フセットはリ トルエンデ、ィアンで格納され

ているため，X680xOてはバイ トヲIJを入れ換

えるとい う作業が必要になりま す。

また，)順番はシフ ト]ISコードで若い)1債で

すが， 半角や存在 しないコードはスキップ

されていま す。第一水準ならばシフ トJISコ

ードで$817Fから，第二水準なら$989Fから

4418文字分のア ドレスが絡納されている は

ずです。

アウ トライ ンデータは， XYそれぞれ10

ビットの絶対座標で表さ れています。基本

的に 41座標10パイ 卜がパックされたかたち

になってい るのですが，ここで、もリ トノレエ

ンデ.ィアンによってワード単位で上位バイ

トと下位バイトがひっく り返っています。

XY座標がともに1023のときはア ウ トライ

ンのエンドコー ドを示し， その直後も1023

表3 アドレステーブル

の場合1.:1:全体のエンドコー ドを示します。

これだけです。 フォン 卜として必要最低限

のデータを冗長に表現 したといった感じで

すね。

あま り美 しくはありませんが， リス ト2

が書体倶楽部か らIFMフォ ン 卜に変換す
るフ。ロクーラムて。す。

使用法は，

A>VF2IFM <VFlfi1e> 

[ <IFMfi1e>] [/IDn] 

となります。VFlfi1eは書体倶楽部のファイ

ノレ名， IFMfi1eは生成するIFMフォン 卜名

です。双方と も拡張子は省略でき，IFMfi1e 

を省略すると， 寄付Z倶楽部のフ ァイノレ名の

拡張子を“IFM"にすげ答えたフ ァイ ノレ名

となります。

また，フォン ト名は生成されたIFMフォ

ン トファ イノレのベース名にな ります。IID
に続いてはフォン 卜IDを指定 します。省略

すると， 256にな りますが，必ずほかのフォ

ン 卜にぶつからない値を指定 してください。

このプログラムではメ モ リ上 にIFMの
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00000000 -

00000002 -
00000004 ~ 

00000006 -
00000008 -
00000010 -

00000014 -
以下同様

固定?フォ ント高さ?

最大フォン ト橘

悶定?

不明

間定?フォ ント数と開始キャラクタ?

キャラクタ i!Jのアウ トラインデータの開始位置

キャラクタ i"Jのアウ トライ ンデータの開始位置

表4 フォントメトリック (に相当するもの)(1文字分)

00000000 00 00 00 00 00 A8 00 00 00 00 00 00 00 A8 00 00 . . . . .ィ.......ィ.. 
00000010 000000 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 A8 00 00 .............ィ.• 

00000020 00 A8 00 00 00 18 00 A8 00 08 01 50 01 50 00 00 .ィ.....ィ.リ.P. P .. 
00000030 00 FO 00 00 00 00 00 48 00 48 00 30 00 30 00 00. .... ~ ~ Q Q. 
00000040 00 30 00 00 00 00 00 FO 00 00 00 0000 00 0000. 0..... 
00000050 00480048 00 30 00 00 00 00 00 30 00 48 00 08 . H. H. 0..... O. H.リ

00000060 00 08 00 00 00 90 00 00 

00000000 - 後ろに iAJが付いたときの詰め幅
00000002 - 後ろに iBJが付いたときの詰め幅
以下同様



各パート を生成 していき，最後に書き 出し

ています。ただ し，フ ォン 卜展開プログラ

ムのパー トI.J:持っていないので，カレン 卜

にifmsplit.xて、生成されたprogram.rを置

いて実行してください。 もし置き忘れてし

まい，最後に「カレン 卜にprogram.rが必要

てAす」 といわれたら，

copy Mincho.ifm + program.r Minch 

o2.ifm /b 

といったように して手動で連結しでも鱗い

ません。

注意が必要なのは r、」です。これは，

書体倶楽部で全角キーを入れてSHIFT+'

@'キーを押 したときのキャラクタではな

しシフト ]ISコー ド$8140のキャラクタが

使用されます。 これは，半jfJ文字を全f:l!J文

字に変換するhantozen() I基l数の仕様です

ので，これでは困るという場合には， リス

ト2の141行に例外処理を入れて対処 して

くfごさ L、。

フォーマッ ト自f本はどちらもさほど郷し

くはないのですが，面倒なのは詰め|隔の生

成です。本来はマニュアノレて !当然な|間隔を

指定していくのかもしれませんが， 52 x 

52=2704バターンを手作業で指定させると

死んでしまいますので¥プログラムでやら

せています。実際に画面に 2つのアルフア

ベッ トを表示しておいて，ラスタごとにそ

の間|痛を調べ， もっとも狭い間隔から詰め

隔を求めるい、う方法をとっています。そ

れでも 2704通り調べるにはかな りのH寺聞が

かかりますので，党惜しておいてくださ い。

完成かな， と思ったところで¥編集のU

氏か ら注文が2点入 りま した。ひと つめは

「文字と文字の間にある程度の間隔を入れ

ろJ， もうひとつは「記号などの幅はある程

度統一 しろJ，ということでした。間隔を空

けるにはフォン トの左右に適当なスペース

を入れればL川、 として， I隔の統ーについて

は以下のような分類と指定があ りました。

!'''，.・;二、ド 統一する

o []{} 統ー して，それぞ、

れ右/左寄せ

*+ー/0123456789<=> 統一する

榔%%&?@￥ 統一する

これらの怖の指定はプログラムではマク

ロ1町IDTHl-4で、定義しであ り (フォン 卜

の高さを1024としたときのfill)，もしフォン

ト怖がこの値より 小さい ときはスペースを

入れ，越えるとき には横に圧縮するように

なっています。また，マク ロSPACEで定義

されている{位は，注文 lのフォン 卜問11おに

入れるスペースl隔を示しています。

図1

FILES =朗

BUFFERS =仰1024

VERIFY =αff 

BREAK =On 
DIRSCH =∞ 
KEY =A.;￥KEYSYS 

LASIDRIVE = ZI 
-rrrLE =茎SHELLVIITLESX
U~仁氾 =苫SEs亙JL茎USKOOSYS

DEVICE =警SYS￥fdde討品X

句EVlCE =百 YSYMODRVSYS4c$2(r16" 4c$2(r16宮 3

DEVICE =~sys￥mαlrv.sys 5aO 

DEVICE =苫SYS苦RSDRVSYS

IFMの標準となる半角フォン トTRADでの印字例。クセの強い文字もさることながら，文字問がま ったくとられ

ていないのでかなりE売みにくい

図2

F札王S =80 

臥FFERS= 99 1024 
VERIFY =off 

回EAK =伽

DIRSCH = on 

KEY = A:明くEY.SYS

LASTDRIVE = z: 
*TITLE =￥SHELL￥TlTLE. SX 
USKCG =￥S旺しし判部CG.SYS

院VICE =￥SYS￥fdcおvice.x

判定VICE =￥SYS￥附X沢V.SYS 4:$20*16*14:$20*16*253 

匡 VIC主=￥sys柄nodrv.sys 5:0 

医VICE =￥SYS半RSDRV.SYS

新しく加わったsxゴシックの印字例。紫直なゴシソク体で，半角文字が全角の半分で等帽になっている。こ
れはこれで非常によい。ただ.やはり文字問はとられていない

図3

FILES = 80 

BUFFERS = 99 1024 

VERIFY = off 

BREAK =On 

DIRSCH = on 

KEY =A:￥KEY.SYS 

LASTDRIVE = Z: 

*TITLE =￥SHELL￥TITLE.SX 

USKCG =￥SHELL￥USKCG.SYS 

DEVICE =￥SYS￥fddevice.x 

*DEVICE =￥SYS￥MODRV.SYS 4: $20*16*14: $20*16*253 

DEVICE =￥sys￥modrv.sys5:0 

DEVICE =￥SYS￥RSDRV.SYS 

今回作成したツールで書体倶楽部からコンパートされたフォン トの例。印刷物の活字幅に近くなるように設

定されている(はずだが，予定よ りちょっと幅が広い。謎だ)

特集 IFMのフォーマットを探る 41 



. 最後に

ン卜はど ういう利用法があ るのでし ょうか。

もちろんいままでどおりに使っても椛わな

いのですが，使い方のひとつを紹介 しまし

家万流で元の書体倶楽部と 生成した半角

IFMをマザーフォントとしたIFMファイ

ノレを作る。 そうすると，半角と 全角で違和l

J惑のないフォ ン トができます。U氏はただ

ひたす らこれがやりたかっただけのよう で

す。私はというと，ただEX-Systemて、、もっ

とた くさ んのフォン トをイ変いたかったfごけ

なのですが。

ょう。おかしいなあ，シャープの人の話じゃ，

書家万流にIFMの フォーマ ッ トを含めた

全音11の資料が入っ てる ってことfごったのに。

llli'.;imをいってもしょうがないのですが。き
て， fl何本倶楽部か ら変換した半角IFMフォ

たとえばシャーペンなんかで書f本倶楽部

のフォント を{史うと， 土|土タj文字はなぜか無

条件にTradになっ てしまいま すよね。そこ

で， まずvf2ifm.xてや半角IFMを生成し， 書

1 ・i回 i叫 e 恒国lib.h'
2: iir、clu::1e <!lt.d1o.h> 
3: .1田 l岨e (1m凶.h，，:・inclu:ie 句 trlna.h>
5: fI皿hde (jrct)'pe.h> 
6: Uncl岨.e <ioc!!lib.h> 
7: linch.de <doslib.h> 
8 
9・vold
10: in色
II・Int
12・void
13: int 
14・ Int
15・void
16: lnt 
17: lnt 
18: 

usaae I void 1; 
..t且比line(FlLE f， int. int ): ・etoutline(lnt， Lnt. int 1: 
.et戸時(FtLE '. short・，short ・J;
SJISloCOO'E(也、.1蜘edshorl ) i 
writei(，司(FlLE・fp，int 1; 
fontJnelricl vロid1; 
draul lnt. int， char，回出an剖曲。rt1: 
g岡田( int k 1: 

103: head(Oχ7E) :: 1)>8; 
(04: head{0x7F) = 1; 
105: fontllletr1c(); 
106・
107・ printf( "Vn7 -rイJI，f年成中~n" }; 
1M: 叫 rmfc( ifI問祖国 .日間'¥WDe， "lFH" ); 
109: Cp : fopcn( 1fl即四時・制b"J; 
110: If( (1"'=間凡ム JJ
111: prlntf( "Xs州制1ません.Vn" ): 
1l2: 玄モturn;
113: J 
114: 1::町 1te1fm(fp， n ); 
115配 iげf(1::0 ) prin、t日f刊1.....を{作乍成LまLた.暫n"，i 
116: elae 1f( 1::1 ) printf( ..ディスクフルです.Vn"れ
117・ fclose(fp ); 
118: I 
119: 
120: void lISll&:e{) 

19: chn.r head(l28)= "IFM 1町 Fonl 出~er Ver. 1.0 Copy叫 IIht1991.1992 [問Co..Ltd. 121: 1 
VxIA"; 
20: unsil(ned char outline[655361: 
21: inl a刷四四{392/41; 
22:・horl (1冊 tr1c{5408121j 
23: 
24: char vfM.lne{90J; 
25: chnr 1fllll'唱me{901;
26・int id:256; 
27: lnt 皿四2;
28: 
29: char ・Widtt、{J= { 
3拍。"川!v'" "パ..二'1ド-
31: "(日【("'， "古寄せ(512)り
32: "IIJ"， μ 左寄ぜ(512)り
33・ "，1+-=01234561890"， l'続ー帽(512)・/
34: "，n.¥.?9VV" 1*岬ト4幅(7681I1 
35: J; 
36 
:11: 'define 
38: IdeCine 
39:・define
40: 'define 
41: tdeCine 
'2・tdefine
43: 

W1ImtI 384 
WI0TIf2 512 
W1D'tlt3 512 
WI0TIf4 512 
WlDnIS 768 
SPACE 64 

14: void 咽 1nl lnt sC， char '6V() ， 
'5・1
46: int 1， n: 
打。 FlLE 吋p;

'8 
49・
30: 
51: 

for(ロt;l<sC;μφII 

52 
53: 
54 
55・
56 
57: 
58・
59: 
60 
61: 
62 
63: 
64 
65・}

i(( av(iJ(OJ::'-' 11 av(il[01:='/' )1 

I ebe { 

s!.Iitc:hl ((av(iJ[1110:<20)<<81I (av(iJ(ZII0x201 I( 
国民 'Id・:id= atoiC &av(iJ[3J ); 

b四時;
default:usaa:e() ; 

return; 

if(vfna肥 (01:::0) strnCel vf阻 me，B.v(lJ， "VFl" ); 
else if{ ifrttn8lTle(O)::=O )叫同py(iC岡田1C. av[11 }; 
ehe ( 

U血尉();
retum; 

66: lf( vf阻 me{OJ=坤 II
67: u担酔();

68: 官、，tu町、;
69: J 
70・ if( lf，問羽贈[0)::0) stmfe(吋抽JT'Ie， ifmna皿，.." 1; 
;1: Cp :; fopen( vfruu閣， "rb" ); 
72: if( Cp==NUlム II
73: p山、日( ..，..が見つかりません.Vo"， vfna胸打
74・ 同 turn;
;5: I 
76: 
77: 四~py( 曲目d( 0:<401 ， 1(1町田惜， 48 ); 
78: head[0x7(lJ: 1d)>8目
79・ head{0χi¥J: id; 
80・
81: Cor( 1:'・・.n:O; 1(:'ー'; Iφ. II 
82: printf( "Xo"， i ): 
83: et姐.ress(4.ト・・.J : Ox80+n; 
B4・ n ，脚色血Jtline(fp， 1， n }: 
85: J 
86: tcloae( fp ): 
B7: 8'姐回目(O)= 0胡刊@佃帥l回.xx2: /*上位ワードはたぶ~.下位ワードは昼文文字輔り
88 ・ddre回(IJ= 0曲 10曲@回; μ 上位ワードはたぶ.UlIl怠下位ワ-P1:'1羽り
B9: a出.reaa[21: 0x帥5E曲 21: /.た..;;，um定り
90: 1 :: 0x80+n: 
91: head(0x74J:: i>>24; /*アドレステーブルのアドレスり
92・ head{0x75I= 1>>16; 
93: head{0x7S]: 1>>8; 
9-1: head(Ox771 : i; 
95: i : 0x80・nφ392;
96: head[0x78J: 1)>24: /* 7若ントメトリック町アドレス・/
97: head(O，..791: 1>>16; 
98: head(0x7AJ:: 1>>8; 
99: head(Ox7B):: 1; 
180: 1 :: Ox80φnφ392・5408;
101: head[0x7C1 : 1>>24; μ フ掌ント風聞プログラム白アドレスり
102: head(Ox701: 1>)16: 

42 Oh!X 1995.6. 

122・ printf( "書体lJIi啄描~7~ ント (VFIIをsxフぜント {I刊}に宜倹します. Yn" 
123 ・'usace VF21剛 (VFlfl1e)(日開flle)J (optionlYn" 
124: "Vt/IDnYt7芯ントlDを個室します.竃略時256Yo"); 
125: 1 
126: 
127:μ アウトラインデータ奇書U(院艇部から縫み込み、IFl1<ηパッ77に書き込む り
阻止 1nt a:etoutline( FII..R・fp，int c， lnt n ) 
129・1
130: int offset; 
131: int i， 町田xx，lIIirもx;
132: short x(4]， y(41. ox， 0)'， SX， 8)'; 
133: int ml， m2， nn， wtdth; 
134 : char flac= 1 ; 
135・
136 
137・
138 
(39: 
1'0: 
1..・
(42 
143・
1014: 
145: 
146・
147: 
148: 
149: 
150: 
151: 
152: 
153: 
154 : 
155: 
156 
157 
158: 
159 
160: 
161 : 
162・
163: 
16'・
165: 
166 
167 

nn :. n+20; 
ml :. 0;μIII点政り
他2= 0; 1・アウトライン融・/
岨四=0; 
.Jr、巴叉 :. 1024; 
。ffaet:. SJISto白羽E(hantozen( c ) 1・4+2;
h田 k(fp， offset， 0 1; 
。ffset= fietcl fp ll(fietc( fp )((811((，etc( Cp )((16)1(fietc( fp )((24): 
if( offaet::..l ) I 
。utline[nn++J = 0x80; 
ωtline(nnH J = 0>.:80; 
1D2 :. 2; 
ll'OXX = 256; 

1 el田げIfseek( fp， offget+0l曜日0A，" ) 11 
outline(nn++J = 0x曲目
。IJtline[nn++J:. 0x80; 
m2 = 2; 
Z臥xx= 256; ， else { 

r。吋;; I{ 川左捕の座揮を括うJl-プり
letpack( fp， x， y】.
for( i=0; f (4; i++ 1 ( 

1(( x[i]==1023 U )'(11==1023 I ( 
if( flaa I ioto quitl; 
flaa: = 1; 
continue; 

ir(叫悶'x{il1叫問=x{il; 
げ(岨xx臼 (ill皿四 = x{ll; 
flo.a: = 0: 

168: 1 
169: quitl: 
170: lNl出x・=rnlnx; 
171 : 
172: 
173: 
174 
175・
176: 
177: 
178: 
179: 
180: 
181: 
182: 
183: 
18' 
185 
186: 
187: 
188 
189・
190: 
191: 
192: 
193: 
194: 

tor( 1=0; 1<5: 1+φ) if( strchr(刷d山 (iJ， c 1 I bre山:
switchl i )( 
曲目。:円幅384・/

If(回JO((=WlDnIl )叫nx-:. (W1DTIU-m釦凶12;
wldth = WID'刊1;
b目 ak;

同制 1:/.輔副Z右寄ぜり
ir(皿 JOC(=wtrm坦)GUnx -: wrrm島由xx;
wid位、="lIml2; 
b同曲:

caae 2:内輔512在寄せり
wldti、=I<Iぴnl3;
break; 

曲目 3・μ 帽512・/
Lr( 111盟国(:WIDl1t4)叫悶-:(WIOnH-c圃Ja1/2:
width = I<I1m“; 
b開山;

C岨 e4:μ 鍋768り
Lfl IDBXX恒I<IlY聞51皿 nx-= (W1DrnS-咽 xx)/2;
I.!idtl、=WID'llI5; 
br・eak;

default:μ 固有岨り
叫d凶=同xx;

195: 1 
196: 
191: 
19B: 
199: 
200: 
201: 
202: 
203: 
204: 
205: 

向田k(fp， offset+0x450A， 0 ); 
fO['( ;: ) ( μ メインループり

.et問εk( fp， K， y ): 
(0['( 1:0; 1(4; i+φ1I 

ir( x{i!==1023 "" y{i!==1023 I{ 
日(tlaa:::O U (sx!:ox 11町 !:oy)I ( 

Nl = .etoutUnel・X-OX，・y-oy，nn ); 
・1・・;

砂lililil回世15kHzにすると，ハンクっ た。本f4>:カZ惑 いのか と，官、った ら.X68030 i:. X68000PRO 
の向 )iで なるので。 ディスプレイが!Il¥い ら しい。 闘 ったも のだ。 蛾jt; 託生(21)!;¥都府



206: 
201・
208: 
209: 

叫 tllne(M++ 1 : 0x80: 
m2+φ: 
1(( C1.. 1 .。回午Jlt2;
flaa : 1; 
。ontinue;

叫 IJ-:副悶;

210・
211: 
212 
213: 
2H: 
215: 
216: 
211: 
218: 
219: 
220: 
221: 
222: 
223: 

If ( 叫dth<~百 1 <[11 : x[il・uld出/皿xx;
x[ll : (x[11φSPACE)'3/8: 
y[l[ : y[ll・3/8:
ml・+;
1(( C1.. )( 

9X = x(il: 
8y : y[ll; 
。utll同 (nn+t)= ".[11>>8; 
剖 tll皿 (nn++J : x( 1 J&.OxfF: 

224・
225: 
226: 
221 
228: 

。utline(nn++)= )'(1.)>>8; 
加 tll同 Inn++1: y[ll帥xFF;
fla. = 0; 

I else ( 。X: )([l)-ox; 
oy = y(11-oy; 
nn:韓国utllnelox， oy， nn 1; 

229・
230: 
231・
232: 
233・ }

234: quit2: 

。x= x[iJ; 
。y= y(iJ; 

235: lNlXX ::: width+SPACEf2; 
236: 1 
237: 1町田)C()ma.~2 ) IIIW官 2:回xx;
238: outline[n+lJ:: 2: 
239: 削 tline{n+2):: (nn-n-161>河川
240: outline[nφ31 ::: (nn-n-16)))16: 
剖1: outline{n+41 :: (nn-n-161>刈，
242: outline{n+51:: nn-n-16: 
243: ∞tline{肘 61:鵬尉))8;
214: outline(nt7J.:皿 xx;
2-'5: outlinern+l61:: l (m l tta2 ， ・，1 J> )2~: 
246・副tline[n+l7):: ((ml+m2)吋1>>16; 
2H: outli陪 [附 181: ((ml帽 21叫 )>)8:
248: outllne{nφ19) :: Imlφ0>21・4;
249: retum( nn 1; 
250: 1 
251・
252 ハI肝切バッファに抱対匝揮を書き込むり

J・たぷ.U.II定り
/・アウトラインデー夕刊バイトり

J ・ 7~ ント岨り

/・ワークサイズり

253: int setoutline( int x， int Y. int n ) 
254: ( 
255: 
256・
257: 
253 
259 
260・
261: 
262: 
263: 
264: 
265: 
266: 
267: 
268・
269: 
270: 
271: 
272: 
273 
274: 
275: 
276・
277: 

it( x>=127 11 x.<=-121 I ( 

) else ( 

ifl y):121 11 )'<=-127 )( 

1 clse ( 

。utline(n++)= 0>.:81; 
outl尋問(n++)=叫泊;
outline(n+φ1 :""島<FF;
。utline{nφφ1= )'>>8: 
臥.ttllne(nφ+)= y&.0xFF; 

。utline(n++)= 0x7F; 
outline(nφφ1 :帥>8;
。ut!ine{nH)=油1lxFF;
。utline{n++)= Yi 

1(( y>:127 11 y(:・12711 
。utline[nφ+): Xj 

I elae I 

叫 tllne(n+・1: 0x7F; 
outline(nφφ1 = y>>8; 
副 tline(附 φ1: y~llxFF; 

加 tl1ne[n・φ1: x; 
。utline[n++1 = y; 

278・ 1
219: rctun叫 n); 
280: 1 
281: 
282:μ 薗体協聾部から4盟国を峰み込11り
283: void iet凹ck( FILE • fp I ohor色町.short 吋 }
284: ( 
285: 皿 .1"，、国 char chrj 
286・
287: 
288: 
289: 
290・
291: 
292: 
293: 
294: 
295: 
296: 
297: 
298: 
299: 
300: 
301 : 
3[12: 
303・
304: 
305: 
306: 
307: 
308: 
309: 
310: 
311: 
312: 
313目 I
31-1: 

chr = r.etc( rp ); 
x[OI = chr>>6; 
y[01 : (chr&0ヌ3FI<<4;
d、r= fa:etc( fp ); 
x(OI 1= chr<<2; 
chr = C.etc( tp ); 
x( 1 J = chr>>2: 
y[l) = (chr&Dx3) <<8; 
chr =臼etc{fp 1; 
y(OJ 1= chr>>4; 
x(l) 1= Ichr&0xF1<<6; 
chr = r.etcl fp ); 
x{2J ; chr<<2; 
chr = fa:etc( fp ): 
y[ll 1: chr; 
chr = fa:etcl fp ); 
y[21 = chr>>4; 
x[31 ; IchrlOxFI<<6; 
chr = (a:etε( (p 1; 
x[21 1= chr>)6; 
y[21 1: (c1、rlOx3Fl<刊;
chr = fa:etc( fp 1; 
y[31 : chr; 
chr :. faetc( tp ): 
x{3) 1:. chr>)2; 
)'(3J 1:. (chr&i.h:31<<8: 

315・Int
316: ( 

SJIStoCC測DE(unsiined short c ) 

311・沼¥Shrnedchar cl， 02: 
318: 
319: cl.;: 0)>8; 
320: 02:: ca:0xF下;
321: if( clHh:9F I cl -: 0x-10: 
322: H( c2Hbc7F ) 02-司:
323: C :: (01-0χ811・188ゃ(c2-Ox-tOIj 
32.t: rcturn( c 1; 
32.5: ) 
326: 
327: /. 1肝tバッ7ァのファイル"̂ -IT>e事出し・J
328: int 町 ltclfll'l(FlLE tfp， lnt n ) 
329: ( 

330: FILE 吋p2;
331 : 
332・
333・
334 : 
335: 
336: 
337・
338: 
339: 

if{ fwrLte( hesd， 1， 128， tp )<128 )問turn(1 1; 
ifl fwrite( outline. 1， n， fp 1印 )return( 1 1: 
i(( fwrLte( addreao， 4， 392川， fp )<::192川 )rctum( 1 ): 
If( f町 ite(ft崎町ic，2， 540812， fp )<5408/2 ) retum( 1 ): 
fp2 : fOp.!nl "Prolr'OJll. r・， "rb" ); 
lf( fp2::1UU. 1( 

printf( ，・カレントに p同町田..~包要です. Yn" ); 
目 tum(2 ); 

3'0: 1 
341: Lft fread(血比IIn.，1， 1088， fp2 1<1088 1( 
342: printf( "proa:四m..か不正です.Vn" ): 
3唱3・ return{2 1; 
344: 1 
3刊 iftt町 iteloutline， 1， 10剖， rp 1<1088】同tuml1 1; 
346: re turn ( 0 ): 
347: 1 
348: 
349: /. 7~ ントメ トリ ックのを求泊る・J
350: void fonl田 tricl)
351: ( 
352・ int l， J， k. 1:0; 
353: 
354: 
355: 
356: 
357・
358: 
359: 
360: 
361 
362: 
363: 
364: 
365: 
366 
367: 
368: 
369: 
310・
371: 
312: 
313 
374: 
375 
376: 
377: 
318: 
319: 
380: 
381 : 
382: 
383: 

CR'It乞)1)( 16 1; 
札口.R_ONCI; 
llne( 0， 384， 767， 384， 14， 0xfffr 1; 
for( 1:.'，¥'; i<:'Z'; i+令 1(

k : dr芭，¥.110， 0， L， 15 )・3/8・1;
for( j:.'A': j<:.・Z';J+φ 1( 

dnw( k， 0， J， 15 1; 
fmetric[l++J :. 8凹ce(k 1; 
drau( k，札 J，0 1; 

for( j:.'a'; j<:.'z'; j++ ) I 
dn叫 k，0， J， 15 1; 
r，田tric[l+φ1: ・戸.ce(k 1; 
dr唱~I.I ( k， 0， j， 0 1; 

dnUI( 0， 0， i， 0 ); 

(or( i:.'o.' j込<:.'z・:i+φ 1( 
k : drnw( 0， 0， 1. 15 )・3/8φ1;
forl j:.'A'; J<:'Z': jφφ 1( 

drau( k， 0. J， 15 1; 
f冊目ic[l++1:・回目(k 1; 
dr羽w(k， 0， J， 0 1; 

(or( j:.'a'; J<:.'ピ;j++ 1{ 
dnlu( k， 0， j， 15 1: 
fmetric[lH) = apace( k 1: 
d四叫 k，O. J， 0 1; 

dro.l.I( 0， 0， 1， 0 ); 
384: 1 
385: 1 
386: 
387: /. 1肝'7方ント白描画り
388: Lnt dra叫 int:<0， int ys， chn.r c， uf叫即国 shortp I 
389: ( 
390: short x. y， x1， yl， x2. y包;
391: Lnt L， j. k: 
392・
393: 
394・
395・
396・
397: 
398: 
399・
.00 
'01・
402 
403: 
<1001: 
405: 
唱曲:

407: 
408: 
409 
410・
4.11: 
412: 
413 
414・
415: 
H6: 
411 
418: 
419: 
420: 
421: 
422: 
423: 
424: 
425: 
426: 
427: 
428: 
429: 
430: 

i :. 0:<10/4φIc-': "; 
j = ISddress[ Lト0x80:
k = 10utl1阻(J+61<刊 Iloutline(j+7);
xl:. (loutllne{j+20)<<8)loutline[j+21]1; 
yl:. ((outlLne[j・22)<叫)1 outline(j+23) )+YO: 
ifl xl::.lshort)0x8080 ) retun、(k 1; 
xlφ:. x0; 
j += 24; 
for {;; I ( 

if t outline{j) =:. 0x80 I ( 
Jφφ. 
日 Ioutline(j I :.= Ox80 ) b同出2
xl :. (Ioutli問 [J)<叫 Iloutllne(j+l)l+x0;j+:. 2; 
yl :. ((outline(j)<<8110utline{J+I) l+yO; j+:. 2: 
conti.nue; 

if ( outlLne(j) :.:. Ox81 I { 
J++; 
x = {(outline{jJ<<811刷 t1ine(j叫H;J+: 2; 
y :. {(outline(j)<<81Ioutline(jは)1;J+: 2; 

) e!se if (加tllneU):: 0x7f 1 ( 
j+t; 

I else { 

l 

X :: ((outline(j)<<8) Icutline(j+l J); jφ: 2; 
y :: (char)剖 tline(jJ:jH: 

X :: (char)outline[JJ: Jφ+; 
i( ( outline(j J ::= Ox7C ) f 

JH: 
y = ((outline(j)<(剖 loutline{jφ111;J+: 2; 

) else I 
y = (char)outline[j 1: J+令;

:<2 = xl + Xj 
y2 = y1 + yj 
Hne( xl， yl， :<2， )'2， p. Oxffff): 
xl = :<2: 
yl -= y2; 

431: 1 
432: 四 turn(k 1; 
433: 1 
434 
435 円フSント間骨量'1>1'011曜を泉崎るり
4::16: int 8凹celLnt x0 ) 
437: ( 
438・日wilT¥edahot"t・vp;
439: int xl， :<2. y， min， ssp: 
440: 
441: 
442 
443: 
04401: 
445: 
H6: 
447: 
448: 

min = xO; 
sap = sutを町.1; 
vp: (田l3ilt¥edshort・10xC00000;
forl r-D; y<384; y++ ) 1 

for( x1=0j xl相0jx1++ ) if{ vp(x0-xl・1)) bre山 ;
for( x2=Oj x2<m1n-xl; x2φ令 11(( vp[x0φx2J ) bre，凶q
lf(又1+x2<飢.in) min = xlφx2j 
vpφ:: 102-1; 

449: J 
450: Sl1P四{回p); 
日 1: Lft (min-:SP.ιE'J::I/4)叫}叫n: 0; 
452: 同 tum{副 n*8/3); 
0153: J 

砂5fJ '.;ーを干に入れる 11'1 ÎÌíj に CD-ROM ド ライブと 21 インチモニタを ï~ っ たと こ ろで.し

かも市Il!iのグラフィックツールももっ ていないので， EX-Systemの発表に大変必んて、おり

ます。なるべ〈安くお願いし ます。 .wiN: e:H22)大阪府
特集 IFMのフォーマットを探る 43 



SX-WINDOWはとても 簡単にインス 卜 姐魁幽|側fn日開問腕紅白Hlil.tJj 右ボ、タンが引pされている11寺問< t 

ーノレてきます。手間Jのインストーラなどな

くても copyコマンドの使い方さえ知lって

いればHiH.¥fiな〈インス トーノレできます。

環境i設定もほとんど必要ありません。シ

ャーペンに一部俊維な設定機能があります

が通常はいじる必姿はありませんし， それ

以外のアプリケーションても(一昔11の変な

ツールを除().ファイノレをハー ドディスク

→クリック

右ボ、タンが押されて い る H制問 ~ t 

→プレス

上に展開すればすべての準備が終了するよ 写真 l シャーベンの長いメニュー

としま した。本来なら tのイ直はシステムが

専川に用AJ、すべきなのかも しれませんが，

今回は，夕、、ブノレク リック判定|時間と共用し

てレます(というわけで，設定は各自SX-

WINDOW上のコン トローノレノけ、ノレから行

ってく fごさ L、)。

うなものばかりです。

環境設定の項目数tシステムセッ トアッ
プの I~11:11交というのはたいてし、トレー ドオ

フの|長l係にあるのですが.SX-WINDOW 

1;1: .操作系がたいへんうまく設計されてい

るので，デフォル 卜の設定を変える必要も

ほとんどありません。このため，項目数の

少なさは，弱点にはならず，操作性とあい

まって非常に優れた環境を提供しています。

しかし，いくらSX-WINDOWが上手に

設計されているから tいっても.100%満足
しているわけではなし自分で手を加えた

いところが数箇所見受けられるのもまた事

実てす。

. メニューについて思うこと

ホボタンでメニューを表示。メニュー明

日を口で退う。必要な項目を探す。マウス

カーソノレを合わせる。1干ボ、タンを放す。
メニュー工買日が，

カット

コピー

ペース ト

くらいなら問題はないのですが，jik近は，

治ボ、タンを=llfIしたt.:"けてい，

前}j次検索

後 }J次検索

前日ブj検索.ー

後方検索ー.

全I点検索 .
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と表フFするようなアプリケーションも増え

てきました。

項目名を 臼て、追っているうちに，っし¥

手を放してしまい，あらf.l.項目を選んでし

まったという経験を持つ人は少なくないで

しょう 。「取り消 し」 という機能は.SX-WI 

NDOWのアプリケーションではあまり 一

般的ではないですから，これが致命的 とな

る場合もあるかもしれません。

右ク リックと右プレス。たいていの人は

前者 2回のほうが後者 11IT1よりも楽に行え

ると忠います。

そこで¥今回はこのメニュー操作方法に

|刻していろいろ実験を行いながら，改造を

試みます。

il~初の;f牙クリックて:メニュ一項目の表

示。 そして，選択しt.:~ 、項目名の上までマ
ウスを移動したところで. 2度Ijのクリッ

ISYSTEM.LB 

SX-WINDOWを支える各マオ、ージャの

多くは，この fSYSTEM.LBJというファ

イルに コー ドリソースとして収められてい

ます。参考までに表1がファイノレの内谷て、

す。MDEFがメ ニュー.WDEFがウインド

ウ.CDEFがコン トロールの機能を司るコ

ードリ ソースです。

SXコールのWMOpen.CMOpenを思い

IJ~I し てくださ い 。 引数 と して与えるウイン

ドウID.コン トロ ーノレIDの他に対応する機

能を実現するためのコー ドがそれぞれ収め

られています。

SX-WINDOWに育庁 し い布l~Jiの コ ントロ

ーノレを追加する場合はCDEF，新しい極類

のウインドワを追加する;場令に I.:J:WDEF

に，それぞれ対応するプログラムを追加し

ます。追加だりでなく ，既存のコードリソ

ク。 これで‘項目確定としま しょう 。 ースを置き換えると ，いままでとは述った

メニュー操作はSX-WINDOWでも恭本 SX-WINDOW環境が構築できます。

をなす操作方法のひとつですが，これをカ。 表 1を見るとメ ニューを実現するコード

ラリと変更して しまうと戸惑う人も いるか リソースが2種類あるのがわかります。 こ

もしれません。従米の方法も残しておきま れは， ID=Oのものがタイ トルなしのメニ

しよう o ;fτボタンがク リックでなく，プレ ュー (図 1)，ID=lのものがタイ トルっき

スされた場令には，従米のように項目確定 のメ ニュー (図 2)を実現するためのもの

を受け付けるようにします。 で、す。

なにをもって，クリックとプレスの区月11 今回は，タイト ノレつきのメニューとな し

を~iうかは.たいへん難しレのですが，今 のメ ニュー両方を実現するプログラムを紹

回はある一定の11寺t:.¥Jtを決め， 介します。一応，追加1というかたちをおす



すめしますが， もし， 気にいってくだされ しかいじれない，一種の聖域でした。SX- 図1 タイトルなしメニュー

1;1:， これらの新しい種類のメニューをシャ WINDOWの仕組みがわカーらずに触るとま

ーフ。純JEのものと置き換λることも可能で ったく重1Jかなくなる， という点は変わりあ

す。たfごし，後述するよう に， 今回のプロ りませんが rコードコ ンパータ」の登場

グラムI.:J:.JlirM1ヒメニューをサポートしてい て，私、のようにアセンブラはわからなくて

ないので¥ 一部のアプリケーションで不具 もC言語ならわかるという人間jも背を突っ

イトが生じます。キャンパスとシャーペンは，

なぜかメ ニューマンを使用せずに自前で階

肘化 メニューを実現して いるので，SX-

WINDOW ver.3.1のパ ッケージに入って

いたアプリケーショ ンを使っている範囲て

は不都合は起こりません。

. コードコンバータ

いろいろと巷て1まIiII JI1!の r l~FI 発キッ ト ツ

ーノレ集」ですが， その中に「コードコ ンパ

ータ」い呼ばれるプロクすラムが入っていま

す。これを使うと， C言語でコードリソー

スが簡単に書けるようにな ります。

私は68000のマシン認をほとん ど知り ま

せん。SX-BASICやFISHの一官liに私の書

いたアセンブラ コードが少 し見受けられま

すが，それらを令計しでも，いまだlこ300行

を超えていないと思います。オペコードが

あーなってオペラン ドがこー きてレジスタ

が三々，という CPUの仕s;]lみそのものはわ

かるのですが， どうも， レジスタ相対， 二

重アドレッ シング¥あたりからE負が回らな

くなってしまいます。

そんなわけてい， この「コードコ ンノfータ」

には，大いに助けられま した。詳 しいこと

はよくわからないのですが，なんでもロー

ド l昨に必要なところを I~I 己書き換えするよ

うなプログラムを先頭に付加するのfごそう

です。

rSYSTEM . LBJのiうなシステム リソー

スは， いま までマシン3告ノfリノfリの人rmに

込めるよう になりました。

. テストプログラムの用意

~íi述のように，新たなメニュー機能を追

加するということは，システムリソースで

ある rSYSTEM.LBJを書き換えなければ

な りません。敷出力7若干低くなったとはし、

え， まfごま t:.'それなり の リスクを合んだ領

域である こと には変わ りはあり ません。

これから作るプログラムがうまく SX-w

INDOWに組み込めなかった場合，当然の

ことですが，メニューを表示させようとす

るとシステムは暴走します。

ですから，今回のプログラムの入力は似

重に行わなければなりません。 まず，従来

のメニューをf!?き換える前に，従来のメニ

ューをHi"JfIして機能を試してみましょ 5。
つま り，こ れから作 るプログラムをリソー

スID=Oとして登録するのではなく，新た

にリ ソースID=3として登録するのです。

いまのところリソ ースID=3のメ ニユ

図2 タイトルっきメニュー

ーを使用するプログラムは見あたりません タンを押すことにより， メニューを表示し

ので今|凶は3を使います。ほかのプログラ ます。 どれかのJ19:1=1を選択すると ，ウィ ン

ムの動作の邪魔にならないように， ID=3 ドワ上には， どの項目が選択されたかが，

のメニューを使用するテス トプログラムを 表示されます。なんの変析もない単純なプ

作成す る必要があ ります。 ログラムですが， wrrしいメニューの機能を
新しいメ ニューがうまく動作するかを試 チェッ クするには十分です。

すプログラムをリスト lに示します。実行し もし， 手もとになんらかのSXプログラム

ても，ウインドウを聞く t:."けでこのままで がソースリス トごとあれば，そこて1aうメ
はなにも行いません。 ウインドウをアクテ ニューを交換するだけでリスト]は入力す

ィブにして，ワインドワ内て、マウスの右ボ る必要はあ りません。使)11するメニユーID

を以下のように 3に変死し，コ ンパイルし
表1 SYSTEM.LBに含まれるリソース(標準状態)

リソースタイプ リソース10

BEEP 。
PICT 。
COEF 。 19 

MOEF 。
WOEF 16 32 36 

51 52 64 99 

DLOG -4096 -4097 -4098 -4101 

DITL -4096 -4097 -4098 -4101 

CPOF 。 2 

PRTM 。
PAT4 ー128 -129 

MENU -4096 

PRTD 。 2 3 

PRIC 。 2 3 

PALT -128 

PLTL ー11 -12 ー13 ー14

-44 -128 -129 ー130

20 64 65 

38 39 48 

-4112 -4113 -4114 

-4112 -4113 -4114 

4 5 

5 

ー129 -130 16 

-22 -23 -24 

3 4 

66 67 

49 50 

-4115 4116 

-4115 -4116 

17 18 

-33 ー34

開発キットのリソースリンカについて

今回のプログラムは単独では動作しません。

システムリソースファイル rSYSTEM.LBJに出且

み込んで，初めて意味を持ちます。ですから，

組み込みを行うツールが必要となってきます。

今回は，扱うデータがカット&ベーストで1;).'い

つ，というような種類のものではありませんの

で，リソースエディタの使用はあきらめ，コマ

ンドライン上からリソースリンカを用いて行う

ことにしましfこ。

しかし.なぜか f開発キット」に付属のリソ

ース リンカではうまく動きません。

というわけで， シャープ純正リソース リンカ

の使用もあきらめ，本誌1994年10月号付録 fb

みじ狩りPRO-68KJに収録のarlk.Xを使用してく
fごさし、。
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写真2 テス トプログラム(チェックマークの表示)

てく fごさい。

例)

mHdl = MNConvert (NULL， 

"About.." ，0); 

mHdl = MNConvert (NULL， 

"About.." ，3); 

l~tごし， ~暴走 しでもあまり被害の大きく

ないプログラムにしておきましょう。

. 前準備

くどいようですが， これから書き換えよ

うとするフ ァイルrSYSTEM. LBJは， SX 

-WINDOWの核をなす部分です。L、ってみ

れば聖域の一部です。このファイノレの破損

はすぐさまシステム全体に影響が及びます。

必ずパックアップを とり，す?に復活でき

表E メニュー定義関数の引数

るようにしておきましょう 。 ちなみに，Yスト2をgccて‘コンノfイノレする

まず，実験用にディレク トリ をひとつ用 際，ワーニ ングは一切出ないようになって

立してください。容量は約300Kバイト 必要 います。 コンパイル中に，ワーニングメ ッ

です。 セージが表示されるようなら， もう一度ソ

そのデ ィレク トリに現在使用中の rSX ースリスト そリスト 2と見比べてください。

WIN. XJ， rSYSTEM. LBJ， rBUIL TIN. 参考 までに， リス卜 2に私の使用したリ ソ

LBJの 3つのフ ァイノレをコピーしてきま

す。これから書き換えるファイノレは，rSYS 

TEM.LBJのみですが，SX-WINDOWは

7包到'JII~;' こ rSXWIN.XJのあるディレク ト

リからこれらの ファイノレ検索を行いますの

で¥同じディレクト リに収めておく必要が

あります。rSXWIN.XJ と rBUILTIN

LBJは書き換える必要がないので，書き込

み禁止属性にしておくとよいかもしれませ

ん。

リスト1，リスト2ともに，無事 コンパイ

ノレカサ冬わったら， SX-WINDOWをj包重1Jし，

テストプログラム を実行させます。

右クリックでメニューは出現しま すか?

選択された項目がウインドウ上に表示され

ていますか? 前回選択された項目に，チ

ェックマークが表示されていますか? 右

クリックて'wっ1;(なしのメニュー，1.五フ。レ
スで従来どおり のメ ニュー，ち ゃんと表示

されていますか?

残念ながら， うまく いかない人は， シス

テムのパージョンや， リストの打ち込み違

いカTないかを，よくチェ ック してく fごさ い。

ースリンカ朋イン夕、、イレク トフ ァイノレを，

リスト 4にパッチフ ァイノレを示 します。

インタeイレク トフ ァイノレにリスト 5のも

のを使うと，リ ソースID=O(従来のタイト

ノレなしメニュー)に対して今回拡張した機

能力T組み込まれ，従来のアプリケー ション

から使用できるようにな りま す。

. メニュー定義関数

リソースタイプ rMDEFJのプログラム

は， 以下のような約束事を守っていれば独

自のメニューを実現でき るようになってい

ます(このほかにも ，プログラムはリロケ

ータプノレかつリエン トラン 卜である必要が

ありますが，今回はコードコンパータを使

用するので特に問題はありません)。

システムからの引数は， 匡13のようにス

タック に秘まれて波されます。

図中のcommandのも直(カ ッコ内はSXD

EF.Hで定義さ れている値)によ って， プロ

グラ ムは以下の動作を行います(参考文献

1より 一昔11引用)。

. command= 0 (CMD MDRAW) 

word 

long 

long 

long 

long 

command 

Menu 

Rect 

メニュ一定義関数へのコマン ドコード

メニューレコードへのハンドル

rectて.示される領域 (グローパノレ座標)

に，必要な描匝|を行います。以前表示 して

あった内容の退避はシステムがすでに行っ

ていますので必要はありません。そのまま

の状態だと領域内はi炎いグレー(GLGRA 

Y)で塗りつぶされています。グラフポート

のセッ トもシステムがすでに行ーっています。

. command= 1 (CMD MSEL) 

レクタングルレコードのアドレス

pt ポイント

item アイテム番号を保持するワーク (WORD)のアドレス

返り値はDO.Lで返します。

フリーソフトやウィルスの注意

SX-WINDOWがお手本に したと思われるMaci

ntoshの世界にも，今回作成したようなプログラ

ムは多数存在します。1994年3月号有国氏の記

事(知能機械概論ーお茶目な計算機たちー第78

回「そしてマウスは運動不足になるJ)でも.い

ろいろなソフトが紹介されていますが，そのほ

とんどがコード リソース形式のものです。

何度もいうようですが.本来.システムリソ

ースは聖域とでもいうべき，限られた人間にし

か踏み込めない領域です。MacintoshのThinkC 

では.コードコンパータすら存在せずに，コ ン

パイルオプションスイッチで自動的にコードリ

ソースを吐き出せますから.ある程度の実力の

あるユーザーは果敢に挑戦をしていきます。

でもって，もともと聖域であった場所に踏み

込んでいったわけですから，もし，不適切なプ

ログラムが紛れ込んでしま った場合は大変です

(被害の大きさはX68000でいうところのスター

卜アップメンテに登録した場合以上，常駐もの
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の場合以下の事態)。ウイルス性のプログラムは

いうに及，;1:ず，ほんの些細なミスでも，その影

響はすべてのプログラムに及びます。

極端な例ですが rフォーマッ ト目XJを闘いて

いるときに(フォーマット中ではない)CDEF周

りが暴走したとします。ユーザーが実行ボタン

を押していなくても r押したJというイベン ト

が間違って発生してしまうかもしれません。

MDEF周りが暴走すれば rファイルの保存」な

どが勝手に実行されて しまわないとも限りませ

ん。

今後，システムリソースを望書き換えるさまざ

まなプログラムが登場してくることでしょうが，

入手，即，インストーJレというのは危険です。

本文の前準備て'行ったように，いつでもシス

テムリソースを元に戻せるようにしたうえで，

とりあえずテス ト環境を作ってみて.問題がな

いようだったらインス トールする，といった↑良

重な警戒策が必要かもしれません。

ptに収められたマウスカーソノレの座標

(グ ローパノレ座標Hこ従って， メニュー項目

の強調表示などを行います。マウスカーソ

ノレの座楳から算出される値と*itemの他

とが食い違っていた場合には，本itemに前

者ぞ代入します。

. command= 2 (CMD MCALC) 

メニュー表示に必要な四角形の綴幅，縦

順守計算し，menuてい示されるメ ニュー レコ

ードのmWidth， mHeightにイ七人します。

参考文献 lには， その他の値は拡張用で

現在は未使用である， と書かれていますが，

SX -WINDOWver. 3.0以降では，このほか

にcommand=7が送られてくる場合があり

ます。

メニュ一項目の選択終了後，点滅!lVJ作実



行前に 1回だけ送られてくる命令で，どう

やらメ ニュ一項目の点滅を指示する命令，

あるいは階層化メ ニューの実現のための命

令らしいのですが，今回は無視するこ とに

しました。fq叫Hはマシン語パリノfリの町村

氏に期待 しましょう。

そういうわけで，以上の3つの命令を受

け持つ関数を作ってやれば，新しい機能は

作れるようになるわけです。

. プログラムの糠

このようにして作ったプログラムがリス

ト2て、す。 いろいろな辺1由カfあって コー ド

リソースを初めて作成するような方へのサ

ンプノレプログラム としては， 少 し不適切な

ものかも しれません。

コードリソースを作成する ときにはmai

n関数は必要あ りません。理由はよ くわか

らないのですが，初めに実行されるべき関

数名はCODEMain!:します。そのほかにも

細かい注意事項はあるのですが，詳 しくは

「開発キッ トツーノレ集」のマニュアノレを参照

してく 1ごさい。

リスト2を見る と， そのCODEMainl具j数

の先頭でいろいろ と引数のシフ ト演算密行

っています。これは，システムf)!IJが図 3の

ようにパラメ ータを送っ てくるのに対し，

C言語では図3-1のように引数を拾って し

式うためです。これは， C言語のパラメ ー

タのスタック|陥が4ノfイ ト固定になって い

るためです。正 しく値を収得するためには，

2バイ ト分ずら して布Ii正を行わな ければな

りません(図3-2)。

もありませんので，特に問題はあ りません。

参考文献 lに指示のあるとお りに行います。

すべての処理に先だって，送られてくる命

令ですので，初期化処理が必要な場合はこ

こで行います。

. cOl1ll1land = 0 (CMD MDRA W) 

本来ならメニューの描i闘を行うタイミン

グです。しか し， 10MHz機て]まメ ニューの

抑i i匝| を ~ï- っているうちに1ヨクリックヵサ冬了

してし まう場合があります。今回はなにも

行わずに，できるだけ早<fl，lHif[lをシステム
に返すよう にし ます。実際の描画はCMD

MSELの最初にqi-， 、ます。
• cOl1ll1land= 1 (CMD MSEL) 
本来なら選択重1J作のみを行う段階ですが，

今回のプログラムの場合，前述の現由によ

りメニューはまっさらです。まずメ ニュー

工頁自の拙l画を行います。

そして，マウスカーソノレの位置により，

システムに何番目の項目が選択されたか知

らせるべきなのですが，右ボ、タンが潟IEされ

ていた場合， そのまま制御が戻ってきませ

ん。これでは， I~I:I っぱな し のメ ニ ューが実

現できま せん。 項目が確定するまで処理~

Z虫占し，石定定した!時点で初めてシステムに

ft，IJ御を戻 してやります。

. プロクラムの糠

正直にいって，私はシステムを解析 した

わけではありませんので¥今回のプログラ

ムも，メーカーが意図 したような流儀から

外れている ところがある かもしれません。

参考文献からも情報が得られず，試行錯誤

引数補正後は，fiii述のよう にcOl1lmandの 図3 CODEMainの引数の拾い方
値によ って処理を振り分けてやればよいの

ですが，今回のプログラムでは以下のよう

な問題点があります。

1) CMD MSELは，マウスの右ボタンが

押されているとき にしか呼ばれなし、。今回

のような機能を実現するためには，コード

リソース側で2回目の右クリックを待って

いなければならない。よっ て，ここで処五11を

システムに戻してしまうわけにはいかな L、。

2) 今回，布ク リックでメ ニュー表示を行

うようにしたが，前述の理由でCMDMCA 

LC， CMD MDRAWが終了 しないうち に

右ボ、タンが離されてしまうと， CMD MSE 

L ~実行する nHj/がなくなって し まう 。

そこで，cOl1lmandの値に よって以下のよ

うに処理を振り分ける ことに しました (J順

序はシステムが呼び出す順番)。

. command = 2 (C苅ilDMCALC) 

領域の計算はさほどl時間のかかる処理IIてや

P1 

P2 

P3 

P4 

P5 

C言語のパラメータ

の末，現状に務ち着いたという筒所も少な

からずあ ります。

メニューの選択動作は，内部的に 2つの

処理ノレーチンを持っています。従来の重))作

をするNormalMenu 01刻数し 今回の目玉

であるPopupMenu0 I!AJ数です。

まず，DoSelectO関数で右ボタ ンの引jIさ

れてい るH寺聞をillll定します。illlJ定1-1-1に右ボ、

タンが放されればPopupMenu() 1対数に処

理を移 します。測定中に， EMDClickGetO 

|刻数 (システムのダブルクリッ列時間を返

します) よりも H寺問がたった場合には，自

動的にNonnalMenu()関数が実行されま

測定中は?ウスカーソノレが動かされない

とも |浪り ませんので¥ 常に項目名を表示さ

せて，選択Nlo選択の状態を画面に反映させ

ています。

NormalMenu 0関数は，右ボタンが押さ
れているあいだマウスカーソノレの重)Jきを見

張って い ます。 右ボタンカfl~1f されたら，そ

の とき選択されていた項目の番号を返しま

す。

PopupMenu () 1刻数は，マウスのボタ ン

が再び押されるの~EMRBttn () 1長l数など

で見張るだけではうまくいきません。右ボ、

タンを引11すし右ボタンダウ ンイベントが

発生してしまい，そのイベン トを拾ったア

プ リケーショ ンがすぐさまそこに新しいメ

ニューを表示してしまいます。これでは，

いつまでたってもメ ニュー選択を終えるこ

とができません。右ボタンクリックを検出

したら，すくやにそのイベン 卜を取り除き，

ほかのアプリケーションプログラムに検出

2. C¥I 

command 

πlenu 

recl 

pl 

Ilem 

補正後
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きれないようにしなければな りません。

まt:.• 右ボタンのt1p下を検出し . t:.1ごち

にメニューを|引じると， 月11の問llliが生じま

す。 どんなにギ1;クリ ックを来与!<行っても，

制j~J1{r> シ ステムに返されたH寺点では， まfご¥

~{i ボ、タンが押されたままですから， またし

てもメニューがそこに表示されてしまいま

す 。 ;:(i ボ.タンが完全に南U~:されるまで待って

から11i1J1，'FJIをシステムに戻 します。

細かいこと

.メニュー枠の点滅&回転

メニュー表示中はその粋を示す部分が点

滅/1_i!_1i伝しています。これは索直にプロ グラ
ムを創lめばシステムが自動的に行 う機能な

のですが，今凪のプログラムは素直に品11ん

でし、ませんのでこのサービスが受けられま

せん。

自fiijで同じことをやらなければいけない

函4:メニューの枠点滅に用いるアルゴリズム

• $FOFO 1111 0000 1111 

1000 1000 1000 

• $7878 日111 1000 0111 

↓ 

。100 日1目。 日1日日

↓ 

• $3C3C 0011 1100 日日11

↓ ↓ 

日目10 日目10 0010 

↓ ↓ 

• $IE1E 0001 1110 日目。1

のですが，実現法がよくわからなかったた

め. {.以たような動作をGMlnvertRect関数

を用いて行っています。l旦l転部分は.Invert 

よりもPsetのはうが簡単に実現できるので

すが，ライ ンスタイルつ きで.グラフィック

揃回を行える SXI品!数はGMlnvertRectし

か見あたらなかったため，この|剥業kを用い

ることにしました。メニューの枠が回転し

て見えるようにするための，ライ ンスタイ

ノレぞ図 4に示 します。ただし.GMlnvert 

Rectl品l数はア クセス ページを 3にしても，

なぜPか 1ページす〉しか操イ乍を行わないため，

1~fF) 色が部い クマ レー (G LGRAY)と濃 い

グ レー(GDGRAY)となってしまい，事iU正

のものよりもコ ン トラストが落ちてしまい

ました。

・忌とゾの表示法

表示す るメニュ一項目はマウスカーソノレ

の位置やイオ、ーフツレ状態によ って色を変 λ

なければなりません。!tゃ、〆のような記号

はビッ トマ ップて表示さ

せてもよいのてーすが，てー

0000 きれば文字 として扱い，

すヵt. SX-WINDOWヒfごとちゃんと扱え
ます。

.項目名の長さ

メニューの工員目名は.LASCII型という，

文字数 (1バ イト) 十文字列

のような構成の型をと ります。千平通の項目

名の場合は特に問題ないのですが，項目名

がないエ頁目(つまり空行のことです)の扱

いについて， シャープ製のアプ リケー ショ

ンでも扱いが輿なるようです。

最近のアプリケー ション(つまり. ver 

l.10から追加されたMNConvertl葉l数を用

いてメニューレコードを作成しているよう

なもの，では)

O. O. 1， 0 

となっています(jI闘に，ショートカットな

し，チェックマークな し， 文字列の長さ 1.

空文字列)。 これに対し， 「電卓.XJのよう

に初期のアプリケーションでは，

0.0.0. 0 

となっています(同，ショ ート カッ トなし，

チェックマークな し， 文字列の長さO.空

文字列)。

↓ メニュ一項目名と 一括し さらに，どういう理由か らかは知りませ
1000 

て処旦I!したいものです。 んが，メニューアイテムデータは必ず似数

100日
というわけで. i文字選 バイ ト長でな ければならな い，という 決ま

↓ 択 XJを使って，漢字コ りがあるので，文字列数が奇数のときは強

日1日日 ー ド表 を眺めていると 1lil)的に似数バイ トに調節し，次のメニュー

↓ OxF603に思 アイテ ムデータを撚 しにい きます。
1100 OxF602にJ 以上の現由のために，現右ニ扱っているメ

0010 
が当てがわれていました。 ニュ一項目から次の項目を扱いたい場合に

SX-WINDOW~虫 自のも は，

1110 のなのでコマンドシェノレ length=ptr[2] & (一1): 

上では表示きれないので ptr=&ptr[4十 length]: 

階層化メニュー
のようにポインタを進めます。

.メニュー項目の反転

SX-WINOOWもver.3.1になってF首層化メニュ 考えてみてください。どのようなウインドウも

ーがサポートされるようになりました。階層化 システムアイ コンよ り手前に表示できませんが，

メニューというのは，シャーベンの「文字色」

を選ぶと，白色文字，黒色文字，黄色文字

とさらに細かいメニューが現れる機能のことで

す。このように，大まかな項目名から細かいも

のを順次選択すれば，いっぺんに全項目を表示

するよりも，効率的に作業が行えます。

この機能は以下のようにメニューデータを設

定することで，実現できるようです。

1) ショートカ ットキ一指定(mSKey)に$Ibを

代入。

2) チェ ックマーク指定(mCheck)にリ ソース

10(このことからわかるよう に， 子メニューのリ

ソース10はいてイ 卜で表せる o~255の範囲で

なければならないようです)を代入。

子メニューを表示するには，貌メニュー表示

領域のほかに専用の領域を確保しなければなり

ません。領域といってもウイン ドウを開くわけ

ではなく.デスクトップ画面の一部を直接確保

するようです(システムアイコンのメニューを

48 Oh!X 1995.6. 

メニューはシステムアイコンよりも手前に表示

されます)。

というわけで，新たにグラフポー トを収得す

るとか，さらに元の厨像を確保するとか，不正

なリソース10が設定された場合の処理とか，い

ろいろあるわけです。

システムアイコ ンよりも優先度の高い領域を

確保するという方法がわからなかったため，今

回のプログラムでは，完全に純正のものと置き

換えられるものを作成するには至りませんでし

た(以前.スクリーンセーパーのモジュールの

投稿て二その方法を使用したものを編集部で見

せていただいたことがあるのですが，未公開SX

コールを使用していた(らしい)こともあり私

には理解できませんでした)oIOCSコール，ある

いは直接VRAMアクセスという手がないわけで

はないのですが.適切な方法がメーカーから示

されるまでは，その先は保留ということにして

おきたいと私は思います。

なん bかの項目を選択すると，メ ニュー

が消えるまでに 4回Lt!::"t頁目名がI!瞬きます。

これは項目{ij'1f定1ft システムから 8IITI Li 
t'CMD_MSEL~送ることにより，この機

能を実現しているようです(強制表示を 4

IITI.通常表示を 41旦|。これを交互に行う )。

行儀のよいプログラムの場合はこれで問

題ないのでしょうが，今回のプログラムで

はあまり都合がよくありません。点滅させ

ようと思ってSX-WINDOWがCMD MS 

ELを送っても，プログラムは再び;:(jクリッ

クがあるまでmlJjapをシステムには返しませ
ん。 これでは項目名がl瞬いて見えるはずが

ありませんので同等の機能を向前で実現し

なければなりません。

そこで"revCntというフラグを導入しま

した。通市， この変数の値は 0ですが，項

目総定後， この変数に 8ぞ代人します。メ



インプログラムて'CMD MSELを受け取 の改干与を行いました。本当は，ティアオフ

るし実|僚の処J'y!へ移るrjiiに，こ の炎数の と呼ばれる機能もつけたかったのですが，

11立を調べます。 0の場合は，前述のよ うな それはコード リソースの改造だけで.li実現

-tNil出1&選択処理を行います。仙が0でなけ は日nしそうです。辛いにも「開発キ ットツ
れば， ーノレ集Jでは rメニューマオ、ージヤ」の上

偶数のとき→ 通常表示 を行< rデラ ックスメ ニューマオ、ージヤ」

奇数の とき →反転表示 なるものが供給されていますので，こちら

を行 います。その後， revCntの{直を1だけ に切り換えるべきなのでしょ う。ちなみに，

減らし， 4 IITI分の}，I川域処理を行います。 手もとにある以来Jr版のSX-BASICて"は，ツ

.へこんだ項目名

SX-WINDOWでは1:.きどき写真 3の

ようなメニューを凡かけます。メニューレ

コードの内容はI:RI3のようになっており，

Eこにもこの機能を指示する命令は凡あた

りません。

在、もいろいろ迷ったのですが， その機能

は，メニュ一項目が宅文字列，かつイオ、ー

ブノレフラク、が有効， というときに実引され

る機能のようです(ということは，項目名

のないメニューを選択するとスタッフロー

ルがー…， という機能を実現できないので

すが，ま あL、いでし ょう )。.旧=10)メニューの場合
以上のように， lD= 0相当のメ ニュー

(タイ トノレなし)を作!戎して告たわけです

が， ID= 1相当のメ ニュー(タイトノレっ

き) も同様に作Ji誌できます。プログラムは

リスト 1の注釈部分の変更点を書;き換えて

いってください。

まとめ

fjij々 から不満に思っていたメニュー動作

/'メニューハンドル

static char *menuIt開 (6J = 1 
-・メニューlJ，
"メニュー2，"，
"メニュー3.ヘ
"メニュー4J，
oメニュー5，"，
Hメニュー6"

/念メニューアイテム

35: 

- jレノfーやアコーデイオンメ ニュー もア イ

テムとして扱えるようになっているので，

システムが自動的に，こ のティアオフもサ

ポー卜してく れています。

いままでやは，コンブイクーレーションファ

イノレの内容を書き換えるくらい しかカスタ

マイズ.のて'きなかったSX-WINDOWて守す

が， これで， システムの内部までill-き換え

られるようになったわけで、す。

今回と同様にして， MDEFのほかにも，

CDEF(コントロール定;ffl具l数)，WDEF(ウ

インドワ定義以降j()，などがC言語で扱える

ようになったわけです。 もう~(Éb党えてい

ないか もしれませんが r新感党のスク ロー

ノレバー」もCDEFの'1'で定義されているわ
けです。 というわけで，次のターゲットは

決まりですね。

SX-¥司!INDOWver. 1 . 10力、らはク、ラフ

イツクの:ti~i画ノレーチンも書き換えられるよ

うになっていますから， WDEFの引き換え

とあわせて商 I~I \ 、ことがで きそうです。

ホレ。やっぱ¥クーラフィックドライノfと

いえば¥ ビデ〉オカードてずすね。

ノ、ードウェ アの (1 作が~!，.r;Jmても，表示Í"

リスト1 テストプログラム

、t

‘I 

写真3 シャーベンのへこみメニュー

WINDOWSマシンにやらせてしまうとい

う手も考えられますね。 :jRi画やウ イン ドワ

操作に|立lする命令をRS-232Cやショイス

ティ ックポー ト→ノfラレノレポートて‘つない

てい送ってやるわけ。すると，盟;?;なビデオ

カードが・・・・・・。

lリl後Hは入主:1式だt気がついたところで，
皆様， 長年のご愛顧本当に有り !Ii(f~ うござい

ました。またどこかでお会いしまし ょう。

.謝辞

今|百!のプログラムは以下のツーノレを月Jい

て作成されました。制作者の方々に感謝い

たします。

gcc ver 1.00 Tool#l Based 011 1.42 

HAS ver 2.25 

HLK ver 2.27 

CCV ver 1.00 

ARLK ver 1.00 

参考文献

1) i'fiJuE!変 rSX-WINDOWプロクラミングj :J 
フトパ‘ンク

2) 7'iiJ~ I[俊「迫骨IiJ坂SX-WINDOWプログラミン
ク，j ソフトハンク

men叶ldl= ト肘Convert(
NULL. 
str. 
3) ; 

if (men叶ldl==机凡J..) ( 
戸 Vー)error亡剖e= 6; 
return F泣.5E;
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/，メニューを作成する ま/

パメニューハンドルを確保する り
/本メニュー文字予IJ '/ 
/本出たままメニューのリソースID'/ 

/'作成できなかった り
パ失敗したのでF品五Eを返す り

it師 Z 附 Select( /窓メニューの表示と選択を行う り
men叶ldl. /本メニューハンドル '/ 
戸 v->event.ev.吋 ere.，，_y);/'マウスの右ボヲン糾甲された位置./

神田dlDispose(men叶祉1); パメニューハンドルを解飲する り
switch (item) { 
case 1: 
case 2: 
case 3: 
国 se4・
case 0: 
C回 e6: 

/'メニュー1
/本メニュー2
/*メニュー3
/'メニュー4
/*メニュー5
/.メニュー6

/主選択された項目tfr%にチェッヲマークをつける./
pcv→checkl'lark = i tem ; 
bre副<;

/

/

/

/

/

/

 

s
e
g
g
e
-
a
 

if (pcv->l田廿fenu!= itemJ ( 片前回と遣う項目由主霊択されたか。'/
戸 v->l田廿1enu= item; /本選択された項目番号を保存するり
/'ウインドウ内全体を書き挽える'/
rc =戸:vー>wind.owPtr->grもph.rect;
パグローバル鹿容ぷに変換するり
GMSlideRect(&rc. GMLocalToGlobal(自));
同L岨成田t(&rc); パアップデートリージョンに追加するり

} 

return T百UE;

1: jU.f:u:奪本$奪事怠...定率*U:，&UU事..，怠*奪事事事本志怠奪事$本事'****草本S事事$事怠奪窓..奪本奪事本
2: t mitem.c: メニューのテスト
3: 本$傘事本家志草本怠怠奪事*U，****事事..傘事...奪*.U:*窓掌傘傘$毒事本...怠事本...本志怠..，奪事玄怠事S
4 : 'Workrootn SX -68K 5血叩leProgr回(Copyright1993 5比錦町中.
5: サンプル基礎編 rl1工TEl1，CJを以下の開首位を書き答えて〈ださい
6: '/ 
7: /'本事****傘写本事傘**i:U.t事$志念念事傘***Ui事...本S定率..本..事$奪事志怠..本志掌傘本志$さ本奪事
8: i selec世lenu(): 出たままメニューの作成と退択処理
9: ，事率..事uu本**"*'*'*1"U:事傘****傘:t:u:u.事事事事奪事掌掌さ奪事奪事8本..奪事事$本意本本事...本$
10: 傘ヲl数 ComValfpcv 共通変数へのポイン-$1
11: .戻り値.医Eコほ品I = T恥厄: 処理完了
12・， = FALSE:作成失敗(終了)
13・ま/
14・医お印刷 selectilenu(ComVal，戸v)
15: ( 
16: int i， item; 
17・Rect目，
18 ・ ~Ienu 本 *menuHdl;
19目 charstr( 2561 ; 
20・
21・
22: 
23 : 
24 : 
25 
26: 
27・
28・
29 
30・ パメニュー文字列の作成事/
3¥: str(自J=由;
32: for(i=0;i<6;i++) ( 
33: if (i == pcv->check出 rk-1) 
34・ strcat!str， "・");/定チェックマークをつけるり

目白at(str，岡山ltem(リ);

/事処理が完了したのでTRUEを返す本/
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リス1f.2 MDEFOO凹.C

1・/.

2: u 新しいメニュー
3: u 
4:" (//Illi主釈部を加えるまたは入れ機えるとうVイトJレっきメニュー}

5: *' 6:話include <cl回 s.h>
7: fir官lt.rle (strin.g.h> 
8: ide fine FOINT T 
9:似国lude <sxlib.h> 
10: 
11: jdefine TRlA 1 
12: ，define F，且.sE 0 
13: 
14 :内タイトル告書舟の寓寄 り
15: 'define TIThE I!EIGHI" 20 
16: 
17: void OoDraw(皿 nu'*， rect " point_t)j 
18: void OrawFl'8me(目ct*); 
19・int Drawlt四国{肥nut.， ['<回t* I point_t) j 
20: void DrawItem.(char l}， short. rect t， char); 
21: void DoSel白色(menuU:.四ct" short $:); 
22・void ReverseItem(menu t・， rect *， short ')j 
23: int No凹 al地 nu(r時 nu**，四ct・1;
24: int PopupHenu(岡山"，四ct*J; 
25: void 0記alc(岡山 U):
26: 
27: int 
28: short c。団'¥ter;
29: 
30: 
31: int 
32: '* COOFl1aln(short cαrmand.， menu Un昔、.dl， rect '*rcWork， point_t pt， short 'it 
曲川/

33:αlDEl'包in(UU到Gpl， 1且£船 p2，ul訓 Gp3， ULa侶p4， lJLO陥 p51
34: 1 
35: int coomand; 
36: menu umhd.l: 
37: 閃 ct trcWork; 
38: point_t ptj 
39: short ・item;
40: 
41: 
42: 
43: 
44: 
45目
46: 
47: 
~8: 

49: /. 
50: 

revCnt; 川項目点滅周のカウンタり
/.枠点援用のカウンタ./
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switch(coc閣""岨11 

case CMD MD臥，W:
DoD四叫耐dl，目Work，pt); 
retu目、ITRUEI;

case C別DI'L'lEL: 
if(re叫::nt> 01 1 

/.点擁護示り
Reve同 elt四 (mhdl，目Work.比四J;
revCnt--; 

) else ( 
内 10ト副Z機では、a-IDJ問況AWては間に合わ辛いり
/.ので.ここで指摘しを行う り
DoOraw(mhd.l， rcWork. pt); 
内通常の選択./
OoSelect(mhd1 ，同Work，it酬 J;

、t
51 
52: 
53 
5<1 : 
55: 
56・
57: 
58 
59・
60 
61: 
62: 
63・
64: 
65・
66: 
67: #if 0 
68: 
69: 
70: 
71: 

同 turnlTRUEJ;
ca.se CMD P-CAl..C: 

血JCalc(mhdll ; 
return(τ'RIAJ; 

default: 

char OOff[100J; 
sprintf(buff， .・lidmhdl ="" ( lid ，lid Jー(lid，lidl(lid，lidJ 

ite置1= %d"， 
H: c官官祖国， mhdl， reWork・>left，rcWork->top， 
rcWork->riaht， Work->bottαn， 
73・ pt.p.x，pt.p.y， titem) i 
74: 世世rrorl0xff01，OOffl; 
75: 1 
76: bre叫U
77: 'e岨if
78: 1 
79: 同 turn(-II;
80・1
81: 
82: void 
83・DoD四 ...(menuUmhdl， rect ，同Work，point_t pt) 
84・{
85: 曲。rt old~ei 
86 : short 01dpenmode; 
87: short oldfontmc岨e;
88: short 01dfore∞10r. oldback∞10r; 
89: 凹 int_toldpe回 ize;
90・
91: パグラフィッヲ情報時保存り
92: oldp岨:e=骨仏Paae(3J;
93: oldpensize.p.x = 1; 
94: old戸間ize.p・y= 1; 
95: old戸 nsize.x_y = (]1p，田Size(oldpe回日el;
96: oldper沼lOde =α煙、nNode(G_FORE1 G_P5ETI; 
97: 
98: oldfont皿 de = Gl曹'ontMode(G_隠ETI;
99: oldfo四∞lor =世!ForeColor(G_LGRAYJ;
1帥 old園出∞lor =世田国kColor(G時 LGRAYJ;
101: 
102・@江nvertRect(rcWork，0x0f0(0): 
103: 
104: Dra¥.l'Fr釦T旨 (rcWork)i 
105・ DraωIt師 s(飢hdl，四B柏市， ptl; 

50 Oh!X 1995.6 

106 
107・ /. Ijラ7ィッヲ情報を元に戻す吋
108: Gl1APDge(oldpageJ; 
109: Gl咽PenSize(old開 nsize); 
110: Gl骨官同1ode(old田町田de);
111: 
112: G1FontMode( oldfon回目de);
113: 団1ForeCo1or(oldfor倍。lorl;
114 岱由ackColor{old回出∞10r); 
115・}
116 
117: /. 
118: u 枠を錨〈
119・J
120: void 
121: DrawFrame(rect tfran槍}
122: ( 
123・ point.叩 t1α-， 
124: Iモct rcWorkj 
125: 
126: 四Work.left = f[官官ー>left+ 2; 
127・ rcWork.top = frame-)色。p + 1; 
128: 問 Work.ria:ht = f問時斗目由t・2;
129・ rcWork.bott叩=f問時ー〉出坑棚田 2;
130: 
131: loc.p・父 = rc馳3討しleft;
132: a唖;'oreColor(G_1昨日TEI;
133: loc.p.y = rcWork.b。比四; Gt10ve ( 100) j 
134: 1出・p，y=回t.tork.top; a-也ine(l目);
135: loo.p.< =同財'ork.riaht; 骨1Line(1目'1;
136・a1ForeCclor!C_BLACK); 
137: loc.p.y = rclolrork.t坦U聞G1Line( 100) ; 
138: loo.p.< =同Work.leftj 白色ine(loc): 
139: 
140: // 1田・p.y=目Work.top ... 17; Q令Iove(1目); 追加
LH・//loo.p.x =四Work.right; G-也ine(loc); 
142: // a1ForeColor(C_WH1TE); 
143: // 1四::.p.y+= 2; (H1ove(loc); 
144: // loo.p.x =四Work.left i OML印刷l田);
145: ) 
146: 
147: /・
1118: u メニュー項目を描<(全部)
149: ./ 
150: int 
151: Drawlt自国(menuU柑吋1，rect 1rcWork. point_t pt) 
152: ( 
153: int 
154: unrr 
155: char 
156: rect 

i， cnt. len， ret = 0; 
enableFlaa ; 
*ptr: 
rWork = {rcWork->lef乞...3. 0， 

目 Work->ri凶lt-2，四Work-}凶 p + 41; 
同 Work->right-2， rcWork-比叩 ... :1 ... TITl..E_陛

157: 
158: // 
1CIπ); 
159・ char enable; /' 8i t 0・許可/才事可
160: Bit 1:選択/非選択り
161: // point_t 1出目
162: 
163: enableFlag = (U耐dll.mEnable;
164・ cnt = (.umhd.l) .mDe.ta.m.Il.Bize; 
165: ptr = &.( unt叫11.mData.mlLDate.mSKeYi
166: 
167: // c1'官or副:0Ior(C_8LACK); 
168: //α唱祖ckColor(C_LGRAY); 
169・//loc.p.x = rcWI。τk->left+ 10; 
170: // loo.p.y = rcWork->topφ4; 
171・//c1'柏崎(1001; 
172: / / a1DrawStrL( (LASCII叫付世世1)→叫包nd.le)i 
173: 
174: 
175: 
176: 
177: 
178: 
179: 
180: 
181: 
182: 
183: 
184: 
185: 
186: 
187: 
188: 
189: 
190: 
191: ) 
192・
193: パ枠を点滅させるり
19'1: CMInvertRect(rcWork， 0x888888 >> (co四回r++&. 7)); 
195・
196: retun¥(ret); 
197: ) 
198 
199: /. 
200: u メニュー項目を指<(1羽目}
201:傘/
202: void 
203: _，，1t師 (charptr( 1， short no， 目見t.目Work.char enable) 
204: ( 
205: char title(100]; 
206 : short i， len; 
207: / / polnt_t 1由-，
208: 
209: len = (四h出ー汁19htー目Worト>Ieft)/ 6; 
210: 
211・ J・チェッヲマーヲを器官官り
212: lf(ptr(I)1 '(short 'I&.title = 0xf603; /.チェックマ-'7./ 
213: else S(short S)&title = 0>:2020; 川空白り

追加

for([ = 1; i臼 cnt-1; i++) { 
e国 bleFlag= (enableFlal > > 11; 
rω'ork.top = r制。rk.bottom;
rWork.bottom += 13; 
i f ( (enableFlal &. 11ロ 01 ( 

町田ble= 0; 
) el.. if(GHPt1nRect(&.rWork， ptl) ( 

enable = 3j 
/事選択状JI!I./ 

ret = i; 
1 else ( 

enable = 2; 
/.非選択状思り

Orawltem(ptr， i，同WorkI enable) j 

len = (ptr(2) &. (-111; 
ptr = &.ptr[4 + lenJ; 

砂利， ll : 'j ， (新 j)lJ ~è述) の州り に 山航みになっ たOh!X (MZ) を発見 (1 987年 6 fj りよ り全部ん

すべて持ち州り ，楽しませていたた・いております。 11，-起きは一文(? )の得。
liijm 地 (1 9) 点以 ~Ií
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J25: 目 tum(四巴);

326: 1 
327: 1 
328: 1 
329・
330: int 
331: No開也投絵nu(田 nut~回世1. rect・問Work)
332: ( 
333: int ret. ョ0;
334: point_ t pt; 
335: 
336・ 凶 Ue(野田till()) ( 
337: pt. x_y = !M1SLoc ( ) : 
33与 問t= 0国 wlt剖濁{仙d.l， rcWork， p叫，
339: ) 
340: ret.urn(四叫;
341: ) 
342・
343: /事
3 .. 1.4: ..メニュー項目を反転させる
345: ./ 
346: void 
347: Reverseltem(陪 nu.u:mhd.l， rect trcWork， short ・比四i
348: ( 
349: short oldpoge; 
350: short oldfonbI田de;
351: short oldforecolor. oldbeckcolor; 
352: 
353: char tptr; 
354: int i， len; 
355: 
356: if(titem ::: 0) retw明;
357: 
358: /'グラフィッヲ情報の保存り
359: old凹.ge::骨組Page(31;
360: oldfon回目de -= Gl"官ontMcx:te(G_回目1;
361: old.forecolor = G1ForeColor(G l.GRAY); 
362: old同時color :: G1BackColor(G_LGRA.Y); 
363 
364: ptr:: &.(.Umhdll.mData.m工LDate.π古Key;
365: for(i = 1; i < *it酬 i++) { 
366: 1en = (ptr[21 &. (ー1));
367: ptr = &.ptr[.1 + 1enl; 
368: 1 
369: 円点滅り
370: Orawltem(ptr， titem. rcWork， (四vCnt&. 1) 1 2); 
371・
372: . /' グラフィックf膏需を元に戻す'/
373: a1APage(old開ge);
374: G'lFont:.1c司副oldfontl脱却del;
375: G1Fo問Color(oldfor田 010r); 
376: G1-侶ackColor(old出品color); 
377: 1 
378・
379: void 
380 白記a.lch田 nuumhdJ.) 
381: [ 
382: int i， cnt. len， rt四.xj
383: char tptr; 
384 : 
385: μ 初期化処理り
386: revCnt = 0; 
387: counter :: 0; 
388・
389: 円メニュ-q_漏を求めるり
390: cnt = (Umhdll.mDa.t.a.mII.Size; 
391: ptr:: &.(UIll1叫1).mData.mIし凪te.暗陶y;
392 
393: 阻 x=0; /. '1イトルの文字数り
394: //阻.'( ::叫char'*)作曲dl)ー)mH町叫le; パタイトルの文字数り
395: for(i :: 1; i <:: cntφ1; i++) ( 
396・1/forfi:: 1; i <= cnt -1; iH) { 
397・ len= (ptr[21 &. (-1)); 
398: if(ma..'( < len) 岨:< :: len; 
399: ptr = &.ptdl + 1enl; 
400・ 1
'101・
402: ('mhdl)-)mWidtl、=(ma..，<: + 8) * 6 
403: // (，mhdl)-)mWid出=(回x+ 8) * 6 + 5; 
404: ('mhdl)-)mHight = (cnt _ 1) • 13 + 6; 
刊 5:// (1m!世iト〉吋f唱ht= (cnt _ 1) • 13 + 6 + TITLE_I沼 IG!IT;
406: 1 

t.i t Icl i++ 1:: '; 
I i 1.1p.1 i +tJ:: '; 
tillel.i++l = 

ti t Ic{ i++] = 
t.111el i1 = "，1)'; 
if(!((![I(tbJeh2)) t 

G1'IForモColor(G_¥'丹II"1"E);
GNI¥n.r.ltCoI or'(G_I..GRAYl ; 

I else .I f(cnnblf' &. 1) I 
【il'IFot'L>Colot"((;_h11ITE); 
日fBo.c!tro.lor(口一I1G1l;¥Y); 

I elsp. I 。IFore(.:olor(C_sL:"¥CK); 
CiNsA.cltColortG_'ιRヘYI;

/' jドイネーブル'/

/'沼IRRqt;../ 

/. m!llnR'I!l ./ 

If(((~nnb l.e & 21 &.& pt.rl2J :::: 0) { 
パへこみを表示り
rect rWorlt = { 

rclo/orlt->.lcft + 6， rcl~'ork-> t.op + (110・11*' 13 + 6， 
rr.Wot"k->left + 6. r'cWork-> top + (tlo-l) *' 13 + 6 

+ TJTl.E_HE.l田町，
rcWo('kー>right-6， rcl'l'orh->t叩+(no-l1*' 13 + 16 
rcKork四 >right-6， rcWorlt->t.op + (no-I)傘 13+ 16 

+ TI11.E I!ErGトn'

日tsackColor(G_I..GJV¥Y); 
冊目hadoHRP.ct(&.rWork) ; 

I else { 
μ 遇措表示
point_t loc; 

‘f 

261: 1闘士.p.x:: rcWork->lcfl + 3; 
262: 1oc.p.y =陀Work->切 p + (no-ll 念 1:¥+ -1目
263目// 1臼o.p目y=町Work->lop + 1¥ + (no-l) *' 13 + TJTI..F._IIEICl庁;
264 : 骨骨!ove(loc); 
265: (1)s)nnSlrZ{till符1;
266 
267: 
268: 1 
269 
2iO: void 
271 :加，select(menu**，出d.l， rect什 c¥'t'orlt，short titem) 
272・1
213: short oldfX¥ge; 
2701: short oldfontmode; 
275: short oldforccolor， old回ckcolorj
276: 
277: int ti.me， rpt; 
278: point_t pt.; 
279: 
28s・
281 
282・
2.83: 
28.1 : 
285・
286・
287: 
288・
289: 
290: 
291 : 
292 
293 
294: ) 
295・ 問l= Popu[判明u(mhdl，問，¥¥'ork); 
296: 1∞I司ul
297: ・item:: ret; 
298: if..(ret!:: 0) r宅、て:nt= s; 
299: 
300: /傘 ヲラフィッヲ情報を元に戻すり
301 : 白肌同.ge(oldpoge}; 
302: (lo町。nll'lodeC01dfon加に>del;
3s3: 骨1ForP.Color(oldforecolor); 
30~: G113ncltCol.or(01dbackcolorl; 
305: ) 
306 
301・jnL
308: Popu付k:!nu(rnent'Und，dl， rect *'rc¥t/orl{l 
3s9: I 
310: int. ηt = 0; 
31t: point_t pL; 
312: evcnt cw!Ot.rec:j 
313: 
31.1 : 
315: 
316・
317: 
318: 
319・
320: 
321 : 
322 
323: 
32.1・

/'ヲラ7ィッヲ情報の保存り
old凹 ge= G"1A同ge.(3); 
oldfonl.rr四担 =日lFontNode(G田町1");
。ldfor凹 olor =骨IFnreColor(G_凶 RAY); 
。ld凶ckcolot. =白田ackColor (a _印刷YI;
time =骨院ysTime(); 
whi1e(""IRBtt.nl" ( 

ifl時lSysTin槍()- time ) E河川口1ichC.el()) [ 
ret = NonnaUlenu(nuld l， rcWork); 
goto 1Q町田ut;

pt.x_y =骨NSLoc(1; 
DrElI./ItcmR(mhdl，回¥oo'ork，pt); 

リスト3 MDEF0003.IND 

1: syst四 .lb
2; -tMDEF -i3町並f0003.r

リス!ト4 built.81AT 
1; gcc ...()・f印nit-fr由時-pointer-fstrength-reduce nrlef0003.c -Wall -c 
2: lk -1冒rlef00由3sxlib.l clib.l gnulib.l doslib.l floatfnc.l 
3: ccv nrlef0003.xπrlef0003.r 
4: rlk -1 nrlef0003.ind syst日n.lb

while(l) I 
TTI..x_y = 1てHト目Lc記();
ret = Drawllr.ms(mhdl，問¥0.'01."1(， pt); 
if(El'Jr.et.IEMJISRiXlI'剖.&cven lrcc)) ( 

/傘有ポデンt>q甲されたか? り
，，'hileC仔町sltn());パ有ボタンヵ'1.市されるまで侍つり
return(同 t); 

1: syst酎n.lb
2; ー世田EF-i0 nrlef0003.r 

i f(時r.et(FJ>I_NSUXlI>刑， &r.¥'entrcc)) ( 
/.左ボタンt>q甲古れたか? *1 
whilc(丹s_stlnl));/・左ボタンが脱されるまで1寺っ・/

リスト句 MDEFooon IND 

1: a:￥sxVsyst田n.lb

2: ー世田EF-iI nrle f0001. r 

砂「もう X68000も限界かなJ そう思っていました。 しカ'L. 5 JJ 0;;の特m ~己'1>の数々 に ~Ii
たなX68000の可能性が兄えて，久々にl二lの党める巴いです。EX-Systemが楽しみで，夜も

似れません。 いやあ. Oh!Xって本吋に!見が深Lパ 八木沢比二(21)栃木J¥!
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Z-MU8IC ver.2.0 
+PCM8用 クリ|テイカルポイント ーunichi内海淳一

Z-MU8IC ver.2.0 
(8C-55対応) TH8 SUMMER OF '68 
Z-MU8IC ver.2.0 
(8C-間対応) トゥイ|ンクルトウインクル H日

今月は内蔵音源でゲームミュージツクっぽいオリジナル曲，80-55でT-8QUARE
のフュージ.ヨン，さらに80-88用に東京競馬トウインクルレースのイメージソングに
もなったWinkの曲をお届けします。 80-88ユーザーの方なら全部再生できます。

AN ADVENTUROUS JOURNEY 

まず l曲目 は内蔵音源対応のオ リジ、ナノレ

11!iてす。

RPGならばililJ7.;ffやタやンジョンのIf告閣の

rl'を突き進んでいくシーン，シューテイン

グならアステロイ ド地借やH音黒星雲のシー

ン，そんな緊張感のある場面にハマりそう

な印象を受けます。とはいってもオ ドロオ

ドロしいものではなくて，スラップベース

とリズムが息をつかせぬようにからみあう

実にかっこのいい，スピード感あふれる|出

調です。不協和音を巧みに使った進行は，聞

く者をアッと驚かせてくれることでしょう。

また「ダークスペースJ (，例年11月号掲

載)iエスプレツソ銀河J('95年4月号掲載)

などのスペーシーなオリジナノレ世lを聞かせ

て〈れた矢部雅敏君，彼と似たセ ンスを持

ち合わせているという 印象を受けました。

試しに「タeークスペース」を聞いたあと，

ーる

'1 

可陣

ゆくふ

OVERTURE (Wink) 

52 Oh!X 1995.6. 

今回の「クリテイカノレポイン卜」ぞIlr1いて

みてください。 MAJORと孔MαINORて、調i七1

が反対でで、あるにも力か、力か盲わらず' なにか共通

のテーマが感 じられます。

きて，演奏1;):内蔵音源対応ですが， AD 

PCMを多チャンオ、ノレ再生しているので，例

によ ってPCM8.Xが必要になります。リス

トlのADPCM定義ファイノレを入力 した ら，

A>ZPCNV filename.CNF 

て"ZPDを作成し 1 R~'é ~ 、てリス ト2の演奏デ

ータ本体を入力してくださし、。あとは，

A>ZP filenall1e.ZMS 

で演奏が始まります。

68の夏?

21UI目はT-SQUAREのアノレバ、ム iNE羽T-

SJより iTHESUMMER OF '68Jです。

THE SUMMER OF '68 なにi68! Jと

反応してしまいそうですが，感性を光らせる

某パソコンとは微肢の関係もないようです。

きてアノレノfムiNEW-SJというとMEGA

LITHや LITTLELEAGUE STARなど

元気な曲ばかりが日Tごっていました。その

1:1"て'THESUMMER OF '68はH佐一，アコ

ースティックなギターが泣きの旋律を奏で

る実に美 しく 111ゅ、な1111です。原1111てやは動物

のl鳴き声や木々がj弘になびく音などの環境

;:''}JよR音tミックスされていましたが，今回

のデータはさすがにそ こまでは再現されて

りなく 100%仁近い完成度てやす。

データ制作者の松尾さんは本誌1994=4三8

月号て.カシオペアのコピ-~1l iPURE GRE 

ENJを発表されています。この完成!互に驚

かれた方はこれを機会にそちらも入力して

みま しょう。

演奏にはSC-55(GS音源)が必要です。編

集部て、SC-55Il1kIIおよびSC-88で正常な演

奏を確認しました。

SC-88用データ第1号

31性l目はWinkの 「ト ワインクノレトク イ

ンクノレ」です。 Oh!XLIVEコーナーでは初

のSC-88~早用 lll] データです。とはいっても Z

-MUSIC ver. 2.0ではMIDI同H寺32チャン

オ、ノレは制御できないという II，IJ限からこの演
奏データは単純に音色数と同時発音数の増

えたSC-55としてf変っています。しかしSC

55系にはない音色や，バリエーショ ンがか

なり 士哲え た音色(スオ、アやオ ーケ ストラヒ

ットなど)をふんだんに使っているため，ユ

ーザ、ーはかなり自己満足に浸れる(!?)演奏

データでもあります。

さて，そのままl寅奏する とボーカノレ(メロ

テ"，1)パートはピアノ系の音で.演奏され， こ

れはこれで楽しいのですが，せっかくの歌

i岳山|てーすからカラオケデ、ータとしてもイ変い

たいて.すよね。そうするにはトラック14

(MIDIチャンオ、ノレ16)をマスクします。具体

いません。しか し，ギターの手5!j!き感党はま 的にはトラ ック14をリ ストから削除(ある

さに原曲そのもので¥コピー11Ilとし ては限 いは注釈イりす るだけです。



このリストは大変すっきりとしていたの 簡単にマスクできる桃造にしておくと流用 のパオ、ノレてちC-55MAPが選択されていて

でこのようにMlliにカラオケデータ化する 性が高くなっていいと，思います。 も強tl，IJ的にSC-88モードにできるメッセー
ことができました。歌謡曲をコピーする場 あと，リスト 冒頭でSC-88のモード切り ジてす。 これからSC-88用データを作成す

合はこの リストのようにボーカノレパートを 換えを行っています。 これはたとえSC-88 る人はぜひ参考にしましょう 。 (Z.N)

リスト1 クυテイカルポイント
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188: 1: 1 :c2.&(cdld+2.&(d+c+)1 ((c+d+)(c+d+)&12d+'240&(dtcl: I(c 
+d+ I&dφ'336 
189: ":cld+llf0288&(f2cl: If'384・l
190: 1:I:cld+llf*288&(f2c):lf03自4・l
191: 1 :c2.&(cdld+2.&(d+c+)1 ((c+d+)lc+d+)&)2d+'240&(d+cI:I(c+d 
+1&dH336 
192: 1 :e'384If'384: If'336&lfel 
193: 1 :e'3841f'384: Iflf+2.&lf+c+lc+l 
194: 
195・(t91 L8 v903 r4. f4 
196: 1 :4c4d.ccI6cd4c4d.c4&cI6d4: 1 
197: 1 :4c4dc4cd4c4d4ccdc:1 
198: 1 : 4c~dc4. dcc4d4c4d4: 1 
199: 1:4c4dc4cd4c4d4Iccdc: If4d4 
200: 1 :4c4d.ccI6cd4c4d.c4&cI6d4:1 
201: 1 :4c4d.ccI6cdclc4d.c4&cI6dc:lf4d.c4&cI6dc 
202: 1: 1:4c4dc4cd4c4d4ccdc: 1 
203: 1 1・4c4dc4.dcc4d4c4d4:1:1 
204: 1: 1 : 4c4dc4. dcc4d4c~d~: 1 : 1 
205: 1 :4c4dc4cd4c4d4Iccdc: If4d4 
206・ 1:4c~d.ccI6cdcc4d.c4&cI6dc:1 
207: 1:4c~d.ccI6cdclc~d . c4&cI6dc:lf4d.c4&cI6df cl 
208・
209・(t101 L16 v902 cd81:7c: 1 
210・ 1: 41・l1c:Id8cccd81 :5c: Id8cd8cclcc: Id8 
211: 1 : 1・10c・1d81: 16c・Id8d8
212: 1 e4 1 : 24c: 1 d8cc: 1 e4 1 : 21c: 1 d8cd8cc 
213: 1:4cccd8cd8cd81・8c:Id8cd8cd8cocd8: 1 
214: 1 : 1 : 10c: 1 d8 1 : 16c: 1 d8d8 
215: 1 e41 : 18c: 1 d8ccccd8cc: 1 e41 : 18c: 1 d8cd8cd8cc 
216・ 1・41: llc: 1 d8cccd81 : 5c: 1 d8cd8ccoc: 1 
217・ 1・41 : 1 1 c : 1 d8cccd8 1・5c・Id8cd8lcccc:Icd8c 
218: 1: 1: 1: 10c: Id81: 16c: Id8d8 
219: le41 :24c: Id8cc: le41 :21c: Id8cd8c。
220: 11 :4cccd8cd8cd81:8c:Id8cd8cd8cccd8:1 : 1 
221: 1: 1 :4cccd8cd8cd81:8c: Id8cd8cd8cccd8: 1:1 
222・ 1:1・10c:Id81: 16c: Id8d8 
223・ 1e41・18c:ld8ccccd8cc:le41:18c:ld8cd8cd8cc
224・ 1:1:41 :11c:ld8cccd81 :5c: Id8cd81cccc・Icd8c:lel 
225: 
226: (tll) L8 v901 r4ec(ff) 
227: 1・4rdrdrfddrdedcddlg:1 (ff) 
228: 1 :rdrdrdr(cc)rdrdrdr(cc)rdrdrdrdrdlrdcedg: Icddedlff) 
229: ) :rdrdrdrdrdrdrddlcc)rdrdrdrdrdrdeldgg: Idc(ff) 
230: 1 :rdrdrdr(cc)rdrdrdr(cc)rdrdrdrdrdlrdcedg: ledrdg(ffl 
231: 1 :4rdrdrfddrdedcddlg: 1 (ff) 
232: 1 :4rdrd(cc)flddrdedcddg: 1 (eeldrdrdcdg(ff) 
233: 1: 1 : rdrdrdr(cc)rdrdrdr(cc)rdrdrdrdrdlrdcedg: Icdded(ff) 
234: 11 : rdrdrdrdrdrdrdd(ccl rdrdrdrdrdrdeldig: Idc(ff):1 

リスト3 クリテイカルポイント用カウンタ表示

235: 1: l:rdrdrdrdrdrdrdd(cc)rdrdrdrdrdrdeldgg:ldclf:1 (ff) 
236: 1 :rdrdrdr(cc)rdrdrdr(cc)rdrdrdrdrdlrdcedg:ledrdg(ffl 
237: 1 :4rdrd(cc)fddlrdedcddg:1 (eeldedcdgf 
238: 1:4rdrd(cc)flddrdedcddg:1 (eeldrdrdcdg(ffl 
239: 
240: (tl2) L8 v901 r2r 
241: I :4a4rr{aa)a4ra4ra.a.rr: I 
242: 1: I : 2rraaaaa4rraaaaa4rraraaararl rarraa: laraara 
243: "・4a.a.a.ar2a.a.ar.a:1: I 
244: 1:4a4rr(aa}a4ra4ra.a.rr:1 
245・ I:4a4aa{aa)a4aaaaa.a.ra:1 
246: 1: 1・2rraaaaa4rraaaaa4rraraaararlrarraa:laraara 
247・ II:4a.a.a.ar2a.a.ar.a: 1: I 
248・ 1・I:4a.a.a.ar2a.a.ar.a: 1: I 
249: I :2rraaaaa4rraaaaa4rraraarrarlrarraa: laraara 
250: 1:1 :4a4aa{aaJa4aaaaa.a.ra: 1:1 81 
251 : 
252: (p) 

リストE クリテイカルポイント用コンフィグファイル

=============== CPOINT.CNF ================== 
1: / Set Rhythro 
2: / [CPOINTFM.CNF J 
3 : 
4: 1 = ul10bdl.pcm， vl10 
5・2= elcs.pcm， v70 
6・
7・.01c= tamb.pcm， v177 
8: .old = shakerml.pcm， v200 
9・・ole: hiq.pcm， v77 
10: .olf : slap2.pom， v55 
11: .olg = clp808.pcm. v70 
12: .01a : hltl.pom， v65 
13 : 
14: .020 = CHH78.pcm， v60 
15: .02d = tr808ho.pcm， v77， m36 
16 :・o2e= crashll.pcm， v120 
17 : 
18: .030 = ctrlk.pcm， v70， ml 
19: .o3d = rVbs2.pCM， v90， m2 
20: .o3f = gate_sd.pcm， v60， m2 
21 : 
22: .erase 1 
23: .erase 2 
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リスト6 トウインクルトウインクル

=============== TWINKLE.ZHS ========之=========
1: I twinkle. zms 
2: 11111/1/11111111111111111111111111111111111111111111111111 
3: 1 
4: 1 トゥインヲル トゥインヲJレ/Wink 
5: 1 
6: 1 f情司・秋元康
7: 1 
8: 1 作曲・編曲:ジェイムス下地
9: 1 
10: 1111111111/111111111111111111111111111111111111111/111111/ 
11: 1 

臼本音楽著作権協会(出)許諾第9570183-501号

12: 1製作持澗 95/02103- 95/02/09 
13 : 
14: .comment T叫 nkleTwinkle I Wink for SC-88 by'M.Hasunuma 
15 : 
16: 1エIlbll
17: (mOl，50001(amidil1，01) (m02，5000)(amidill，021 
18: Im03，500011amidi01，031 Im04，50001{amidi02，041 
19: Im05，500011amidi07，051 Im06，500011amidi04，061 
20・Im07，5000)lamidi04，071 Im08，500011amidi05，081 
21: (mC9，50001(amidi05，09) (mI0，5000){amidi06.10) 
22: (mll，5000)(amidiI0，11) (m12，5000)(amidiI0，12) 
23・1m 13，ヨ0001(amidil5，13) (mI4，5000)lamidiI6.141 

惨4川から会社!to 4 月か ら 京 )j i; r，( I J;;。 念願の技術l主になった。 給料 日 が楽しみ t~'なあ 。
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24: (mI5，5000)(amidi03，15) (mI6，5000)(amidi08，16) 
25: (皿17，5000)(amidi09，17) (mI8，5000)(amidiI2，18) 
26: (m19，ヨ000)(amidiI3，19) (m20，5000)(amidiI4，20) 
27: 
28: /===================================================== 
29: /SC・88sy包temsetup 
30: 
31: .roland_exclusive 510，$42 {O.0，127，0J 
32: / SC・88MODE 1 
33 : 
34: .sc55_reverb ( 
35: 3 
36: 2 
37: 120 
38: 70 
39: 0 
40: 0) 
喝1:

42・f=====================================================
43: 
44: (t0I，02，03，04，05，06，07，08) @iS41，S10，S42 
45: (t09，10，11， 12，13，14，15，16) @iS41，S10，542 
46: (tI7，18，19，20) @主$41，510，$42
47: 

48: f=============================================三-------
49: (t!) 
50: t96 

o / reverb macro 
/ reverb character 
/ reverb pre-lpf 
/ reverb level 
/ reverb time 
I reverb delay feedback 
I reverb send level to chorus 
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75・
i6: rlrl rlrl rlrI rlrl cccccccc 
77: ccccl :4016u-2008u: I (ccJcc L16ceer'ce'u-201 :J'ce': luL4 
78: 
79: 1: 4 
80: 1:401 'ce': I 'c8.e'u岨 2S'clSe'u
81: J:4cl'ce':I'cI6e'u-251:3'c16e':lu 
82: 1:401 'ce': I 'c8.e'u-Z5'c16e'u 
83: I :3c'ce': IL16ceer'ce'u-Z511 :3'ce': luL4 
84: : 1 r8. 
日5: 

86・/=====================================================
87: (t2) 
88: nl1r@rl / tamb • c.cym 
89: r2 
90: rlrl rlrl rlrl rlrZ 
91: L8rrrr4. 
92: 
93: o3L 16q41 : 1 : 3u85c+u65f+f+r: 1 u651: 13rf+f+r: 1 : 1 
94: 1 :o3L16q4 
95: l:u850+'*0u65 1:32rf+f+r:I:1 
96: 1:41:3u850+u65f+f+r:1 u651:13rf+f+r:1・1
97: 1 r 1 : 1 
98: u85c+S0u651 :32'['f+f+r: I 
99: u8Sc+1u65rl r1r1 r1r1 r1r1 
leo: u85c+lu65r1 r1r1 r1 
101・ 1:81 :3u85c+u65f+f+r: 1 u651: 13rf+f+r: 1: 1 
102 
103: f===================================================== 
104: (t3) 
105: n1i0，2@37@vl00u100p3@e10r / bass 
106・y126，1r2 r1rl ['1r1 r1rl rl['2 
107 ・ 02~v90u120L8rrrq6)b-(c+f

108: 
109: o2@v107u120q6 
110: L4e-e-a-a-ffb-b- ffa-a-b-b-b-b-
111・e-e-a-a-ffb-b- <cccc>ffff 
112 : 
113: 1 
114: o2L4q4 
115: h-b-b-b-aaaa a-a-a-a-e-e-e-e-
116: e-e-a-a-c+c+>h-b-< ccccffff 
117・
118: b-b-b-b-aaaa a-a-a-a-e-e-e-e-
119: e-e-a-a-c+c+>h-b- fφf+ffb-b-b-b-< 
120: 
121: 1: >h-b-a-a-ffb-h- f+f+a-a-<c+c+c+c+ 
122: >b-b-a-a-ffb-b- f+f+ffb-b-b-b-<: 1 
123 
124: 1 rl: 1 
125・
126: >h-h-a-a-ffb-b-f+f+a-a-<c+c+c+c+ 
127: >f+f+a-a-ffb-b-e-e-ffb-b-b-b-< 
128: 
129: r1'['1 r1r1 r1r1 rl['1 
130 ・ ~v70 > c+c+e-e-fff+f+ <

131: @v85>ffffl :4f16f8・1f8f8fff+r<@vI07 
132 : 

58 Oh!X 1995.6 

133: 1: 4 > f争f+aaf+f+bbggaa<dddd 
134・ >f+f+aaf+f+bbggf+f+bbbb<: 1 
135 : 

136: f===================================================== 
137・(t4) 
138・n2i0，2@10@vI00@uI10p3r / glocken 
139・o5L8rb-<c+fb_Ab_‘a-2 r1 r1 r1 
140・ b-"b-‘a-2r1 r1 r2r2. 
141 : 
142: rlrl rl['1 ['lrl rli4~99r2.L805@v100uI00rc 
143 : 
144: 1・
145: c+.>b-16&b-2. <r2.rc 
146: c+.>b-16&b-2. Crl 
147: r1r1 rlr2.rc 
148・
149: c+.>b-16&b-2. <r2.rc 
150: c+.>b-16&b-2<b-f e-l 
151: rlrl rlrl 
152: 
153: uI101:4r2.rf+ff+a-b-"2 rirl:1 Irl:1 
154 : 
155: r1r1 rlrl rlr1 r1rl 
156: 
157: o5L8b-4.c+備 2'['1 '['1'['1 
158: f+4. >b-"2<rl rlrl 
159: r.c.c+e噌 .c+.e-f1 r1'['1r1 
160: 
161: ul10 
162・1:8r2.rgf+gab"2 rlrl : 1 
163 : 
164: /===================================================== 
165: (乞5) 
166: n7i8，2@56@vI00uI00p3r / hit 
167: r2@yl，S66，44@yl，S63，54@yl，$64，94 
168: rlrl rlrl r1r1 r1r2 
169 : 
170: o4uI15L8@e30rrrq6b-Cc+f@e80 
171: q8b-~b-4.-2rl rlrl 
172・q8b-4b・4a-2r1 rl 
173: Ll6@e30rq3fff l:q5f8q3f:lq5f8q8@e80f4 
174 : 
175: 1 :r'3072 
176: 1:4q805b-4b-4a-2rl rlrl:1 Irl:1 
177・
178: r1rl r1rl r1r1 rl 
179: @e30rq3b-b-b同 1:q5b-8q3b-:lq5b-8q8@e80b-4 
180 : 
181: rlrl rlrl rlrl rlrl r1r1 rl 
182・@e301: 4q7f 16q5 f8 : 1 f8 f8q6L4f f f+r 
183 
184・1: 8 
185: <1Ie80q805b4b4a2rl rllrl: 1 
186: @e30LI6rq3bbbl:q5b8q3b:lq5b8 q8b4 
187 : 
188: /===================================================== 
189: (t6) 
190: n4i0，2@269vI00@uI00plr@gI2 f guitar (LI 
191・ r2
192: @v5004L8u100'fc+'>f<c+eー>a-b-‘Ce-
193・f>f"b-Cc+>f・q4fq8
194: re-fb- >a-(e-(u+10a-q2u-20cq8u 
195: c+>f内 <a-f>f偽u-10fuC
196 
197・， fc+' > f(c+e回 >a_b_A<e_
198: f> f両b-(c+>f‘q4fq自
199: <ft4c+q2f+q8f・>a・Cc
200: c+>fb・<c+f2角 4
201目
202: r1rl r1rl '['lrl rlr1 
203 
204: 1: r傘5952 Irl i9~2602-20'e-lb-<e-' ，2_ : I 
205: i0@26r1 
206: 
207: p304@v70uI021:3q7f4.q3f:lq7c+2 
208: f4.q4fq7f4.q4f Ll6rrfrra"rrf2 
209: rlrl r2.L8rq6<c> rl 
210: 
211: pl<Ov60u100 
212・ o4L8q1e-c+f+f‘2e-cfa-4c+f4 
213: >fa-b-<c+‘2 >fa-b-<f・2
214: f+>b・<e-f+‘2 f>fa(c4c>b副 <c
215: >b-a<c>a縄 2a-4. g‘2 
216: 041: 'cfa-2' ，-¥: 1'>b-<c+f+1' 
217: f>fCcf4c>fCc向 Irl
218: 
219: /===================================================== 
220: (t 7) 
221・n4Qul00plr / 11 
222: r2 
223: ulØ504L4~rra-r>a-<rf 
224: >b-2a-4(q5c4q8 >ra噂 ra-(
225: 
226: rrra-r>a-(rf 
227・r8>f+(q3c+8q8r8>f8r
228: >b-自&b-4.r自<u・20f8b-2
229 
230: f===================================================== 
231・1t8) 
232: n5i0，2825・v100@u100p2r / lIuitar (R) 
233: r2 
23~: @vi0o~L8u90f)f<c+e-)a - bー向 <q4e-q自
235: f>f‘b-<c+>f‘q4fq8 
236: re-fbー >a-<e-<u+10a白 q2u-20cq8u
237・。+>f・<a-f>fAu-L0fu<
238 
239: f) f<c+e->a-b-・<q4e帽 q8
240: f>f-b-<c+>f'q~fq8 
241: < f+内c+q4f+q8f内 >0-<0
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242・c+>fb・<c+f2"4
243: 
244: ['1r1 rlr1 rlrl rlr1 
245 : 
246: l:r*5952Irl o4-20'ce-a-l'，3_:lrl 
247: 
248: rlrl rlrl rlrl rlrl 
249: 
250: @v60u100 
251: 04L8q71:e-c+fφf・2 : 1 
252: >fa-b-<c+内2 >fa-b-<f偽2
253: f+>b・ <e咽 f+~2 f>fa(c4)a(c4 
254: b-4.<c内 2c+4.>b-"2 
255: 041:'cfa幽 2'，3:I '>b-(c+f+!' 
256: f>f<cf4c>f<c"lrl 
251: 
258: 1===================================================== 
259: (t9) 
260・n5Qu100p2r / 11 
261: r2 
262: u9804L4rrra幽 r>a-<rf
263: >b-2a・4<04 }ra司 ra-(
264: 
265: rrr8-r)a・<rf
266・r8>fφ<q3c+8q8r8>f8r
261: >b-8&b-4.r8<u-20f8b-2 
268: 
269: 1===================================================== 
210: (t101 
271: n6i0，1@25@vI00uI00p3r@gI2 1 guiter IC) 
212・r2
213・@v90u8004L4c+>b->.-<q6cq8c2>b・2
214: b-2q6a・4<c4q8c+l 
275: 
276: >b-<b->a-<q6cq8 c2>b-2 
211: b-2a-2<fl r4 
278 : 
219: rlrl r1rl rlrl ['1rl 
280 : 
281: 1: r・59521rl02bω1 :1 
282: i9 ， 2~26~yl ， $21 ， 18@yl ， $64 ， 14r2 目 ull'r8.o3@dlc+48f+24
283: 04L8c+.>@d0f+.<q4c+ q自@dle噸.>a-. <q4@dOe噌
284: q8ad lc. >f . <q4~d0c q8@dlc.>b働 .q1@d0<u-10cu
285: @dlc+.>f+.<q4@d0c+ q8@dle-.>a・.<q4@d0e-q8 
286: r@b2732 ， 1 366 ， 6a-1 6&~bI366 ， 0 ， 0a -16&@b0a- 1 6 
287: q4u-t0'a-16e-'ur q7c.>f.<q4c 
288・L16q7@b-683，0，6c+&@b0c+f+q6b-r<c+r>b-L8<q8c.>q5a-，<q5c)
289・LI6q7cr@dla-<c8>q4@d0a-rq6u・10'b-fc+'
290: rq8'b-8fc+'u-30'b-fc+'u+30'b-8fc+'u-20q3fru 
291: q7'b-f+'u-35'b-f+'u+10'b・f+'u'b-f+'
292: 'b-f+"b・f+'r'a8f"aBf'u-25'g8.f'u('of'r>
293: (r(c+c>b-a-f+f e-c+e-)2. 
294: 1: 3~b 1366e-&@b204ge-&tilbI366e-&~b0e-_15: 1 r2@v90rl 
295・
296: rlrl r1r1 r1r1 rlr1 
297: rlrlrl 
298 
299・r1rl r1rl rlr1 r1r1 
300: rlrl rl@yl，$64，48r2...o2uI06@qlf+48<c+24 
301: o4L8f+4f+4e.e. (rf+g)f+2f+.f+.f+ 
302: g2e.f+.q3b- rbbrbrrr 
303・
304: o5q7L16f+f+q4f+erdrc+r2 r4rrq7ed e.d.c+ >ha.g. 
3白5: f+.e.def+r8r2 <rrf+rre8rd8rcφ8rd>u-20f+u 
306・Qm50f+1Qmq6<f+rre8rdr d8rcφrr)br 
307: u-20iq2f+4f+4L8e.u@m30b.<q5c+@q2d2& 
308: ; $cc， 10 I a11 oh. fadeou t 
309: d2@m 
310・q6LI604<f+>rru'f+<e'rr'f+<e'r r'e<e'rr'e<f+'rr'e<e' 
311・rr'f+<d'rr'f+<c+'rr 'f+<d'rr'a(e'rr'f+<d'r 
312: r'f+<c+'rr'f+<d'rr<e> rr'f+<d'rr'f+<c+'au-20f+u 
313: <f+rrerrdr c+rdrc+>bu-20aub 
314・rargf+edef+4r4 tア2reu-20aub<du-20c+>b<ud 
315: c+.>b.agf+.e. def+a8.b-8 r8b4.・2
316 
311: 1===================================================== 
318: (t 11) 
319: nI0i0，289ivI00uI00p3r@eI00@rl 1 hエhat
320: @y$18，75，65 @ySld，75，127 Qy$lc，83，64 
321: 04L8q4u40rra+r 
322・I:a+ra+ra+<u80d+>lu40a+r: lu70<b傘0&>u40a+r
323: I :a+ra+ra+<u80d+> u40a+r: 1 
324: 
325: l:a+ra+ra+<u80d+>lu40a+r: lu70<bt0&>u40a+r 
326: 1: a+ra+ra+ I <u80d+> u40a+r: I rrr r4 
321: 
328: 02L16u80ie50 
329: I :8f+f+a+8 f+f+a+8 f+'f+<<<d+'a+8 fφf+a+8 : 1 
330・
331: 1: 1:8 
332: I :4f+f+a+8 f+f+a+8 f+' f+<<<d+'e.+8 f+f+a+8 : I 
333 ・1 1 rl : 1 
334: 
335: 1: 
336: 1: 4 f+f+8+8 f+ f+a+自 f+'f+<<<d+'a+8 t"+f+a+8 : I・1
331: 
338・。41 : u60b-4u4 0b-4r4b-4 : 1 u60b-4 r2. b-4 r2. 
339: 1: b・4r2.: 1 1: b司 4r8b-8r2:1b-2b-2b-2b-2 b-lrlrl 
340 
3-11: 02u80 
342: 1 :32f+f+a+8 f+f+a+8 fφ'f+<<<d+'a+8 f+f+8+8 : I 
343 : 
344: 1===================================================== 
345: (tI2) 
346: n10rarl I maracas 
3亀7: r2 
348: iySI8，60，62 @ySlo，60，127 8y$ld，60，20 
349: rlrl rlrl rlrl rlr2 
350: r4.r4. ~y$ l a ， 70 ， 75 

351 : 
352: o4L16u80q4 
353: 1・
354: r2r8ccrra+a+ r2r8ccra+a+a+ r2r8ccrra+a+ r2r8cca+a+s+a+ 
355・ :1
356・
351: 1: 1 : 8 
358: r2r8ccrra+a+ r2r8ccra+s+a+ r2r8ccrra+a+ r2r8cc8+a+a+a+ 
359: : 1 1 r 1: 1 
360 : 
361: 1: 
362: r2r80crra+a+ r2r80cra+a+a+ r2rBccrra+a+ r2r8cca+a+s+s+ 
363: : 1 
364 
365: rlrl rlr205b2 rlrl r1r2b2 rlrl rlr1rl 
366: 
367: 04u80 
368: 1: 8 
369: r2r8corra+a+ r2r8ccra+a+a+ r2r8ccrra+a+ r2r8cca+a+a+a+ 
310: : 1 
311: 
372: 1===================================================== 
313目 (t13) 
374: nI5i0 ， 2Q27@vl00uI00p3~a I2r lohorus 
375: m，l@c7s，3 
3i6: r2~yl ， S63 ， 64@yl ， S64 ， 64@e20 ， 10 

377: rlrl r1['1 
378: @v70uI00@mI2 
379: 05L8@b-683，-342c+16&@b0o+8.cφ4 q6cq8cr>b-
380: q7a"a-q5a-q1a-q8b-4r4 
381: ['1r1 r4 r1['1 rlr1 i0@27 
382: @v60u110049b-683，0'b-16c+<b-'&@bO'b-.c+<b・"b-4c+<b-・
383: q五'8-c<a旬 'q8'a守 4白o<a-' rlr1r1 
384: 
385・ 1:
386: rlrlr1rl i0@27~v65u100@yl ， S63 ， 64@yl ， $64 ， 64 

387: rlrlr1r2.1 :ro5q4'ec>e' 
388: q6@b-683，0'f16c+>f'&@b0'fc+>f'q7'c+.>b-c+'r r2r2.:lr 
389: i0@S5@v80uI20 @yl，S63，44@yl，S64，44r 
390: o4q7@b-683 ， Ø'f+16>b-'&~b0 'f+4.. >b-' 
391: @b-683，0'f+160'&@b0'f+4..c' 
392: 'f2>a-'q5@b-683，0'fI6>b副 '&@b0'f4..>b-'
393: q7eb-683 ， 0' f+ 16e-> f+' &<ibO' f+4. . e->f+'・f2e->a' q6' c+2>b-f' 
394: i0e27~v60u102r@yl ， S63 ， 64@yl ， $S4 ， 6405q8'c+>c+'q4'f>f"a・>f' 
395: 
396: 1・
397: q706Qb-683 ， 0'c+16>c+ > f+'&eb0 ' 0+.>c+>f+''c+4>c+>f~' 
398: q5'c>c>e-"c4>c)e由，>q5'b->b世 c+'
399: q7'a“>a咽 c"a->a句 c+'q5'b->b-e-・<'o+>c+>f' >q8'b-4)b-o+'r 
400: i0@55@v80uI20 @yl，S63，44@yl，$64，44r 
4日1: 04q1@b-683， 0' b“ 16c+'&@b0'b-4..cφ' 
402: 'a-4.e-'&@b0，-1366'a-e-'Qb0・f2.> a-' r4 
403: i0@27@v60u102@yl，S63，64@yl，$64，64 
404 : 
405: q706Qb-683，0'c+16>c+>f+'&9b0'c+.>c+>f+"c+も>c+>f+・
406: q5'c>c>e-"c4>c>e-' >q5'b->b-c+' 
407: q7'a->a-c"a->a-c+'q5'b->b-e-'<'c+)c+>f' >q8'b-4>b-c+'r 
408: i0@55@v80uI20 @yl，$63，44@yl，S64，44r 
409: o4q7ab-683，0'b-16c+'&@b0'b・4..0+"a20' I 'b-20+'rI6 
410: i0@27@v60uI02rI6ayl，$63，64@yl，$64，64 
411・05q8'c+>c+'q4'f>f"a->f'
412: : 1 o4q8'b-2.c+' Iri0@53@yl，$20，67@yl，S21，78r 
413 : 
414・0590，j80@s，6@a40'a帽 4e-c>a-e-c'&
415: @c，0，100@s，30@a-60・a-2.e-c)a-e-c'Qa
416・@yl，$20，64Qy1，S21，64@v65
411: : 1 r4 
418 
419・r*3072
120: i0@27@v60u102 
421: rlo5L8r4q7@b噂 683，0b-32&@b0b-16.q5b-
422: q1b-.b-16&ilb0，帽342b-ilb0q4f+ 
423: q7b-4.a・2"lr2
424: i0@27iv60u102r8yl，S63，648yl，$64，64 
425: o5qS'd)bd'q4'f+d>f+"bd>b' 
426: 
427: 1: 3 
428・ o6q7'd4>f+d"d4>f+d'q6'c+)ec+"c+4>ec+'
429・>q5'bd)b'q1'ac+>s''bad>a'q5<'c+>ae>a' 'd>afφ>a'>q6'b4d>b'r 
430: i0@551iiv80u120 liiyl，S63，44@yl，s64，44r 
431: o4q7@b-683，0'bI6d'&ilb0'b4..d' 
432: 'a4.e'&.9b0，ーt366'ae'Qb0'f+2.>a'r
433: i01ii27@v60uI02@yl，$63，648yl，$64，64r 
434: o6q7'd4>f+d"d亀>f+d'q6'c+>ec+"c+4>ec+・
435: >q5・bd>b'q1・80+>8''bad>a'q5<'c+>ae>a"d>af+>a'>q6'b4d>b'r 
436: i0@559v80u120 @yl，$63，448yl.S64，44r 
437・04q7@b-683，0'bI6d'&@b0'b4..d"b-2c+"b2d'rI6
438: i0@27Qv60u102r16Qyl，S63，648yl，S64，64 
439: o5q8'd>bd'q4'f+d>f+"bd>b・
440: : 1 
441: o6q7'd4>f+d"d4>f+d'q6'c+>ec+"c+4>ec+'rt 
442: i0@55@v80u120 @yl，$63，44@yl，S64.44r 
443: 04q79b-683，0'bI6d'&@b0'b4..d' 
444: 'a4.e'&'@b0，-l366・ae・@b0'f+2.>a'r
445・i08278v60u1029yl，$63，648yt，SS4，64r
446: o6q7Id4>f+dt'd4)f+d'q6'c+)ec~ "c+4 )ec+'rl 
447; i0@5S@v80u120 9yl，S63，44ayl，S64，44r 
448: 04q19b-683， 0' b 16d' &.9b0' b4 • .d' 'b-2c+' 'b2d' r2 
449 : 
450: 1===================================================== 
451: (t 14) 
452: n16 / vocal 
453: i8，2e6@yl，$20，68eyl，S21，10 
454・li0，2@61
455: @v94ul00p3@gI2@e45，50r 
456: @yl，$63，61 eyl ， S64 ， 7~ @yl，s66，68 
457: ~mIOo5L8r)b-<q7c+f 
458: q18b-683，0b-16&@b0b-.b-4q6a司 q7a-4f+
459: ff+a-b-u-10c+4urq6c+q7 

砂ついにH!Iましたね， PD。以fjijから口をつけてt、た製品なので，せ'ひ手に入れたいとこ ろ

です。そのjjijに受験t:... 。 今~I ' ((o (18)東京都 Oh!X L1VE in '95 59 



460: )b-4<c+c+c>b-q4a-<qi@b-683c+&@b0 
461・ c+cc+e-u-158b-683，0fI6&@b0f4‘16ru
462: 8b-683，0b-16&8b0b-.b-4a-a-4f+ 
463・ff+a-b-u-10c+4urq6c+
464・>b-4<q78b-683，0c+16&8b0c+.q6c
465: >q7b-<c@b-1366cI6.&@b・1366，0c32&@b0c>u-15b-2..r4u 
466: 
46i・rlrl rlrl rlrl rlul1005L8r2.rq3c 
468: 
469: q7@b-683，0，3c+16&@bOc+自>b-16&b-rq7b-b-<c+q5e-
470: q7@b-683，0，5fI6&@b0f@b同 683，0f+ 16&@b0f+f&8m70f'lrq38mI0c 
471・q7@b-683，0，3c+16&@bOc+>q8b-.r
472・b-q3b-<q7c+e-@b-683，0，0fI6&@b0fI6e-f@m70e-4.r@mI0q4c+ 
473: 
474: q7c4e-4 rq4cq7c>a-q5a舗 <q7c+e-f偽 E
475: @b683，1366c+32&@b1366c+16.&@b0c+ 
476: q4cq7c4r Gb-683，0c16&@b0c16cq5e-f+ 
477: q7@b-6自3f+32&<ib0f+‘32fI6&f4&@m70f4@mI0rq5c
478・1:q7@b-683，0c+16&@b0c+>b-.r b-u-15b-u< 
479: Iq5c+q7e-q5f.q7f+.f&8m70f4r@mI0 q5c: 1 
480: b-f e-‘248b-1366，0，6fI2&@b0fe-&@m70e-4@mI0r q5c+ 
481: q7c4@m，..50e-4@mlO rq4c>q7b-q6a・
482: <q7f"24e噂‘12fq6@m50c+4@mI0q7c>b-& 
483: q2b-r<q7cq五c+q7@b-683，0，0e-16&@b0e・16c+c>q5a<
484・q7@b-683，0cI6&@b0cI6‘24>b-12&@m70q6b-4@mI0o4rq7b-<q4c+f 
485 
486: q7@b司 1366，0b-16&@b0b-.b・4q5a-q6a-4q5f+q7fq5f+a-b-q7c+4rc 
487: >b-4<c+cr>a-r<ab-683.0，12c+&@b0c+cq5c+q7e-
488: @b-683，O，0fI6&@b0@m40f.@mI0r4 
489: q7@b-1366，0b-16&@b0b-.b-4q5a-q6a-4q5f+ q7fq5f+a-b-q7c+4rc 
490: >b-4<c+4q5c>q7b-<0 
491: 8b-1366，0，12c&@b0c>@m40b-4.@m10rb-<q4c+f 
492: q7@b-1366，0b・16&@b0b-.b-4q5a-q6a-4q5f+q7fq5f+a-b-q7c+4rc 
~93: >b-4<q6c+q5c+q40>b-a“<@b-683，0，12c+&ab0c+cq7c+e-
49.1: @b-683， 0， 0fl6&@b0@m40f .@mI0r4 
495・ q7@b-1366，0b-16&@b0b-.b-4q5a-q6a-4q5f+q7fq5f+a噂 b-q7c+‘Irc 
496: >b-4<c+u-10c+uq5c)q7b-<c @b-1 366 ， 0 ， 120&~b0c>Gm40b-2@m10r4. 

497 
498: u11005L8r2.rq3c 
499: q7@b-683，0，3c+16&@b0c+呂>b勧 16&b-rq7b-qBb-<c+q7e-
500: q7f.q6f+.q7f&@m70f4rq38mI0c 
501・q7@b・683，0，3c+16&@b0c+>q8b・.r
502: b幅 q3b-<q7c+e-@b-683，0，0fI6&@b0fI6e-f8m70e-4.r@mI0q4o+ 
503・q7c4e-4 rq40q7c>a-q5<c+q7c+e-f府 r@b-683，0c+32&@b0c+16.@b0c 
504: q7c4r4 @b-683，0cI6&@b0cI6ce-q5f+ q7f+f&@m70f4@mI0r4rq5c 
505: 1 :q7@b-683，0c+16&@b0c+>b-.r b-b-< 
506・Iq5c+q6e-q5f.q7f+.f&@m70f4r@mI0 q5c: I 
507・q5b-q6fe--24@b-1366，0，6fI2&@b0fe-&@m70e-4@ml0r q5c+ 
508: q7c4@m50e-4@mI0 rq4cq7c>q8a-
509: <q3fq4e-q7e-fI6c+16&q8@m50c+@mI0r q7c>b-
510: rr<q7cc+q6@b-683，0，0e-32&@b0e-16r32q5c+q7c>a< 
五11: q7@b-683，0cI6&@b0cI6‘24>b-12&@m70q6b-4@mI0 o4rq7b-<q4c+f 
512: 
513: q7ib-1366，0b-16&@b0b-.b-4q5a-q6a-4q5f+ q7fq5f+a-b-q7c+4rc 
514: >b・4<q6c+q50+q4c>b-a-<@b-683.0，12c+&@b0c+oq70+e-
515: @b-683，0，OfI6&@b0@m40f.@ml0r4 
516: q7@b-1366，0b噌 16&@b0b-.b・4q5a咽 q6a・4q5f+q7fq5f+a-b-q7c+4rc 
517: >b-4<c+4q5c>q7b-<c 
518: ~b-1366 ， 0 ， 12c&@b0c>@m40b-4.@mI0rb-<q4c+f 
519: q7@b-1366，0b-16&@b0b-.b-4q5a-q6a-4q5f+ q7ff+a-b-c+4rq5c 
520: q7>b-4<c+c+c>b-q5a-<@b-683，0，12c+&@b00+q7cc+e-
521: Iib-6自3，0，OfI6&@b0@m40f.@mI0r4
522: q7@b-1366，0b-16&@b0b-.b-4q5a-q6a・4q5f+q7fq5f+a-b-q7c+4rc 
523: >b司 4<c+4q50>q7b伊 <c@b-1366，0，12c&@b0c>lim40b-2@mI0r4. 
524 : 
525: rlrl rlrl rlrl rlrl 
526: 
527: Qv94ul10@yl，S64，94 
528: o5L8q8b-4.c+4.@b-1366，0，18b-&@b0b司
529: a-4f+4q4fq8fq4e回 q8@b-1366，0a-&@b0a-l&@m50a-2目@m10r4
530: q7@b-683，0，16f+&@b0fφH+4.@b-1366，0a・&@b0a倫
531: 9b-683，0，10f&@b0fe-4c+4c4 
532: @b-1366，0，16e-&@b0e輔 c+@b噌 683，0，6c+&@bOo+&@m500+4.@m10r2
533: >bー<q五C
534: q7@b-683，O，0c+16&8b0c+q4c.c+ q79b-683，0e-16&@b0e-c+.q4e-
535: q6f4 c+q7c+ @b・683，0f+16&@b0f+@b683，0f32&@b0f・32q4e-
536: q79b-683，0，12f+&@b0f+f2.&@m70f4.9mI0r2r8 
537: 9y1，S64，74r2r>b<q4df+ 
538・
539・1:
540: q7@b-1366，0，0b16&@b0b.b4q5aq6a4q5g q7f+q5gab q7d4rc+ 
541・>b4<q6dq5dq4c+>ba<@b-683，0，12d&<ib0dc+q7de
542・@b-683，0，Of+16&9b0@m40f+.@m10r4
543: q7Iib-1366，0，0b16&@b0b.b4q5aq6a4q5g q7f+q5gab q7d4rc+ 
544: >b4 <d4q5c+>q7b<c+ 
545: @b-1366，0，12c+&@b0c+>@m40b4.@mI0rb<q4df+ 1 
546・q7wb-1366，0，0bI6&@b0b.b4q5aq6a4q5gq7f+gab d4rq5c+ 
547: q7>b4<ddc+>bq5a<@b-683，0，12d&@b0dq7cφde 
548: @b・683，0，0f+16&@b0@m40f+.@m10r4
549: q7@b-1366，0，0b16&@b0b.b4qSaq6a4q5g q1f+q5gab q7d4rc+ 
550: >b4<d4q5c+>q7b<c+ @b-t 366.0.12c+&@b0c+>@m40b4.~m10rb<q4df+ 
551・ 1
552: 
553: I :q7@b-1366，0，0bI6&@b0b.b4q5aq8a4r rlrlr1:1 
554: 

555・/=====================================================
556・(t 151 
551: n3il，2@49Qv100@u100p3r / strings 
558: r2 
559: o5@v80u40@q2 
560: • f2>b-' 'e-2>a-' 'e-2>a-' '0+2>f' 
561: 'f2>b-"e-Z>a->e-' '0+2>f>c+' 'f2)b->f・
562: 'f2>b-"e伊 2>a-' 'e-2>a-' 'o+2>f・
563: 'f2>b-"e-2>a-' '0+>fl"'4' 
564: 
565: u75'f2>b・， 'e-Z>a-' 'e-2>a-' 'o+2>f' 
566: ・f2>b-''e-2>a-' 'f2>b-' 'e・8.>a-"f>b-16"'4'
567: 'f2>b司， 'e・2>0.-' 'e-2>a-"f2>a-' 'f+lc"f1>f' 
568 

569: 1: 
570: o5u80 
571: 'c+l>>b-f' 'o+I)>o.f' 'o+I>>a-f' 'e-l>>b-e-' 
572: 'e-2>)b-e-' '02)>0.-0' '0+2>)0.-0+' '>b-2>f>b-' 
573: 'f+l>>b-c' 'f1>o>f' 
574・
575: 'c+l)>b-f' 'c+l>>af' 'o+1>>o.-f' 'e-l>>~e-' 
576: 'e・2>>a-e-"cZ>)a-c' 'c+Z>)fc+">b-2>f>b-' 
577: '02>)f+c' 'f2)f>f' 'o+l>b->c+>b-' 
578: 
579: o5u62 
580: 1: 
581 ・c+Z>b-o+"02>a-o・')a-2f>a-"c+Z>b-c+・
582: 'f+2)b-f+' 'e-2>a-e輔， '0+ 1>白fc+• 
583・ '0+2)b-oφ"02>4-0' ')o.-2f>a-' 'c+Z>b-c+' 
584: 'f+Z>b-f+"e-2>ae-' '0+1>fo+' 
585: : 1 I o4u60q8'b-lfc+>b・'
586: : I 
587・
588・o5u683q1
589: 'f20+)f' '>a-2e->a-' 'e-2>a-e-' '0+2>fc+' 
590: 'b-2f+>b-' 'e-2>a-e-' 'a-2f>a-' 'f20+>f' 
591: 'f+2>b-f+' 'e-2>a-e-' 'e-2>a-e-' 'o+2>fo+' 
592: 'f+20+>f+"f20>0' 'b-lf>b-' 
593: 
594: i0，2@43@v72uI25 
595: o3q8' f+l>f+l' 'a-l>a-' 
596: 'o+l>o+"o+>c+')'a->a司 '('o>o"f>f'
597: ' f+l>f+.L8'f>f2....' f>f' 'e->e-' 'f>f' 
598 ・b->b-2'" 'b->b-' 'a)a' 'b->b-' <'c+)c+4. ')'b-)b-4. "e>e4' 
599; @v80'e-.>e-" f.>f"ft>f+"a咽 2>a-'
600・， f+4 . > f+' '0+ )0+' I f+. > f+' > • b-. > b-' < 'e-> e幡，
601: @gI2'f>fl"16・&9b0.-8192'f>f8'rI6r2.@b0r2
602: 
603: i lQ4905Qv80u62r2 
604: 1・4
60五 'd2>bd''0+2>80+' '>82f+>a' 'd2>bd' 
606: 'g2>bg' 'e2>ae' 'dl>f+d' 
607: 'd2>bd"c+2>ac+' '>a2f+>a"d2>bd' 
608: 'g2>bg' 'e2>a+e' 'dl>f+d' 
609 ・1
610: 
611: /===================================================== 
612: (ti6) 
613: n8i8，2@3@vI00uI00p3r / pian。
614: r2 
615: r1rl rlrl r1rL rlr2 
616: L8rrrr4. 
617: u9004L8q7'b-4<fb-''b-4<fb-' 
618: q6'b-田 <e旬 a-"b-.(e-a-'q4'bー<e-a-'
619: rq3・aー<0+f'q8'a-4<0+f'q7'b-.f<0+''b-・f<0+'q4'b-f<0+'
620: q7'b-4<c+f"b-4<otf' q6'b・.a-<e-"b-.a-<e-'q4'b-a-<e-'
621: rq3'a-f<c+'q8'a-4f<ct'q7'a-.f<e-"a-.f<f'q4'a-f<f' 
622: 
623: u9005q7・b-4f>b-"b-4f>b-'
624: q6'a-.e->b-"a-.e->b-'q4'a‘e->b-' 
625・rq3'fc+>a-'q8'f4c+>a-'q7'f.>b-f"f.>b-f'q4'f>b-f'
626: u-10q7'f+4e-c>f+"f+4e-c>f+' 
627: q6'f+.e-c>f+"f+.e-c>f+'q4'f+e-c>f+'r1u 
628: 
629: 1・
630: u8005q7'c+1>b-f>b-''c+!>af>a・
631: 'c+l>a・f>a-''e-l >b-e->b-' 
632: 'c2>f+e->f+' 'c2>a-e->a-"c+2>f>b-f・・>b-2c+>b-['
633: 'cl>f+c>b-"f+8.c>af+' 'fc>o.f2."16' 
634・
635: 'c+1>b-f>b-' 'c+l>o.f>a' 
636: 'c+l>o.-f>a-"e綱 l>b-e->b-'
637・'e-2>a“e・>0.-''02>a-c>o.-' 
638: q5u+20'f8.>f"e-8.>f"f>f'q7u-10'c+2>fc+>f'u 
639: u+1S'02>f+o' 'f20>f'u-10'c.>fo'u'>b-f>b-2.偽 16'
640: 
641: 1 
642: o5u84q7' f+4 >b-f+' ， f+4 >b-f+' ， f. >o.-f' 'f>a-fI6‘4 ' 
643: q5r'eー>f+e-'r'e->f+e-'q6'c+.>fc+'q5・c+.>fc+'qS'c+>fc+'
644: q7'f+40+>f+' 'f+4c+>f+'q6'e-.c>e・， 'e-.c>e-'q5'e-c>e-' 
645・rql・o+>a・0+''0φ>a-c+'rq7・c+.>a-c+'q6'f.c+>f'q5'fc+>f'
646・ q7'f+4 > b-'I+' ， f+4 > b-f+' ， f. >0.-f' ， f>a-f 16‘4' 
647: q5r'e->f+e-'r'e->f+e-'q6'c+.>fo+'q5'c+.>fc+'q5'c+>fc+' 
648: q7・f+-Io+>f+''f+4c+> fφ'q6'e-.>ae-' 'e-.>ae-'q5'e->ae-' I 
649: rq4・c+>fc+"c+>fc+'rq7'c+.>fc+'q6'f.>b-f'qS'cφ>fo+'
650: : 1 rl Ir1 
651: : 1 
652 
653・rlr1 r1r1 rlr1 rlr1 
654・r!rl r1r1 r1rl 
65S: r2.i5@125@gI2~y1 ， S63 ， 76u4Sr804QbØ ， 341S'b>a>egl ‘ 8' 
656: r1i8@3@yl，S63，64@bOrl rlrlr1 
657: 
658: 1・4
659・o5u84q7'f+4b>f+" f+4>bf+' 'e. >ae' 'e>ae16働 4' 
660: qSr'e>ge'r'e>ge'q6'd.>f+d'q5・d.>f+d'qS'd>f+d・
661: q7'g4d>g' 'g4d>a'q6・e.c+>e・'e.c+>e'q5'ec+>e・
662・rq4・d>ad"d>ad'rq7'd.>ad'q6・f+.d>f+'q5'f+d>f+・
663: q7'f+4b>f+' 'f+4>bf+' 'e.)ae' 'e>o.e16"4' 
664: qSr'e>ge'r'e>ge'q6'd.>f+d'q5'd.>f+d'q5・d>f+d'
665: q7・g-ld>a"，"'d>g'q6'e.>b-e"e.>b-e'q5'e>b-e'
666: rq4'd>f+d' 'd>f+d'rq7'd.>f+d'q6'f+.>bf+'qS'd>f+d' 
667: : 1 
668 
669: 1===================================================まま
670: (t17) 
671: n9i5 ， 2@81Qv50u100~p54r / rhythm 9ub 
672: <iiy1，$21，82 
6;3: y99，l y98，S20 / (y6，n = ~yl ， $20 ， n) 

674・r2
675: r1r1 r1r1 r1rl r1r2 
676: L8rrrr4 
67;: o3u100し168q10

60 Oh!X 1995.6 
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680.0001'1。ポケットMO.68.0001'1.たんに r6J と rSJに反応してい るTごりか ー 。
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678: 1 :8y6，70b-b-b-ry6，75b・b・b司 r
679: y6，80b噂 y6，85b-b-ry6，90b-y6，100b-y6，80b-r・1
680: 
681: 1: 
682: 1 :32y6，70b-b-b-r y6，75b-b-b-r 
683: b-y6，80b-b暢 rb-y6， 90b-y6 I 85b-r: I 
68.1: 1 r 1: 1 
685 : 
686・1・8y6，70b-b-b-ry6，75b-b-b倒 r
687: b-y6，80b-b-r b-y6，90b-y6，85b-r: 1 
688: 
689: ['1['1 rlr1 rl['1 ['1["1 
69s: ['1["1 r1rlr1 
691 : 
692・1:32y6，70bbbr y6，75bbbr 
693: by6，80bbr by6，90by6，85br・1
694 : 
695: /===================================================== 
696: It18) 
691・nI2i8，2@62@v70uI02plr / brass IL) 
698・@yl，S20，74@yl，S21，68
699: Itl9) 
700: nI3i0，2@62@v68uI10p2r / brass IR) 
701: @yl，S20，78eyl，$21，72 
702 : 
703: ItI8，19) 
704・r2@yl，S63，48 
705: rl['1 rlrl ['lr1['1['2 
706: L8rrrr4. 
707: ['lrl r1['1 rlrl rlr1 
708: 
709: 1: r'3072 
710: I :o5L8 
711 ・ rlrq~fre-@q l c+ . e-.q3f
712: rtrq4fre-q6_6'f.c+'q7'ft.e-' '8-['-6 
713: r2.rq3u+4f+urq4fre-Qqtc+.e-.q3f 
714・ rlrLlS@qlu-S'c+<c+')'b-(b-''a-<8-' 'b-<b-' r( I 

715 ・ct8.<c+"e輔 (e-'u-10'f<f'u+1O
716: u-10'c+<c+')u-10'a司 (a-'('c+<c+')'b-(b-'L8(u
717: : 1 
718: L1604'b-<b-'r'b-<b-''a-<a-''a<a'L8'b・<b-'r
719: Irl:1 rH032 
720: 
721: 1 
722: o5L8 
723: 1 :4rq3f+rq4el@qld.e.q3d目 Iq6_6・f+.d・q7'g.e''af+'-6 
724: 1:3rq3f+rq4e @qld.e.q3d:1 
725・rL16@qlu-5'd<d')'b<b"a<a"b<b・r<
726・'d8.<d' 'e < e' u-l 0' f+ < f+' u+ 10 
727: u-10'd<d')u-10'a<a'('d<d')'b<b'L8<u 
728・I:4rq3f+rq4el@qld.e.q3d:lq6_6'f+.d'q7'g.e"8f+'-6 
729・1:3rq3f+rq4e @qld.e.q3d:1 
730: rL168qlu-S'd<d'>'b<b"a<a"b<b'r< 
i31: o4'b<b'r'b<b"a<a"b-<b-'L8'b<b'r 
732・:1
i33: 
734: /===================================================== 
735: It20) 
736: n 1 4iØ ， 2~4 1 @v50u100p3 r / violin 
737: @yl，S20，74@yl，$21，68 
738: r2 
739: rtl7136 
740 
Hl・@v62u106
742: @m2005L4q8@yl，$63，69fl・e-‘f
743: @yl，S63，76@m25c+lcl 
744: >~yl ， $63 ， 66b- I< L 8c2 内 @y l ， SS3 ， 46@yl ， S66 ， 82q6cc+e -
745: @yl，$63，73eyl，$66，64q8f2̂ @yl，S63，46@yl，$66，82q6fef 
746: @yl，$63，67@yl，$66，67q8<L4c+>b-fe 
7.ti・@yl，S63，65@yl，S66，64@q2L8u-3e-.u-3f.f+ f.f+.a-
7.t8: f+.a-.b- <c.u-5c+.e-u+3flrlrl 
H9: 
750 : 
751: Ip) 
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ある日ものすごい集団がいるのを知った。な

んとファルコムの「ソーサリアンJ をX68000上

で動かしてしまうパッチプログラムを開発して

しまったというのだ。CPUも違う，ソースも資料

提供もされない，参考資料ゼロの状態で独自に

解析を行い移植してしまったということらしい。

もちろん形態はパッチプログラムなのでプレイ

するには製品版のソーサリアン (PC-8801， PC 

-9801， X 1 turbo版のいずれて・もよい)が!必要で，

しかもそのパッチ当てプログラムはPC-9801専

用なのでPC-9801も必要だ。なにからなにまで

まったくそっくりにできていて，さらにケ.ーム

途中セーブ機能やパックログ機能などのX

68∞0オリジナルの機能も満載で，とても個人で
開発したとは思えない完成度。

ところでパッチ当てにPC-9801が!必要ってこ

とはPC-9801 を持:っていないとダメなんt:力、ら，
だったらPC-9801用のソーサリアンを買って遊

べばいいじゃないかということになってくる。

が.この一見無意味な行動に私は言葉では表す

ことのできない，冒険心とロマンを感じた。「そ

こに山があるから登る」登山家と同じように，

rそこにソーサリアンがあったからX68000に移

被した」のではないだろうか。

しかしこんなユーザーがいる限り X68000は

パソコンを超えたひとつの趣味表現の道具とし

て生き続けそうな気がする。rJ"ソコンなに使っ
てるの?J と聞かれて本当のこというと異教徒

扱いを受けそうで怖いってことで「んーまあ一

般的なヤツを{吏ってるよ」などとついうそぶい

てしまい.罪悪感に苦しんでいるX68000ユーザ

ーも多いことと思う。電波新聞社のベーマガを

開いても， X68000の新作コーナーはもはや葬式

ごっこをやられている，いじめられっ子の心境

で，妙にジャガーに親近感を覚えてしまったり

する。でも， もういいのだ。みんなX68000ユー

ザーであることを誇りに思うのだ一。

日本語ラップの話

最近CMでよ〈耳にする日本語ラップミュー

ジック。私はどれもこれもチョーダサ〈感じて

しまっているのだが，どうだろうか。

まずベヤングソース焼そばのシノスケ。「安く

てグーうまくてナイス，食べれば，食べるとき

…・・以下略」なんと早口言葉，挙句の果てに動

詞の活用. まったくラップをパカにしてる。こ

れと同手重にいくえちゃんのムシューダがある。

最近台頭してきた「いいじゃん」を多用する

あの変てこなヤツ，資生堂「ティセラ」。確かに

独創的ではあるが間いてて全然気持ちよくない。

あの踊りを踊っているパンダナ巻いた頭を力ク

カクしているガキどもにはぜひ rSOUL11 SOUL 
Volume3 just righじでも聞いてソウルミュー

ジックのなんたるかを学んでほしいところだ。

もともとラップは黒人キリスト教徒のミサで

歓われる前術的な賛美歌が起源で，メロディな

しのリズムに乗せて自分たちの魂の叫ぴを歌っ

たのが始まりだ。独特の黒人アクセント，韻を

踏むように(これをrhyme/ライムというのだ)

巧みに構成された詞，これらが独特の音楽性を

砂アキ7 ・ピ リンチ作 rM'iたちの'¥'!i!t:J(-'，'.jII:，i:'I);')は.大変1(，il'lかったです。 被';';:{IもJiz
(!i b犯人(?)ふすべて引J!というサイコサスペンス という以|の紗aJHでした。

川 I1 他，;1(33)1品 lニm

醸し出し，広まっていったのだ。いまの日本語

ラップは明らかに猿マネ以下で，その多くはい

ちばん基本の抑領さえない。単にリズムに早口

の旋律なしのお しゃべりが乗っているだけ。い

ま一度この日本語ラップ，見直してほしいもの

だ。日本語は英語ほど抑揚がないからラ ップに

は合わないんじゃないかと気づき始めているミ

ュージシャンもいるにはいるみたいだが 。

さて，私はここで日本語ラップ撲，威委員会を

設立する。自介が耳にした日本語ラップ幽のダ

サさを具体的に明記したハガキを送ってくれた

人はもれなく委員になれるぞ。

横浜駅毒ガス事件の話

4月21日17時30分横浜駅で毒ガス事件が発生

した。そのときなんと私は現場近くにいたのだ。

私はその日発売された餓狼伝説3を買うため

に横浜駅からヨドパシカメラに向けて小走りし

ていた。事前に電話でヨドパシに在庫を確認し

たが残り少ないので急いでくださいといわれて

焦っていたのだ。と，そのとき後ろから男の大

声が。後ろを振り返るとなんと署長察官の大群が

干ムに向かつて近づいてくるではないか。なにご

と，と患っているうちに小走りの私をあっとい

う問に追い抜き走り去って行った。 また毒ガス

事件でもあったか? と思いつつも私は餓狼3

を求めて小走りを続けた。そして後ろにまた駆

け足の音が聞こえてきたので不思議に思い後ろ

を向くと…・・・それは， さっきの議官集団がなに

しに行ったのかを確かめたい野次馬集団が.私

の小走りにつられ一斉に走り出した音だった。

かくして私は野次馬集団の先導者になってしま

ったのだった。 (警)
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C善)のゲームミュージックでパピンチヨ

.交響曲イース'95

CD: KICA-1160 3，000円(税込み)

キングレコード 5/24発売

今回発売された 「交響曲イース'95Jはイ

ース lのオーケストラアレンジノfージョン。

ス トーリーを追うような形で編曲がなされ

全5楽章構成になっている。なぜいまさら

イース lなのかはよくわからないが，いま

思い返してみる!:.，メロディが自然と頭に

蘇ってくるl出というのは全イ ースシリ ーズ

営通してやは り r1 J のものが|断然多い。

しかし，名曲である半面，それだけ原則1の

FM音源サウンドの印象が強いというなl床

もあるわけで、，アレンジする{JWにtつては

非常に刻.しい題材でもあるわけだ。

アレンジ、ヤーに|期する資料は手元になに

もなかったが， とにかく l京曲のフレース。の

イメージを生かした各楽総へのパート振り

がお見事。編曲も素晴らしい。第 1楽Z訂正

フィーナのテー?をロンド形式て、綴ったも

ので¥途中から草原のテーマにつながる組

曲形態。音楽的に非常に優れている。

いままでvイースオ、タのアレンジ、ノfージョ

ンCDIまずいぶんと 出てい るが，これが最高

峰なのは間違いない。 しかしこれって打ち

込みなの?

・おすすめ度 10 

.愛・超兄貴/岩崎琢

CD:TYCY-5437 2，800円(税込み)

東芝EMI 5/17発売

一音11に熱狂的ファンを獲得しているこの

ゲーム， さっそくオリジ.ナノレサウンドトラ

ックが発売になった。 しかし今度の音楽担

当は葉山ではなく 別の人。熱狂的な兄設フ

ァンたちはこれをどう受け止めているのか

は私の想像の及ぶところで、はないが，私の

フアーストイ ンプレツションは 「商白い!J

のひと言に尽きる。GMを附j，、てゲームを

やりたくなったのはノfーニングフォース以

米だが，ちょっとあのときとは違ったなl床

でゲームが気になってきた。たとえばTR1

の 「上海パワースラ ムJo YMOを初御させ

るアジア色の濃いメロディにノfーカ ッショ

ン的に被さるのはもうお決まり，兄貨のか

け声。なんとも異様・・・田・・なのにカッコイイ。

その他，壮大な弦楽器による交響詩に合わ

せてl川ぶオペラ調コーラス隊， レ卜ロなム
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西川善司

ード ミュージックを奏でる蓄背機の前でラ

ブシーンをおっぱじめるフランス人男女な

e'， '，ljf;人の理解を超えた楽器(?)が世紀末的

な音楽を展|荊す る。まさに音楽のび、っくり

箱。音楽てやこれだけ笑い?とる岩崎琢，葉

山をすでに超えている?

・おすすめ度 9 

.ツインビ-PARADISE2 Vol.6 

CD:KICA-7660 2，800円(税込み)

キングレコード 5/24発売

文化放送系で放送されていたツインピー

のラジオドラ?を収録したお馴染みのツイ

バラ2がつ いに今回のVo1.6をもって完結

する。巨大阪石地球接近の危機(ツイバラ 1

最終話)から逃れた人類はあれから1可三も経

.たずに再び地球滅亡の危機に瀕して しまう。

ワノレモン博士の作ったブラックツインピー

のパイロットである人工生命体の姉弟が再

び登場。ツインビーチームと彼らMi弟の対
決は? ワノレモン博士の製作した最終兵器

ブラックホーノレ発生機の威力は? 前作最

終話で正義のl味方になってしまったワノレモ

ンは今度はどうやって涙を誘うのか。感動

の大団円に乞うご期待といったtころ。お
まけの声優~I1Iによるサイコロトーク， そし

てテーマソング「磁はV巴nUSJのAnotherパ

ージョンも 1収量説。

・おすすめ度 7 

.ナムコゲームサウンドエクスプレス

Vol.18 エアーコンパット22

CD:VICL-15040 1，500円(税込み)

ビクターエンタテインメント 5/24発売

あの本格ドッグ、ファイ ト3Dシューテイ

ングがナム コ最新ハードシステムスーパー

22て。蘇った。前作のシステムよりも格段に

ハード性能が向仁したおかげでその映像イ

ンパク 卜はもはや「リアノレ」という 言葉の

意味を超えてし、る。

前作はいかにもキーボ、ディス卜 の耐とい

った感じのシンセサウンド中心の爽やか系

の曲が多かった。 しかしやはりド ッグファ

イ トにはHM/HR(へピメ タ/ハードロ ッ
ク)が似合 うということで¥今回はギターサ

ウンド中心の曲が多くなっている。とはい

え，前作で目立っていたあのフョーっとし

た爽やかなシンセパッ ドが要戸斤要所仁ヘビ

ーなギターを包みこむように挿入されて く

るので¥この辺が「前作からのイメージの継

承」という印象をリスナーに与えてくれる。

このゲームはビデオのほうの発売も期待

したいねえ。

・おすすめ度 7 

.パーチャフアイター

「ザ・エターナルバトル」

VHS:TYVY-5006 4，800円(税込み)

東芝EMI 発売中

1995年2月12日，横浜ジョイポリスで行わ

れたパーチャファイターの統一チャンピオ

ンi決定戦の模様を収めたビデオ。ゲームの

攻略/紹介は一切なし。純粋にこの大会の模

様をレポー卜したかなり 玄人向けの内容だ。

この大会はセガサターン版パーチャファイ

ター，アーケード版パーチヤファ イター，

そして最新のパーチャファイター 2の3タ

イトノレすぺてをプレイしてそのl腕前を競う

大会。 トーナメントは一般の絡闘技のよう

に男子の部，女子の昔日と性別分けされてい

る，というこだわりょう。 ss版の対戦は立
ち&パッドという過酷な条件下てやのプレイ

を強いられていたよう fごが，アレには Eん

な意味が?

・おすすめ皮 7 
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パソコンでできることが多織化し，それに合わせて必要なものも目

かなり憎えてきている。本体のみでひととおりのことを楽しめる目

×聞liIililでも，その状況は蜜わらなし1。やろうとすることが高度化目

するにつれ，メインメモリ~~~バイトでは動かないものが多くなE

~フロッピーベースでの作業はすでに過去のものといえる。し目

かも，ここ最近状況がさらに加速しているのだ。しかし，メーカ目

ーのサポートをあてにできない現在において，新たに周辺機器の目

購入に踏み切ることは非常に勇気がいる。一度lIIEf.llIDl凹tn投資す目

るに値するマシンかとうか，じっくり考えてみるといいだろう。 目

その結果.:fiI:IlTlTllをより楽しみたいという欲求があるのであれ目

ば，必要なものを揃えてしまうべきだ。 目

いまか決断のとき。周辺機器の充実を図ろうではないか。 目

一- 1
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[特別企画JX68000周辺機器パワーアッフ冒頭

目指せ周辺機器貧乏

• 夢を超えたXB8000 • 
X68000は，本体のみて、もひととおりのこ

とができてしまうため，多少のメモリ H~

沢品であったハー ドディスクがあれば，快

適なパソコンライフを送ることができまし

た。 しかし，ここにきてソフトウェアや扱

うデータの肥大化にともない，本体のみで

ノfソコンを楽しむことは灘しくなってきつ

つあります。ゲ、ームをするにもメモリやCP

Uパワーが必要なものがあり，なかなか貧

乏人にはつらい状況です。

ひt昔前には，メインメモリが2Mバイ
トもあれば困らないような幸せな世界だっ

たのに…・・ 。あっという 11Mにフルメモリ 実

装，ギヵツfイ トハードディスクでも足りな

い世界て、す。|時の流れってやつは

- これまでの周辺機器事情 ・
イソノ界(サザOさんのような，主に漫
画世界で11寺聞の流れがリサイクノレしている

状態ぞ指す)にとりこまれたような!時聞が

停滞している現在のX68000。 世の II~ I は日々

進歩し続け，さまざまな周辺機総が登場し

てきました。もちろんX68000を正式サポー

卜しているものは，数少ないものです。

といってもそういったおいしそうな周辺

機総をパワーユーザーが見逃すはずもあり

ません。ハード的に接続が可能であれば，

64 Oh!X 1995.6 

山政i凶

対応ソフトを自作したり，ハードまでも自

作するなどという i戻くやましいまでの努力が

行われてきました。

たTごし， そこまで‘こfごわって実|僚にf史い

こなせる人は，いくらX68000ユーザー とい

えども限られます。111ιiiiiにコンピュータを

楽しんでいる人は，正式に対応がアナウン

スされているサー ドノfーティの製品含イ史う

しかなし高機能な周辺機株主?使う 他機種

ユーザーを~貧目でうらやましがるしかなか

ったのです。

• 現在の周辺機器事情 • 
こうしたユーザーと一部メーカーの努力

のかいあって，現在てやは正式サポー トのな

い製品で‘も，使うためのノウハウが集まっ

てきました。わずかながら，アプリケーシ

ョンも各種周辺機株に対応、してきています。

それなりにtlllJ限がありますが，以前の状況

に比べれば傍段に進歩したといえるでしょ

う。巷に氾慨している， ftl!.機種用に安仰liに

発売される 1"]機能な!古j辺機器が， X68000で

もイ史える ので‘すからね。

確かにグラフィックを扱うのであれば，

実質MATIERでサポートしているものが
標準ですし， CD-ROMもCDDEV.SYSで
使えるも のを中心に製品選びをする必要が

あります。MIDIに|刻しては，ハード的な問

1mはありませんが，シーケンサソフトのラ

インナップの貧弱さは隠せません。

しかし，メ ーカーサポート の貧弱さはい

まさらですから，文句はいわないことにし

ましょう。使える周辺機器があるだけで‘も

幸せってものですよ。快適なパソコンライ

フを過ごせるのであれば，多少のリスクく

らい党悟して受け入れましょう。

• 周辺機器充実のススメ • 
ということで， まず，崩辺機器の筆頭に

挙げられるのがメインメ モ リ，大容量デバ

イスてやす。 ともにあればあるほど操作環境

を向上させてくれます。

あとは，各自がやりたいことに合わせて

周辺機株を購入していきましょう 。処理速

度に不~j:i:jがあるなら，最近にわかに活気づ

いている，アクセラレータに手を出すのも

いいかもしれません。不思議なもので，メ

モリを増設しただけでも，なんだかパソコ

ンを使ってやろうという気分にさせてくれ

るものです。近ごろマンヰ、リ 気味てパソコ

ンがつまらない人は，ちょっとだけ自分の

パソコンに投資してみるといし、かもね。

ただし，現在のX68000の世界は，目的の

ものがなんて、もfJlIjっているようなノfラターィ

スではありません。過剰な期待を抱くと冷

たい現実の前にくじけてしまいます。注意

しま しょう。

• 結論 • 
-メインメモリは12Mバイ ト

・必要かもしれなし¥ そう思ったらすくーに

買え

・衝動員い大いに結構

. '(表情なんかしてはいけない。ひたすら{史

うことを考えろ

・最後に愛がj勝つ

-そして，皆貧乏になろう !

まあ，半分冗談，半分本気ですが，結局，

自分のやりたいことをよく考えたうえで，

なにが必要なのか見恨めて購入するしかあ

りません。

1i1:!うのは自分です。必要と判断したら思
い切って寅うべきです。無駄な投資にな ら

ないか，なんて目指踏している 11院があったら，

めいっぱい楽しんで元を取ることを積極的

に考7えるようにしましょう。
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メモリ増設あれこれ

- 増大する平均メインメモリ ・

今月号のアンケート分析大会によると，

平均メインメモリが6Mバイトと111，年に比

べ，ずいぶんと上がりました。 12Mバイ ト

フルメモリと ，2Mノfイ トがほぼ一緒と いう

興味深い結果て、す。

これは， ここ最近サードパーティの製品，

t~j' に S IMMメ モリボードの登場により，比

較的安{illiにメモリをI首設できるようになっ

たこと が挙げられます。下手に2Mバイ トご

とにちまちま t哨設するよりも ，4Mバイ ト
もしくは3Mバイトを一気に増設したほう

が安上がりなのですから当然ですね。メモ

リli多いぶんには凶りませんから。

-メモリはどれだけ必要なのか ・

きて，~いぶんには悶らないメモリです

が，用途によってどれfごけのメ モリが必裂

なのでしょうか。簡単にみていきます。

コマンドシエノレでプログラミングを主計本

とするなら2Mバイトでも十分用が足りる

でしょう 。アセンプラレベノレであれば，

SLASHを使った 1，)日発もできて しまいます。

ただし，同じプログラミングても C言語，

特にGCCを使用するとなると 4Mノfイ 卜は

ほしくなります。 さらにSX-WINDOWて"

はプログラミングど ころか使うだけでも，

Sakar附 iK向 Uffil

目指せフルメモリ

うデータ i主力~11~'大しています。 MATIERで

も実質4Mバイトないとうまみがありませ

んし， Z-MUSICでPCMデータを本絡的に

扱うとなれば， 2Mノfイトではとうてい足り

なくなりますの また，I¥v"大するデータのほ

かに も，非力なCPUノfワーそカノfーす るた

めに，メモ リが湯水のごとく 1il!われること
もあります。あまり安易にメモリを消費す

るのも考えものですけどね。 そして，快適

な環境を目指すのであれば， RAMディス

クやテ、、イスクキャッシュも仰d示したくなり

ます。なければないですませられますが，

とおっても快適ですよ。

• 増設メモリ • 

従来機との互換性のために，拡張スロット

上のメモリは，必す'10MHzていアクセスする

ようにハード的な処理がされているためで

す。ですから，い くら速いSIMMメモリを

使用しでも，メモリが拡張スロットに登載

されて いる|浪り 10MI-Izの壁に阻まれ，思 う

ように性能力T発tljIされません。

• メモリチェック • 
メモリを:t首設したは L'L、けど，心配なの

はその明設メモ リがちゃんと製]L、ているか

どうかです。特に安いSIMMメモリを登載

した場合，正常に動作するかEうか，結柿

不安がありますからね。

いちばん簡単なメ モリ チェックブjj去li，

i位低ライ ンが3Mバイ トとなります(場合に 地設メ モリボードには本体内政のスロッ 片っ端か らメモリ 内容を読み出して，パス

よっては12Mバイ トで も足りないくら し、)。 卜に差すタイプし拡張スロットに差すタ エラーが発生しないかどうか調べるfごけで

グラフイツクや音楽に|刻しでも ，年々扱 イプがあります。 とりあえず，メモリボー す。

ドをスロ ッ トに差 次にデータ化けのチェックですが，メそ

して， SWITCH.X リに特定のf直(100010006がいし、らしい)を

でメモリ容量を設 二苫き込んでおき，数H寺間経過したあとにメ

定すれば，無事増設 モ リ内容を?調べればOKです。チェックプ

したメモリを使え ログラム守SRAMJ二に置くようにすれば，

るようになります。 I::Jjl]ないで、しよう 。

て"， n u~垣なのは，高 どちらもアセンブラでプログラムをk;llむ

:i!!Iタイ プ (X63000 ことができれば，特にliiJJillなく簡単にチェ

XVI以降)のマシン ックプログラムを作成できるでしょう。

で，拡張スロッ ト用 プログラミングの不得意な人には，SXー

のメモリをイ変った WINDOWでフリーエリアゴりゴりまで¥

場合です。 このと なんらかのアプリケーションを動かしがしけ

き，そのメ モリをア る七いう方法もあ りま すc あまり確実な方

クセスする たびに ;'1~て、はありませんが，あまり !þJ[繁にハング

必ずウェイトがか アップするようであれば，メ モリ を疑った

かります。これは， ほうがし、し、でしょう。
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[特別企画]X68000周辺機器.，.{ワーアッフ百画

大 、ードディスク導入手引き

ひと昔前まで，いくらあっても足りない

といわれていたハードディスク(以下

HDD)。皆さんは足 りていますか? 側格
もずいぶんt下力吋，540Mバイトクラスな
ら2万円切っている(ただし秋葉原価格)の

で，多くの人が大容量の恩恵に預かってい

ることでしょう。730Mノfイ卜でも 3万円切
っています。もちろん， DOS!V用ベアドラ
イブ(ドライブユニット fごけの楳のもの)の

話ですけどね。外付けHDDドライブだと
540Mパイ卜のものが39，800P=Jぐらいかな。
DOS!V斤lて.もちゃんとSCSI1H禁のHDD
ならX68000には使えます(ちなみにIDEの
ものは使用できませんので購入 しないよう

に)03.5インチのSCSIベアドライブはX
68000でも共通なのです。この規格が決まっ
たのはなにも最近の話ではなく， SCSI-
HDDが出回り始めた当初からずっ t同じ
なのです。

要するに，SUPER-HD，XVI-HDの中に
入っているHDDを，最新のDOS!V用HDD
に入れ替えることができます。も ちろん，

Taki Y制刷瀧康史

• XVIとSUPERなど・

日Dモデソレならば， HDDをパ「ツ ク
アップし，左のタワーを|升|げます。

左のタワーは泉オ、ジ3つで|非jきます。

上のほうにある熱いブツがHDDで
す。これを外し，取り換えるだけで

HDDが動きます。
ただし， X68000のHDモデノレ木体
はターミオ、ータを内蔵していません。

そこで"， HDD自f本についている ター
ミネータを有効にするか(ベアドラ

イブのマニュアノレを参考にしてくだ、

さい)， SCSIポートの手前にある一
連のソケットに，330.n 1:. 220.nのほ抗
をつければOKです。たfごし， t底抗を
つけるよりも，最近安くなったアク

ティブターミオ、ータを使ったほうが

信号ラインは安定します。

HDなしモデノレなら， XVI用HDD 安価て'大容量のハードディスクがあなたの手仁
アングノレ(流通コード007200 0177 
: 5001司)と，XVI用HDDH:ti原ケーブノレ(流 すから，それと取り換えます。

昔使っていたような， ITECのTX80などに 通コード0007512 0258 : 1，400円)，XVI用 HDDの取りつけはたったこれだけでft冬
も入れ替え可能です。 HDD接続ケープノレ(流通コード007512 02 わります。この状態で屯源を入れ，FORMA
また，I-IDDさえ貝ってくれば，SUPER， 57 : 3，000円)を購入してください。HDD按 T.Xを実行すると，HDDが認識されている
XVIユーザーでHDDを培t設していない方 統ケーブノレは， HDDなしモデルの場令，代 はずです。ただし，このままでは， I-ID-BUSY 
もDOS!V用大容量I-IDDの搭載が可能です。 わりの短いケーフソレが本体に付属してい孟 ランプはっきません。 HD-BUSYをつける

720MバイトタイプのQuantum製ドライブLlGHTNING730Sと必要な部品類

66 Oh!X 1995.6 

ためには， フラットケープノレの36ピンを切
って，HDDの基板商にあるLEDのカソード
ffilJに接続します。間違えても壊れないはず

なので，アクセスLEDの足の適当なほうに
接触させてみてくださし、。これで，本体右f!!lJ

のHD-BUSYが点灯するようになります。
SCSI-IDの設定はHDD本体のどこかに
ジャンノfスイッチがある はずです。fごいた

い2進数の 3ピット構成で，0-7まで決ま
ります。ただし，SCSI-IDは固定になりま す。
なお，回定ネジ1;):インチえ、ジの場合が$

いので， HDDに合うオ、ジを購入しておくと
いいでしょう。外付けのHDDの接続方法も
だいたい同じ要領ですね。

• X68030の場合 • 
X68030は本体fJlIJが，2mmピッチのフラ ッ
トケーフツレで、す。3.5インチSCSIHDDの
場合， SCSIのフラットケーブノレは普通2.54
mmピッチなのでちょっと変わったSCSI



アクセスランプの信号線を接続。7llJに接続しなくても動作は

するが.やはり接続しておいたほうが気分はいい

10はジャンパスイッチで設定。とりあえず内蔵ハードディス

クということで，10=0にしてある。本体側の内蔵用10設定ス

イッチは今回の改造だけでは使えない

ケーブノレを作らなければなりません。 とい

うのも，内j議SCSIケーブノレは2.5インチ1--ID

D用だからです(流通コード007512 0302 

40，000円)02.5インチ用アングノレは， もと

もと本f本側についているので，ケーフツレた、

け買ってくれ(;r， 2.5インチSCS1-1-IDDを

接続することができます(ただし， 2.5イン
チドライブは大半力rIDEなので注意)。

とはいっても， 2.5インチSCSI-HDDは
高側です。 3.5インチを作る;場合，ピッチを

越えた鬼のような作業をして桜絞しなけれ

ばいけませんが，手ムは， ケーブノレの50ピン

イJjlJ(2.5インチ用)をパ、ラして， 2.54111111ピ

ッチの50ピンに， しかも3.5インチSCSI-

1-IDDをそのままつけられるように改造し

ています(ケープルの配線は表)。 なお，3.5

インチHDDを利用する場合，アングノレがそ

のままではつかえないので，ちょうどよい

位置に穴をあけるなり， 500円のXV1用HD
Dアングノレを買ってきてく fごさし、。また， ';1]: 

滅ケーブノレは1，400円のXVI用のものを買
ってくる必要があります。

表 CZ500シリーズ内藤HDD用SCSIケーブル
I czso自側ケーブル番号 ISCSI低密度型ノンシールドコヰクタ

I.N.C. 
2.N.C. 
3.N.C 
4.HD LED 
5. VCC 1 ( + 5V) 
6. VCCI (+5V) 
7.GND 
8. -DBO 
9.GND 
10.ーDBI
II.GND 
12.-D82 
13.GND 
14. -D83 
15.GND 
16.-D84 
17.GND 
18.-D85 

19.-D86 
20.GND 
21.-D87 
22. GND 
23.-D8P 
24. GND 

25. TERMPWR 

26.-ATN 

27.-BSY 
28.GND 
29.鳴ACK

30. -RST 

31.-MSG 
32.GND 
33叩 SEL
34.-110 

35時CjD
36.GND 
37句 REQ
38.GND 
39. VCCI (+5V) 
40. VCCI( +5V) 

IDに接続
IDに接続
IDに筏絞
HDD LEDのカソードへ
別ケ ブルにより供給
~IJケーブJレにより供給
I.GND 
2. -D80 
3.GND 
4.-D日l
5.GND 
6. -DB2 
7.GND 
8. -DB3 
9.GND 
10.-DB4 
II.GND 
12.ーDB5
13.GND 
14.ーDB6
15.GND 
16.-DB7 
17.GND 
18.-DBP 
19.GND 
20.GND 
21.GND 
22.GND 
23.RεSERVE 
24. RESERVE 
25.0PEN 
26. TERMPWR 
27. RESERVE 
28.RESERVE 
29.GND 
30.GND 
31.GND 
32. -ATN 
33.GND 
34.GND 
35.GND 
36. -BSY 
37.GND 
38. -ACK 
39.GND 
40. -RST 
41.GND 
42.-MSG 
43.GND 
44. -SEL 
50.1/0 ;主意すること
45.GND 
46. -c/D 
47. GND 
48.ーREQ
49. GND 
別ケーブルにより供給
別ケーブルにより供給

X68030以外の機種の場合はケーブルを購入するだけでいいので，内蔵は比較的 写真上のようにアクティブターミヰータを装着することで安定性が治す
簡単にできる
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[特別企画]X680001寄辺機縁，{ワーアッフ苦十商

倍密MOは買い時か?

• MOドライブを使用する環境・

X68030でMOを使用する;場合はなんの

問題もない。SCSI-2準拠のMOを買ってく

れば，だいたいのものはつながるし，その

まま使用できる。X68000シリーズの;場合も

SCSIインタフェイスがあれば，とりあえず

接続は可能だ。 しかし，デバイスの識別コ

ード(inquirydata)で問題が生ずるので，

事実上，X68000で(シャープ，ソニー製ドラ

イブのMO)を使用するときには， inquiry 

data を強制的に書き換えるINQPATCH

Xが必要となることを覚えておこう。INQ

PATCH.Xが手に入らないときには，ハー

ドテ1スク互換モードにすれば使用するこ
とができるが，メディア交換ができないた

め利用{剛直が半減してしまう。

ということで¥機種を選ぶ基準としては，

SCSI-2に準拠していて，ハー ドディスク互

換モード， MOタイプの切り答えがついて

いること，この 2点に注目すればいい。あ

とは， ドライブメーカーが，ソニー，富士

通，松下，オリンパスであることを確認で

きれば，まず問題はない。まず問題はない

といってもf止の中にはひねくれものもいる

ので，詳しそうな庖員に聞いて卜分な確認

をとっておくか，実際に使用が確認されて

.128Mバイト・ ICMMO・4120

加協はiMasaya浜崎正哉

いるものをl隣人するようにしよう 。

そして， メーカーサポートという安心感

をf号たければ，ロ ジテッ クのEclaceシリー

ズがお勧め。きちんとX68000シリーズに対

応しているし，製品ラインナップも豊富。

一度カタログを覗いてみるといいTごろう 。

• EMO-L230 • 
さて，今回f音密ドライブとして実際に触

ることができたエレコムrEMO-L230J。性

能的には，バッファ容量237Kバイト，ディ

スク回転数3，600rpm t高速タイプの単密

MOの倍密版といえるもの。X68030上から

いろいろ実験してみた結果，読み込み速度

はさほど変わらなかったが，やはりディス

クの構造上の違いか ら，書き 込み速度に

かなりの差が1リJlた。ちょこちょこSX-WI

NDOWでし、じ ってみてもなんの問題もな

いし，ノfックアップもストレスなくサクサ

ク耳又れる。

ただしMOにメディア を差さずに起動し

た場合， CDDEV.SYSにCD-ROMとして

認識されてしまう点が気になった。 ドライ

ブが悪いのか， ドライパに原因があるのか

ちょ っと調ぺきれなかったが， もしもこの

ドライブと CDDEV.SYSをイ史うことがあ

れば注意してもらいたい。

.230Mバイト・

〈基本性能〉

お約束。ディスクのシャツタ を開けてみた

-結局，倍密MOは「買l.¥Jか?・
あ〈まで大容量デバイスのパックアップ

m，ちょっとしたデータの持ち運び用のデ、
パ、イスとしては，I淘遠いなく 「貿 L、」とい

える。まあ，すでに市場lこ出回っている大

半のMOドライブが倍密ということで， 買

わざるをえない話もあるが，損はしないは

ずだ。実売仰ij格も 8-10万円くらいだし(ち

なみにオリンパスドライブを使用した製品

はちょ っと高めらしい)，リムーバブルメデ

ィアの購入を考えている人は，第 1候補と

していろいろ司司べてみる tいし、fごろう。

エレコム EMO・L230

イ音密ドライブに押されて，だんだん

影の薄くなっていく 128Mパイトド

ライブ。メディアの大容量化，高速

イヒが進むいまとなっては，ディスク

回転数3，600rpmの高速タイプでな
いと，結構つらい。それに普及率し

だいて'はZipドライブのほうを思い

切って購入するのもいいかも

・キャッシュメモリ:237K/~イ卜

.ディスク回転数:3，600rpm 
-デ-'J転送速度 3，4Mバイト/s(非同期)
ドライブメーカー 富士通

-平均シークタイム:30ms 価格 168，00日円(実売80，00日円前後)
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[特別企画]X68000周辺機器J{ワーアップ計画

4倍速CD圃 ROMでも使ってみるか

• X68000のCD-円OM事情・
なんTごか世の中てやは 41音i車ドライブが標

準となり，倍速ドライブが駆逐されている

ようですが，我らX68000でのCD-ROM事

情は，半年前からあまり進歩していません。

そのような状況で、¥はたしてX68000でCD

ROMを使うために 4倍速ドライブをJt詩人

すべきなのでしょうか。まずは， X68000で

CD-ROMを使うために必要なことを復習

しながら，考えてみま しょう。

現在， X68000て使えるCD-ROMドライ

ブは， SCSI-2に準拠していて，計調IJ技研の

rCD-ROM DRIVER v巴r.2.1Jに収録され

ているドライノ{CDDEV.SYSでサポー卜し

ているものといえます。このドライノfをイ史

えば， IS09660フォーマット のCD-ROMが

読めるようになります。

ちなみに， CDDEV.SYSて、、は，

.東芝製のドライブ

XM3301/3401/4101/5901 

.ソニー製のドライブ

CDU-561/55S 

• PLEXTOR製のドライブ
.松 F寿製の ドライブ

-ナカ ミチ MBR-7 

以上のドライブて到j作が確認されているよ

うです。あと，データを読むだけならNEC

ドライブても可自E，ということはOh!X1995

年 1月号でも紹介しましたね。

そして， CD-ROMのなかには2.4倍速と

か，4.4倍速などを宣伝文句にしているもの

もあります。うちのドライブは速いんだよ

~といし、たいのでしょうが， これはメーカ

-倍速・ ロジテック SCD-200 

Sugimura Akira杉村晃

-4倍速・ 松下 LK-RC504

一固有の機能であって， CDDEV.SYSでは

サポートされていません。つ まり，正式サ

ポー卜されていないX68000では無用の長

物なのです。普通に使うぶんには小数点以

下を切り捨てた 2倍速 4倍迷のドライブ

として使用することになります。やっぱり

速いドライブがし、 L、なあ， 1:.いうことでち

ょっ と奮発して高めのCD-ROMドライブ

を購入しでも，無駄な投資となりかねない

ことそ!党えておきましょう 。

確かに起草IJII;'jにコ マンドをきくっと送っ

てやれば，最高速でカ。ンカ、、ンにアクセスで

きるようです。実際にL、く つかのドライブ

のコマンドは向卒中斤されているようなので、，

そういった特殊な情報を入手できるのなら

l構入を』会討するのもいいて。しよう 。

• CD-円OMの魅力を探す ・
CD-ROMは，データ解析に命をかけ るよう

な，能動的にマシンを活用するのが好きな

人にとっては，そこそこ興味深い周辺機器

編集部内で他機種用CD-ROMのデータ(主に
ゲーム機)を覗いて遊ぶために使用されて
いる倍速ドライブ。定価が19，800円(本体
のみ)と結構安い。ドライブは速ければ速
いほどいいが.X680∞で使う限り倍速ドラ
イブでも十分実用になるだろう

〈基本性能〉

・キャッシュメモリ 256Kノfイト
.アクセスタイム:200ms 
・データ転送速度:600Kノてイト/s
ドライブメーカー:松下寿

価格 39，8日日円(実売20，000円台後半)

でしょう 。質はともかしさまざまなデータ

が氾~ßî していますからね。 あと はCD-ROM

でなけれ!;fできないこと (PhotoCDの作成

など)を見つけて，導入に踏み切るしかない

てやしょう 。 どちらにしてもしっ力、りとした

動機と，できることをわ きま λて購入しな

いと後悔することになってしまいます。

本来ならば， きちんとメーカーがサポー

トし，情報の公開，ソフトが充実 してくれ

ば状況ががらりと変わるのでしょうが…ー

いまさらだ、よなあ。

• 4倍速ドライブは必要なの力、 . 
ということで， 実際に 4倍速ドライブの

LK-RC504(中公1マドライブ)を{史mしてみま
した。オーディオデータも問題なく再生で

き，アクセスはそこそこ快適，問題らしい

問j題はありません。唯一，ディスクの ロー

デイングl時間が， LCD-200より若司二長めな

のが気になる程度です。

そして， 41音速という名前のとおり，倍
速ドライブより fごいたい 2倍はど速いて、す

(すごく間抜けな表現ですがほかにい L、ょ

うがない)。操作している問，アクセスによ

るス トレスもそれはE感じません。これく

らい軽いと，ちょっとくらい多めに投資し

でも 4倍速ドライブを購入しょうかな， と

いう 気にもさせてくれます。

結論としては. 1:.りあえずデータが読め

ればいいや， とアクセス速度にこだわらな

い人は，中古ショップなどで安いf音速ドラ

イブを探すようにし，倍速ドライブ+数千

円の投資が気にならないのなら 4倍速ド

ライブを選ぶようにしましょう。

特別企画 4 f音速CD-ROMでも使ってみるか 69 



[特別企画]X68000周辺機縁パワーアッフ計画

画像入出力環境の強化

- お絵描き職人の強化道具 ・
512 x 512ドット， 65536色のグラフィッ ク

をもっX68000。現在，フノレカラーが当たり

前といった状況ですので二ちょっとだけ見

劣りするスペックとなってしまいました。

それでも最近では， ソフ トウェアの3準備に

より，かなり L、ろいろなも のが表現できる

ようになっています。先月号のCGAコンテ

ストの入賞作品を見ても，標準システムfご

けかなりの表現が可能であるこ tがわかる
て伊しよう。

そこで¥やはりあると便利なのがJ]!fI像入

出力装置です。ここでは，画像入出カ，特

に一般的なプリンタ，スキャナ， タブレツ

卜tいったところを紹介します。映像とな
るtま1:JjIJの周辺機器が必要ともなります
が，そのへんはDδGACGAアニメーショ

ン講liliver. 2 . 50でレビューを行っているの

で¥ そちらを参考にしてください。

・プリンタ

まずは出力装置。最近のパーソナノレプリ

ンタの定番といえば，やはりカラーインク

ジ、エツトプリンタです。そんななかでも，

現在購入するとなれば，エプソンのマッハ

ジェットシプリンタか，キヤノンのカラー

ノfブノレジェットプリンタしかないでしょう。

ランニングコスト，印字品質と もに満足の

いくものですし，製品ラインナップの充実

ぶりもt喜しし、いかぎりです。

Sal叩紘iKatsumi坂巻克巳

MA  TIERver . 2 . 1てやは， B]C-600] (360 MATIERver .2.1 
DPl)， B]C-820 (360DPl)， M] -700V2C (360， 

720DPI)， Desk]et505] (300DPl)といった

カラープリンタに対応、しています。 B]プリ

ンタであればB]C-600]/820の設定で， M] 

プリンタであればM]-700V2Cの設定で問

題なく使えるでしょう。写真のB]C-400]も

B]C-600]モードでちゃんと動いています。

そして， A4サイスザ360DPIのプリンタで

あれば， どれも性能的には似たようなもの

なので，わざわざ最新機種を買わずに，型

落ち機種を狙ってみるのも L、いでしょう。

ちなみにX68000で使う場合は，ソフトがサ

ポー卜していないので，プリンタ内臓のフ

ォントはほとんど役に立たないことを党え

ておきましょう(印刷ソフトを自作すれば

別ですが)。

・スキャナ

最近てやは，スキャナも SCSI接続するもの

が多くなってきました。とりあえず， SCSI 

であればX68000でも接続が可能で、ある t
思われますが，結局，アクセスするために

はそのスキャナがもっ専用コマンドをイ史JoFJ

しなくてはな らなりません。という ことで¥

X68000でソフト的なサポートがちゃん t
行われているものとして，シャープの]Xシ

リース:エプソンのGTシ リーズ(1000/

3000 V / 4000 / 6000 / 6500 / 8000をMATIER

でサポート)があります。

特に]X-330Xli，シャープ製の周辺i機器

X68000のグラフィ yクペイントツールの標準的
ソフト。各種周辺機器への対応が嬉しい

にしては，珍しく購入意欲をそそられる製

品です。A4サイズの原稿を取り込み可能

で，解f象度も600DPIと個人ユースであれば

必要十分でしょう 。SCSI接続のため読み込

みが高速ですしね。ちょっと図体がでかい

のが問i~ といえば問題ですが。

ちなみに]X-330Mという Macintosh用

のものもありますが，ハード的な中身は]X

-330X とまったく同じものです(実は写真

のマシンは]X-330Mです)。ただ単にマニ

ュアノレとスキャニングアプリケーションが，

対応マシンのものが同梱されているだけで

す。ちょっとだけ， ]X-330Mのほうが実売

イufit谷が安いようなので，できるだけ安〈手

に入れたければ探してみましょう。

・タブレット

タブレツ 卜は，本誌でも何度か紹介 した

-ブ1)ンタ・ キヤノン B~C-400~ 

J 

J 

価格 69，800円(実売50，000円前後)

70 Oh!X 1995β 

{ I 

元画像 360DPIでの出力(モノク口)
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立体物の取り込みも結構きれい

(と いってもマウスでお絵干前きするのに↑ti リンタが使用できます(たfごし，SX-¥¥江NDO も，普通のプリンタとできることはさほど

れるよりは短いかな)。最初のうちはかなり W ver・3.0上での話ですけどね)。対応機 変わらないので、す(多少はきれいだけど)。

イライラしますが，いったんItiれてしまえ 種は，ポストスクリプト (Adobe)，LIPS3 それに，アプリケーシヨンもない現状では，

ばこっちのもの。?ウスでは難しかった表 (キヤノン)，ESP/PAGE(エプソン)なεのプ とりあえず購入を勧めることはできないで

現も可能となります。 リンタて¥高品位な印字も可能・・….t ~礼、 しよう(e'うしても買いたいのなら止めま

・レーザープリンタ たいところなのですが，できることは，コ せんが・目・・0・)0 ~ 、まのところは様子見ってと

最近では，グラフィック， 主にモノクロ ード印字とビッ トイメ ージのみ。つまり， ころですか。メーカーからのきちんとした

ドローデータの出力に大活限のレーザープ X68000上では，レーザープリンタといえ E サポー トを待つしかありません。

-タブレツト・ NSカルコンブ DrawingSlate ・レーザープリンタ・ キヤノン LASERSHOT 

価格 74，8日日円(実売50，0日日円台) U氏御用達のLASERSHOT。ちなみに中古で購入

特別企画 画像入出力環境の強化 71 



[特別企画]X68000周辺機器パワーアッ万個

CPUは加速する
Taki Yasushi瀧康史

アクセラレータ。 いし庖にも売ってない。 ということはやっ HARP 
いわずもがな，加速装遣のことである。 ばりまだ発売していないということか?

j'liくは009にまで秘まれていたといわれる したがって，結果的には定例iの価値を， 1 

ほど， :!iIJ と賂史のあるものなのだ。既存の l倍 tいう数字の'1'に， /::.こまで見つけるこ
マシンを民い換えることなし簡単にパフ とができるかにかかる。私ilul人の感想、とし

オー?ンスアップしてしまうという代物。 ては，これを日うなら， 1]'，1，で675のCom

マシンの，'，!，~j率化はアクセラレータのほか pactXVIて.も只えば? という 気持ち。

にもいろいろある。ここで'，;):歴代のX680xO もうひとつのノfワーアップ方法は，数値

シリース。でできる高速化に|到する話をまと i策算プロセッサを，拡狼スロ ットに差すこ

めてみようと思う 。 と。たfご， MC68000にはコプロセッサJ妥結i

• XB8000初代 • はできないため，あくまで、パ、スラインf妾統になる。パスライ ン被絞のMC68881/2は

もはや御老体ともいえるこのマシンだが， float3.xで一応は生かせることになってい

わずかに高速化の余地が残されている。 るが実際はたいした結果は待仏れない。ち

利用できる手段は 2つ。まずは， HARP。 なみにHuman68kver・3.0に添付された

これは通常10MHzのパスライン上に， 20 float3.xより， 68882に対j必している。その

MHzのMC68000を搭載したもの。搭載 前のfloat3.xで'1.;1:68881のみの対応だ。

MPUがMC68000なのでソアトウェアの互

換性は完盤。20MHzじゃ， 2倍じゃん!

っていいたいところだ‘が，パス調停の者11令

上， 実質平均1.1倍程度にしか速くならな

い。-)忘，ジャストi!lIJはERIOSとい う専用
メモリボードを使用することにより，1.4倍

程度まで速くする t 主張。 原理を Il~J けば確

かに1.4倍ぐらいになりそうなf士様なのfご

が，なにせ~~;. filliするボードは手もとにはな

Xellent30(s) 

数イ由貿f.i:プロセッサによるパフォーマン

スアップぞ望むなら r実数を使ったプログ

ラム」を， gccにてーm68881オプションを4旨

定し，再コンパイノレしたときに有効になる。

ただ r実数を1f1.!ったプログラム」が， -1止の
中にはあまり存在していないのが実情。

初代マシンのスロ ット2つは，かなりtt
重である。なせずならメモリも HDDのための

SCSIも，どちらもJ広日長ス ロットにっけなく

キャッシュON時で1.5倍，ローカルRAMを使えばかなりの性
能を引き出すXellent30(s)。ちなみに写真のXellent30sは68030
に差し替えられている

東京システムリサーチ
価格 Xellent30 59，800円(実売 4-50，00日円)

Xellent30s 54，800円(実売 4-50，0日日円)

72 Oh!X 1995.6 

10MHz機用のアクセラレータとして登場したHARP。
専用メモリボードの使用でその性能を発揮すると
いわれているが

ジャスト

価格29，800円

てはならないからだ)ツクモのSCSIメモリ

ボ、ードを利用すれば，もう lスロ ッ トに

68881ボードを搭載できるが，そこまでして

まで1尋る思思はないといっていい。
初代ユーザは買い換えの|到。1か?

• ACE， EXPERT， EXPERT ~ ，SUPER・
今回別のページで紹介したXellent

308が搭載で‘きるという点はかなり大

きい。製品の詳細は74ページのレビュ

ーを読んでいたfごきたい。

実装によりに10MHzll守の使用にお

いて，だいたいXVI未満程度の速度ぞ

引き出す。速度的には 「まあ まあ」で

少々高めのfilij械設定かもしれないが，

速度以外に r030MPUである」という

喜び!:， r 68030 + 68882のソフトが動
< J という喜びがあるだろう。

実数i寅t;tは「コプロ セッサ接続の」
68882が搭;載されているため， gcc -m 

68020 -m68881オプションで実数出算

はフルに高速化できる。

HDD I/Hi: SUPERを除いてSASI

マシン。 したがってSUPER以外は初



JOJ型t同じで，なんらかのSCSIボードが必要。

• P円O.PRon • 
一応， HARPt，ごけは対応しているが， I-IA

RP~つ けるよりも， 15MHz程度に クロッ

クアップしたほうが，高速かもしれない(個

体差は大きい)。

同|埼-代のEXPERTシリーズt比べ，スロ

ットが多いだけのマ シンではなく，なゼーか

カスタムチップまで述う 。そのためタイミ

ングが多少違うのか，いろんなボードが

rpRO非対応」 と名釆りをあげ‘ている。

実数演算の高速化は初代機と同じ殺!支の

恩恵しかない。

• XVI • 
ユーザはかなり 多いXVloXVI用のXeJle

040turbo 

MPUパワーを追い求める人の最終目的地(?)
がこの040lurboだ。写真は温度計，通風口と
仰々しいファンがついているU氏のワーク
マシン

計測技研

価格 99，00日円

局スロ ットを lつ潰してしまうのがf市い。

• COmp8ct XVI.030 COmp8ct・
nt30 は 16MHzlI~'の利用で 24MHz~'目 当 の やっぱり実装スペースの問題上，クロツ

速度を出す。20MI-Izに改造されたXVIで クアップ程度しか，スピードアップは望め

は， X68030未満という快適きて百IJe，場合 ない。

によ っては瞬間最大速度jiX68030-25MHz Compact XVIのほうは， X-SIMM Vlc 

を上回る こともある。 そのため，XVIユー で8Mノfイ トまで内蔵可能と なっ ているが，

ザの中で、はかなりの人気商品のようである。 これを利用すると，数値演算プロセ ッサの

数値演算プロセッサはX68030モードl時 接続は不可能になる。純正メモリボードに

に「コプロモ ッサ」として利用可能だ。68000 は数値演算プロセッサがついているが高い。

モードlI~j' も「数値演算プロセッサ」として 最近では，ツクモが68882を搭載したComp

利用するための コプロソケットがある。メ act XVI用6Mバイト メモリボードを出し

モリ の実装は専用スロ ットがあるため，8M ているので¥ これを利用するのも L、L、だろ

ノfイ卜まで実装可能。純正品はめちゃくち う(でもそんなに安いわけではなし、)。

ゃ i\'~ L 、ので， X-SIMM  VIが魅力的。ただ 030 Compactのほうも クロッ クアップ

し，メモリフノレ実装にしたいとなると，中古 はできる力九 もともと小さなi室{本にI収めて

表 アクセラレータ性能グラフ (参考)

.Xellent30s 
キャッシュON

(X聞000) キャッシュOFF

.HARP 

.Xellent30 

(X68000 XVI) 
キャッシュON I 257 

キャッシュOFF

.040turbo 

(X回030)
キャッシュON 波誠 治壁掛，11109 

キャッシュOFF

，主) 表中の数値は10MHzのX68000を100とした値

いる手riij，純正状態でもかなり葬!¥を出す。

そのため個人的にはあまりクロ ックアップ

は勧められない。

実数j釘X'，fの高速化 にはコプロセッサ

68882~利用できるが， 素人では分解 し た

ら，組み立てるのが多少難しいかもしれな

い。革fUJ"目立つようだけど X68030だから

ね。メモリを登載することに|具lしても問f直

ない。やっぱり3虫カてPはあるな。

• X68030 • 
そしてX68030であ る。司王実」ニ，X68シリ

ーズの最上位機種といえるマ シンだ。マシ

ンそのものが結構値がはるという欠点があ

るが，メモリも コプロもきちんと来る。そ

してなによりの利点は，このマシンに040

turboが機il¥Xで、きることだ。040turboの値段

は高いものの，かなりの高速化が望める。

搭載してときの速度の向上は，だいたい

68030の 21音から 3倍汗呈度 tみておりばい

いだろう 。

X68フノレセットというと X68030十040

turbo+12Mパイト メモリと なるが，ここま

でくると安〈買っても35万円ぐ、らい。なか

なか手が11'，ない{直段ではある。「ハイエン

ド」として存在する(いまのところは)，速

度的には不満のないXシリーズの最高峰と

L、える。

結局，クロックアップする技術はないけ

E処理速度がほしい， という人はアクセラ

レータのJtlIt入を考えればL、L、。多少のリス

クはともなうが， きちんと使えばその実力

を発揮してくれるだろう 。

特別企函 CPUは加速する 73 



ー お買い得なのかなあ? .. 

東京システムリサーチからX68000シリ

ーズ'10MHz機用(初代とPR01.t除く )CPU

アクセラレータとしてXellent30sが発売さ

れました。すでにX68000XVI汀!の製品が出

荷されていましたが，正直な話， XVI汀1

68030アクセラレータX巴llent30は， レポー

トを行った紀尾井氏も私も， それほどお得

なものとは，思っていませんで‘した(ちなみ

に2人ともクロックアップX68030ユーザ

ー)0 tころが買った人はみんな満足してい

るようですし，なかには「これでX68030は

いらないよ 宣言」をしている人もいます。

そういうもんなのかなあ? と思わされる

出来事でした。

本当にX68000のプログラムを高速に実

行したいならX68030をl構入するのが，も っ

とも確実ですし， それだけの成果も上がり

ます。ただ，あまりお金をかけたくないと

か，いま使っているマシンに愛着があると

いう人もいるでしょう。値段的にはCompa

ctやREDZONEの買い足しを考えるのとそ

れはど変わりませんし，コストパフォーマ

通・・・・・"";司・cu， 33 ~I ~ 

F士事会福夕刊11・・凹士、IじこJ昌之三=三三]閉1_.... 
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Xellent30s 

74 Oh!X 1995，6， 

いていた68HCOOOは きて，このアクセラレータを繕載するこ

このドータボード上に とによって，パフォーマンスはどのくらい

付けることができ，ソ までアップするのでしょうか? だいたい

フトウェアによって 2 '(:本感的には 5割増しくらいといったところ

つのMPUを68EC030/ でしょう。

68HCOOOのどちらか 高速化において， Xellentは下の 3つの利

に切り換え可能です。 点があります。

ノーマルのXVUまM 1) MPUが2倍速の68030

PUクロック16，6MHz 2) MPU内蔵キャッシユ

なので， MC68EC030 3) コプロセツサが使える

は21音速で33，3MHz 4) ローカノレメモリが256Kノfイトある

動作します。しかし， まずはCPUが68030になったとし、うこと

多くのXVIユーザーは における高速化です。68000と68030では，

いわゆる高速改造営し 同じ命令での実行H寺聞は呉なります。これ

で24MHzてや駆動する らが如実に現れるのは，訓り 'f;，1，掛け算，

ケースが多いのが現状 シフトなどの演算です。

です。クロックアップ これらは68000では「遅すま」といわれて

マシンに対しては 「保 いて，平均で60クロックぐらいの実行!I;)j・1m
itil:はしないができる限 を有します(1クロックはMPUクロックの

りの措置はする」とい 逆数)。もちろん，そのほかの命令も高速化

うのがメーカ一世田の姿 されてはいます。68000て"は 1命令の最短命

ンスも大差ないと思われます。しかし選択

肢がf首えるのはli雀かによいことでしょう。

というわけで¥このACE，EXPERT， 

EXPERT II， SUPERJTJの68030アクセラ

レータXellent30sも，あくまで「私は」あん

まりお得な雰囲気はしてないんですけれど，

すでに購入しているユーザーは案外満足し

ているかもしれません。

それこそ人それぞれって話でしょうけど，

レポー卜する立場としては， もうちょっ t

一般的ユーザーの気持ちをわかる必要があ

る力、なあ七思ったのでありました。

" 基本スペック
基本的なハードウェアスペックは， XVI 

月J68030アクセラレータXellent30とはlま同

じ。ソフトによる認識や， Human68k ver， 

3.0が必要(SX-WINDOW ver. 3.1に同梱

して売られている)ドータボード上にMC

68EC030-40MHzが搭載されていて，この

MPUがMPUクロックの 2倍速で国Jきます。

これに数値j寅算コプロセッサtしてMC
68882が非同期で'33MI-Iz動作します。MPU

J'l=JのローカノレRAMとして256KBのSRAM

を装備。あらかじめつ••••••••••• 
1
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勢なのか， 20MHzまで、クロックタやウンすれ

ば， 68030-40MHzとして利用することがで

きました。

今回のマシンターゲッ卜は10MHz機な

ので， 21音速で、20MHz動作します。そこで

倦紋しているMPUはMC68EC030-25MHz

品になり，値段が5千円安くなっています。

ちなみに，ソケッ トにはf夜中刀から68030用の

ものが装備されているので，差し替えれば

MMUを使ったプログラムも動作するはず

です(68030ID.!J作は硝:認したが， NET BSD 

の動作は未確認)。

コプロセッサはMC68882-33MHzt非
同期ですので，実数i寅J;~ に関してはXVI JlJ

のXell巴nt30t同じ速度て到J作します。
残念ながらどのぐらいまでクロックアッ

プ機に対応しているか，調査する環境があ

りませんでした。ボード自体がX68000本体

が耐えるクロックで動作しても，システム

全体が重)Jくとは限りません。 このへんは例

体差が大きいところですが，高速型CPUへ

の交換などで多少改善されることもあるよ

うて"す。

ー砂
パフォーマンスアップ ， .. 



令実行1時間は 4クロックでしたが，原始的 l;t思うのですが，感覚的には「速くなって

なノfイプラインが効L、たのか，68030では 2 るのかなあ? なってるんfごろうなあ?J 

クロック程度になっています(ただし32ピ 程度の感じです。Xel1entを使い始めたその

ットパス時)。この程度というのは前後にあ ときにはなかなかわからないけれど，使う

る命令で多少異なるからです。 のをやめたとき (68000モードにしたとき)

ところが，以前HARPのレポートのとき に重たさを感じるので¥やっぱり速くなっ

に説明したとおり， MPUの実行時間(クロ ているのでし ょう。

ック)の大半は， MPUの外にアクセスする シャーペンも使い方次第で重くなるので，

H寺間に大きく左右されてしまいます。した 一概にはいえませんが，激しいこと(フォン

がって結果的には， CPUが68030になって トマンでベクトノレフォン卜を使うなど)を

も「キャッシュをオン」にしないかぎり， しなければ十分実用レベルて映す。現にこの

1個の命令の実行il占'11liは極端には変わらず， 原稿はいま X68000 SUPER ( 10 MHz) + 
ワーストケースでは68000のパスラ インに Xellent30sで舎かれていますが，長い段落

あわせたことにおける調停|時間が影響し， をインサートモードでインライン変換しな

逆に遅くなって しまいます。 ければ，重さは感じません。

そこで2のMPU搭11設のキャッシュが有

効になります。 68EC030のオンチッフ。キャ

ッシュ256バイト x2本(命令/データ用)

のキャッシュは原始的なも のではあ ります

が，あるとないとでは大遠いです。キャッ

シュにさえ絞れば，1)の68030の命令速度の

利点もそのまま生きてきます。

MC68030の利点のひとつに，コプロセツ

サの接続があります。MC68000ではコプロ

セッサを使用することはできず， 一般のパ

スラインをjr(1してコプロセ ッサをJ友統 して

いました。Xellentを利用すると，これがコ

プロセッサ接続になるので，実数演算はか

なり高速化されます。具体的にはfloat4.x 

を利用すればし、いのですが，いろんなとこ

ろで説，n月したとおり， FLOATファンクシ

ョンは遅いため，実|燦てやはGCCなEでのコ

ンパイノレし直しでしか思、恵はほとんE得ら

れません。

コ プロセッサ自体，計.~に笑数， つまり

小数点が現れるようなプログラムでないと，

思恵は得られないわけなので，購入したす

べての人が恩恵が得られるか? という話

になると，これはまた別問Jmになります。
特に演算能力の要求されるXL/lmageの

030オブジェクトやREND030をそもまま

使用できる， というのは大きなメリッ卜で、

すけれEも。

したがって，高速になるかどうかは， li 

Lt:'， 2 *のキャッシュにかかっている こと

になります。4)のローカルメモリは，手IJJI-J

すると速くなる イコーノレ r使わないと速く

ならない」 ということなので，既存のYフ

トの恩恵は，結局2*のキャッシュの双肩
にかかっているわけてPす。

ではいったい，既存ソフ トはどのぐらい

速くなるのでしょうか? まずはSX-WI

NDOWを普通にイ変ってみました。いつもX

68030を利用しているからつてのもあると

1月号のXell巴nt30のときに行われた，

SX-WINDOWの岡市表示速度べ、ンチマー

クてやは，

X68000SUPER 10MHz 15119 

Xellent30s 20MHz 10170 

X68000XVI 16MHz 9774 

Xel1ent30 33MI-Iz 5885 

X68030 25MHz 3871 

という具合ですから，確かに速くなっては

いるようです。「だいたい」のベンチマーク

ですが，表示速度l;tXVI未満といったとこ

ろでしょう。

ゲ、ームはどうでしょう?

SUPER STREET FIGHTER IIを試

しにプレイしてみま した。10MHzて、、はゲー

ムにならないとまではいきませんでしたが，

ところどころで重さを感じたものです。こ

ちらのほうも自に見えて速くなりました。

もちろん， 68030モードでPCM多重再生で

きます(必ずCACHEONで実行する こ

と)。それでも，ディージ、ェイステージは多

少量くはなりますが，それでも前に比べた

ら，十分問題ない純聞の速度です。

.砂 ローカルRAM 4 

速度的にはXVI未満というのがTごし、たい

の感じだt思います。030なのに? という
感党が多少ありますが，以上の理由でこれ

はしかたありません。

そこで¥ もっと有効に使おうというのが

ローカノレSRAMです。このローカノレSRAM

はMPUに直結されているため，パスマージー

ンが少なくなり，高速アクセスが可能とな

ります。添付ソフトにloadhigh.rというソ

フトがあります。このソフトは，プログラ

ムをこのロ ーカノレメモリに転送して実行す

るプログラムです。DMAがlIiiかないメモ

リなので， PCM8などは常駐できても音が

l鳴り ませんが，グラフィックロ ータ苧などを

転送して展|井!を高速動作したり， LHAなど

を転送して市速動作したりすることはでき

ます。このときの実行速度はXVI以上です。

しかしながらローカルメモリは256Kノfイ

卜。1MピットSRAMという高L、RAMを使

っていることは雌かなのですが，足りなく

て困るときがときどきあります。512Kノfイ

卜あればFSXを入れられますし，せめて明

設できれば一"・・うれしかったのですがねえ。

" まとめ 4 

XVI用のXellent30の場合， 20/40MHz利

用i1寺は|瞬間品大速度はノ ーマノレのX68030

を上回ることがありました。そういった背

景上，「 もう X68030はし、 らない」い、える速

度が楽しめ，ユーザーの大半はiI<ltl足してい
るという結果に至ったのでしょう。

今回のXellent30sはどうでしょうか?

鍵は256Kバイ トのローカノレSRAMにある

ため，買った人間がどの程度満是してくれ

るかはまだ未知数です。舵かに， ローカノレ

RAMをうまく使うようにシステム を組め

ば，多くの局面でかなり体感速度を上げる

ことができます。ロ ーカノレRAMを効率的

に利用できるマオ、ージ、ヤがもう少 し強力に

なれば多少変わるでしょうか? それ以外

でも最近のxgcc+libcをうまく利用し，ツ

ーノレをコンノfイノレしなおせば， まfごまだ行

けそうな気がしますが，普通に使つての速

度は， XVIの16MHz未満というのが正直な

感想、です。

10MHzマシンユーザ、ーは， X68030をr:l

おうか揺れている状態だと，思います。

Xel1ent30sはどの税度，ユーザーの自に止

まるかは少し楽しみであったりします。

Xellent30s 59，800円(税別)

東京システムリサーチ H0425(28)1824 

試用レポー ト Xellent30s 75 



‘・圃・ー・E・謹書騎自h省自圃'

簡単操作.楽々動作のSX-WINOOW版 方をインストーノレした;場合，ハードディス 操作は必要ありません。条件と苦ーかれたエ

「学研統合電子辞書 forSX-WindowJ クに約7Mノfイトのさをきが必要になります。 リアに調べたい言葉を直接入力するか，ク

の登場です。 SX-広辞苑ほど本格的ではあ -注意してくださいね。 リップボードを介して単認を置くかして，

りませんが，気軽にデスクトップ上に置け そして，ディスクにはハードデ、イスクへ 検索ボ、タンぞクリックするだけです。する

る軽さが魅力の製局です。 のインスト ーラ用パッチファイノレが付属し と， I，U:_んど待たされることなく検索結果

. ていますが，操作に|射して多少面倒な部分 が表示されます(X68030使用11寺)。その単語

がありますので説明日!?をよく読みましょう がなかった場合lムタイトノレバーに“辞書二

• 電子辞書です ・ (私は操作をミスってメーカーに迷惑をか にありません"と表示されます。

けてしまった)0 '慣れた人なら，実行フアイ

今回，TAKERUより r:学研統合';l!:子辞書 ノレを手作業てや解凍して，生成されたファイ

for SX-WindowJが発売になりました。 ノレをサクサク同じディレク トリに放り込め

同タイトノレのWINDOWS版からの移植で ばOKです。ひとつだけ，フ ァイノレを連結す

あり，内科的にはまったく同じものですが， る必要があるものもありますが，詳 しくは

SX-WINDOW版て。は国務・漢手flj府警と英 インストーノレj刊のパッチファイノレをみてく

和・和英静香に分けられて リリースされて ださい。よくわからなかったら素直にパッ

また，検索結果に表示される単語ぞクリ

ップボー ドに放り込むこ tで，さらに検索
できますし， JJIJの7庁舎で検索もできます。

検索方法制|国方向検索だけでなく逆方向

検索(逆引き)もサポー卜してい るし，検索

単認を16個まで登録できたり ，綾数の辞書

を起一日jすることができます。

います。 チファイノレを使いましょう。

両目半苦:とも9，800円(税込み)と軽い気持

ちて子に入れてみょうかな， t思えるfilli格 圃 検索方法

以下，簡単にですが， それぞ、れのM~書ご

とで設定できる検索粂件を説明していきま

・ す(カッコ内の数値は，その辞書に登録さ
です。いっぺんに購入するのはちょっとき

ついかもしれませが，まず， どちらか片方

だけ購入し，気に入ったのならもう一方を

思L、切って買ってしまうことをお勧めしま

す。

• インストール • 

基本的にこのソフトはハードテVスクに

インストーノレして使用することを前提にさ

れています(当たり前か)。

J，j終的に国語・i共和/英手11.平日英目iH:'の両

TAKERU 
X680日日用3.5"/5"2HD版

76 Oh!X 1995.6 

まま日52(824)2493

各9，800円(税込)

れている予約語数です)。

特に知らなければならないこと，特殊な ・国語辞書(約39，000語)



条件入力:直接入力，ク リップボードか ら

のコピー

条例ニ設定個数 1

前/次候補:あり

逆ヲ|き :あり

.i美和辞書
粂f牛入力 :直後入力，ク リップ。ボードから

のコピー

条件設定fll1l数:最大 4 (音司11，部品，古11首，

総画数を 4つまで組み合わせて検索条件に

設定できる。直桜文字を指定する漢字，区

点， SJIS， JISコード検索は lつ)

前/次候補:あり (SJISコードI1国)

逆引き:なし

.英和辞書(約42，000語)

粂件入力:j直接入力， クリップボー ドか ら

のコピー

粂f牛設定例数 1

前/次候布n:あり
逆引き:あり

・和英辞書(約53，000語)

条件入力:j直桜入力，クリップボードから

のコピー

条件設定fl~1数 1

前/次候補:あり

逆引き:あり

.英熟語辞書

条件入力:直接入力，クリップボードか ら

のコピー

条件設定個数 :3 

前/次l'財fIj:あり

逆引き:なし

• 操作感覚 • 

検索方法の解説でも触れたとおり，基本

的にこの学研辞書は，クリップボードを介

検索条件を 4つまで組み合わせて検索

が可能な漢和辞書。表記部分には好き

なアウトラインフォン トを設:定できる

写真は英和・和英辞害パッケージの内容。発音記号，

活用形など必要な情報はひととおり網羅している。

芙熱語辞書では.3つの単語を組み合わせた検索が

可能だ。国語 ・漢和辞書より lつ辞害数が多いので

ちょっとだけ得した気介にさせてくれる

して liJ. ~.百の検索を行います。学研辞:i島内で

あれば，単語ぞマークして検索ボタンを押

すか， 5;IJの静香を選択するとサクサク検索

して くれます。 ~~î'(こ解説主iーを読まなくても，

何度か単語を入力して』失点しているうちに

自然と身につきます(漢平11辞書の条件設定

はちょっとややこしいけど)。さらに，環境

設定によって「クリップボード文字列更新

11寺に自動検索」といったことをさせること

もでき，文芸与を編集しながら，簡単に目f書

検索できるという便利な機能もあります。

調ぺたい文字列をシヤーペンなどからちょ

こつとコ ピーすれば，勝手に学研辞詐が検

索をしてくれるのです。 ところが， この機

能は便利な反面， 多少の問題もあります。

それは，検索するときに学研辞書がア クテ

イベー卜されてしまう点て。す。結果的にユ

ーザ、ーは検索が終わったあし文書編集を

干与FJFJするために， シャーペンのウインドウ

をアクティベー卜し直すしかありません。

この操作が結緋う っとおしく感じます。

確かlこその単訟を調べる目的て:

なかったのですが。SX-WINDOWの世界

では，文?11・編集ぞ行う土ヰシャーペンを使う

という式が成り立っていますか ら。

また，環境設定，フォン卜選択のほかの

すべての機能に ショー トカッ トキーが設定

されているのは熔 しいかぎりです。

• お勧めかな? • 

全般的に操作三!惑党もいいし， X68030で使

うぶんにはかなり高速に動作しているとい

えます。ですが，辞主::I~I 体に登録されてい

る単語数がまだまだ、少なし本絡(，iJな使llJ

に耐すえられるとはいえない部分があります。

(特に，国間所警の11'J例をもう少し充実させ

クリップボードへコピーするので てほしかった)。

すから，検索結果が見られる必要 儲かに， 1i干査のデータi訂正ノ、ンパではな

があります。 しかし，文書編集てい いので，フロッピーベースで供給するため

は，カッ ト，コ ピーという ものを には，かなりデータを絞らなくてはならな

多用するもので、あり，そのたびに いのかもしれません。SX-WIN日コw版ポケッ
辞書がアクティベー卜 されていた 卜静香 と ~!i'J り切って使えば，まあ ， jill足で

のでは話になりません。 きる 出来て‘すけど，それでは悲しすぎます。

ここはやはり タスク1m通信念う せめて予約誌と 川例が併ぐらい充'ぶしてい

まく使って，哀fj[lJで れば，評filliはかなり巡っていたことでし ょ

静かに検索してくれ う(結構ムチャをいっている気がするけど)。

るモー ドもはしかっ うーむ， 'Ie:rしい。

たですね。 もしくは， ということて二 システムと畔:占のノfージ

シヤーペン専用の外 ョンアップをきっそくお願いしたいなあ。

音IIコマンドを月1立し 作るべきところはしっかり作つであるので¥

てもらってもかまわ 今ffZの対応に期待したいところです。

新製品紹介学研統合電子辞書 forSX-Window 77 



Takahashi Telsushi高橋哲史

今年もお約束のアンケート分析大会です。「雲わせてくれなくちゃだワJIこ寄せられたアン

ケートの集計結果はどうなっているでしょうカ、? 昨年に続いて(哲)氏が担当です。

オウムにカナリヤ。ペットショップでは ょうね。本当にシャープからなんのアナウ

よく見かける光景なのに ・。なにかと物 ンスもないというのは，ユーザーにしてみ

!績な世の111ですが，皆さまいかがお過ごし れば不安でしょうがないというのも事実で

でしょうか? そんな状況でもちゃんとl昨 す。私もいちユーザーとして「本当に秋に

は流れ，存がくれば夏もくるし，年に一度 はなんかあるのかーI?J と戸を大にして川

のアンケー卜分析大会もきてしまうという いたくなってしまいます。あま り夢みたい

わけです。ということで今年も「言わせて なことは望みませんが，このままパソ コン

〈れなくちゃfごワ」に寄せられた皆さまの 市場から撤返してしまうのではあまりにも

アンケートから500枚を無作為抽出して，さ 寂しすぎるのではないでしょうか，シヤー

まざまなデータを集計ーいたしま したのでき プさん?

っそく分析を始めたいと思います。しばし グラフ1XBBOOO機種別ユーザーの割合
おつきあいのはどを。

4.86 

統いて機種別所有台数の惟移です。グラ

フ2をご覧くださ い。過去のデータとの兼

ね令ぃJ二，2惜 して1000枚分集計 した もの

とした値でグラフ化しています。ノ ーマノレ

X68000系の落ち込みに，XVI系， 030系の噌

加がきれいに対応してるのがわかり ます。

あと而1::1~、のは X1/Xlturbo系がややもち

直しているところです。 「なぜ，いま頃?J 

と思いましたが，結椛中古て、購入された，

というノfターンの方が多いようです。なん

3.24 1.98 
所有機種 10.25 1 1 . 15 8.27 7. 19 6.65 ↓ 7.55 19.07 5.76↓ 14.03 ↓ 

まずは表 1，Oh!XにおけるX68000の所

有者数です。 500人中47l人，およそ94.2%

とほぼ去年と同じ数字が出ています。とい

うことで¥ これか らパソ コンに関する質問

がい(っかありますが，それは主にX68000

について回答されたものです。

そのX68000所有者を機種別に分けてみ

ます。例によってX68000を複数台所有して

らっしゃる方がいらっしゃいますので¥総

数は587台になってます。 1人平均l.2台と

いう勘定になりますね。グラフ Iをご覧〈

fごさい。 H宇年に続いてXVI以上のマシンの

苦IJ合が増えています。確実に上位マシンへ

の移行が進んでいるといったところでし ょ

うか。そんななか，なぜか初代の割合が噌

加してい ます。 中古て手に入れた方が多い

んでしょうかね。アンケート を見てると r~ 、

つま て引絞っても新機砲がでそうにないので¥

我慢し きれずX68030を購入してしまいま

した。 L、ったいシャープは .....0(以下略)J 

という方ヵτ結構L、らっしゃったので.， X680 

30が強いのはそういった原肉もあるのでし

表1XBBOOOの所有者

68ユーザー

非68ユーザー

合計

78 Oh!X 1995.6 

①初代

②ACE 

③PRO 
④EXPERT 

⑤PROII 

⑥EXPERTll 

⑦SUPER 

③XVI 

⑨CompactXVI 

⑬RED ZONE 
⑪X68030 
⑫IX68030Compact 

上段:1995年

下段:1994年



せ秋葉原とかで1まXlturboZが5，000円 くら ハードディスク所有者1;1:412人，全体の37 と昨年より増加 しています。ん一， 大容id:

いで売ら れているようですから(ああ， 11寺代 5%と， 「もって いて当た り前」状態である lI~j'代。あと ， 彼数台もっ てい る人について

の移り変わりってやっは )。あ とMSX こtがわかります。容量についても，昨年 は，容iltの大きいデータを計算しでありま

系がいきなり 4位に浮」ニしてきていますが， までは3D-100Mノfイ トくら いの肝が厚か す。

これは今年より 「その他」 の欄から， MSX ったのですが，今年は一気に240Mバイト以 続いて周辺機器事情を見てみましょう

が独立 してできたfごけのこと で，ユーザー 上が主流 となっています (グラフ 4)01Gパ (グラフ5)。まずプリンタですがカラー/モ

の方は以前からちゃん といたのです。MSX イ ト以上のハードテ、、イスタ所有者も 13人， ノクロを合わせると，全体の70%の人が所

教もシャープ教に))券るとも劣らぬカノレ卜 な

集団ですからね(そこまでいうか)。

システム環境，ハード包ソフト

ここから先の集計結果についてはX6300

0所有者の471人が対象にな ります。複数台

を所有している人はメインて、、{史っているマ

シンについて答えていただきま した。

では，環境について見ていきま しょう。

まずはメモりです(グラフ 3)02Mバイトユ

ーザーが トヅプなのは去年と 同じですが，

その次がなんと いきなりフル実装の12Mバ

イ ト! 続いて4，6Mバイ トがほぼ同数てや

統し、ています。1Mバイ トユーザーはほぼ壊

滅状態ですね(笑)。いゃあ，やっぱ りメモ

リはあったはうがいいですよ，みなさん。

「やっぱり大量メ モリ は正義 !Jと3カ月前

に2Mバイ トから3Mバイトにクラスチェン

ジした私は公言 してしまうのてゃありま した。

なにをするにもメ モリを気に しなくていい

というのは極楽ですね。

次にハー ドディスクの所有率です(表2)。

表E 八一ドディスクの所有率

所有

非所有

グラフ3 X68000のメモリ容量

メモリ容

4 

5 

6 

8 

(台)

グラフE 機種別所有台数の推移

rX68000系

.rX1/X1山 系

.• 
司

、

~ 

‘ ， 6. 

ーニニヰ
88年4月 89年 3月 90年 4月 91年 4月 92年 3月 93年4月

グラフ4 X68000の八一ドディスク容量

20以下

2 1 ~40 

61 ~80 

8 1 ~ 1 ∞ 

IOI ~ 140 

14 1 ~ 1 80 

181 ~200 

201 ~240 

241 ~380 

38 1 ~999 

10∞以上
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グラフ6 XB即日日ユーザーの周辺機器所有率

数値演算プロセッサ

5C5吋fード

湖凱ドライブ

CD-ROMドライブ

カラープリンタ

モノクロ7・')ンタ

カラーイメージユニット

カラースキャナ

ハンディスキャナ

MIDIボード

ビデオポード

サイバースティック

ジョイスティッ?

POLYPHON 

H.A.R.P 

Xellent30 

040turbo 

6ポタンスティック

モデム

その他
阻 l開 却文 調律 4田 開花

有してることになりました。グラフ上では

もっと多くの数になりますが， これも綾数

のプリンタを所有している人がいるためで

す。 111，年の62%から比べると着実に普及し

ていることがわかります。H宇年はいろいろ

と安市lIiて高性能なプリンタが出ましたから

その影響なんでしょうね。ほかに，昨年か

ら大きく変動があったところではCD-
ROMですね。なん1:.6人から78人へ大限進

て"す。 といっても， まだ17%くらいですけ

ど。あと040turbo，Xellent30などのアクセ

ラレータ|刻イ系もうiザドにはなかったもので.す。

今後の動向が気になるところですね。

それから使用ソフトのベス ト10が表3に

なります。昨年3位だったSX-WINDIOW

ver. 3.1が堂々lf:立になっており， SXerの

地加を実感させますね。EasydrawSX -68 

Kのランクインもそれを装付ーけているので

はないでしょうか? あとはZ-MUSIC，C

Compilerと例年どおりの順位です。

グラフ6 パソコンの主な用途(複数回答)

49 その他

421 
ゲーム

306 プログラミング

日開 10O 150 200ぉo30咽 350'400 450 

80 Oh!X 1995.6 

グラフフ 現在使用している×回日田について(OE>Xの3段階評価)

曲究 7田 園% 曲第 1胸算

基本スペック

f史いやすさ

テ'ザイン

コストパフォーマンス

05/システム環境

プログラミンヲ環境

ゲーム環境

ビジネス環境

グラフィッ?現眠草

音楽環境

周辺機器の充実U度

メーカーサポート

ユザーの，舌性度

個人的な満足度

そしてシステム環境，最後はS-OS使用状
況です。 S-OSユーザーは58人。全体の12
3%し去年よりもやや減少の傾向が見られ
ます。まさに一部の熱心なユーザーに支え

られて ... といった感は否めませんが，

MOOK化の話もあるようですし，まだまだ
S-OS WORLDが終わることはないようです。

用途

お手持ちのパソコンの用途についてお伺

いしてみました(グラフ 6)0lf立は例年E

おりやっぱりゲーム。最近はrlil仮ゲームも

かなりお寒し、状況になってきましたが，ゲ、

ーマー魂は死なず! といったところでし

ょうか。実際，:iill信や同人ソフトていはまだ

熱L、ソフトが手に入ったりもしますし。ゲ

ームに続いて， プログラミング，ワープロ，

音楽，CGとなっているのも例rpとほぼ同じ

です。この辺の傾向は固定されてきた感が

ありますね。

また， 「その他」の回答が結構而臼かった

表3 使用ソフトのベスト10

順イ立 ソフト名 人数 | 

SX-WINDOW ver.3. 1 350 

2 Z-MUSIC 336 

3 C compiler 224 

4 DoGA CGA system 210 

5 Z's-ST AFF PRO-68K 126 

6 MUSIC PRO四 68K 119 

7 NAGDRV 84 

8 MATIER 77 

9 Easydraw SX-68K 63 

10 SOUND PRO-68K 62 

のでいくつか紹介させていただきます。「生

活必需品J(なるほど)r改造への第一歩J(お

いおい)r失恋のキス。を癒すJ(おーい，いっ

ちゃってるぞー)なEが而臼いご意見。あ

と， まじめなところで「障害者のボ、ランテ

ィア活動に使用しています」という回答も

ありました。いやー，X68000っていろんな

ところで活断:してるんでやすね。ちなみに「そ

の他」の欄で一番得票数があったのは r'，t!:

脳倶楽部再生機J (7票)でした。 これはど

う受けとっていいものやら・・・・。

現状への満足度

続きまして現状へのおIU足度です。基本ス

ペック，使いやすさなど14項目に分けてO
ム×の 3段階で評倒し ていただきました

(グラフ7)。満足度の市L、のは使いやすさ，

デザイン，個人的な満足度，逆に低いのは

コストパフォーマンス， ピジヰ、ス環境，周

辺機器，メーカーサポート となっています。

これはだいたい昨年と同じですね。

使用プログラミング言語についてはグラ

フ8に示されているとおりです。これもほ

とんE昨年と 同じ内容になっています。ア

センプラに|到して「わからないが関心があ

る」用zがl早いのはX68000ユーザ、ーらしいと

いえるかも しれません。

常用フリーソフト

これも H乍年同様LHAがぶつちぎりの l



グラフ臼 プログラミング言語について

BASIC 

C言語

C ++ 

位になっています(表4)。まあ通信をして

いないにせよ，データの受け渡 しなどする

ときにはLHAは必須ですからお世話にな

っていな い人はいないでしょう(早 <LH

6形式にも対応してくれないかな一)。あと

はだいたい例年どおりの順位なのですが，

PIC2のランクインが注目 されます。JPEG

形式なEの非可逆圧縮が幅をきかせるなか，

完全可逆圧縮&高圧縮率を誇るPIC2には

頑張ってもら いたいところです(あれ，そう

いえばICEは?)。あと 昨年10位にランクイ

ンしていたTFは半数ほどの人がMINTに

采り換えたようで¥そのため票が割れラン

クインできなかった模様です。TFの選択肢

を消してMINTに書き換えたうえでOを

つけている方が何人もいらっしゃいました。

なんにしてもフリーソフトの作者の皆さま

方には感謝，感謝ですね。これからもぜひ

頑5長っていたfごきたいものでやす。あと， ラ
ンクには入つてなし、のですが，個人的には

グラフ9 MIDI音源機種別所有台数

ーしました。やっぱりソフトって力仕事な 人の方が「ほとんど毎月買う 」 とご回答に

のですね一。 なっています。なんというか例年ながら，

すごいというか恐ろしいというか驚異のパ

ーセ ンテージが出てますね。新機種は発表

きれない，ソフ トもほとんど出ない， とい

MIDIボー ド所有者数も H宇年より 6%増 うジリ貧の逆境のなかでのこの89%という

え，MIDI人口も着々と噌加しているようで 呉市な数値は，まさにシャープ教信者の其

すが，皆さんが使用していらっしゃる音源 髄を表しているといえるかもしれません。

の内訳がグラフ 9です。もう圧倒的にSCー さあ，この迷える小羊たちに難~ける未来は

55/CM-300の天下になっているのがわか ありや，なしゃ!?(自分もその一員なので、で

ります。ちなみに 2位の rGS系」にはSC-1 きればあってほしいです)0Oh!Xの必要度

55.SC-88が大量に含まれていますので，結 (グラフ11)のほうも相変わらず高いですし，

局半数くらいはローランドユーザーという いまさらながらみなさんのXシリーズにか

ことができると思います。いやー，やっぱ ける情熱には心打たれてしまいます。もつ

りDTMはローランドってことですかねー。 とも，古い読者のなかには現在のOh!X，そ

ちなみにGM系のほうの内訳はTS-6GM1 してシャープに 「可愛きあま って憎さ百

( 7人)， WAVE BLASTER( 2人)，その 倍」状態の方もいらっしゃいますが…ー(自

他(5人)となっておりました。 分もその気があるのでそれはよくわかりま

すが)。そういう方は「毎月購入」にOをし
ながら，必要度には「不必要」にOをして

JPEG印刷アノレタイム拡縮にはカン ド ¥ずノ らっしゃるんですよね。う ーん，複雑なも

それでは最後に本誌に対するアンケート のを感じてしまいます。

表4 使用しているフリーソフトのベスト10 です。まずは，グラフ10のOh!Xはどのよう というこ tで第6@]アンケー卜分析大会，
順位 ソフ ト名

LHA 

2 PCM8 

3 LZX 

4 APIC 

5 HAS 

6 HLK 

7 PI 

8 PIC2 

9 GCC 

10 MXDRV 

人数

363 

262 

238 

237 

206 

193 

143 

137 

118 

112 
一一一一

に購入されていますか? なんと89%，444 これにて終了です。また来年 1

グラフ10 OhlXの購入について グラフ11 OhlXの必要度(不必要を!とした5段階評価)

無回答

ほとんど毎月賞う
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DoGA CGアニメーション講座 ver.2.50..・H ・...・H ・..…………...・H ・..(第24回)

変形クニャクニヤ(その1) 
かまたゆたか

先月号にアマチュアCGAコンテストの入賞作品が発表されました。今回

は，その作品のなかでも使われていた，物体変形のツールを紹介してい

きます。また，コンテスト会場でのアンケート結果も発表します。

プロジヱクトチームDoGA

いままであまり実用性がないという理由で取り上げな

かった物体変形ですが， CGAコンテストにもそういった

作品が出るようになってくると無視するわけにはいきま

せん。今月から数回に分けて，物体変形のツーノレを紹介

します。

始めに

去る 4月2日，東京千代田区公会堂にて「第 7回CGA

コンテスト入選作品上映会」が開催されました。ホーノレは

公会堂の9階にあるのですが，開場前には入場を待つ人

が，階段を 9階から 11暗まで連なり，建物の外までi金れ

てしまうほどの議j兄ぶりでした。米場者は800人を超え，

4時間にわたるイベン卜も大いに盛り上がり，好評のう

ちに無事終了いたしました。来場者の皆さん，ありがと

うございます。

きて，今回のコンテス トは下馬評Eおり rADRAGON 

FLYJがグランプリになったわけですが，上映会に来た

方やすでにビデオを入手された方は，あの恐竜カfi'l~l' らか

に到Jき回る姿に驚かれたと思います。そして， この作品

は車:S}れもなく X680xO，そして， CGAシステムと MAT

IERだけでililJ作されています。 ということは，読者の皆

さんの大部分はあのクオ リティの|映像を作るに足る，十

分なハードとソフトをも っていることになります。でも，

実際問題あんな恐竜など，いったいどうやって作るんで

しょう?

そこで，今回はrADRAGONFLYJの恐竜の作り方…

・といいたい tころですが，さすがにあれを簡単に作れ

それで，最後に余裕があれば，恐竜の制作に挑戦してみま

しょう (余裕がなければ，長[Jらんフ リして別の3況をする)。

物体変形あれとれ

まず物体変形には 2種類あります。まず，図 1のよう

な剛体変形(変な造語だ)は，元々の形状が複数のパーツ

に分かれており，個々のパーツの形状自体は変わらず，

つながる部分の角度や位置が変わります。プラモデルの

ロボッ卜を想像していただければわかるでしょう。

それに対して軟体変形(これも造語)は，全体が複数の

ノfーツに分かれている必要はなく ，図2のように文字E

おり形が変わります。例としては，こんにゃくといった

感じでしょうか。

図 2の程度の変形なら，剛体変形でも細かいパーツを

連ねて，それらの角度を少しずつ変化させることで表現

できないこともありませんが， !::'うしても間接部分の継

ぎ目が目立ちますし，だいいち図3のような変形はでき

ません。

このようにひと口に物体変形といっても，いろいろな

種類があり， それぞれ使用するツーノレが異なります。ま

ず剛体変形は，フレームソースファイルの記述を陥府化

するこ tで簡単に実現て、きます。これはすでに常識とい

えますので，ここでは解説を省略します。わからない方

はマニュアルの rtw土議i程/構造体理論研究J(T-343)を
ご覧ください。

軟体変形のツーノレと しては，最も古いEXPOINT.X，

ノfージョン2.2で登場 したものの，まだコンテスト応募

るとも，解説できるとも思えませんのて二まずはあの恐 作では使用されていないBOXTRANS.X，そして今回

竜で使われている物体変形のテクニックを解説します。 rA DRAGONFL Y Jで使用されたYAWARA.Xの3

図1 剛体変形 図2 軟体変形 図3 大胆な軟体変形
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種類があります。これらのツールは，恐竜の例のように，

使い方によってはかなり面白い表現ができるにもかかわ

らず，使い勝手が悪いので， ついつい敬遠さ れがちです。

そこで，これらのツールをいろいろ使ってみましょう。

今月はEXPOINT.Xで、す。

EXPOINT.Xの基礎

EXPOINT.Xは，形状データの中の 1つのT頁点を摘ん

で引っ張るように変形させるツーノレで‘す。ちょっと賢い

のは，摘んだT頁点だけでなく，その付近の項点も述到Jさ

せたり，その連ffi:lJの仕方もいろいろ指定できます。

しかし， まず使う前にいろいろと党悟が必要です。 1

つ，非常に使いにくいこと。 2つ，いろいろノfグがある

(と忠、われる)こと。そ して 3つ， 理解しかね る仕様であ

ること。なにしろプログラマ自身が，生まれて中刀めてイ乍

ったプログラムとはいえ，なぜあんな仕様にしたのかま

った〈わけがわからないといっているぐらいで、すから，

使いこなすには相当の忍耐力が必要です。

たとえ“これは面白そうだから，次の作品制作のとき

に利用しよう"と思っても，イ乍品市IJイ'1=に入ってか らこの

ツーノレを初めて触るようでは，確実につまづいてし まう

でしょう。作品制作に入る前に，あらかじめ十分練習 し

ておくべきで、す。 ということで、， この記司王をきっかけに

触ってもらえれば幸いてやす。

まず，写真Aが元の図形です。原点を中心に+-500の

平面ですので¥ち ょう E1"7スが100になって います。こ
の原点を摘んで，ちょいと上に動かしてみましょう。

Eの点をどこに動かすかとか，周りの点の連重jJの仕方

11，座標ファイノレて指定 します。この座標ファイノレはエ

ディタで書くしかありません。

B.TXT(リスト 1)は原点をY方向に300もち上げる

ための座標ファイノレで、す。

最初の l行は， (0， 0， 0)の点を (0， 0， 300)に移

動する tいう意味だと想像できますが，あとはさっぱり

わからないでしょう。これらは非常に難ししかっ省略

もできないので，あ とでゆっ くり解説します。 とりあえ

ず，実行してみましょう。

EXPOINT A loB IpB.TXT 

A.SUFという入力形状を， B.TXTという座標フ ァ

イノレに従って変形させ

たあと， B .SUFとい

う名前て、出力していま

す。ここで注意点です。

パグか仕様か不明です

が， B .SUFの中のオ

フ。ジ‘エク卜名は， r obj 

suf AJのままになり

ます。オフージ、エクト名 写真A 市松模様の元画像

を rBJにしたいときは，一度エテVタで害:き換える必

要があ ります。また，当然ですが， r IpJオプションは省

略できません。

上記のB.TXTで変形させた結果が写真Bです。

引っ張るのはどの方向でもかまいません。 C.TXT(リ

スト2)のように原点を (300，400， 300)に引っ5長ってみ

ると，写真Cのようになります。

DδGA 

アニメーションさせる

写J'~B ， Cを御覧になって，皆さんはこのEXPOINT.

Xをどのようなカットに応用できそうだ、と考えましたか。

なにか伸縮性のある布を引っ張ったところ…・・そのまん

まで、すね。 トランポリン ・もうひとひねりほ しいな。

ど根性ガエノレが暴れているところ……歳がばれそれで

もテレビの画面の 2Dのキャラクターが3Dのi:l1:界に飛

び出そうとするカットなんかは面白そうですね。

Eっちみち，これらのカットをアニメーションさせる

ためには，少 しずつ引っ張る方向やiiiを変えた画像を連

続 して生成する必要があります。 EXPOINT.Xを，

RENCON.XI:.一緒に使うことで¥ こうしたアニメーシ

ョンが実現できます。

でもその説明をする前に，皆さんRENCON.Xのほう

はちゃんと使えるのでしょうか? RENCON.X は，

REND.Xで 1フレーム作画させては終了し，ほかのツー

ルやコマン ドを実行し，またREND.Xで次の 1フレーム

を作画させるというパッチファイノレのようなツーノレて、す。

この“ほかのツーノレを実行する"部分で， EXPOINT.X 

を実行してやればよいので、す。 RENCON.Xを実行する

ためには， どのツーノレをどのように実1i-するかをf旨定す

リスト1 座標ファイル B.TXT

expoint (0 0 0 0 0 300 ) 
limit (50由 50日 500 ) 
ma:devel ( 12 ) 
type ( hyperbola ) 
rate ( 50 ) 

リストE 座標ファイル C.TXT
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写真B 原点を(0，0，3∞)にもち上げる 写真C 原点を(3∞.400，3∞)にもち上げる
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るコマンドファイノレをエディタで書かなければいけませ

ん。 C.TXTの変形を10フνームで行うコマンドファイ

ノレの例をD.CMD(リスト 3)に紹介します。

ほかの変形ツーノレでも RENCON.Xは必ず使います

ので， D.CMDを少し解説しておきましょう。

まず1行自は， 1フレーム目から10フレーム目まてやイ乍

画させては，ほかのツーノレを使うill!J作を繰り返すことを

意味します。以下r$fno$Jと記述された部分にフレーム

数が入ります。

2行自のrrendargs = Jは， REND.Xを実行するとき

のファイノレやオプションの指定をしています。記述の仕

方はほぼ同じです。いちばん最後のr/s$fno$ :$fno$Jは，

先，~r述べたように r$fno$Jのところにフレームナンバ
ーが入るので，たとえば3フレーム目を作画するときは，

r/s3:3Jになり， 3フレーム目から作闘をはじめて， 3フ

レーム目でイ字画を品冬わる， つまり 3フレーム目fごけイヤ画

して終了するという意味になります。ですから， RENCO 

N.Xのコマンドファイノレには， この記述が必ず必要に

なるわけで、す。

3行目にEXPOINT.Xの実行方法が記述されていま

す。 RENCON.Xの機能としては，この部分にEXPOIN

T.X以外を記述することも，また複数行にわたっていろ

んなツールやコマンドを記述するこ tもできます。

この行はA.SUFを入力して座標ファイノレC.TXTに

従って変形させてD.SUFを出力するという意味です。

よく見るとこのD.SUFが2行自の rrendargs = Jで使

用されている点がポイン卜です。これで， 1フレームご

とに生成する D.SUFを読み込んで作|直lするため，少し

ずつ形状が変化するアニメーションになるのです。

そして r/fJが EXPOINT.Xて、アニメーションさせ

るときに必要なオプションです。た tえばr;n.10.3Jだ

と，“ lフレーム目から10フレーム目にかけて変形すると

リスト3 コマンドファイルD.CMD
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写真 D . D.CMDを使ってC.TXTの変形を行ったアニメーション
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きの 3 フレーム自の~*態"を出力してくれます。ですか

らr/n.10，$fno$Jとすることで，各フレーム違った形状

がD.SUFとしてllt)Jされるわけで、す。

以上のようなコマンドファイノレが準備できれば，

RENCON D.CMD 

で実行てかす。できたアニメ ー ションが，写:r~D てやす 。 結局，

エテVタで新たに作らないtいけないファイノレは，座標

ファイノレC.TXTの6行とコマンドファイノレD.CMDの

3行だけです。思ったほどの手間ではないでしょう。

変形タイプ

EXPOINT.Xの基本的な使い方がわかってきたので，

座標ファイノレをもう少し詳しく解説しましょう。 C

TXTの4行問 rtype(hyperbola) Jを書き換えること

で¥変形のタイプが変わります。

>比例

引っ張って膨らんだ部分が直線的になります。ちょう

どポピュラスの山ができるような感じです。座標ファイ

ノレE1.TXT(リス ト4)で変形させたのが写真E1です。

この場合，リス トlの4行目のrtypeJをrhyperbolaJ

から rproportionJにしているだりです。次に 5行自の

rrate(50)Jをrrate(20)Jにしてみます。すると写真E

2のようになります。またrrate(70) Jにすると写真E3

のようになります。つまりこのrrateJは，勾配を与えて

いるのです。

rrateJは0-100の数値で，値が大きくなれば急斜面に

なります。 jill'r~ は20-70 くやらいでしょう。

>コサインカーブ

同様に rtypeJを rcoscurveJにするとコサインカー

ブ状に膨れます。座標ファイノレF1.TXT(リスト 5)によ

ってできたのが写真F1です。

しかしながら，この膨らみ方(急勾配かゆるやかか)を

指定するのは rrateJではありません。 rrateJはどのよ

うな値を入れてもまったく無視されます。ではどうする

かといえば， r maxlev巴lJて



DδGA 

写真E1 EI.TXTを利用して変形 写真 E2 EIの勾配をゆるやかにした 写真 E3 写真E1の勾配をきっくした

リスト4 座標ファイル El.TXT

expoint (0 0 0 0 0 300 ) 
limit (500 500 5自由 } 
maxlevel ( 12 ) 
type ( proportion ) 
ra te (50) 

作者自身現解できないという仕様なのです。

f maxlevelJとは，摘んで移動するTN点と，その頂点に

つながっている頂点の中で最も近い頂点とのJi!J~mIÉ ~基本

距離として，その何倍の~I~肉Ifまで迷重)Jの対象とするかを

指定するパラメ ータです。た とえば，先ほどから利用し

ている写真Aの市松模様の場合，摘んでいる点は原点で，

そこからもっとも近い項点までの距肉II~ は 100です。そのと

きfmaxlevelJを r5 J !:指定してやると，原点から500

以内の距献にある項点が連ill!Jの対象となるわけです。

そこで， リスト 5の fmaxlevelJを f3 Jに変更する

と，写真F2のように 3マス目 (300)以内の項点が連動す

るようになります。ですから，この fmaxl巴velJを小さ

くしてやると急、勾配に，大きくする tなだらかになりま

す。

> 2次関数
ftypeJをfparabolaJにすると放物1111面状に膨れます。

勾配は frateJで与えます。写真G1が frate (5) J，写真

G2が frate (25) Jの場合です。このように frateJを大

きくすると勾配が急になります。

>反比例

同機に ftypeJを fhyperbolaJにすれば反比例になり

ます。写真Hlが frate(50)J，写真H2が frate(10)J

です。参考にしてください。

>なし

ftypeJをfnothingJにして，かつ flimit( 000 )J 

とすると，連動が行われません(写真1)。ある特定の点

だけを修正すると

きに便利です。

一般に EXPOI

NT.Xでは，点を

移動させるとその

周りの商を三角形

に分割します。こ

れは移動後のT頁点

が同一平面上に釆 写真H1 膨らみ方を反比例に(rate=50)

らなくなるためですが， REND.Xのほうは厳密にチェッ

クしていませんので，少しぐらい同一平而上に乗らない

項点があってもちゃんと作画してくれます。ですから，

EXPOINT. Xによる項点の修正量が微小な場合，

EXPOINT.X実行11寺に f/CJオプションをつけること

で¥無意味にポリゴンを分割して，ポリゴン数が増える

のを防ぐことができます。

リスト5

写真 F1 

写真G I

写真H2 

座標ファイル Fl.TXT

expoint (0 自由 o 0 300 
limit (500 500 500 ) 
maxlevel ( 5 ) 
type ( coscurve ) 
rate (1) 

目|っ張って膨らむ部介をコサイン

カーフに

膨らみ方が放物曲面になったもの

勾配を与えるrateを10に変更

写真F2 

写真G2 

写真 l

連動する点の範囲を変更

写真GIを急勾配に変更

特定の点のみを引っ張る
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変形範囲

物体を変形させるとき，物体のすべての項点が連動し

て動くのはまずい場合も多いでしょう。そこで，連動し

て動〈項点を制限するのが rlimitJです。この rlimitJ

は，座標ファイノレ中に必ず記述しなければいけません。

たとえば rlimit( 500 500 500 ) Jとすれば， 移動さ

せる点を中心に X ， Y ， 2 の各~!Ih方向に +-500の範囲(直

方体領域)の項点だけが:iiliffi!Jの対象となり，それ以外の点

には影響を与えません。

実仔IJとして， リス卜 5の rlimitJを小さくしてみまし

ょう。 rlimit( 200 200 200 ) Jとすると，結果は写真J

のように， +-200の範囲は従来どおり変形したものの，

rlimitJの範囲外で、はまったく変化がありません。写真F

1と上七べてみてく fごさい。

謎のmaxlevel

しつこいようですが，以下の仕様については，作者自

身理解できないほEですから，私に“そんなパカなわけ

写真J limitでる連動の範囲を狭くする

ないTごろう"と文句をいわれでも困

ります。ノfージョン2.2を配布する

ときに， ちゃんとイ乍り直せばよかっ

たのですが，私もいままでEXPOIN

T.Xを其面白に使ったことがなか

ったので， こんな仕様だった上は知

らなかったのです。修正するのは難

しくないのですが，配布する手段が

ありません。とりあえず，諦めてい

まのパージョンを使って〈ださい。

まず， r maxlevelJの意味ですが，変形タイプの

rcoscurveJのところで少し解説しましたが，基本的には

変形の連動がどこま で及ぶかを指定するパラメータです。

そうすると rlimitJ!::意味が重なって変ですが，そのと

おり，変なんです。常識的に考えると，座標ファイノレの

中に， r maxlevelJとrlimitJのEちらかが存在すればよ

いはずですが，なぜか両方記述しない tいけません。結

局，連動する範囲は， rma旧ax刈levelJで

「円lim叫itJのf範t直E囲となります。

rlimitJと異なる点は， rlimitJが連動の対象となる領域

を具体的な数値て.表すのに対して， r maxlevelJは隣り合

う最も遠い項点との距離(基本距離)の何倍までというよ

うに指定 します。 したがって，同じ rmaxlevel (10) Jで

も，隣り合う頂点の位置によって，範囲はま ったく違っ

てきます。また， rlimitJが直方体領域を指定するのに対

して， r maxlevelJは移動する項点からの距離，つまり球

体領域を指定することになります。

連動量の計算

さらに変なのは連動量の計算方法です。この計算では，

上記の rmaxlevelJの基本距離が重要になり，この基本

E問I~単位の精度しかありません。つまり，基本距離の 2

倍以上， 3倍以下の範囲にある項点はすべて述動量が同

じになるということです。

たとえば，放物l曲面 rtype (parabola) Jの場合を考え

てみます。本来ならば，図 4のように，項点をもち上げ

て放物曲面を生成する場合，理想的には点線のようにな

り，各項点はムのマークの位置に連動するはずです。そ

| コンテストアンケート I 

ちょうど手元にCGAコンテスト東京会場での

アンケートの集計結果が来ましたので.なにか

面白いデータが出ていないか見てみましょう。

まず男女比J対全:1.4%J 。次回からコ
ンテストの上映会は入場料の代わりに女性を同

伴しなければいけないことにしましょうか。ほ

とんど誰も来なくなったりして。

年曲者は. 19~26歳が多いですね。使用機種は

X680xOが68.7%とさすが。まあ，約半数の方が

Oh!)くでコンテストの情報を得たといってい

るので当然ですか。使用機種の 2イ立はPC-98シ

リーズおよびその互換機で25.2%.3イ立は

Macintoshで12.9%となっτいます。CGAコンテ
ストはX680x日用のコンテストではありません

から.ほかのユーザーももっと見に来てほしい

ですね。

上映会の感惣としては.r (非常に)面白いJが

90.5%. r普通」が9.5%. rあまり面白〈ない」

「ぜんせ.ん面白くない」が0%。なかなか好評だ

ったようですね。また r来年もまた来たいか」

で「来るJがほぼ全員というのもすごいですね。

86 Oh!X 1995.6. 

吋ま(;r全員'と書いたのは rたぶん来ないJの人

が l人だけいたからです。この人はなにかご不

満だったのでしょうか? r今日は北海道からた

またま出張で来ていたので」。なるほど，それは

しかたがないですね。

でも，このコンテス トのためにかなり途方か

ら来たという方も結構いらっしゃいます。 仙台，

新潟，岐阜，名古屋， …・京都，大阪.岡山?

そんなん大阪会場のほうが近いゃん。

上映作品への感想としては r年キレベJレが上

がっているJが53.7%.r凄い手間をかけている」

が35.4%.r非常に面白い」が32.0%。その半面

「ストーリーが弱い」も34.7%と多くなっています。

函白いのは「好きな作品」と「嫌いな作品」

です。人気があったのは. 1位「二進数のt世界J.
2位「電神ギガダインJ.3位以 DRAGONFLY J. 

4位rGENESISJ. 5イ立「超からくり刑事」。お笑

い路線に人気があるようですね。ちなみに東京

会場では「二進数の世界J.大阪会場では「超か

らくり刑事」が人気投棄による会場審査員特別

貨を受賞し. IMAGICAテクノシステムより提イ共

していただいた.XL/lmageが贈られました。東

京と大阪ではお笑いも違うようで……。

逆に「嫌いな作品」はス トーリーのない作品

が多くなっています。そんな中でワース 卜3に

rGENESISJが入っています。いいですねん好

き嫌いがはっきり分かれる作品だと予想したと

おりです。やはり佳作の作品はこうでなくっち

ゃ(詳しく以解説本をごらんください)。

「審査結果について」は「まあ順当なところJ

が86.3%と大方納得されたようです。そのほか.

上映会の長さ，展示内容，座談会や質疑応答に

いたるまで，運営するうえで貴重なご意見をい

ただきました。これを参考に，今後もより楽し

い上映会にしていきたいと思いますので，来年

もぜひいらしてください。

なお. 4月号についていた振り込み用紙によ

るビデオの申し込みは. 4月30日までとなって

いましたが，これはOh!Xの読者だけ先に発送

するためで， 一般からの申し込みは 5月31日ま

で受け付けています。まだ間に合いますので.

5月号を見て.申し込んでください。



の結果，図5のような曲面になります。 図4 理想的な放物歯菌 図5 理想的な頂点の連動から生成される曲面

し か し，移動量は基本m~ f~lt単位てい同 じに

なりますので，実際には図 6のように移動

します。その結果， それらの頂点を結んで‘

できるi曲面は匡17のようになります。つま

り，滑らかなIl1li商にならずに，カ‘、クJゲグし

た形になります。なぜ，このような仕様に

なっているかは，まったく意味不明です 0

。司 。一一←00 0-0 e-。

・…・・あっ，石を投げないでくださ い。
図B 実際の連動量 図フ実際に生成される曲面

いままでサンプノレに していた写真の多く

がガクガクしていたのは， まさしくこれが

原因です。比例のモデルなんかでも，理想

的には円錐状に膨らむはずですが，角錐に

なってしまっています。

しか しながら，原因がわかれば対処方法

を検討することができます。たとえば，基

本距離が小さくなれば，精度が高くなるは

A 

ずです。そこで市松模様の床でも，匡18のように，引っ

張る頂点に隣 り合う項点をみんな近づけるようにモデリ

ングしてやる と，同じコサイ ンカーブでも写真Kのよう

に滑らかになります。写真F1 t.比較 してみてください。

さらに， SHADE.Xで法線ベク トノレを平均化すれば，写

其Lのような美しい曲面が得られます。

より高度な使い方

より高度な使い方と いっても，以下の 2点はマニュア

ノレにもちゃん と載っているので， 簡単に解説し ます。

まず，座標ファイノレには， 同時に複数(最大16)の頂点

を移動させることができます。それぞれの変形は，変形

タイプも変形範囲も違っていてかま いません。ただ，注

意しないといけないのは，たとえば原点を (0， 0， 300) 

に動かしたつもりでも，ほかの点を移動させた連動て¥

品終的に(0， 0， 300)には移動しないことがあります。

もうひとつは，ア ニメーション に使利 な機能です。

i expoint ( 0 0 0 0 0 300 ) Jは通常の移動の指定です

が， N 1フレームではこのイ立置， N 2フレームでこのイ立

置というように，フレーム数 とその位置を指定する方法

があります。 iexpointJの代わりに idiv(Nl X Y Z 

N2 X' Y' Z' ・.....)Jと記述します。フレームソース

の idivJと似ているのですが，パラメ ータの並べ方が違

っていると ころがなんとも EXPOINT.X ですので，ご

注意く ださい。

おわりに

基本距雌 2fi自 3情 4情 基本距継 2俄 3 f脅 4f!1 

図8 基本距雛を小さくするモデリング

。e令s

写真K モデリングを図 8のように変えてみる 写真 L SHADE.Xてつ去線ベクトルを平均化

しかし、まったく使いものにならないわけではありませ

ん。事実 iDRIVIN'WOMAN Jの笑顔の変形はEXPOI

NT.Xで行われています。ただ，この場合，連副jは使っ

ていないと思われます。 また，迫重jJするとカ、、タカ、、タにな

る点を利用して， 地JIヲを作成するのもよいかもしれませ

ん。・・・・ちょっと苦しいですか。少なくともあのマニュア

ノレだけではわからない点も多いので¥詳 しく解説させて

いただきま した。

次回は，変形ツーノレの第 2~~iBOXTRANS . Xです。実

は作者がEXPOINT.Xと同じ人です。 しか し， その後い

私自身，今回初めて本格的にEXPOINT.Xを使ってみ くつものプログラムを開発したあとのツーノレなので，仕

た感想と しては，iEi動量の計算の誤差の問題が大きし 様はずっとまともです。実lfl性も高くなっています。 と

実用性はほとんどないという結百命になっ てし まいました。 いうことで¥お言午しく 7ごさ い。
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八一ドコア3Dエクスタシー(第四国)

SIDE A 

ゼロヨンゲーム完結・・・・・・かも(前編)
Tan Akihiko丹明彦

簡単な還動モデルを確認するためのゼロヨンモデル

いよいよ完成にむけて震終段階の詰めに入る

しかし，最終目標に向けてまだまだやるべきことは山積みだ

88 Oh!X 1995.6 

きて今回はゼロヨンゲーム，つまり自動車の直線

加速運動のシミュレーションに必要な要素のうち，

残ったものを入れて しまうことにする。

・スタート 11寺の挙出j

エンジンの空ふかし，クラッチミート，ホイーノレ

スピン，そしてグリップ回復と通常走行開始までの

一連の挙動t，それらに伴うエンジン回転数の変動
を説明する。

-簡単なサスペンション

サスペンションのモデルを導入し，車体のピッチ

ングと前後方向の荷重移動を実現する。

-諸抵抗

空気抵抗と路面からの抵抗を導入する。

現在のところ，一応プログラムは動作している。

ただ，ゲーム性という点でまだ物足りなしまた，

lカ所論理的に説明できない点があるためプログラ

ムリストの掲載は見合わせる。詳細は本記事の最後

をご覧いただきたい。

'スタート時の挙動

エンジンの回転数はタコメ ーターで知ることがで

きる。自動車の挙出jの多くがエンジ、ン回転数とそれ

に対応する出力で決まることを考えると，タコメー

ターの針の動き方をきちんと表現できるモデノレはと

ても大切である。まず現象面から見てみよう。

スタート前にアクセノレをふかすと，タコメーター

の針は軽々と上下動する。ちなみに， 開発中のゼ、ロ

ヨンゲームでは，車ゲームのお約束として，スター

卜前はクラッチが強制的に切られている。なお，停

止中かつブレーキを蹄んでいる問も クラッチを切っ

ているとみなして，空ふかしが可能になっている。

スター 卜のi瞬間クラッチがつながり，駆動輪がIEI

転を始める。このときエンジンの回転数が高いと，

タイヤと路面の聞のグリップは失われ，タイヤは高

速で空転を始める。これがホイ ーノレスピンである。

タコメーターの針はクラッチミ ート 11寺の回転数をほ

ぼ維持する(タイヤを回転させ始める仕事のために

多少は食われる)。

逆にクラッチミ ー卜時にエンジ、ンの回l伝数が低い

と，タイヤはグリップしたまま，車は通常の加速(エ

ンジンの出力がタイヤを通じてタ1レク卜に路面に
伝わる)を始める。タコメーターの査|はいったんO近

くまで落ち込み， それから加速するにつれて上昇を

始める。

ホイーノレスピン中は車はあまり進まないが，タイ

ヤは空転しながらでも少しずつ路面を蹴っているの

で，車速は上昇していく。そのぶんの仕事で、エンジ

ンの回l伝数は食われるが，アクセノレを開け統けてい

れば損失分は補嘆きれるのでさら仁エンジンの回転

数が上がる場合もある。アクセノレをゆるめればエン

ジンの回転数は落ち込む。タコメ ーターの針もその

とおりの副Jきをする。

ホイーノレスピン しながらの加速によ って車速が十

分に上がるか， またはアクセノレをゆるめることによ

ってタイヤはグリップを取り戻す。つまり エンジン

回転数，すなわち駆動輪の回転数が落ち込むことに

よって，駆動輪の核地点と路面の速度差が少なくな

った瞬間だ。そのl瞬間エンジン回転数は速度に応じ

た値に落ち込む。このあとは通常の加速に入る。タ

コメーターの針もそのように動く 。

これらの一連の挙動を計算機上て実現するために，

図1のようなモデルを立ててみた。 エンジンの発生

する トノレクはまずフライホイーノレ(はずみ王|討を回す

のに使われ，そこからクラッチとトランスミッショ

ンを通じて駆動輪を回すのに使われ，さらに路面と

の接触点を通じて車体を前進させるのに使われる。

しばらく前にも似たような図を載せたが，エンジ、ン

の置き方が変だと御指摘をいただいた。今回の図に

も変なところがあるだろうが，前回同様に概念固と

いうことで径1I容赦いただきたい。

クラッチを切った状態て1ま，フライホイ ーノレだけ



が胆転する (図2)。フ ライホイーノレが重いか軽いか

で，空ふかしのときのエンジン回転数の上下する速

度が決まる。

クラッチはつながっ てい るがタイヤが路面をグリ

ップしていない状態では，フライホイ ーノレから駆動

輪までが回転する(図 3)。当然，回転部分はフライ

ホイ ーノレのみよ りも重いので，アクセノレ操作に対す

るエンジン回転数の反応は鈍くなる。

そしてタイ ヤがグリップした状態では，さらに車

体も動〈範囲に含まれる (図 4)。車体ははるかに重

いので，アクセノレ操作に対するレスポンスはこの状

態が最も鈍い。

これら 3つの状態は明確に異なるため，状態を切

り換える際に滑 らかな変化をさせられない。それま

での回転部分がもっていた運動の状態を，新たな回

転部分が引き継や様子を実現するために，今回は「角

運動量の保存則」 を用いること にした。角運動量と

は以前 も紹介した↑n性モーメン 卜に角速度を乗じた
量である。高校の物理では，運動する質点の衝突に

おける運動量保存則を学んだが，角運動量保存則は

図1 乗用車の駆動システムのモデル(慨念図)

エンジン

駆動車事

図3 ホイールスピンしている場合

ちょう Eこの回転運動版と考えればよい。この法則

を導入すると，複数の回転運動をする物体が一体に

なったl瞬間の，その新たな物体の回t伝運動を決める

ことができる。そ してそれはクラッチミ ー卜 やタイ

ヤのグリップ回復の瞬間の挙動にも適用できるはず

である。

なお，今回は半クラッチ，すなわちクラッチが完

全に は接続せずに t'~I. り，エンジンの出力の一部しか

伝達されない場合の挙動は導入 していない。タイヤ

のグリップと状況が似ているため，特に積極的に入

れる必要性を感じなかったし，プレイ ヤーが混乱す

るのを防ぎたかったからである。 l画面 と音のみから

得られる インフォメ ーションでは半クラッチの表現

は難しいかもしれない。

サスペンション

サスペンションといっても， リンクて冶則武された

構造物のシミュレーションまで行うわけではない。

スプリングとダンパーを対に した単純なユニ ットで

図2 クラッチを切っている場合

図4 通常走行している場合
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ハードコア3Dエクスタシー(第四国)

ある(図5)。

スプリングは変位(伸び縮みした註)xに比例して

変位とは逆方向に力 を発生する。そのばね定数をks

とする。ダンパーは速度vに比例して速度とは逆方

向にカを発生する。その係数をkdとする。

このサスペンションユニ ットの先端に質量mの質

点を取 りつけて外力F'nを与えた場合の動作を図 6

に示す。このような性質をもっサスペンションの挙

動は，

・外力に従って最初は縮む(伸びる)が， その後逆に

伸び(縮み)，以後伸縮を繰り返す。これはスプリン

グの性質による。

・質点に速度がついて いる場合はその速度が鈍り ，

あ引l寺関内にニュート ラノレの位置に戻 る。これはダ

ンパーの性質による。

というものになる。ばね定数とダンパーの係数を変

えるとさまざまな特性を備えたサスペンションが作

れる。

きて，このサスペンションユニッ トを自動車に組

み込むわけだが，今回扱うのは水平面上の直線加速

図5 スプリングとダンパーによるサス
ペンションのモデル 図6 サスペンションの動作

x x 

Fln 

質点

。 x 

。
k. k. 

スプリング

図ア 自動車モデルへの応用

加速

‘田-

4一一一l一一+

運動ということもあるので，最も単純な実装にする

(図 7)。後輪車刺l中央に仮想的なサスペンションを

取りつけたと考えるのだ。

サスペンシ ョンが関係す るのは，率{本のピッチン

グ(縦揺れ)と前後方向の荷重移動である。さきほど

のサスペンションユニ ットをそのまま用いたいので，

自動車の状態変数をサスペンションの仕様に合うよ

うに変形することにしよう 。

サスペンションの入力には，車体の加減速に伴っ

て生じる慣性の力を用いる。加減速は水平方向だが，

車体は剛体なので:車体を回転させようとする力が働

きにれが最終的にピッチングとなって現れる)，サ

スペンションにも垂直方向の入力が生じる。慣性の

力をF，重心点までの高さをh，重心からサスペンシ

ヨンの取りつけ位置までRの水平距離を!とした場合，

サスペンションの入力はF，n=FXh/lである。
剛体である車体の運動を，質点の運動を記述して

いたさきほどのサスペンションに適用するには，慣

性モーメントIを質量mに相当する量に翻訳する必

要がある(図 8)。トルク(重心t力点の距離に力をか
けた註)と慣性モーメン卜と

角速度の関係、を利用すれば

m=I/Fで、あることは容易に

導ける。

こうしてサスペンショ ンユ

ニットの実装ができたのでシ

ミュレーションカfで、きる。 そ

こでその結果を自動車の状態

に利用する。車体のピッチン

グの角度はラジア ン表記なら

x/lで、求められる。

そして荷重移動は，サスペ

ンションの出力FOULを前後:の

タイヤにそれぞれ逆符号で配

分すればよい(図 9)。いうま

でもなく，加速中は後輸の荷

Fin:系への入力(外力)
F.:スプリングの反力
Fd:ダンパーの減衰力
Fo"':系の出力

Fo"，=・(Fs+Fd)

ぱ一

m

ヒ
F
一

変

居
館

A

位債の変化

..dx=v..dt 

図8 剛体の端に取りつけられたサスペンション

‘一一一一I一一一+4 

(ゆ点
{慣性モーメントとトルクの関係式)

I惣=F・l、
宇品ラ F= ~? ~~ λ_.-r/ r= t' iii 

{力点の速度) frてY

v=/ω / 運動方程式F=maと比較すれば

質鑓mlこ相当する量は会だとわかる
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重が大きくなる。これは前輪駆動車が急加速を不得

意tする原因にもなっている。事実，このゼ、ロヨン
ゲームでも，前ili命駆動に設定するとタイムはあから

さまに落ちて しまう。ただ，この傾向は，初期重量

配分を変えることによってある程度回避できる。た

とえばフロン卜の重量配分を大きくすればよい。

， 空気抵抗と路醐

ここは楽てで、ある。

空気抵抗は車速vと車体の空力特性(いわゆるCd

値と呼ばれる抗力係数と前方投影面積S)，それにそ

の場の空気の密度ρによって決まる。

空気抵抗=(ρ ・S・Cd'v2)/2 

空気密度は定数としても当面はかまわないが，高

速で走行する車の後ろでは空気の密度を下げれば，

非常に簡単にスリップス トリーム走行をモテ、、ノレ化てや

きるこ とは知っておくと便利だろう。

そして，路面J底抗は基本的に車速vによって決ま
る。

路面抵抗=μ(v)mg

路面抵抗係数μのイ直は，速度がそれほど高くない

問は無視できるほE小さいが， I時・速140km/hを超え

るあたりからスタンデイングウェーブ現象が起こる

ため急激に増大する。路面抵抗のゼ、ロヨンゲームへ

の実装にあたっては，車速vを横~ilh に取った折れ線

グラフを用いた(図10)。

F解決できなかった部分
本来ならば今回でゼロヨ ンゲームは完成するとこ

ろだったのだが，ひとつ問題が残ったために完成を

宣言する ことができない。明確にモデルを立てるこ

とができない現象が残ってしまったのだ。

その問題とは具体的にいえば 「ホイーノレスピン|侍

の加速」であ る。どの程度加速して， どの〈らいエ

ンジン回転数が落ち込むのかを定量的に議論した資

料が見当たらない。エンジンのフライホイ ーノレの経

図9 荷重移動

加速

mg/2・Fo.， mg/2+Fo• t mg/2 

静止

さに対する情報がないことも事態をいっそう複雑に

している。

現H寺点ではエンジン回転数の落ち込みに対して意

味不明の係数をかけるという，非常に;場当た り的な

方法でこの間J還を回避している。だから，普通にプ

ログラムを実行しでもインチキしていることはばれ

ない。 しかしこの場で数式を使って説明するという

ような恥知らずな其似もできない。このあたりが，

曲がりなりにも完結 した理論体系の中でシミュレー

ションモデルを構築しなくてはならない本連載の難

しいところで、ある。

次回までにはこの問題を解決したい。できれば，

クラッチミ ートとアクセノレコントローノレのテクニツ

クがロケ ットスタートに結びつくところまでは実現

したいと考えている。

次回予告というか舎後の展開

ゼロヨンゲームもようやく完成にこぎつけそうな

雰囲気だ。そこから先は思案中なのだが選択肢は，

1) その時点でいったん区切りをつける。ゲームと

しての体裁を整え， 16ヒ。ツ卜機向けに最適化も施し，

完全な形てや発表する

2) かまわず先に進む。さらに複雑な自動車の運動

を組み込んで、，引き続き浮動小数点演算の嵐で突き

進む

の2つである。 1)はそれなり に手間暇がかかるし本

述械の最終目的にとっては回り道でしかないのだが，

もう長いこと読者からは再現不能な内容を続けてし

まっているといわれているのが気仁なる。まあ安易

な折衷案として，

3) X68030+68882専用という但し書きつきで発表

する

という選択肢も存在することは存在するが， これで

は発表する意味はほとんどないか。

今回はゴールデンウィ ーク進行に敗れたので，こ

の遅れをゴーノレデ、ンウィークに取り戻すつもりだ。

というところでまた次回。

図10 路面抵抗

。
140k.m/b 

mg/2 
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八一ドコア3Dエクスタシー(第四国)

SIDE B 

車の基本運動と力学
Yokouchi Takeshi横内威至

今回も車の基本還動を力学的に見ていく

これで，車におけるだいたいの運動の関係が把鐘できるだろう

シミュレータに実装するためには.きっちりと理解しておきたい

92 Oh!X 1995，6， 

雪が路面から消えました。タイヤを買いました。

205-40の17インチとかいう，3インチアップの非人道

的なサイズです。本当は全然スポーティでないけど，

なんとなくスポーティそうなボテY に輝〈巨大な銀

輪。リッジレーサーの車っぽいです。車高は高いけ

れど。みんなはノfカだというけど，嬉しい。でも実

際届いてみると不安です。ゴムの部分がほとんどあ

りません。ちょっとした段差でも経〈ホイーノレがブ

ッ壊れそうな薄きです。乗り心地は極めて低下しま

した。ロードノイズb以前と比べるとかなり大きし

ステアも重し乗ってて疲れるばかりで、す。性能は

どうかというと，路市が怖くてスピードが出せない

からチェック不可能です。後輪のグリップが強まっ

てアンタ守一， というところTごと思います。サスペン

ションもいずれ替える予定なので，そのときにやっ

とセッテイングの効果をl床わえるのでしょう。 しょ

せん，事はカッコだけです。速さなんかは Eうでも

いいです， 1i奄l立。

とかいいつつ，速い車を操るのは好きです。やろ

うと思っていることと実情が矛盾していますが，そ

れはいつものことです。勝負に負けて絶対に玉は ~Iìl

かない， と心に誓ってもノfチンコj勝負に出てしまう

のはパチンカーとしての悲しい性というもの。皆さ

んもそうですよね。でもノfチンコはやめましょう，

大人なんだから。

などといっているうちに，タイヤを履き替えてか

ら数日， また雪が絞ってしまいました。危なくて走

れません。 yゲーン。

ロールに関すること

個人的な近況はこんなものだ。それでは余計な話

はここまでにして，さっさと本題に移ろう。前回で

は， < /::'いほどローノレと運動について考えたが， こ

れといった明確なf伴答は出していない。これを解く

ためには車両の運動全体を考えなければならない，

という結論を出しておいた。このこと自f本は間違い

ではないのだが，実はちょっとばかりワソがある。

今回は，このあたりのクソをなくすためにしっか

りと理論を固めることから始めよう。まずロ ール自

体の本当の影響を考えてみよう。ローノレすることに

よって車体が傾き，荷重移動/)が起こる。荷重移動が

起こることによって，グリップに変化が生ずる。こ

れがローノレによる車両運動への影響だ。

ローノレが大きいと Eうなるか。ちょっと考えただ

けでも，なんtなく荷重移動量が大きくなるし，重
心の位置も激しく動いてしまって，運動の制御が不

安定なものとなるのはわかるであろう。 ローノレが小

さいと逆である。 ドライパーとしては， ローノレが小

さいとコーナリングに対して安定感があるため，安

心してコーナーを攻めることができる， という のは

ちょっと強引か。

では，同じ軌道，つまり閉じ向心加速度のときに

ローノレが大きい;場合と小さい;場合について比ぺてみ

よう。ロールが小さいほうが荷重移動が少な〈て安

定している， tいうことはない。
荷重移動量は，

~W=M.a.h/T 

であり， ローノレによる影響は通常それはEのもので

はない。ローノレによって h (重心高)が変化するが，

これによって大きく変化するものではない。つまり，

荷重移動を決定するのは向心加速度であるといえよ

う。ローノレが大きくて困るのは転覆が起こりやすく

なることぐらいのもの。

実際には，

ローノレが大きい=サスペンションが柔らかい=復

元力が小さい=つまり挙動が不安定っぽい

ということもいえるが，基本的な車両運動性能には

それほ Eの影響がない， と定義しておける。過渡特

性に絡む 2次的な問題なのでしばらくは無視してい

くことにしよう。

では，向心加速度と ローノレ角の関係、だが，これは



サスペンションのパオ、係数によって変化する， とい

える。車のメ ーカーでも，ある向心加速度の とき，

普通のファミリ ーカーならば6度，スポーツカーな

らば4度， というような感じで決定 してい るらしい。

つまり， これは適当なテーブノレを用意 してローノレ角

を決定することで¥ ローノレを再現することができる

ことになる。r ~;;J~ーなどの接地問るもの
これもロールによって状況が変化するものである。

キャンパ一変化はロール変化とともに変化するもの

であり ，これもテーブノレを作って変化を再現するこ

とが可能だ。車両運動を計算するとき に重要なのは，

運動に影響を与えるレベソレのカを発するという点の

み。

さらに卜 一変化なんかもあるが，これは車両の運

動には微小な影響しか及ぼさないのでとりあえず無

視しておしまあ，これも核地状況によって変化す

るものなので，同じ よう に状況を調べてから影響を

加えることで十分だろう。

運動への影響とは

いままで 「運動に影響を与える」かどうかを考え

て，そのうえでEのような手順で運動を計算するか

を探ってきたわけだが，影響とはどのよ うな形で与

えられるかを考えなければならない。極めて当然の

ことなのだが，これは車両に力が働くことである。

物理て、扱っていた 「カ」 のこ とである。

では，車は一般の運動方程式，

F=ma 

て表すことが可能だろうか。残念ながら無理だ。な

ぜなら，これらの力が働〈部分は重心とは別の点で，

重心 と一体になって運動する4J点だからである。こ

の複雑な運動は，いわゆる「剛体」の運動なのであ

る。

そして大学の一般教義で教わるよ うな単純な剛体

のモデルとは掛け肉IEれているものだろう。非常に残

念ながら，教養過程の不真面白さが裏目に出たのか，

私は剛体の力学にはかなり疎い。本当に役に立つの

かEうかわからないが， これを理解ーしていないのは

かなり悔しい。ということで大学の物理の教科書を

|羽いたがまったく理解できない。これか ら大学に通

う方にいっ ておくが， どうせヒマなんだから授業は

なんとなく理解しておくと， もしか した ら役に立っ

ときが人生にl固くやらいはあるかも しれない (人生

なにがあるかわからないからな)。だから一応大学で

もがんばろ う。

きて，基本的には剛体力学の問題だが， そう 簡単

にはあてはまらない。よって，独自の解析を行う必

要がある。いろいろな自動車力学の木を読んでも力

と運動の関係、は完聾ではない。 というより，理論は

完壁なのだろうが実際にシミュレート するときに重

要で，簡単に解くことができる式を導いている本は

いまのところ知らない。具体的にはカとモーメン ト，

そして車重との関係から一定時間後の姿勢，速度を

言十算するためには，ある手呈度の力技が必要tなりそ
うなので、ある。

ということで，力がどのように働くか，そ して運

動は力でEのように変化するかを考えることにしよ

う。

タイヤの力学

車が曲がるのはなせーかというと，タイヤが力を発

生させているからである。当たり前だけど，タイ ヤ

じゃなければ曲がらない。たとえばスキー板がタイ

ヤの代わりについていたらどうか。いくらステアを

切っても車は直進しかしないはず。物理的にどうな

っているかはわからなくても，感党的に理解できる

と思う 。Eこで差が生まれるのかというと，タイヤ

は路面をグリ ップすることができるがスキー板では

グ リップできない点である(たぶん)。

では，ちょっと進んだ部分ではあるが，タイヤが

路面をグ リップしないとどうなるだろうか。 という

より， どうなるとグリップを失うだろうか。これも

感覚的に，タイヤの回転が止まるときがそうである

のはわかると思う。急、市IJffijJは危険， といわれるのは

このような理由からだ。タイヤは一定以上の力を発

揮することができず， それ以上のカを加え ると ロッ

ク (固定)してグリップを失い，単純な摩燦以外に

はカを発揮することができなくなる。 j李擦は速度を

失う方向にカを加えるだけなので， コーナリ ングを

することができなくなる。コーナリ ング中のブレー

キングが危険といわれるのは このためである。実際

にはもうひとつの理由もあるが， ロックが危険であ

るということは同じで、ある。

タイヤから発生する力を図 1に挙げておく。どの

ような状況でこれらの力を発揮するか説明していこ

う。まず，タイヤの回転に対する抵抗が， i伝がり抵

抗， つまりタイヤが回転していると きにそれを止め

るようなカを発揮する。lI!lJffijJカはブレーキなどによ

って，やはりタイヤの回転を止めようとする力であ

る。そ して次に，最も重要な織力，ある いはサイド

フォースである。これはタイヤの進行方向と タイヤ

の向きが遠うときに発揮される。また， この角度を

織すべり角，スリップ角などと呼ぶ。これらの力は

タイ ヤが速度をもたないときにl立働かない。あとは

タイヤの回転を促進させる駆動力，タイヤが垂直で、
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ノト進行方向

逆にタイヤを進行方向に向けさせようとするカであ

る。タイヤが力に負けず，車体を回転させているの

はこのカにステアリングで抵抗しているためである。

グ リップの高いタイヤを履く とステアリングが重〈

なるのは，このセルフ

アライニングトルクが

タイヤの発揮する力と

ともに大きくなるから

fご。

これらの力のベクト

ノレを合成したものがタ

イヤの発揮する力とな

る。特に進行方向と直

角の成分をサイドフォ

ースとl呼ぴ， これが車

体の回転運動に結びっ

く直接の力となる。

サイドフォースが重

要 といったが，これは

どのようなものであろ

うか。ステアリンク守を

切れば車体はより小さ

い半径で回るこ tから
も，スリ ップ角が大き

いIH'サイドフォース

も ~i くなることカfわか

る。また，スリップ角

とコーナリ ンクマフォー

スの関係は図2のよう

になり，ある程度の角

度で限界となる。コー

ナーで、焦って急ハンド

ルを切っても，車が，思

ったように曲がらない

のは当然なのである。

キャ ンノf一角とキャ

ンノfースラス トの関係

は図30 キャンノf一角

が大きいほどより大き

なキャンパ、ースラスト

を発揮する。なぜこの

ような力が発揮される

か説明することは面倒

だが， とりあえず丸い

円盤状の物体を斜めに

して転がすのをイメー

ジすれば理解できるだ

ろう。ちなみにドリフ

ト仕様の鬼キャ ン，キ

ャンパ一角を大きくと

合力

ない ときにかかるキャンパ「ースラス トがメインのカ

である。

また，運動とは関係のないセルフアライニング ト

ルクもかかる。これはタ イヤが発揮する力によって，

図1 タイヤから発生する力

向方行進

れ

l
l
i
l
i
-
-
---

転

h
J

回

一 セルフアライニングトルク

機すべり角

(スリップアングル)

図2 スリップ角とコーナリングフオースの関係 図3 キャンパ一角とキャンパスラストの関係

コーナリング
フォース

キャンパー

スラスト

荷重2W
荷重 4W 
荷重 2W 

荷重 W

荷重W

4 8 12 16 機すべり角
キャンパ角

荷重が大きいほどコーナリングフォースは増加
する。
また.スリップアングル16

0

ぐらいで限界
となる。

キャンバ一角に応じでほぼ直線的に矯加する。

車の場合‘キャンパースラスト1:コーナリング

フォースの10%程度となる。バイクは見でのと

おり90%は占めているであろう。あれほどまで

強烈にキャンパーを傾けでも限界ではなく.角

度に比例して治加することがわかる。
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って前t愉をハの字にすることでキャンパースラスト

を稼寸意味はたぶんないと，思う。い〈ら大きくした

ところで，結局左右で打ち消し合う 力と なるので意

味がないはずだ。むしろこれで前輸の トレッ ド(車

輪問の幅)を大きくするのが目的なのだろうか。こ

のへんの事情はよくはわからない。

タイヤが発揮する力と車体

4輪が発揮するカと重心の運動の関係だが，実に

複雑。律儀に考えると図4のように見たくもないよ

うな物理状態となる。 ということで，当然考えやす

いモデルと したのが匡15。まず，重心の位置を車体

の中心線上t考える。こうすることで， 前ili命なら前
輪，後輪ならば後輪の力の合計と して 2輪モデルと

して扱うことができる。

タイヤの発揮する力 によって， ]I[f本を回転させる

モーメ ン トが発生し，車体が旋回運動をすることに

なる。簡単にいえばこの とおりなのだが， そんな簡

単ではない。 モーメントで車体力主回転するのは簡単

なのだが，進行方向をどのように考えるかが困った

ものである。もしこの 2つを別の問題として扱うと，

非常に困ったことが起こる。車体，速度ベク トノレの

回転が同時で，同じような角速度でない限りタイヤ

のグリップが抜けるこ とになって しま う。図 4のよ

図4 4輸が発領する力と重心の運動の関係

1I 

とヲ V重心
Ir 

V 

それぞれの車輸にサイドフォースKI"KI2，Kr'.Kr2か'かかる。
F=KI，+KI2+Kr，+Kr2 
車体を回転させるモーメントは，
M=Kf1 . Ir+KI21.-Kr，lr-Kr2Ir 

うに，簡単にオーノfーステア， そしてあ りえないよ

うなアンダーステア(7)が生じてし まうのである。

実際のアンダーステア とは，細か く分析すればこの

ような状況なのかもしれないが，シミュレート した

ときを考えると，おそらく非現実的な動きになるは

ずである。

具体的な予想、は今回はやめておこう 。次回，アン

夕、、ー とオーバーの力学的解析， そしていい加減な車

体の運動を考えたいと思って いる。

いよいよ力学解析を行わなければならない段階に

入ってきた。このあたりがはっきり見えれば車を走

らせるこ tはある程 図5 図4の簡略化モデル

度可能となる。でも

ゃっ 1;(りいろいろと

細かい調整が必要だ

し，さまざまな影響

を取り入れる段階で

とてつもない労力が

必要となるのは目に

見えているが， まだ

ベストの方法を探っ

ている段階なので，

よくわからない部分

も多い。 ということ

でまた来月。

V 

Ir 

S I D E 

ここで困るのは，合力とモーメン トは独立して運動，回転を決定す
ることである。

V 

V 

一一う

極端な場合，このようなありえないアンダーステアが起きてしま
う。

さらに，進行方向成分自E鋤，制動による合力でもモーメントli
起こる。直線での急制度によるステアのとられ，スピンなどは，
このモーメントによる。
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4 園ム探偵事務所

タワー型のシミュレーションモデル
抽出 Atsushi柴田淳

今回はMacintosh用のシミュレーションゲーム「タワー」について考察していき
ます。果たして，第3世代のシミュレーションは見つかるのでしょうか? サンプ
ルは迷路の最短経路を探すプログラムです。

柴田淳(以下Ats): MacintoshやWindows

mのゲームて二「タワー」っていうのがある
のを知ってますか?

マスター(以下M)・ああ，高層ビノレをシミ

ュレー卜 するゲームて、しよう。

琴張春香(以下春):機か，「シムシティ ー」

の作者のウィノレ・ライトがゲームの制作に

加わっているとかいうグ、ームよね。

Ats・制作に加わっているとはいっても，

ちょっと名前を貸したくやらいらしいですけ

どね。ただ，ワイノレ・ライ トのいるMAXIS

というゲームメーカーがアメリカてやのタワ

ーの販売代理底をしてる， というつながり

もあるみたいですけ E。

琴張護(以下護): ;タワーというゲームは，

アメリカでは「シムタワー」 という名前で

売られていたような気がします。

M:ところで¥タワーってどんなゲ、ームな

んですか? 名前は知っているけど，実|療

に遊んだこ tはないからわからないんです
よ。

Ats:与えられた資金を使ってピノレを育て

ていくシミュレーションゲームなんですよ。

ピノレに賃貸オフィスや商底を設置すると，

人が集まってきてお金を落としていく。

M:なるほど。そうやって資金を増やして

いって， ピノレをどんどん大きくしていくわ

けですね。

Ats:大きくなっていくにつれて，ヒツレは

高層化して いきます。 5階建てくらいなら

階段を設置すればいいんですが， もっと階

数が増えると，今度はエレベーターを設置

しなければならなくなる。で，このエレベ

ーターをいかに迩用するかが，ゲームをう

まく進めるカギになっているんです。

春:エレペーターをうまく運用する?

Ats:ええと，オフィスな Eのピノレの施設

にはそれぞれ「何日値.Jがあるんです。この

価値を決める大きな要因のひとつに，施設

を使う人の「イライラ度」があります。こ

96 Oh!X 1995.6 

のイライラ度は， ヒツレの住人が目的の階ま

で行くのにかかるH寺問が短ければ， それだ

け低〈抑えられるんです。

M:つまり，エレベーターの運用がまずく

て，住人が目的の階まで行くときの待ちl時

聞が多い1:，イライラ度が高まって施設の

価値が下がってしまうわけですね。

護:なる I.u:.。価値が高い施設はそれだけ

高い賃料を取れますから，エレベーターを

効率よく適用できれば，より高い収益を得

ることができる， というわけですね。

春:だけt"， それなら住人をなるべく待た

せないように，エレベーターをたくさん設

置してしまえばいいんじゃないかしら。

Ats:ところが，そこはゲームらししビノレ

の規模に応じて，エレベーターの設置台数

が制限されているんです。また， ピノレの規

模が大きくなっていけば，設置できる施設

の種類も増えていきます。ゲームが進むと，

映画館とかホーノレなんでいう施設も設置で

きるようになるんで、すよ。

G@入灼…一叫のω
Ats:タワ一というグゲ、一ムてで、すが， いまま

で、ここで、扱ってきたものとは巡ったシミュ

レーションの手法が使われているみたいな

んです。

M:というと?

Ats:まず，オフィスや底舗などの施設の

1illi値は，その施設にたどり着くまでの所要

時間が長いか短いかで決まる， ということ

をいいましたよね。

春:施設を利用する住民のイライラ度が，

施設の賃料に影響するんだったわよね。

議.すると，ゲームの内部では， ピノレの施

設ごとにイライラ度を数値として管理して

いるわけで、すね。

Ats:ぞうなんて、す。で，いままでここでや

ってきたような手法を使うとすると，この

イライラ度は周りの状況から言十算されるわ

けです。つまり， ヒツレのとある場所にある

オフィスまで、の所要l時間を，なんらかの擬

似的な方法を使って裏マップで表現する，

というような方法をとるんです。

M:そのような手法を使うと，常に最低限
の部分の裏マップを書き換えるだけですむ

から，処理|時間を抑えることができるんで

したよね。

Ats:ところが，タワーでは施設にた Eり

着くまでのl時間を実際に人間を動かして言十

算 しているんです。

M 確かに，ゲームの画面を見ると，たく

さんの人聞がIDJJき回っていますね。

春:でも，こうやって住民を実際に動かす

ことによって，どうして施設に行くまでの

l侍聞を計れるの?

Ats:ええと， 1画面i内を動いている住民ご

とに， どの施設の利用者なのか，またEこ

に行こうとしているのかな Eの個人情報が

管理されているんです。この情報を元に，

実際に住人を動かして，目的地に着くまで

の所要時聞を言十って， 目的地に着いたらイ

ライラ度を管理する裳マップに所要時聞を

加算していくんです。

春:うーん，いかにも力業という感じね。

Ats:ただし処理速度のことを考えてか，

住民を実際に移動させるといっても，杓子

定規にやっているわけではなさそうなんで

す。たとえば，タワーではピノレ内の織の移

動は考慮されていません。つまり，施設が

横方向にいくら隊れていようと，住民はま

ったくイライラしないんで、す。

議:しかし，それでもやはり実際に住民を

移動させるというのは，かなりの処理速度

を要求する処理であることには変わりない

と思いますが。

M:そうまでしてこんな方法を使うという

のは， それなりに理由があってのことなん

で しょうね。



Ats:ひとつには，実際に人を動かすほう

がはるかに リアノレに見える， というこ tが

大きな要因になっている気がします。

M:施設までの所要時間を表現するとした

ら，たとえば施設ごとに便利さの裏マップ

を管理して， エレベーターに近いところに

ある施設は便利さを高<.速いところは低

くというふうにしてもいいわけですよね。

春:でも，デパー トなんかのエレベーター

を，思い浮かべると， エレベーターの待ち時

間つでもっと複雑な要素が絡んでいるんじ

ゃない?

護:設置台数や収容人数，またエレベータ

ーのカゴを運用するアノレゴリズムな Eも関

わって〈るかもしれませんね。

M:すると，タワーという ゲームはエレベ

ーターという小道具をもち込もうと決めた

時点て¥実際に人を却jかしてみるような手

法をとらざるをえなくなった， といえるよ

うな気がしますね。

。第3聞のシーン
議 :ところで， このタワーのような手法を

シミュレーションのモデルとしてとらえる

と. c'のようになるのて。しょうか。
春:シミ ュレーションのモデソレとしてとら

えるって?

M:図1のように様式図化すると Eうなる
か， ということで、すよ。この図 lは.fJ定か

いままでやってきたモデルの様式図でした

よね。裳マップを入力として，計算モデル

を使って計算をして， その結果をさらに裏

マップに反映させる， という意味じゃあり

ませんでしたっけ。

Ats:そうですねえ。まず，住民のイライラ

度が計算モデルに入力されて施設の1ilfi値を

決め，それがピノレの収入になるんだから，

図1で 「入力」から右側は変わらないと思

います。問題は入力の左1)[IJなんですが。

護:住民の移動にかかる時聞が長い とイラ

イラ度が増すのですから，入力に働 〈プラ

スの要因 tして，左側に住民の移動にかか

る時間を書き込めばいいのではないでし ょ

図1 シムシティー型のモデル

入力

U全体の l
11出力 l 

うか(図 2)。

Ats:それはそうなんて。すけどね。さっき

も同じ話が出ましたが，住民の移動|時間を

決める要因はかなり後雑ですよね。 l次式

で間に合うような単純な計算モデルとは次

元が違いますよ。

M それだけ複雑だからこそ，エνベータ

ーの運用をシミュレー トして， 実際に住民

を動力、して移動に必要な時聞を調べている

わりで、すからね。

Ats:じゃあ， ここでいう住民の移動H寺聞

のように，詳細に調べてみないと決まらな

い要素は，計算モデルとは別扱いにしたほ

うがいいでしょうね。

M こうして図にしてみる t. 2つのシミ
ュレーションモデルの遠いがはっきりして

きますね。

Ats:そうですね。便宜上，図 1のようなモ

デルを「シムシティー型J. 図2のようなモ

デルを「タワー型」としましょうか。

護:まず目につくのが，シムシティー型の

モデルにはフ ィードパックがあり，タワー

型にはない， ということで、しょうか。

春:フィードノfックがある tないとでは，
どんな違いが生まれるのかしら。

Ats:たとえば，シムシティーでIIIJを育て

ていくとき，住宅地域に幸子察や学校を建設

しないと，地I或がスラム化するようなこと

が起こりますよね。つ まり，安定している

ように見える地域でも，フィー ド、パックに

よって治安度の裳マップがだんだん悪化し

ていき，放っておくと犯罪がはびこるよう

になるわけで、す。

M:すると，フィードパック機械をもって

いないタワー型では，そのようなことが起

こらないということですか?

Ats:厳密にいうと 「起こりづらい」という

J惑じかな。たとえば，タワーでピノレの高層

部に映画館のような大量の人間が出入りす

るような施設を作って しまうと，エレベー

ターが混雑するようになって，結局l映画館

の近くの施設の価値は下がる， というよう

なことは起きるけど・・・・-。

護:しかし， それは単にエレベーターの利

図E タワー型のモデル

用頻度が高まるから，付近の施設へのアク

セスが不便になっただけで、す。シムシティ

ー型のスラム化のように「人口は増えたが

惑いやつも増えた」 というような，正負の

要素が同居したタイプのフィ ードパックと

は違うような気がします。

Ats:どちらかというと，僕もその考え方

に賛成なんて、すよ。

M:あと，タワー型にあってシムシティー

型にないのは，やっぱり実際に住民が動い

ている， というリアリティて、しょうかね。

Ats:そうで、すね。シムシティー型のシミ

ュレーションはかなり擬似的なものだから，

たtえば住宅地域と工業地域が道路で結ば
れていなくてもお互いに発展する. tいっ
たような， 一見ウソっぽいところがEうし

てもでできてしまうでしょうね。

春:その点，タワー型では実際に住人をエ

レベータ一仁釆せて動かすのだから，エレ

ベーターの通じていない階の施設に人が入

るようなことはない， というわけね。

M:ところで， こんなふうに利点と欠点の

ある 2つの手法なんだから，いっそお互い

のいいところだけを組み合わせて新しい手

法ができないものですかねえ。

Ats:実は，タワ ーのマ ニュアノレにウィ

ノレ・ライ トの文章が絞っているんですけど，

それを匂わすようなことが書いであるんで

す。ワイノレ・ライトは最近「シムタウン」

というゲームを出したようfごから，そろそ

ろタワー型とシムシティー型のハイブリッ

ドシミュレーションを作りにかかっている

のかもしれないですね。

春:そのハイブリッド型が第3世代の社会

科学シミュレーションだ， というわけ?

Ats:うーん，既存のものを組み合わせた

だけのものが新しい世代か， という tちょ
っと疑問が残るかな。

M:じゃあ，第 3i:!t代が登場するのはまだ

先だと。

Ats:いや，実はそれらしいアイデアは考

えであるんで、す。いままで、のシミュレーシ

ョンは，計算モデルがすぺて固定されてい

て， そのためにダイナミックなゲーム展開

入力

イライ ラ度
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が望めませんでした。そこで，言U1:モデノレ

自体を動的に割り当てるようにすればどう

かなあ， !:。

春・計算モデルを動的に割り当てる?

Ats:つまり，ゲーム進行によって計算モ

デル自体が変化していくようなモデル， と

いうことになるかな。

M:それはまた，なんとも大胆な。

Ats : t:.t，ご，モデルのロジックは思いつい
たんですけE"， うまい題材がなかなか見つ

からないんですよね。いずれにしろ，この

アイデアが形になるにはもう少し時聞が必

要かな。

M:ロジックを思いついて， それを使うた

めの適当な題材が見つからない， というの

は，ずいぶんもったいない話ですね。

Ats:うーん，ロジックというか，シミュレ

ーションのモデルを考えつくというのは，

あくまでもゲームな Eを作るときの必要条

{牛の Iって‘しかないんでーすよ。アノレゴリズ

ムと適当な題材が結びついてはじめて，面

白いゲームができあがるんだと思います。

春:なるほE。

Ats:また，モデノレを考えつくだけでプロ
クe ラミンク守に |刻してのイ士~'j:はすべておしま

いか， というとそうでもないと忠、うんです。

たとえば，タワーのエレベータ一連行のシ

ミュレーションのように，あまりにも専門

イヒしすゴたものが関わってくると， ちょっ

とややこしくなる。

M:それはどういうことですか?

Ats:エレベーターの運行シミュレーショ
ンなんて， E"ちらかといえliアクションゲ、

ームで使われるような題材じゃないですか。

護:つまり，シミュレーションとはまった

く別分野のものをプログラミングしなけれ

ばならないわけです。 ということは，通常

より余分なノウハウが必要になる， という

ことですね。

Ats:そうなんですよ。仮に，タワーに登場

する住人が，エレベーターの代わりに迷路

状の通路を通って目的の施設に行し とい

うようなゲームを作る tしましょう 。

M:そのゲームでは，入り口から施設まで

の最短経路の一長さによって，住民のイライ

ラ度が噌滅する， ということになるんです

ね。

Ats:ええ。このようなゲ、ームを{1三るとす

ると，入り口から目的の施設までの，最短

経路を求めるようなアノレゴリズムを考え出

さなければならないじゃないですか。

春:つまり，迷路を解〈アノレゴリズムが必

要なわけね。なんTごか襲佐しそうfごけE。

Ats:難しい，ぃ、うより，基礎知識がない

と解けない類の問題ですね。それほど大変

そうではないから，ちょっと作ってみるこ

とにしましょうか。

Grンプ州こついて
Ats:ええと，今回のサンプノレて1ま，まず迷
路を自動的に生成して， それから入り口か

ら出口までの最ナ亙距離を求めます。

M:迷路を自動的に作るだけでも，けっこ

う大変そうだけど。

Ats:この手のアノレゴリズムは腐るほどあ

りますからね。興味のある人は参考文献を

読んでみてください。

春:て¥迷路はEうやって解くわけ?

議:普通の迷路では，常に迷路の壁に右手

が触れるように道を通っていくと，いつか

は必ず出口にた Eり着ける， という法則を

{iI'!うのではないで、しょうか。

Ats:そうなんですよ。この法則を使うと，
迷路を解〈最短経路を簡単に見つけること

ができるんです。

M:もう少し具体的に教えてくださいよ。

Ats:まず，迷路を動く点を想定します。こ

リスト1

の点の右手が， ~l;f; に壁につくように迷路内

を移動さ3せていきます。

春:でも，そうやって動レていると，いつ

かは袋小路にはいってしまうんじゃないか

しら。

Ats:そうやって行き止まりに突き当たっ
たら，今度は方向転換して点の軌跡、を壁て、

埋めていくんです。こうやって袋小路をし

らみつぶしに埋めて行って，最後に残った

のが出口への最短経路となるわけです。

春:なんだかさらりといってのけちゃった

けど，ゃっI!り革{Eしそうね。

Ats:でも，これくらいのアルゴリズムを

経くこなせるようでないしタワー型のシ

ミュレーションゲームは作れませんよ。

M:そうでしょうね。エレベーターの速行

シミュレーションなどとなると，迷路を解

〈アノレゴリズムよりもっと複雑になるでし

ょうから。

護:逆に，この種のシミュレーションとは

一見関係ないようなノウハウをうまくゲー

ムに耳足りこめれば，ゲ、ームのリアリティは

一段と増すでしょう。

Ats:シムシティー型のシミュレーション
ゲームて、は， シミュレーションモデノレの出

来不出来がリアリティを左右するんでしょ

うが，タワー型では実際に人聞を動かすわ

けて*すから，「人間らしさ」をj寅出すること

が，ゲームをリアノレにするためには欠かせ

ない要素だと思います。じゃあ，人間らし

さとはなにかと考えてみると，やはり 「頭

のよさ」なんじゃないでしょうか?

M:つまり，タワー型の而白いシミュレー
ションゲ、ームをイ乍るためには， ii.頁のいいア

ノレゴリズムを作り I:~，すノウハウが必要だ，

ということですね。 (つづく)
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59 “hile( 1I01e ( nu・) ( 
68: tor(!:8;1(nu・:i・+) ( 
61: 1(( obJ[iJ.atr == -1 U 
62: it38 < cnt J ( 
63: obJ[II..tr = 8: 
6~ : 
65 : 
66: 
61・
68 : 
69 : 
10 : 
11: 
12: 1 
13 : 
14・voidInove_object( int n) 
15: ( 
16: ln也 t.r.l，b.r:
11: IC( obJ[nl.atr ) 
18: ( 
19 : 
88: 
81・
82 : 
83 : 
64 : 
85 : 
86: 
81 : 
88 : 
89: 
90 : 
91 : 
92: 
93: 

9‘: 
95 : 
96 : 
91 
98 : 
99 : 
100: 
101 : 
102 : 
103 : 
104 : 
105 : 
106 
101 : 
108 : 
109 : 
110 : 
111: 
112 : 
113 : 
114 : 
115 : 
116 : 
111 : 
118: 
119 : 
120: 
121 : 
122: 
123 : 
124 : 
125 : 
126 : 
121 : 
128: 
129: 
130: 
131: 
132 : 
133 : 
134: 
135 : 
138 : 
131 : 
138: ) 
139: 1(( way2[obJ(n).誕J(obj(n)..)== 3 ) ( 
140 :田ap_to(obj(nJ.x.obj(n).y，PWall); 
14! : 
(42 : 
143 : 

14‘ 145: 
1‘6 : 
141 : 
148 : 
149: 
1.0: ) 
151 : 
152: void・ake_1I8ze(} 
153: ( 
154: lnt i，J，k.x，y，t.dd; 
155 : 
156 :・r・ndl(unsillnedJti.e{NULLI); 
151・ tor(i -: "i i (:: XIII8X -4; 1・=2) ( 
158: add_poa( 1，2); 
l59: add._poa ( 1， Ymax司 21: 
160: ) 
161・ tor(J -:喝; j <= Yllax -:l; j += 2) ( 
162: add_po8( 2. j); 
163: add_posIXmax:-Z，j); 
164 : 
165: 
166 
161 : 
168・
169: 
118: 
111 : 
112 : 
113・
IH: 
175 : 
116 : 
111 : 
118 

179 : 
180 
181 : 
182 : 
183 : 

18‘・185 
186・』
181 : 
188: void add_poa (lnt i， int J) 
189: ( 
190: xx( P_"U個) = i: 
191: yy(p_num) = J: 
192・ P_"U園+φ;
193: 1 
194 : 
195: .1nt gelect_pos( int・i. i旬t・J1 
196・{
197・intr: 
198 : 
199: if ( !p_nulI ) ( 
200: return( e ): 
201: 
202 : 
203 : 
284 : 
205 : 
286 : 
201 : 
208 : 
209: 1 
210 : 
211: vold lIap_to(x，y，a) 
212・{
Z13: iC(x<Ollx>X舗ax (1 
214 : y < o I I y ) Ymax I ( 
215・
216 
211 : 
218 : 
219 : 
220: 
221 : 
222: 
223: 
224 : 
225 
226 
221: 1 
228 : 
229; void chan，e_“ay(lnt x.int yJ 
230: ( 
231: lnt 1 :: 0: 
232 : 
233・ iC( IIIllp(X)【.1 I { 
234: way2(xl(yJ :: STONE; 
235 : 
236: 1 
237: i f(・ap(xl(y-II I ( 
238: w.y(xl(y) 1= UP; 
239: 1+φ; 
240: ) 
241: 1((・ap(xl(yφ11) ( 
242 :“ay(xJ(.) 1= DOWN: 
243: !;φ; 
2H: 1 
245: 1f( lIIap(x・11(7) 】{
Z喝6: ua，.(xJ(yJ 1= LEFT: 
247: iφφ; 
248: ) 
249: !c( ...p(混+1J(YI ) ( 
258: ¥lOY【xl【y) 1= RIGHT: 
251: i+・;
252: I 
253: way2(xJ(yl = i: 
2H: 1 
255 : 
256: int dra“_cell(int x，lnt y，int 001) 
251: ( 
258: x -= 2: 
259・ y・=2: 
26・ 1ft 001 < 16 )( 
2tH: rUl(x'c匂idth.Y'cwldth. 
262・ x'o材idth・cwidth-l，y・0“idth+owid包h帽 1.001) ; 
263 : 

26‘1 
265 : 
266: int lnit_8creen( I 
267: ( 
268・ lnti i 
269 :・creen( 2.0.1.1 ); con!臨ole(・NASr'，'N'ASI'，0';
210: palet(0，O J; 
211: palet(l，rlb(31.31.31)'; 
272: pale色(2.r.b(31.5.21 1: 
273: pa1.et(3.rlb(31，2l，J)); 
274: pa1.e色{‘ .r.b(3.31.1) 1; 
2;5: I 
216 : 
211・lntinlt_variablea() 
278: ( 
219: Int i.J: 
290: tor (L :: 0: L (: Xmax: iφ+1 ( 
281: (or(J=O:J<=Y・ax; J+φ1 1 
282 :臨ap_to(l，J.l)o
283: ) 
284: ) 
285: for (1: 3: i <= Xmax -3: Lφφ) ( 
286: tor (J :: 3; J <: YlIlax-・ 3: J+φ) ( 
287: map_色。li.j.OI:
288 : 
289 : 
290: 
291 : 
292 : 
293 : 
29~ : 
295 : 
296 : 
297 : 
298: 1 

.ove_obJeet 11 J ; 
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return; 

t = obJ(nl.dlrj 
r = (obj(nJ .d1rφ11"4 ; 
1 = (obJ[nJ.dir + 31"4: 
b = (obJ[nJ .dir・21"4; 
sw1teh( vay2(obJ【nJ.xJ(obJ[n}.rl ) 

eaae o 
t : 1; 
break: 

e08. 1・
1(( 'map(obj(nl.x+drx(rJ J [obJ(nJ .y+dry(rl J 1 ( 
t = 1; 

) else ( 
t : o: 

br・ak:
ca.・2 : 
i(( ・・ap(obJ(nJ.x+drx(rl J (obJ(nl.y+dry(rl J 1 ( 
t = 1: 
break; 
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1t( !lIIap(obj(n).x・dr<(rl1(obJ(nJ.y・dry(rll 1 ( 
包= 1: 
break; 

U'( !.ap{obJ(nJ.xφdrx(IJ J(obj(nJ..φdry【lJ1 1 ( 
t = 3: 
break; 

} 

break; 
d.tault 
br.ak: 

。bJ(nJ.dir = (obj(nl.dir +色)U;
ir(・ap(obJ(nJ.xJ[obJ(nJ .yJ ) ( 
draw_cel1(obJ(nl，x，obJ(nl.Y， 
.ap(obJ[nJ. xJ(obJ (n). yll : 

J ell. ( 
draw_cel1 (obJ (n) • x， obj (n) • y. RiahtWay) ; 

。bj(nJ.xφ= drx(obJ(nl.dirl: 
obJ(nl.Y +: dry(obJ[nl .d1r}: 
draw_ce1.l(obj(n}.X".obj(n) .y，Obj・ct1; 
If( obj(n).x ) X・ax・2 " 。bJ(nJ.x) Y・ax・31 ( 。bJ(n].a色r= 1: 
aoleφ+ : 

ωhile( aelect_po・ (U.~JI ) ( 
tor { : : } ( 
dd = 24・['nd(): 
tor (k = 3: k ) = o: k-ー1( 
包三 d_tab【ddJ[kJ:
x=i+dx{tJj 
r = J + dy(tJ: 
if(.ap[xJ[rJ == 01 ( 
break: 

t
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b
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1
i
 

.ap_lo((1+x，/2，(J・y)/2.1): 
i = x; 
J = y: 
.ap_lo(i.J，11: 
add_po・(i.J1 : 

p_nua--: 
r :: 11nt】(p_num・(rand() / (RAND_HAXφ 1.0111: ・1= xx【['):
xx( ['] :: X叉(p_nullll;
'j 乞 yy(rl:
yy(r] :: yy(p_nu.l: 
return( 1 J; 

return: 

.ap(xl(Yl = ao 
lt{ x ) 1 &. x < X.ax-1 .6. 
'!I ) 1 1.& Y < V.ax・11 ( 
draw_cell(x，y，a) ; 
ch・nle_way(x-l，y)i
chanI4_"ay( x+ 1. y) ; 
chanlc_way(x，y-L) o 
chan.e_“ay(x，yφ11: 
chan.c_way(x，y) ; 

return: 
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多チャンネルミ

ピ狗

X680xOシリーズはもともと音声出力を

意識した作りになっているためか，背面に

ちゃんとAUXステレオ出力計品子がありま

す。一方，数年前からMIDIが盛んになって

きて，MIDI楽器の音声もミキシングする必

要が出てきています。最近ではSC-55をは

じめとしてミキサ内蔵のMIDI楽器も増え

てはきましたが，従来のCM-64，MT-32な

Eを利用している人は別途ミキサを貿わね

ばなりません。まあ， これだけの楽器構成

ならば，CM-64+(SC-55+内蔵音源)という

構成のため， 4chミキサを買えば済みます。

2chて、ないのは， ミキサの多くが入力を

モノラノレて、受けイ寸けて出力をステレオ，つ

まり，右か左に振り分けるためです。多く

は出力に「中寸らい右J1:か「わずかに左」

tかの処置を行うために，可変抵抗(ボリュ
ーム)がつけられています。

ところで最近，X68000ユーザーのなかで

もCD-ROMが流行しはじめました。一般の

CD-ROMは，音楽CD再生のために音声出

力があります。CD-ROMで音楽CDを再生

するとデスクトップでCDの田再生，停止など

ができますから，結構便利に使えます。そ

れ以外にも，メ方、ドライブのゆみみみつく

すエミュレータをプレイする， Play 

Stationのぱずるだまエミュ νータをプレ

イするなど， CDの音楽再生機能守利用する

ゲームなどの場合はミキシングは必須です。

これで， CD-ROM + MIDIユーザの場合，

6chミキサが必要になってきてしまいまし

た。さらにAWESOME-XなEのPCM，'l'，)]

のできるボードを利用したりすると， 8ch 

ミキサが必要になることになります。

本格的にコンピュータ音楽をするならば，

大きなミキサを買えばよいでしょう。「専門

的にやる人」用のミキサならば，値段，大

きさ，機能，さまさ、まの商品があります。

100 Oh!X 1995.6 

しかし， CD-ROM十MIDI楽器+X680xO

という組み合わせは，ミ平門的に音楽をやる

人以外でも寄りと持っている組み合わせてやす。

安価で、PCMボー ドが供給されたら，なおさ

らミキサが必要でしょう。

市販されている一般のミキサは，多チャ

ンオ、ノレになればなるほど，たくさんの機能

がついてきて，そして t~1~fiて、す。先ほど説

明したような左右に振り分ける機能のほか，

エフェク卜へ送り返すような機能，入力イ

ンピータ守ンスをAUXレベノレからMICレベ

ノレまで選択できる機能な Eいろいろとつい

ているからです。「ただ単に ミキシングした

いだけ!J といったケースの場合，なにも

本格的なミキサを買う必要はありません。

入力インピー夕、、ンスはAUXのみ，右左はな

く，入出力はステレオ，エフェク 卜セ ンド，

場合によっては，入力レベノレなどもON/
OFFにセレク卜で、きる干呈度てよかったり，
いらなかったりするかもしれません。

必要は発明の母。私のうちでは， X68000 

周りだけでも， CD-ROM， X680xO， CM 

-64， SC-55，実験 I~" のPCMボードなど，ミ

キシングする必要のある機器があります。

DSPボードが発売されたときのために，

DAI to AUXのユニット，すなわちD/Aコ

ンノfータがイ乍つであり， これもミキシング

せねばなりません(モノラル12chぐらい必

要なのかな)。そ こで，約束のSRAMボード

をほっといて，多チャンえ、ノレミキサをイ争っ

てみることにしました。

これは完全に「ローテク」です。X680xO

本体改造の必要性はありませんし，下手に

イ乍っても本体を壊すほどダメ ージを与える

失敗はほとんどないでしょう。値段も，参

考までに秋葉原価格な らば，あわせて2，000

円前後です。

仕様の決定から完成まで，幅広いニーズ

にあわせて，原理を中心に説明しますから，

ローテクしたい人。ぜrひ村Isll成してみてくだ

さい。

まずは仕様を決定します。仕~葉決定に合

わせて，ハードウェアの設昔1・をするのです。
きちんと考えておかないと，あとで、ハマる

ので注意しましょう。

.1可チャンオ、ノレのステレオ入力があるの
力、?

まずミキサとしての第一条件ですね。何

チャンオ、ノレステレオ入力があるのか? 今

回は記司王用として，ステレオ 5ch (モノラ

ノレ10ch)のミキサをイ宇ってみることにしま

した。

配線や格納する箱などに拡張性を持たせ

ておけば，多チャンオ、ノレになると思うので，

いろいろ考えてみてく Tごさい。

.各入力のボリュームを用意するか?

入力の抵抗を変えれば，レベルが変化し

ます。選択は，固定抵抗，半固定抵抗，可

変抵抗の 3種類十らいあるでし ょう。あん

まり多機能だと配線がややこしくなります

し，大きな可変抵抗だと，まさしくボリュ

ームになる ので，パオ、ノレの1J日工も大変です。

各入力レベノレは一度設定すれば，変更す

る必要はない……といい切れるなら固定抵

抗がいいでしょう。 そうすれば，回路は小

さくまとまりますし， ミキサ本体力f小さく

なる分，ちょっとしたスペースにおけると

いう利点ができます。

一度設定したらほとんど変えないだろう

けど，ひょっとしたら，気分でまた変える

かもしれない……と思うならば，半固定抵

抗にするのがよいでしょう。こうした場合，

ノfッケージを開けなくてはなりませんが，

一応入力レベノレを変える ことができます。

一度設定 してみたものの，やっぱりもう少

し内蔵音源を強くしたかった……なんて場

合，すぐ変えられますしね。半固定抵抗は

基板に実装するので，固定抵抗の場合より

も，基板そのものは大きくなります。



な電i原を作ります。 そういうわけで¥アダ

プタは12-15V程度のものを利用し， 7809 

あたりを使って9Vを取り出すことにし正

す。参考までに秋葉原の秋月電子でアダプ

タは300円にてj構入，この古市子を受けるコオ、

クタは千石電商にて100円て."1I詩人。口径は2

1φです。また， 7809は78L09(ローノfワーだ

けど今回ぐらいの回路ならこれで十分)で

すが， 30円だったかな? これもまた秋月

電子です。

X680xOから+12Vを引っ日長ってきて， 3 

端子レギュレータ78L05などを利用すれば，

それなりに安定した電源を取ることもでき

ますが， ミキサの電源、はやっぱりつけっぱ

なしがよいのではないでしょうか?

原理説明
泌却ゐ

ミキサといったら反転増幅加算回路なの

ですが，電源を単一電源にしたため，負信

号はそのままでは切れてしまいます。とい

うことで，差出J補l阪回路にすることにしま

した。

Amp)です。これはN]M4580にて決定。オ

ーテVオmといわれるOP-Ampて、、低雑音てい
低歪率，ヘッドフォン出力などの高出力も

できるし，単一電波でも動作可能だ、からで

す。と，まあこういっておけば、，かっこい

いのですが，単に秋葉原の秋月電子で安売

りしていたのが大きな原因です。

次に電源。電源L:J:OP-Ampを駆動できれ

ばどういう奴でもよいのですが，電源が歪

んでいれば出力も歪みます。 したがって，

ある干皇度は安定していなくてはなりません。

スイッチング電源などを利用するのがリ ー

ズナフツレで、すが，小さいスイッチング電源

は高いという欠点があります。 トランスを

利用して電源を作ってもパチは当たりませ

んが， トランスを近くに置くと，配置をう

まくやらないとノイズ、がパリパリ乗ります。

そういうわけで，アダプタです。ア夕、、プ

タを利用すると 電源周りがゴツゴツするの

で好きじゃないんですが I簡単ぽん」の利

点は否定できないでしょう 。も ちろん，ア

ダプタからくる電源は相当歪んで、いますか

ら， 3端子レギュレータを利用して，適当

気まくやれなのでちょくちょ(変える一

という人なら，可変抵抗にするといいでし

ょう。この場合， ケースのノ叶、ノレに可変抵

抗をつけなくてはなりませんから，サイズ

も気にしなくてはなりません。基板そのも

のは線を引っ張るだけなので，小さくなる

はずですが。

ボ、リュームを用意しなくても， ON/OFF

の切り換え寸らいつけたい場合は，適当な

スイッチをつけま しょう。入力ラインを草色

縁するだけなので，接続/絶縁の， 2端子の

簡単なスイッチでOKです。たとえば， X680 

xOなどは膨大なノイズを，':l:'，しますから，

MIDI楽若手のみの曲を!鳴らしたい場合，本体

側の入力を切ったほうがいし、でしょう。

今回の記事中では，入力抵抗を固定，す

ぺて同じにし，入力を切るスイッチはひと

つだけ(X680xO本体用)にしてみることに

しました。

最初に決定されるのはオペアンプ(OP-

メイン回路図図1

+9V 

RCA 
-Qutpぱ

C NJM4580 

+9V 

!XiK 

!XiK 

10μ12fN 

4
B
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基本回路は図1のとおりです。

図はス テレオ4chで、すが，場合によって

今回のような5ch，さらに6chなどを作りた

い場合でも，入力を同様に増やすことによ

って処理できます(もっともあまり安定し

ないでしょうが)。

図E パワーアンプの接続

NJM4580 

V-in(C) V-oは(C)

この図の囲みAは，入力インピータゃンス

の抵抗です。これを低くすると入カレベノレ

を上げることができます。ただし，この抵

抗がOになると，増IP高率が理論上∞になる

ので¥せいぜい 2，3倍程度で20kDから30

kDの抵抗をつけ，これと直夢I}でなんらかの

図3 足に注意

右も同じものを作ること。
なお、この回路の利得は、

製作した基板(表面)

Av= (Rl+R2) /Rlで表せるため、
Rl=S6kQ、R2=O-S肱Qなどと、
可変できる値が良いだろう。
各自決定すること。

裏面。ちなみに，音声信号は入出力とも |本だけ配線されている

102 Oh!X 1995.6 

9V 
GND 

可変抵抗をつけてください。

もし入力信号のON/OFFをつけるなら
ば，端子Bの部分で絶縁してください。

あと，人によってはもう少し出力がほし

い場合があるかもしれません。そういうと

きには， もう 1段なんらかのパワーアンプ

をつける とよいでしょう 。つける場所はC

ですね。 Cに図 2のような回路を含めると

出力の増強ができると思います。

図 1下の9Vを生成する回路で間違いや

すい点を。 3端子レギユレータの足I:J:正面

(平らな函)から見て， JI頃に1， 2， 3i: 

数えます。詳 しくは図3を参照のこと。

また，アダプタですが，+ーを接続前に

きちんと石催かめてください。アタやプタのも

のによっては， 中が一，外が十になってい

たり します。習慣で外はーなどと，思い込ん

でし、ると，ハマることになります。

電極を間違えると大電流が流れて危険で

すからね。

なお，この回路を収めるケースはできる

限り，金属ケースを利用してください。 と

いうのも，金属ケースのフレームをアース

にすることができるからです。ただし，金

属ケース を利用する場合，基板の固定方法

によってはショ ー トするおそれもあるので

気をつけてくださいね。

利用は簡単です。

まず回路上のINが右，左のRCAピンジャ
ックINPUTです。 回路上はこの5つの入
力(回路図では 4つ)がミキシングされ，

OUTPUTへ出力されます。これをアウト
プッ トにつなぐだけ。

本体+SC-55，CD-ROM， DSPボードな
どな c"，接続できるものはさまざまですか

ら，必要な数だけ入力を増やしてリーズナ

ブノレな回路にしてみてください。

* * * 
最初にいったとおり ，あっきりできて，

しかも簡単に使えます。そこそこ電気回路

の勉強になるやもしれません。

来月，予定どおりDSPボードが発売され
るならば， OPTICAL OUTから 直接オー
ディオ出力を取れるような回路を紹介した

いと思います。

ここ数カ月，身辺があわただしくなり，

込み入ったことができませんが， iロー」テ

クは続けますから，来月もよろし しでは。

参考資料 .本誌1991年12月号

(なお.OP-Ampの出力などはあえてこれにあわ
せました)。



〈対応機種一覧>. MZ-80 K/C/700/1500. MZ-80日/

2000・MZ-25∞/2861.X 1 .X 1 turbo/Z・PC-8001/
8801/88・SMC-777/C・PASOPIA/5・PASOPIA/7.
FM-7/77/AV・MSX/2/2+/turboR. PC同286/386/486/
9801/98/9821 • X 68000/X 68030 
掲載されたプログラムの利用には各機種用のS-OS

"SWORO"システムが!必要です。

第156部

第157部

BLOCK DOWN 

s-osねちねち入門(3)
.BLOCK DOWN 

今月は rS-OSねちねち入門(3 ) Jとパズ

ルゲーム rBLOCKDOWN Jを掲載します。

rBLOCK DOWN Jは，見た目が非常に簡

単なパズ‘ノレゲームです。実|療に遊んで‘みて

も， なんの問題もなくノレーノレを飲み込める

ほどあまり にも単純なので，すぐに飽きる

んじゃないかと考える人もいるかもしれま

せん。揃;かに，なにげなくブロックを抗告し

ているだけではそれほど面白いゲームとは

いえません。

しかし，高得点を狙い始めたとたんに，

ゲームが熱くなります。得点の計算方法は，

(i向したブロックの個数-2)2ですから，い

っぺんに消すブロックが，多ければ多いほ

ど獲得できるスコアが多くなります。した

がって，プレイヤーは隣り合うブロックが

なるべく多くなるよ うに，脳味噌が加熱す

るまで考え込むこ tになるのです。うかつ

にブロックを消すと， まさにあちらが立て

ばこちらが立たず状態になってしまい，効

率よくブロックを消すためにはかなりの思

考力を必要と します。

きて，この単純ながら熱くなれる

rBLOCK DOWN J。実は，フリ ーソフトウ

ェアて出回っている「さめがめ」というノf

ズノレゲームが，元オ、タとなっています。 も

ともと， UNIX上で開発され，そのゲームの

面白きに中毒者続出。現在では，Macintosh 

やPC-98，X68000にも移継され，さらにス

ーノf- ファミコンにまで移植が決定される

という人気ぶ り(そのうちアーケード版と

して登場したりして)。ひと頃の 「ーヒ海」の

フィ ーパーを思い起こさせます。 rBLOCK

DOWNJは， I画面いっ!!いにブロックが置か

れるところが他機種版と違いますが，シン

プノレな面白きは損なわれていません。 リス

トも短めですので，ぜひハ?っ てください 0

.ぉ絵描きパズ、ノレ

rBLOCK DOWN Jのような単品世なノfズ、ノレ

ゲームは， S-OS“S羽TORD"のf号立とする

ジャンノレて、す。 過去にも rCOLUMNSJrp 

USH BON!Jなどのパズルゲームが登場し

ています。そこで，次なるノfズ‘ノレゲームと

して， S-OS“SWORD"用「お品会f前きノfズ

ノレ」なんてものはどんなものでやしょう。こ

れは，ヒ ントを頼りにマス目を埋めていく

と，やがてドッ ト絵になる tいうパズルで

す。ノレーノレなどの詳 しいことは， パズ、ノレゲP

ーム雑誌に掲載されているので割愛させて

いただきますが， これもまた， じっく り考

えながら結構ハマれるノfズ、ノレなんですよね。

もちろん，エディタっきというのが条件

です。自動向平法プログラムを作るとなると

ちょ っ とばかり面倒かもしれませんが，シ

ステム自f本はものすごく簡単にイ乍れるはず

野
紙
一
時
品
川
一

阻
革
路
上
令
一

躍軍国

;A <・ 4与*ラクタ ・""".・・

ですし，基本的にド ット絵はそノクロなの

で，データはかなり少なくてすみます。

オ、 ック となるのは，画面の縦l隔が少ない

ということてやすか。 ヒン トとマス自を表示

するとなると， 25行てやはそれほど大きなパ

ズノレを表示することができませんから。

それほど問題らしい問題もないので，で

きそうな気がするんですけど……どなたか

挑戦しませんか?・BREEZE
次に 5月号で紹介した rSoftware

DACJの正式名称が rBREEZEJと決定し

たようです。作業も残すところ，ソースの

統一化， ドキュメン 卜の整理，サンプノレ，

アプリケーションの制作， PSG I:I~Iカテーブ

ノレをオリジ、ナノレのものに差し替え，開発ス

タッフ|i司の詳細事項のについての合意雌認

といったと ころまできている状況のようで

す。完成が非常に楽しみですね。

そして， 5月号の記事でPSG再生プログ

ラムの統一化が，奥野氏ひとりの手によっ

て行われたかのように受け取れる記述があ

りました。実際は，保田周作，森喜一郎，

筑紫高宏，奥野綾二(敬称略)，によ って統

一化が行われたことを改めて明記させてい

ただきます。

ス
.95年3月号
第153部シ05システムコールライブラリ
.95年4月号
第154部 5-05ねちねち入門(1)
.95年5月号
第155部 5-05ねちねち入門(2)
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8l0CK DOW~ 

春名隆行

隣り合っているフ白ロックを見つけて消し

ていく。単純ながらついついのりめ込ん

でしまうパズルゲームです。できるだけ

多くのブロックを消せるように，脳昧贈

をしぼるのだ。

104 Oh!X 1995.6 

私がこのゲームを知ったのは，某誌3月

号の荻窪圭氏の記事によってです。ノレーノレ

はシンプノレなのに中毒者続出というこ とだ

ったので，試しに作ってみるかという気に

なりました。

とり あえず，最初はXlのBASIC+マシ

ン語で、作ったのですが，なかなか面白い!

それにこれくやらいならS-OS“SWORD"で

も楽 しめるんじゃないかと思い作成 したの

が，今回の作品です(オリジ、ナノレは 「きめ

がめJ /:.いうタ イトノレでした)。

1111111川1111川11川11111111111入力方法1111111州

まず，MACINTO-CなEのマシン詩人カ

ツーノレて¥リス ト1の300011-33F3，.，まで打

ち込んでください。チェックサムを確認 し

たあと，いったんデ、パ、イスに，

書SBLD: 3000: 33F3: 3000 

のようにセーブしましょう。そして，

#J3000 

てやスター卜 します。

の先まで、読めるようになることが高得点ぞ

獲得するための秘訣です。

そして，ゲームオーバ一時には，スペー

スキーで再スター卜， BREAKキーでモニ

タに戻 ります。

1111111111111111111プロク、ラムについて1111111111111111111

私はS-OS“SWORD"用のプログラムを

組むのも，オーノレマシン語のフ守ログラムを

*Jlむのもキ刀めてfごったのですが， シンプノレ

なゲームだったためか， 比較的短時間で完

成 しました。3400H以降もワークとして使用

してい ますので， 注意 して くださ い。どこ

まで使用するかは，プレイヤーの11宛と速し

だいです。

なお，ソースはREDAで作成し ましたが，

文字列中にスペースのコード32を書き込ん

で、いるところがあります。こう しないと，

スペースを09Hに変換 してし まい正 しくア

センプノレできなかったのです(編注・これ

は，REDAのエディタ側の問題。タブ機能

を実現するために，ソースコード中のスペ

1111111111111111111111111111111111111遊び方11川川11川111川11川川11川川川11川川11川11川11川 111山11川11川川11川111川川11山川11川11川11川1111川11川11川川11川11川11 ースを強制的にタブコード09Hに置き換え
てしまうため起こるものです)。

きて，ゲームの遊び方ですが“2468"キ そして， 初期設定ではカーソノレ移動キー

ーでカーソノレの移動，“ 5"キーで2個以上 を“2468"，ブロックを取る キーを“5"と

隣 り合っている (斜めはダメ)ブロックを していますが，都合の悪い方は，

一度に取ることができます。このとき， 3116H 上

(取ったブロックー 2) 2 

が得点となります。

また，耳Rったブロックのところにで、きる

空間には，上のブロックが落ちてきます。

縦一列すぺて取ることができたときには，

順次左側に詰められていきます。

このようにゲームを進めていくわけです

312211 下

311EH :左

311AH : ;右

3126，.， :フーロックを耳Zる

以上のア ドレスを書き換えてください。ま

た，ブロックはわか りやすい ものを選んだ

つもりですが，自分好みのブロックに変更

が，ゲームの目的は2つあります。ひとつ したい方は， 33DF，.，からの 5ノfイトを書き

はすべてのブロックを取り除くことです。 換えてください。

しか し，かなり難しし運も必要でしょう。

そして，もうひ とつは，“ブロックを育て 11111111111111111111111111111111111111最後lにこ 11川川11川川11川川11川11川川11川11川11川川11川川11川川川11川川11附1111川11川川11川11川11川11川11川川川11川11
る"ことです。つま り，できるfごけたくさ

んのブロックを一度に取れるように操作し

て，高得点を狙うというものです。どちら

かとい えば後者がメインの楽しみ方になる

と思います。

ちなみに，高f尋点を5fiうコツと しては，

フ。ロックを耳Rったときに， c'のブロックが
落ちてくるか的確に把握することです。慣

れないうちはつらいかも しれませんが， 先

今回のプログラムは，できるだけ短くし

ようと心がけたので、すが， いま考えると縦

横のブロック数を変更できるよう にしたほ

うがよかったかも しれませんね。

それでは， じっくり遊んでみてください。

結構はまりますよ。

〈参考文献〉

Oh!X 1991年2月号 280'5 Bar 



mmZ4-zmr 

32A8 06 72 2C 2C 2C 18 F6 E1 : EB 

3280 CO 1E 20 11 9F 33 CO E5 : A0 

3288 lF 01 C9 3A F3 33 47 0E : 6E 
32C0 02 30 6F 26 17 CO 18 20 F3 

32C8 FE 20 CC 03 32 20 70 A7 40 

3200 20 F3 C9 E5 11 78 33 E5 62 

3208 2C CO 18 20 12 1C 70 88 97 

32E0 20 F6 AF 12 E1 CO 1E 20 C3 

32E8 11 78 33 CO E5 1F 25 7C 2E 

32F0 89 20 E4 21 F3 33 35 El lA 

32F8 C9 21 01 17 CO 18 20 FE 08 

SUM: 6E 85 06 1A 90 40 46 FO 888E 

BLOCK_DOWN.OB.J 

3160 33 CO 97 31 EO 58 EO 33 30 

3168 2A EF 33 87 EO 52 30 00 7F 

3170 2A EF 33 5E 23 56 23 22 68 

3178 EF 33 E8 18 E4 78 FE 02 ・ 81

SUM: 22 36 30 70 3A 04 96 97 F7A5 
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LD 8.IHLI 
DEC HL 
EX DE，HL 
CALL ・LOC
CALL ・PRINTS
DJHZ CL_8L_LOOP 
OR A 
RET 

221 
222 
223 
224 
225 
226 
227 
228 
229 ; 
230 CHECK HAIN: 
231 DEC L 
232 CALL CHBCK_SUB 
233 INC L 
234 IN'C L 
235 CALL CHECK_SU8 
236 DEC L 
237 DEC H 
238 CALL CHECK白 SUB
239 INC H 

24・INC H 
241 CALL CHECK SU8 
2唱2 RET 
243 : 

2・‘ CHECKSU8: 
245 CALL ・SCRN
246 CP C 
241 RET NZ 
248 LD DE， (WORK_EDI 
249 CH SU8 LOOP: 
250 LO A，(DE) 
251 CP " 
252 DEC DE 
253 JR NZ.CH_SUB2 

25・LD "， (OE) 
255 CP L 
256 RET 2 
257 CH SUB2・
258 DEC DE 
259 LD A.D 
260 CP WORK_START I 256 
261 JR NC.CH_SUB_LOOP 
262 
263 
264 
265 
266 
267 
268 
269 
270 
271 
272 
273 

21・;
215 SCORE_CALC: jSCOREC:(捕えたプロヲク・21・2
276 LO AパBLOCK.
277 SUB 2 
278 RET 2 
219 LO H，e 
280 LD L.A 
281 LO D.H 
282 LD B.L 
283 CALL KAKE 
28‘ LO OE， (SCORE) 
285 ADD “L.DE 
286 LD 1 SCORB 1. HL 
287 8CORB PRINT: 
288 LO BC I CH&.PRNT・33
289 PUSH BC 
290 CALL ASC SET 
291 POP DS 
292 LD HL，01・5H
293 CALL ・LOC
294 CALL ，阿SX
295 LO HL， (HI_SCORE) 
296 LD DB.ISCOREI 
297 OR A 

298 S8C HL，OE;ハイスコアょ η土?
299 RET NC 
3OO LO IHI_9CORE) ，D.E 
301 LD OE，CH&PRNT・33
3.2 LD HL..12IH 
303 CALL ・LOC
30・CALL ・MSX
305 RET 
306 
3・1 ASC 9ET: 
308 LD 
309 CALL 
310 LO 
311 INC 
312 LO 
313 CALE. 
314 LD 
315 INC 
316 ASC SET2: 
317 1.0 DB.100 
318 CALL DIV 
319 LD IBC'.A 
320 INC C 
321 LD DE.10 
322 CALL DIV 
323 LD 18C)，A 
324 INC C 

325 LO A.3o“ 
326 AOO A.L 
327 LD ISC).A 
328 RET 
329 ; 
330 OIV: 
331 XOR 
332 DIV LOOP: 
333 SBC .HL.DE 
334 JR C.CH_ASC 
335 INC A 
336 JR Dtv _LOOP 
337 C純_ASC:
338 AOD HL，OE 
339 ADD A.30H 
340 RET 
341 ; 
3‘2 RBST_BLOCK :現りプロヲク針 .. 
343 LD A. (BLOCK) 
3014 LD 0.0 
345 LD E.A 

; H L・中心直.
:左右上下の閣で網ベる

:同じ置観的プロック?

;fIにワークにある?

ADR_STORE: 
LD 
INC 
LD 
LD 
INC 
LD 
LD 
LD 
INC 
RET 

;ワ m クに保存
DE. (WORK_ED) 
DB 
A.L 
1 DE'.A 
DE 
A.H 
IDB'. A 
(WORK_ED) .OE 
B 

;スコア.示
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LD HL. (REST) 
OR A 
9BC HL，OB 
LO (RE9TI，HL 
LD DC.CHlPRNT・35
PU9制 BC
CALL A9C 98T2 
POP DE 
LO HL，82・1H
CALL 'LOC 
CA.LL .円9X
RET 

LD DB. (WORK_EDJ 
BL_ON_L∞P: ; -lJ:t由主ラインはとばす
DEC DE 
LO A，(OBI 
LD 8.1. 
LD HL.CHlPRNT -1 
ADD A.L 
LD L.A 
DEC IHL， 
CALL Z.DO制N_SU8
OEC OE 
LD 1..0 
Cp. WORK司 START125& 
JR NC.BL_DN_LOOP-
RET 
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JR GA阿EOVER 

CALL 'SCRN 
CP • • 
JR Z， ALL_CH_SKIP 
LD D.A 

OEC “ 
CALL ・SCRN'
CP 0 
RET Z 
lNC H 
INC L 
CALL ，SCRN 
CP 0 
RET Z 
LD A. L 
CP B 
JR NZ，ALL_CH_LOOP 
ALL CH SUB 
OEC H 
LD L，l 
LO A.H 
JR NZ，ALL_CH_LOOP 

LD HL， 680EH 
CALL tLOC 
CALL ・HPRNT
08 "GAHE OVER" • 0 
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;蝿い‘合

GA尚E_OVER:

CALL ・GETKY
CP 18H 
JR Z.END 
CP .. .. 

JR NZ， OAHE_OVER 
LD HL.HAHf_LOOP 
EX (SPJ，HL 
JP INIT2 

ALL CH SKIP: 
INC L 
LD 1.， L 
CP B 
JR NZ， ALL_CH_LOOP 
JR ALL CH Sυa 

:535 DS 
536 DB 
531 DOWN_WORK: 
538 DB 

OB 
CHR: 
DB 

551 BLOCK: 
552 DB 
553 SCOR!・
55‘ OW 
555 HI SCORE: 
556 DW 
551 DATA: 
558 DW 
559 RSST: 
560 DW 
561 WORK ED: 
562 DW 
563 WORK CH: 

56‘ OW 
565 CVRSOR: 
566 DW 
!561 CH RIOHT: 
568 DB 
569 

:BREAK  

;量制へ

: 7ラグ掴 g提示データ則ワ

38 
@ 

;姐 -JI表示データ周ワーク
1，29，30，1，29，30 

DB 1，29，30，1，29，30 

346 
341 

3・8
3‘9 
358 
351 
352 
353 

35・
355 
3~6 
351 
358 
359 8LGCK_ooWN :プロヲクを下に箇由る
360 LD DC，26・2H
361 LO HL， CH6PRNT 
362 LD A，1 
363 BL W RE9: 
364 LD (HL).A 
36!5 INC L 
368 DJNZ 8L_W_RES 
361 
38B 
369 
318 
311 
312 
313 
314 
315 
316 
311 
318 
319 
380 
381 
382 
383 
384 OOWN_SUB: ;ワークに縦 -JI骨の表示データ作風
385 PU9H DR 
386 LO H.23 
381 LD L，9 
388. PUSH HL 
389 LO OE，oo“N_WORK 
390 DN SUB LOOP: 
391 CALL 'SCRN 
392 CP .“ 
393 JR Z，DN_SKIP 
39‘ LO (OEl ，A 
395 INC E 
396 INC E 
391 INC E 
398 ON_SKIP: 
399 DBC 
408 LO 

4・1 CP 
482 JR 
483 EX ・84 LO ‘65 DN_9PC: ‘08 LO 
491 AHD 

‘88 JR ‘09 LO ・10 INC ・11 INC 
412 lNC 
413 JR 
414 DN PRNT: 
415 POP Hし‘L6 CALL .LOC ・1'7 LD DE，DOWN_WORK ‘18 CALL ;円SX
419 POP DB 
420 aBT ・21 ; 
422 BLOCK_LBPT: :緩ー列企τ自民〈な勺 τいれば.左に鶴の

DB 1，29，3(1，1，29.30 

OB 1，29.30，1.29，30 

DB 1.29，30，1，29，30 

1，29，30，1.29，30 

1.29，30，1，29.30 

1，29，30，1.29，39 

¥，29，30.1.29.30 

1.29，30，1，29，30 

1，0.0，0 
;キャラ クタ・データ

"・.e<)o"

08 

D8 

O. 

DB 

OB 

;今摘し企プロック世

.スコア

;ハイ・スコア

;乱敵用ワーク

;量りプロヲク量

;7'ロヲタ直圃幡納量f量陣アドレス

;11;にチエヲクするプロヲク直樹アド

;力ーソル直.

:チ zックする量有晴

BLOCK DOWN 107 
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ねちねち入門(3)

Chikushi Takahiro 

筑紫高宏

メモリマップから未公開のディスク1/0
の解析まで，今月もねちねちと8-08
“8WO円0"を解説していきます。重要
な情報が満載ですので， 8-08ユーザー
はしっかり目をとおしてください。

108 Oh!X 1995.6 

す。ちなみに， 2HDの場合は 2バイトを使

111111111111テ‘イスクフォーマット追加事項111111111111 用します。 3バイト用意しであるのは， 256 

Mパイ卜以上の大容量デバイスを考慮した

ちょっと余談になりますが， X1フォーマ ときのためでしょう。

ットのディスクのディレクトリ部分につい

て，もう少し解説します。S-OS“SWORD" 111111111111111111111111111111111メモリマップ11111111111111111111111111111111

のみを使用しているときには参照する必要

はありませんが， X1のディスクを操作する

場合に参考にしてください。以下の情報1.:1:.，

XlturboZのマニュアノレから抜粋+αした
ものです。

・ファイル属性(+日)

ピット oBin形式ファイノレ(バイナリ

標準的なS-OS“SWORD"内部のメモリ

マップを紹介します。

S-OSシステムの主な構造ですが，まず

BIOSや各機種モニタが存在し，そのl呼び出

しなどを共通化十αしたものが，初代S-OS

“MACE"です。多くのマシンのS-OSシス

ファイノレ) テムでは， OOOOH番地からBIOSやマシン語

ピット 1 Bas形式ファイノレ (BASICの モニタが存在していて，そのすぐ後ろに付

中間言語のテキスト) 加す る形で，基本的なサブルーチンの呼ぴ

ビット 2 Asc形式ファイノレ (ASCIIフ 出しの橋渡しをするようになっていました。

ァイノレ， そして64Kノfイ卜以

上のバイナリファイノレ)

ピット 3 未使用 (0を書きます)

ピット 4 1で不可視になります。

ピット 5 1て、リードアフターライトON

ピット 6 1でライトプロテク卜

ビット 7 1で下位ディレクトリ

属性の各ピットは，矛盾がない限り ，複

数指定可能です。ただし，通常，ピッ トO

-2は複数指定されません。複数指定する

と，別の(未定義)ファイノレ形式というこ

とになります。

通常のバイナリファイノレは， Bin形式で

すが， 64Kバイト以上のファイノレだと，この

形式で表現することができません。そのた

めAscファイル形式で、，中身はバイナリフ

ァイノレという使い方もされます(ただし256

ノfイ ト単位)。当然，ファイノレサイズや先頭

アドレスな Eの情報は，意味をもたなくな

ります。

なお， Asc形式ファイノレのサイズですが，

X1ではFATのみ意味をもちますが， S-OS 

“SWORD"ではBin形式ファイノレと同じ

く，ディレクトリ上のサイズが有効となり

ます。

階層化ディレクトリですが， BASIC上か

らMKDIRすると，属性がr1100000sJにな

ります。さらに，拡張子の部分が強制的に

rDIRJ となります。

ピット 5のリードアフターライトに関し

ては，勉強不足でわかりません。

・先頭クラスタ番号 (+29-+31)
十29 上位

+30 下位
+31 中位

ディスクのクラスタは4Kパイ卜なので¥

1パイ卜あれば，1Mバイトまで表現できま

ファイノレ操作は，カセットテープのみ対応

しています。

S-OS“SWORD"へのパージョンアップ

は，主にディスクへの対応、です。共通のデ

ィスク処理ノレーチン1:，原始的な機種依存

のディスクI/Oノレーチン(指定レコードを
読み書ーきするだけ)が，完全に分間11.した形

で制作されていたので， S-OS“MACE"へ

の若干の手直しと，ディスクI/Oノレーチン
の制作だけで，各機種への移植を行うこと

ができました。

S-OS“SWORD"を制作する場合，特に

共通ディスク処理ノレーチンを使用する場合

は，プロクeラムアドレスなどに制限が出て

きます。もちろん，手聞はかかりますが，

襟準で用意されたものを使用しないことも

可能です(要するにすべてを作り直せばい

い)。その;場合，ア ドレスの制約は若干減り

ます。ちなみに， S-OS“SWORD"システ

ムが使用する0000"-2FFF，，のエリアには，

空きエ リアがほとんどない状況で， S-OS 

“SWORD"からのパージョンアップが行

われなかった大きな理由のひとつでしょう。

次に，メモリマップの内容を簡単に説明

します(表 1)。

S-OS“SWORD"のメイン部は， 0000，，-1 

CBF" にあります。 BIOSを自作する場合で

も， S-OS “SWORD" メイン音r~ にイ史用で、 き

る領域は， 7Kバイト Il!::'です。

RUN&SUBMIT は，パ、ツチファイノレの

実行などの機能を追加するパッケージです。

次に位置するのが， S-OS“SWORD"の

ワークとジャンプテーフツレで、す。通常のユ

ーザ、ーは，この部分を参照したり l呼び出し

たりできます。

共通DOSモジューノレは，ディスクの入出

力を行うノレーチンの固まりです。
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ク I!OではAF~ レ ジ ス タ が破壊されます。 さ

らに，それらを呼び出す共通DOSモジ‘ュー

ノレでも ， AF~v シ、スタの保存を行っていませ

ん。したカヲって，デ、イスク合アクセスするノレ

ーチンを使用すると， AF~ レジスタカ~f~J(壊

されてしまいます(仕様では保存されるこ

とになっている)。これは，ノfッチファイノレ

を使用する場合にも 当てはまります。つ ま

り，ユーザ、ーがディスクをアクセスするノレ

ーチンを使用する場合や，使用する可能性

がある使い方をする場合， AF~ レジス タ は

破壊されるとみなしてください。

また，これからディスクI!Oを{乍成する
場合は，仕様書 E おり AF~ レシ‘スタを保存ー

するようにしましょう 。

RAMディスクに関してですが， ETRK 

(20FF，，)という S-OS“SWORD"の内部ワ

ークに， RAMディスクのクラスタ数を格

納してあります。これにより， RAMディス

クの有無，サイズを知ることが可能です。

おまけですが， X1用のS-OS“SWORD"

では，ディスクのヘッドの移動速度を20ms

に設定してあります。 しかし，内蔵ドライ

ブ1ま最高6msでもヘッドの移動が可能です。
ということで，最高速に設定するための変

更アドレスを警.いておきます。ただし，デ

ィスクのシーク音が気に入らない，ちよつ

とお力か、しいな? と

しよう。

2C21: 1E→1C 

2C98:02→00 

ちなみに， S-OS“SWORD"のディス ク

のデータバッファは，256バイトしか用意さ

〈出力〉

Cy=O (Acc← 0)なら成功， Cy=1 (Acc 

←エラーコード) なら失敗

〈破壊〉

AF， AF ・DWRITE (280311) 
〈内容〉

テVスクへの書き込み

〈入力〉

HL←アドレス， DE← レコード番号，Acc 

←レコード数， [UNITNO]←ユニット番号

〈出力〉

Cy=O (Acc← 0)なら成功， Cy=1 (Acc 

←エラーコー ド)なら失敗

〈破壊〉

AF， AF 

ちなみにこれらのルーチンは，S-OS“SW

ORD"のファンクショ ンコーノレの非DRDSB

(2000H) と非DWTSB(200311)のメイン部分

てれす。

次にディスク1/01菊係の問題点を説明し

ます。

まず， MZ-1500系統のディスクI!Oでは，
割り込み禁止をしていないので，ディスク

アクセス中に割り込みがかかった場合，エ

ラーが発生する可能性があります。ただ，

実際には，害1]り 込みが使われないことが多

いので¥はtんど問題となっていません。
しかし， S-OS“SWORD"上でオリジ、ナノレ

のプログラム (S-OS“SWORD"に依存し

ないもの)をt丑もうとしているときは， 注

意してください。

そして，先ほど説明しましたが，ディス

ディスク1/0ノレーチンは， DOSモジュー

ノレから呼び出されます。このノレーチンを制

作すれば，ディスクへの入出力が可能にな

ります。一般的に， RAMディスクの処理ノレ

ーチン本体1;):，メモリの都合で295411-のエ

リアに配置されています。

標準的な8-08“8WORO"システムのメモリマップ

各機種目10S，またはマシン語モニタ(各機種依存)

S-OS“SWORD"メイン部(毛号機稜依存)

パグ回避用空き(各機種依存)

RUN&SUBMIT (各機種共通)

RUN&SUBMIT空き

S-OS“SWORD"ワーク

S-OS“SWORD"ワーク鉱張予約エリア

S-OS “SWORD"ジャンプテーブル

S-OS “SWORD"ジャンプテープル鉱張予約エリア

ノてッチ変数

テ'パイス rE : Jのクラスタ数

共通DOSモジュール

共通DOSモジュール空き

S-OS“SWORD"内部ジャンプテーブル&ワーク

RAMディスクドライパ(機種依存)

S-OS“SWORD"エラーメッセージ

エラーメッセージ空き

ディスク1/0ルーチン(各機種依存)

ノTッチファイル用ディスクバッファ

ディスク入出力バッファ (FATバッファ)

ディスク入出力パッファ(デ-5'バッファ)
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ディス ク1/0は， S-OS“SWORD"でテ、、

イスクを操作するための各機種依存部分で

す。ここ は，共通DOSモジ、ユー/レより 11乎ぴ

出されます。テVスク1/0の仕様は，正式に

公開されてはいないため，ソースリストを

解析した結果を示します。

まず，ディスクI!Oのために用意された
エントリアドレスは， 2BOOH-2B06"の7パ、

イトです。ディスクI!O本体は， 2B071l-2 
BFF"に置かれます。ちなみに，ディスク1/

Oルーチンは， リード tライトのノレーチン
を共通化して作成し，動作時に自己書 き替

えを行うことにより，サイズのコンパク卜

化を図っている場合が多いようです。

そして，RAMディスクの1/0ノレーチンは，

2BOO" -2B05Hのジャンプテーブノレを乗っ

取る形で動作します。このRAMディスクI!
Oのためのノレーチンは，だいたい空きエリ

アの2954H-29FFIIに作成されています。

そして，ディスク1/0のエントリアドレ

スは， 次のようになっています。

DREAD (2BOOH) ディスク読み込み

DWR1TE (2B0311) ディスク書 き込み

UN1TNO (2B06H) ユニット番号(蓄

き込みのみ)

S-OS“SWORD"では，フロッピーデ、イ

スクは 4台までつなけ、られます。 ドライ

ブ名は“A-D"，ユニット若手号は 0-3に

対応、します。

さらに， ドライブ名“E"がRAMディス

クとなっていて，ユニット番号が41:なり

ます。テYスク1/0を呼び出す場合，対象と

なるドライブを， 2B06Hにユニ ット番号てや

指定することになります。

なお，S-OS“SWORD"では，共通DOS

モジューノレのほうでも，ディスクI!Oでも，
ベリフ ァイを行っていません。

次に，テ、、イスクr/oの基本ノレーチンの仕
様について説明します。

.OREAD (2800，，) 

〈内容〉

ディスクからの読み込み

く入力〉

HL←アドレス， DE←レコード番号， Acc 

←νコード数， [UN1TNO]←ユニット番号

OOOOH~ 

~ICBFH 

ICCOH~I F31H 

1 F32H~ 1 F5A" 

IF5BH~I F8 1 " 

IF82H~IF8D" 

IF8EH~2038" 

2039" ~204A" 

204BH ~20FE" 

20FF" 

2 100"~28CC，， 

28CD"~28FF，， 

2900H~2953" 

2954H~29FF" 

2AOO，，~払印"

2AFE"~2AFF，， 

2BOO"~2CFF，， 

2DOOH~2ぴF"

2EOOH~2EFF" 

2FOO Il ~2FFFIl 

表1



れていません。このためセクタの大きさが，

512ノfイ 卜や1024ノfイ トのディスクを読も

うtすると，ユーザーエ リアに重なるため，

暴走する可能性があるので注意してくださ

川1111川1111川 IIIIRUN&SUBMIT""I"IIIIIIIIIIIIIIIII

RUN&SUBMITは， ノfッチファイノレを

実行可能にする共通パッケージです。これ

は， 1CCOH -lF5AH に筈IJり当てられていま
す。書GETL(lFD3，，)と非FLGET(2021，，)を

乗っ取ります。ついでに， DOSモジ、ユーノレ

のコマンドも拡張します。拡張されるコマ

ンドは以下の2って‘す。・:
‘"のある l行のコメントを表示しま

す。 MS-DOSのREMコマ ンドに相当する

ものです。

.P 
ノfッチファイノレ中にキ一入力待ちを行い

ます。なにかキーを押せば， ノfッチファ イ

ノレの実行を再開します。ただし， 1BHのキー

(機種により ，ESCやSHIFT+ BREAKな
c')を押すし ノfッチファイノレの実行を中

断します。

・円UNコマンド
RUN&SUBMITを組み込まな い場合，

ファイノレの実行は， ロードコマンドでロー

ドして， ジャンプコマンドて快実行アド レス

ヘジ、ヤンプします。S-OS“SWORD"では，

コマンドライ ンで、入力されたコマンドの前

にあるスペースを耳Rり除いて， コマンドの

解析を行いません。つまり，コマンドの前

にスペースを掃入してしまうと，コマン ド

を受けつけなかったのです。 RUN&SUB

MITでは，この性質を逆手に取って，スペ

ースのあ とにフ ァイノレ名を続けると， その

表E エラーコード

Oevice 1/0 Error 

2 Oevice Offline 

3 Bad File Oescripter 

Write Protected 

5 Bad Record 

6 Bad File Mode 

Bad Allocation Table 

8 File not F ound 

9 Oevice Full 

10 File Already Exists 

11 Reserved Feature 

12 File not Open 

13 Syntax Error 

14 Bad Oata 

15~ Error $?? 

110 Oh!X 1995.6 

ファイノレを実行するようにしています。

そしてアプリケーション側に， ノfラメ ー

タをi度すことも可能です。ファイノレ名のあ

とに“"をつけると，その次のアドレス

をDEレジスタにセットして，アプリケーシ

ョン側へ処理を移します。なにもパラ メー

タがない場合には， DEレジスタにOOHが入

っています。

RUNコマ ンド (ファイノレの自動実行)に

よりプログラムを実行し，終了した場合，

再びRUN&SUBMIT似IJに1II1J御が戻 り， AF 

レジ‘スタの内容を参照します。 Cy=lなら

エラーで， Accの内容がエラ一番号となり

ます。も し， Cy=lだったら，対応するエラ

ーメッ セージを表示します。 よって，ユー

ザ、ーがS-OS“SWORD"用プログラムを作

成する場合，特に意図がなければ， Cy=O， 

Acc=Oにしてから，プログラムを終了する

ようにしてください(プログラムの最後に

“SUB A"の1行を加えればOKです)。

-パッチファイル

RUNコマ ンドで指定されたファ イノレが

ASCIIファイノレなら，ノfッチファイノレ (S

OS“SWORD"では，キ一入カルーチンを

乗っ取り，ファイノレにある文字列をキ一入

カルーチンに渡すようにしています) とし

て実行されます。 このパッチファイノレ読み

込み用に， 2D00l1 - 2DFF，.，が使用されてい

ます。

パッチファイノレ中で“￥"(S-OS“SWO 

RD"文字で“"-")は， パッチ変数のため

にイ史用されます。“￥"という文字密使いた

い場合は，“￥"を 2重の“￥￥"にすると，

l文字の“￥" とみなされます 0

・パッチ変数

MS-DOSなどにあ る，パッチ変数が使用

可能になります。ただし， MS-DOSでは

“%11"ですが， S-OS“SWORD"では，先

ほどもいったように“￥11"です (S-OS

“SWORD"では，キャラ クタが一部違うの

で¥実際の表示は“"-11"などになります)。

“11"の部分は数字で 1-9が指定可能で

す。 lつの変数に20バイトが割り 当てられ，

19文字まで有効で‘す。 S-OS“SWORD"で

は，パッチ変数O番“￥0"を指定した場合

ビープ音が!鳴り，カーソノレ位置はそのま ま

でユーザー{J!I]に制御が戻るようになってい

ます。

このパッチ変数ですが，コマン ドライ ン

で指定されたスペースで区切られたパラメ

ータを， J順番に 1-9と番号をつけてバッ

フアに格納しておき，ノfッチファイノレ中に

パッチ変数がくると，パッチ番号が格納さ

れた文字列に置き換えられます。

ちなみに， S-OS“SWORD"で1まファイ

ノレ名中にスペースを許している関係で，フ

ァイノレ名(実行ファイノレ) とパラメータを

"で区切ってください。

それでは， RUN &SUBMIT関係の問題

点な Eを説明します。

RUNコマンドを実行しようと した場合，

ファイル先頭が300011で，かつ，ファイルの

大きさが7Kバイト未満なら，3000，.，-4BFFH

のメモリの内容が，いったんRAMディス

クの一部のエ リアに待避されて， ファイノレ

の実行後，元に戻されます。この待避用に

イ史われるのが， RAMディスクのレコード

o -13， 18-31です。このうち，レコード
18-31は，ディレクトリ エリアなので， 16 

個より多くのファイノレが存在していた場合，

重複しているファイノレが破壊されることに

なります。ただし， RAMディスクの大きさ

が68Kバイト以内なら，この問題l式発生し

ません。

もし， 320Kバイ トのEMMなどを使用し

ていて， 16個以上にファイノレを保存するつ

もりなら，以下の改造で，待避機能を潰し，

問題を回避することが可能です。

1CFC:CD 15 1D→00 00 00 

そして，画面2行にまたがるノfッチフ ァ

イノけま，誤動作します。これは，論理桁位

置の代わりにX座標を参照しているためで

す。

ノ{-yチファイノレ実行中は，S-OS“SWORD"

ファンクションの#GETLや非FLGETて¥

AF'レジスタが破壊されることがあります

(ディスク1/0の関係上)。

また，起動|時に実行されるAUTOEXE

C.BATは， ドライブAに固定されていま

す。立ち上がったドライブをデフォルトド

ライブにで.きるS-OS“SWORD"でも，強

制l的にドライブAに訪;みにいきます。デ、フ

ォノレ 卜ドライブよりAUTOEXEC.BATを

実行したい場合は，以下のアドレスを変更

してく fごさい。

1F1A:'A:AUTOEXEC.BA T' ，OOH→ 

'A UTOEXEC. BA T' ，OOH ， OOH ，OOH 

11111111111111111111111111111111エラーコード川111111111111111111111111111

s-OS“SWORD"のエラ一番号1:，メ ッ

セージの対応表を掲載します(表 2)。メッ

セージは， 2AOOH -2AFF Hの共通DOSモジ

ューノレのソースに入っています。

エラー Oは，エラーなしという意味で，

エラー15以上だtそのエラ一番号，たtえ
えば，エラー15の場合rError$OFJと表示

されます。



した)。パラメータを受け取ろうとすると，

OEレジスタのアドレスが不定のため誤動

作する可能性があります。以下の改造を行

うし“ ]"コマン ドで，アプリケーション

にパラメータを波すことができるようにな

ります。

217B:EB 21 00 21 E3 EB E9 

→E3 21 00 21 E3 E9 00 

.M 
各機種のモニタをコーノレします。

一般的なモニタでは，そのモニタのrRJ

コマンドなどで，呼び出したシステムに戻

ってくることが可能ですが，一部の機種で

は戻る機能がありません。その場合は，S-

OS“SWORO"の非COLD(lFFOu)か， # 
HOT(lFFAfj)へジャンプして(ださい。
.w 
40桁モードと80桁モードを切り答えます。

rWJコマンドが実行されたとき， 80桁モー

ドなら40桁に， 40桁モード以外なら80桁に

変更されます。

.8T d:filename.ext:P 
8T d:filename.ext:円
ライトプロテク卜の設定，解除を行いま

す。ノfラメ ータに“p"を指定すると，ライ

トプロテクトがかかり，“R"を指定する

と，ライ トプロテク 卜を解除します。

.OV d: 
デフォノレ トテツfイスを変更し'ます。

S-OS“SWORO"で，通常使用されるデ

ノfイスは，表3のとおりです。

・ロ
ディレクトリを表示します 0

・!
ブー トします。

・.Jnnnn
16進4桁 rnnnnJで指定したア ドレスを

コーノレします。

共通OOSモジューノレの該当する処理ノレ

ーチンては， OEレジスタを破壊してしまう

ので，ノfラメ ータを渡すことができません

(このことは，深谷崇氏に教えていただきま

川111川川11111111111111コマンドライン1111111111111111111111111

8-08“8WORD"で使用されるデバイス

フロッピーディスク

フロッピーテ・イスタ

フロッピーディスク

フロッピーディスク

RAMディスク

QD (処理的にはカセットテープ)
各機種依存フォーマッ トのカセッ トテープ

s-os“SWORD" 2400bpsのカセットテープ

A

B

C

D

E

n

y

s

T

 

表3

S-OS“SWORO"を立ち上げると，プロ

ンプ トの r:lj:J記号が出て，コマンド入力

待ちになります。この処理を行ーっているの

が，共通OOSモジ、ユーノレて日す。このとき使

える内部コマン ドを紹介します (dはデノf

イス名)。内部コマンドは，ほとんどが1文

字(一部2文字)です。そして，コマンド

のあとには， 1文字以上のスペースを空け

るのが望ましいとされています。

.L d:filename.ext 

L d:filename.ext:nnnn 
ファイノレをロードします。

16進4桁でアドレスを指定すると，

アドレスから読み込みます。

.8 d:filename.ext:xxxx:yyyy 
8 d: filename. ext: xxxx: yyyy: 

zzzz 
メモリの内容をセーブします。

アドレスは16進 4桁で指定します。

r XXXXJは先nJtア ドレス， rYYYYJは最終ア

ドレス， r ZZZZJは実行アドレスです。実行

アドレスを省略すると，先頭アドレスが実

行アドレスになります。

.K d:filename.ext 
指定したファイノレを消去します 0・Nd:filel.ext:file2.ext 
r filel. extJを rfile2 ，extJにリオ、ームし

ます。

その

|砂全機種共通システムインデックス司|

特別付録 PC-8801版5-05“5WORD"

・86 ~手 7 月 号
第25部 FM音源ミュージツクシステム
付録 FM音源ボードの製作
連載 計算カアップのmagiFORTH
特別付録 5MC-777版5-05"5WORD" 

.86年 目月号

第26部対局五目並べ

第27部 MZ-2500版5-05“5WORD'

.86年 9月号

第28部 FuzzyBA51C発表

連載 明日に向かつてmagiFORTH・86年1日月号
第29部 ちょっと便利な拡張プログラム
第30部 ディスフモニタDREAM
第31部 FuzzyBA51C料理法<1>

.86年11月号
第32部 JマズjレゲームHOTTAN
第33部 MAZEin MAZE 

連載 FuzzyBA51C料理法く2>・86年12月号
第34部 CA5L& COMET 

連載 FuzzyBA51C料理法<3>

国 d・86年 1月号
<D第13部 リロケータブJレのお話
窃第14部 FM音源サウンドエデイア
.86年 2月号

第15部 5-05“5WORD" 

第16部 Prolog-85入門(1)
.86年3月号

第17部 magiFORTH発表

連載 Prolog-85入門(2)
.86年 4月号

第18部思考ゲームJEWEL
第19部LlFEGAME 

連載 基礎力、らのmagiFORTH
連載 Prolog-85入門(3)
.86年 5月号

第20f招 スクリーンエテ'ィタE-MATE
連総 実戦演習magiFORTH

.86年 E月号

第21部 Z80TRACER

第22部 magiFORTHTRACER 

第23部 テ'ィスクダンプ&エディタ
第24部 "SWORD"2000 QD 

連載 対話て・学ぶmagiFORTH

.85年 6月号

序蛤共通化の試み

第 1部 5-0S"MACE" 

!JI!;2部 Lisp-85インタプリタ
第 3部 チェックサムプログラム・m年 7月号
第4部 マシン籍プログラム開発入門
第 5部 ヱテ・ィタアセンプラZEDA
第 E部 テ・バッグツーJレZAID
.85年目 月号

第 7部 ゲーム開発パッケージBEMS
第 B部 、ノースジヱ才、レータZING
園自5年目 月号

インタラプト シ05番外地
第 9部 マシン語入力ツールMACINTO-S
第1日部 Lisp-85入門(1)・85年10月号
第11部仮想マシンCAP-X85
連載 Lisp-85入門(2)
.85年11月号

連載 Lisp-85入門(3)
.85年12月号

第12部 Prolog-85発表

*以下のアプリケーションは，基本システムであるシ05凶MACE"または5-0S"SWORO'がないと動作しませんのでご注意ください。
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.87年 1月号

第35部 マシン箆入力ツールMACINTO-C

連載 FuzzyBASIC料理法<4>

.87年 2月号

第36部 アドベンチャーゲームMARMALAOE

第37部テキアベ作成ツールCONTEX・87年 3月号
第38部魔法使いはアニメがお好き

第39部 アニメーションツールMAGE

付録 “SWORO"再掲鍛とMAGICの標準化・87年 4月号
第40部 INVAOERGAME 

第41部 TANGERINE

.87年 5月号

第42部 S-OS“SWORO"変身セット

第43部 MZ-700周“SWORO"をQO対応に・87年 6月号
インタラプト コンパイラ物語

第44部 FuzzyBASICコンパイラ

第45部 エディタアセンブラZEOA-3

.87年 7月号

第46部 STORYMASTER ・87年 B月号
第47部 パズJレゲーム碁石拾い

第48部 漢字出力パ‘ノケージJACKWRITE

特別付録 FM-7/77版S-OS"SWORD" 

.87年 9月号

第49部 リロケータフソレ逆アセンフヲInside-R

特別付録 PC-800 1 /880 1版S-OS '・SWORO"

.87年10月号

第50部 tinyCORE WARS 

第51部 FuzzyBASICコンパイラの鉱張

第52部 Xlturbo版S-OS“SWORO"

.87年11月号

序鈴 神話のなかのマイクロコンヒ.ユータ

付録 S-OSの仲間たち

第53部 もうひとつのFuzzyBASIC入門

第54部 ファイルアロケータ&ローダ

インタラプト S-OSこちら集中治療室

第阿部 BACK GAMMON ・87年12月号
第56部 タートJレグラフイツクパ・ノケージTURTLE

第57部 Xlturbo版 “SWORO"ア77ーケア

ラインプリントルーチン

特別付録 PASOPIA7版S-OS"SWORO" 

_ .88年 1月号

盟第58部 FuzzyBASICコンパイラ・奥村版

CD 付録 石上版コンパイラ鉱張部の修正

.88年 2月号

第59部 シューティングゲームELFES

.88年3月号

第60部 構造型コンパイラ言語SLANG

.88年4月号

第61部 デバッギングツーJレTRAOE

第62都 シミュレーションウォーゲームWALRUS・88年5月号
第阿部 シューティングゲームELFESn 
第64部地底最大の作戦

.88年 6月号

第65部構造化言語SLANG入門(1)

第66部 Lisp-85用NAMPAシミュレーション

.88年7月号

第67部 マルチウインドウドライバMW-I

連鍛 構造化言語SLANG入門(2)・88年 8月号
第68部 マルチウインドウエディタWINER

.88年 9月号

第69部 超小型エディタTEO-750

第70部 アフターケアWINERの拡張・88年10月号
第71部 SLANG周ファイル入出力ライブラリ

第72部 シューティングケ.ームMANKAI

.88年11月号

第73部 シューティングゲームELFESN

.88年12月号

第74部 、ノースジヱ才、レータSOURCERY

112 Oh!X 1995.6 

.89年 1月号

第75部パズjレゲームLASTONE 

第76部 ブロックゲームFLlCK

.89年2月号
第77都 高速エディ7アセンブラREOA

特別付録 XI版S-OS“SWORO"<再掲載〉

.89年 3月号

第78部 Z80周浮動小数点演算パッケージSOR

OBAN 

.89年4月号

第79部 SLANG用実数演算ライブラリ

.89年 5月号

第阿部 、ノースジヱヰレー7RING

.89年E月号

第81昔日 趨小型コンパイラTTC

.89年7月号

第82部 TTC周パズルゲームTlCBAN

.89年8月号

第83部 CP/M用ファイJレコンパータ・89年9月号
第84部 生物進化シミ斗レーションBUGS

.89年1日月号

第阿部 小型インタプリタ言語TTI

.89年11月号

第86部 TTI用パズルゲームPUSHBON! 

.89年12月号

第87部 SLANG用リダイレクションライブラリDIO.LlB
_ .90年1月号

密閉岬 SLANG用ゲームWORMKUN 

ロ特別付録再掲載SLANGコンパイラ

.90年2月号

第阿部 超小型コンパイラTTC++

.90年 3月号

第90部 超多機能アセンブラOHM-Z80・90年4月号
第91部 ファジィコンビュータシミュレーンヨンI-MY

.9日年5月号
第92部 インタプリタ言語STACK

.90年6月号

第阿部 リロケータブjレフォーマットの取り決め

第94部 STACK周ゲームSQUASH!

第95部 X68000対応S-OS“SWORO"

特別付録 PC-286対応S-OS"SWORO" 

.90年7月号

第96部 リロケータブJレアセンブラWZD

.90年 B月号

第97部リンカWLK

.90年目月号

第98部 BILLlAROS

.90年10月号

第99部 ライブラリアンWLB

.9日年11月号

第10日部タブコーはす応エディタEOC-T.9日年12月号
第101部 STACKコンパイラ

.91年 1月号

第102部プロックアクションゲームCOLUMNS

.91年 2月号

第103部ダイスゲームKISMET

.91年 3月号

第104部アクションゲームMUOBALLlN' 

.91年 4月号

第105部 SLANG用カードゲームOOBON

.91年5月号
第106部実数型コンパイラ言鰭REAL

.91年 E月号

第107部 Small-C処理系の移植

.91年 7月号

第1阿部 REALソースリスト編・91年目月号
第109部 Small-Cライブラリの移植・91年 E月号
第110部 SLANG周NEWファイル出力ライブラリ

.91年10月号

第111部 Small-Ci舌周講座(初級編)

.91年11月号

第112部 5mall-Ci舌用講座(応用編)

第113部 MORTAL

阻・91年12月号
第114部 5mall-C5LANGコンパチ関数

四...92年 1月号
s5!第115部LlNER

両通・92年2月号

第116部シミユレーンヨンゲームPOLANYI

.92年3月号

第117部カードゲームKLONOIKE

.92年 4月号

第118郁オプティマイザ080実践5mall-C議座(1)・92年 5月号
第119部 COMMANO.OBJ実践5mall-C稀座(2)

.92年 6月号

第120部 COMMANO.OBJ2実践5mall-C講座(3)

.92年 7月号

第121部関数リファレンス実銭5mall-C講座(4)

.92年 8月号

第122部 ワイルドカード実践5mall-C講座(5)

第123部 グラフィックライフ.ラ1)GRAPH. LlB 

.92年9月号

第124部 0-印 IT&MOOCNV・92年10月号
第125部 5LENOERHUL実践5mall-C講座(6)

.92年11月号

第126部 EOIT実践5mall-C講座(7)

.92年12月号

第127部 MAKE実践5mall-C講座(8)・93年 1月号
第128部 EOC-Tの拡張・93年 2月号
第129部 BLACKJACK ・93年 3月号
第130部 ンユーティングゲームコ7システム作成法(1)

.93年 4月号

第131部 シューティングゲームコアンステム作成法(2)・93年5月号
第132部 ンューティングケ'ームコアシステム作成剖3)

.93年 6月号

第133部 REVER51

.93年7月号

特別付録 M5X用5-05“5WORO"

.93年 8月号

第134部 MACINTO-C再掲載・93年目月号
第135部 7並べ

特別付録 5LANG再々掲載

.93年1日月号

第136部 シューティングゲームコアンステム作成法(4)・93年11月号
第137部 5-05で学ぶZ80マシン語講座(1)

.93年12月号

第138部 エディ?アセンブラREOA再掲載
_ .94年 1月号

s5!第139部 5-05で学ぶZ80マシン語誘座(2) 

.c. .94年 2月号
第140部 YGC5ver. 0.20ユーザーマニュアル

第141部 5-05で学ぶZ80マシン語講座(3) 

.例年 3月号

第142部 5-05で学ぷZ80マシン語講~(4)・94年4月号
第143部 5-05で学ぷZ80'7シン語講座(5) 

.94年5月号

第144部 5-05で学ぶZ80マシン語講座(6) 

.94年 6月号

第145部 YGCSver.0.30 

.94年 7月号

第146部 ンューテイングゲーム作成講座(1) ・94年 8月号
第147部 シューティングヶ・ーム作成講座(2) ・94年 9月号
第148部 怪しいZ80の使い方(テクニック綴)・94年10月号
第149部 シユーティングゲーム作成講座(3) 

第150部怪しいZ80の使い方(未定義命令編)

.例年11月号

第151部 B-GALET2

.94年12月号

第152部 シューテイングゲーム作成繊座(4 ) 
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こちらシステムX探偵事務所!ANOTHERCG WORLD 

・第5回Oh'Xアンケー卜介析大会

・新製品紹介 F-Calc lor x68k 

LlVE in '94 キャミィのテーマ!TheEnd 01 Love 

THE SOFTOUCH スーパーリ7ル暗室PIりあすか110首BURNINGfesl抱

全機種共通システム YGCS ver.O. 30 

7月号 _， 
特集 入門コンピュータミュージック

.. ~ '~'. ' '-" ー 闘 響子 川CGわ~るど/ショートプロ/ゲーム作りのKNOWHOW 
'/ .~.η-，，，，.. 口 鶴 ローテヲ工作/システムX探偵事務所/マシン語プログラミング

圃 DoGA CGアニメーション講座/ファイル共有の実験と実践
・特別付録 CGA入門キット rGENIEJ

・実用講座 Photo CDでカードを作る

LlVE in '94 宇宙刑事ギャパン/究撞載障ダダンダーン/スティング 他

THE SOFTOUCH 車産航書留置神クエストITheWorlo 01 Xω00011他

全機種共通システム シューテイングゲーム作成講座(1)

8月号
特集 Graphic Movement E 響軒子一?iJeiル…シ
口一テクエ作/刈ANOTHERCG WORLDl善善ノてヒ.

DoGA CGアニメーション講座/石の言葉，言葉の夢

・新製品紹介 X-SIMM VI/Mu-I GS 
SX -WINDOW ver.3. 1 

LlVE in '94 PURE GREEN/Ridge racer(POWER REMIX) 

THE SOFTOUCH ~市 Do!/Mr.Do'vs UNICORNSIレッスルエンジzル;z.3

全機種共通システム シューティングゲーム作成講座(2)

日月号
特集 SX-WINDOW環境セットアップE響子巾叶ど日プ…コm
ローテク工作!DoGACGアニメーション講座/善パピ

システムX探偵事務所/ファイル共有の実験と実践

・新製品紹介 X68D3D D'ash!MJ.700V2C 

・新引l紹介 X680xO TeX 

LlVE in '94 LOVE 15 ALL/HELL HOUND!踏切の通過音

THE SOFTOUCH 餓独伝説SPECIAL

全機種共通システム 怪しいZ80の使い方(テクニック編)

10月号
特別企画 もみじ狩りPRO-68KE響子，n… Uショー一D
TeX入門講座/ゲーム作りのKNOWHOW!善パヒ.

猫とコンヒ.ュータ/ファイル共有の実験と実践

・特男IJ付録 もみじ狩りPRO-68K(5"2HD)

・新製品紹介 F-Card V5 for x68k 

LlVE in '94 イース 2!MSX用GRADIUS2!NATURE

THE SOFTOUCH スーパーストII!スターラスター 他

全機種共通システム 慢しいZ80の使い方/ゲーム作成講座(3)

11月号
特集 STEP UP BASIC 

仁川…一角/ハードコア3D
TeX入門講座!DoGACGアニメーション講座

システム X探偵事務所/ローテヲ工作/善パピ

・新製品紹介 BJC-400J!X680xO Develop. & libc II 

Free Software Selection Vol.2 

LlVE in '94 ダーク・スペース/ENDLE5SRAIN/レナのテーマ

THE SOFTOUCH スーパーストII/餓狼伝説5PECIAL
全機種共通システム B-GALETS2 

ここには1994年 6月号から1995年 5月号までをご紹介

しました。現夜1994年 4~12 月号， 1995年 3~5 月号

の在庫がございます。 I~ックナンバーはお近くの害l苫に

ご注文ください。定期購読の申し込み方法は136ベ ジ

を参照してください。

12月号
特別企画 Xし/Imageお試し版+aE 軒 l川inC刊C… Uωシ河rヨ「一叩吋一一コ訂mア乃3
7アイル共有の実験と実践/ルD白GACG7ア，ニj一ンヨン講座

システムX探偵事務所/ローテク工作!TeX入門講座

・特別付録 XL!lmageお試し版+α(5"2HD)

・新製品紹介 H.A.R.P !XDTP SX -68K 

LlVE in '94 幻想即興曲/きまぐれオレンジ合ロード他

THE SOFTOUCH 魔法大作戦/ス-}'¥ース卜1I

全機種共通システム シューティングケaーム作成講座(4)

1月号{昂切れ)
特集 割り切って使うCD-ROME響子 tn… Uショーいドコア3D
ファイル共有の実験と実践/DoGACGアニメーション講座

システムX探偵事務所/ローテク工作/TeX入門講座

・CD-ROMドライブ紹介 CS-CD30 1 X/CDS-E/SCD-200 

・新製品紹介 X68DDOXVI用アクセラレ-7Xellent30

LlVE in '95 .ì:よ..~~よ/ジムノベテ・ィNO. I !PRIME

THE SOFTOUCH バックルド/上海万里の長城/魔法大慨

餓狼伝説SP特別箇/スーパースト11特別講

2月号(品切れ)
特集 MicroProcessingUnit E 響子 tn… …均/ハー
SトBASIC公開テ'バッグ/DoGACGアニメーション講座

システム X探偵事務所!SX-WINDOWによるDTP

・特別企画 最新ゲーム機を見る

・新製品紹介 Datacalc 5X -68K/シャーベンワープロパッ7

・1994年度GAMEOF THE YEARノミネート作品発表

LlVE in '95 サムライスヒ・')ッツ/AFTER 5CHOOL/白鳥の湖

THE SOFTOUCH スーパーストIl特別編

3月号
特集 SoundEffects E響子 in C…ーブロ/八一
システム X探偵事務所/ファイル共有の実験と実践

ピコピコエンジン，舌用講座/SX-WINDOWによるDTP

・SX-WINDOW周ユーティリティ どっち X

LlVE in '95 魔法のプリンセスミンキーモモ/別れの幽

ファイナJレファンタジ一日/宇宙戦艦ヤマト完結編

THE SOFTOUCH ディグダグ/ディグダグII/VIEW POINT 
全機種共通システム シOSシステムコールライブラリ

4月号
特集 Let's Play Wonderful GAME E 響子一~るど/ショートプ…ア3D
システム X探偵事務所/ファイル共有の実験と実践

D白GACGアニjーシヨン講座/ローテク工作・1994年度GAMEOF THE YEAR発表
・新製品紹介 TS-6B5 1 mk I1!MJ-5000C!MATIER ver. 2. 1 
LlVE in '95 天霊能/ファイナルファンタジーVI!

ANOTHER DAY!ノ、ートオフ.サ.マッドネス

全機種共通システム シ05ねちねち入門(1)

5月号
特集 Realize Graphic 

E響子 tn…一一L
ローテク工作実験室!SX-BASIC公開デ/'¥''/グ

システムX探偵事務所!ANOTHERCG WORLD 

・特別付録 Oh!電脳倶楽部

・新製品紹介 フォント&ロゴデザイン、Yール

LlVE in '95 ドラコeンセイ/~ー/ミッドナイトレジスタンス他

THE SOFTOUCH ポンパーマンぱにつくポンパー

全機種共通システムシOSねちねち入門(2) 
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ネットサーフィンとクモの巣作り
/ 開かれ疋インターネット / 

いまや世界的な規模に発展したオ、ットワ

ークといえるインターオ、ットですが，そこ

で利用可能なサービスにもいろいろありま

す。電子メールとニュースは基本です。こ

れらは， NIFTY-ServeなEのパソコン通

信からも利用できます。電子メーノレで連絡

を取れる相手が("んと増えたということで

一層欠かせないものとなってきました。

電子メーノレに関してはパソコン通信とイ

ンターオ、ットの垣キ;_&はなくなってきたわけ

ですが，その乗り入れはまだまだ限定され

たものです。インターオ、ットを自由に活用

するには，インターオ、ッ卜に所属している

組織に自分が加わるのがレちばんです。

大学，研究所， (オ、ットワークに理解のあ

る)会社な Eでしょうか。頭の固いお役所で

さえ，少しずつですが，インターオ、ッ卜に

取り組む姿勢を見せ始めました。実際，就

職先を探す場合でも 「職場てインターオ、ッ

トを自由に使えること J 1: いう条件を口に

する学生も出現してきました。そんなl時代

です(もっとも，学生側が条件な E出せる景

気ではないのですが)。

ただ，組織がインターオ、ッ卜に加わって

いるといっても，一部の人たちだけが利用

できるだけで¥全員が自由に使えるわけで

はない場合が多いようなので注意が必要で

す。大学でも，文系の学部では研究室lこい

つでも使えないところが多そうです。

その点，名古屋大学はかなり画期的で、，

入学式のときに新入生全員にワークステー

ション用のユーザーIDが与えられます。理

系の学部ではそう珍しくもないと思います

が，全学部生が自由にインターオ、ットを使

えるところがいいと思いませんか?

ところで，数的に見れば，インタ-;i、ッ

トなんて，世の中の多くの人とは関係ない

話かもしれませんが，最近はそうでもなく

なってきているようで、す。インターオ、ット

プロパイダ-1:かいう新しい商売ができて，

各家庭の電話回線から，インターオ、ットを

使うこ tも可能となってきました。

ですから，ノfソコンとモデムがあれば誰

でもインターオ、ットのサービスを受けるこ

kが一応できるわけです。プロパイダーの

数も増えて競争も激しいようで，加入料金

や利用料金もずいぶんと安くなってきてい
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るようです。利用料金としては，月々数千

円十らいでしょうか。

ただし，インターオ、 ットプロパイダーを

家庭から個人的に利用することが本当に熔

しいことなのかEうかは，いまのところな

んともいえません。

まず，スピードの問題があります。通常

の電話回線で9.600bpsとか19.200bps程度

だと簡単なメールの交換寸らいならいいの

ですが，画像データ tかプログラムとかを

やり取りすると快適かどうか疑わしいです

ね。むろん2，400bpsじゃ

単にメーノレを交換するだけならば，ふつ

うのパソコン通信に加入したほうが，ほか

にもいろいろなサービスを受けられるとい

う点で望ましいでし ょう。

さらに，月々の利用料金や電話代に見合

うほどの面白いサービスを受けられるかE

うかtいう問題があります。これは重要な
問題です。しかし，いまはEうであれ，今

後，急速に充実していくことは間違いない

と思います。止めることのできない大きな

流れが起こっているからです。

今回は，現在のインターオ、ッ卜が本当に

楽しめるものかどうか判断するための材料

をひとつ提供することにしましょう 。

/世界にまたがるデータベース/

最近，いろいろと話題を呼んでいるのが，

www(World Wide Web)サービスです。

wwwとはインターネット上におけるハイ

ノfーテキス 卜型データベースです。ハイパ

ーテキスト tは，断片的なテキストデータ
の聞で自由にリンクを張ることにより表現

されている構造を意味し， その例としては

Macintoshのハイパーカードがあります。

単にテキス 卜だりではなし ハイパーカー

ドのようにグラフイ ツクや音声な Eもデー

タとなる場合にはハイノfーメディアとも呼

びます。

たとえば，ある文章を書いているときに

難しい専門用語が出てきて， その説明が必

要だとします。その場合，ハイパーテキス

トでは，説明を閉じ文章中に掃入するので

はなく，別のデータとして，説明文をそこ

からリンクすることができます。

僕がいま書いているこの文章でも(この

ような紙の媒体ではハイパーテキスト化は

困難ですが)，ハイパーテキスト化すれば，

もっとわかりやすく書くことができます。

たとえば， rハイパーテキス ト」という言葉

の簡単な説明を書いたわけですが， この言

葉が最初に出てきたところにリンクを張り，

説明の部分を別のテキストにするわりです。

そうすれば，文章の構造がよくわかるよ

うになりますし，「ハイノfーテキス卜なんて

知っているさ」という人は無駄な説明を読

まな〈てすみます。さらに，僕があ tでハ

イパーテキス卜の説明を修正する場合にも，

その部分だけをいじればよくなります。

wwwて]ま，ハイパーカードと同様に， 音

声や画像などのデータも自由に組み合わせ

ることができます。マルチメディア対応と

で、もいうところでしょう 。さらに， wwwの

大きな特長はヰ、ッ卜ワーク対応型であるこ

とです。要するに， リンクが世界的な規模

で網の自のように張りめぐらされているの

です。wwwという名前そのものですね。

インターえ、ッ卜に接続された月IJのマシン

に入っているデータも同様にリンクできま

す。あるデータを 1つのウインドウで見て

いるときに，マウスである部分をクリ ック

すると，国をまたいだ別の計算機の中のデ

ータが表示されることもあります。 しかも，

アクセスしている側はそれを特別に意識し

ないのです。

ど ネットサーフィン 7 
インターオ、ット上のWVvwのa育報を自由

気ままにたEって遊ぶことを 「オ、ットサー

フィン」とl呼びます。あちらの人はオ、ーミ

ングもナイスですね。クモの巣(web)の上

を這い回るのはクモに決ま っているのにサ

ーフするのですからね。

サーフィ ンするにはそれ用のプログラム

(ブラウザと呼ぶ)が必要です。昔 は

MOSAIC(モザイク)1:いうのが有名でし

たが，いまはNetScape(オ、ットスケープ)が

ベストのようにいわれます。最大の魅力は

スピードでして， NetScape はMOSAICに

比ぺでかなり速いといわれています。

NetScapeにはワークステーションJ仮や

パソコン版がありますが，教育機関などで

の使用は無料です。毎週のようにパージョ

ンア ップされていますが，それもNetScape

社のwwwサーバから簡単に取り寄せるこ

とができます(圏内のミラーサイトから取

り寄せるのが礼儀ですが)。
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ネットサーフィンとクモの巣作り
定できるわけです。

ですから，物理的な指定で限定するより

は，特定の意味づけを指定するという論理

的スタイルを使うほうが望ましいといえま

しょう。

肝心のハイパーテキスト機能ですが，特

に革{~しいことはありません。 たとえば，

<A HREF = "ファイノレ名">……</A>

とすれば，この間の文字列をマウスでクリ

ックすると， ファイノレ名で示されるページ

に飛ぶのです。ファイノレ名の書式において，

インターオ、ッ卜上の別の計算機のファイノレ

を指定できるというのがミソです。

一方，グラフィクのデータを画面に表示

するのも簡単です。たとえば

くIMGSRC="ク、ラフィックファイノレ名っ

とすればいいのです。横線を号|くだけなら

ば， <HR>一発て、す。

ここまでで述ペてきたことがhtmlの基

本的な説明で，さらにいく つかの拡張機能

をマスターすれば，あとは好き勝手にやれ

ばL、いので。す，夕、、ラフイツクを日長り つけた

り， 音を入れたり して。 しかし，ここでも

うひとつ大切な注意があります。

注意 3 無駄に通信量を増やさない

オ、ヅトワークl.:t公共の道路ですから，道

路を混雑させないように注意する必要があ

ります。なるべく無駄なデータは流さない

ようにするのです。文字データならどうせ

タカがしれていますが，グラフィックに凝

るといくらでもデータの量を増や してしま

います。そ れに，ウインドウ 1つ表示する

のに長い|時間待たせるようなページは 2度

と見てくれなくなります。

名古屋大学のwwwサービスの一部

また，遅い回線でアクセスしている人は

ブラウザでグラフイヅクデータは読み込ま

ないという設定にしている人も多いような

ので，カ をかけすぎても意味がない という

ことになります。

データ量;を抑えつつも視党効果を上げる

こと，これはマルチメディアとインターオ、

ッ卜の融合において重要なことであり ， そ

こにはセンスが要求されてくるのです。

/自己紹介は苦手ですが・ / 

知ったかぶりして， htmlについて書いて

きま したが，あまり兵面白に学んだこ とは

ありません。というのも， NetScapeなどの

ブラウザでは表示したページ、のhtml言語

による記述をすべて見ることができるので

す。ですから，実例は豊富にあるので，い

くらでもそれを其似することができるわけ

です。もちろん，まっとうに勉強するため

のhtml入門のページもきちんとインタ ー

オ、ッ 卜上に用意されています。

自己紹介のページをえいやっと作りまし

た。大学はもちろんwwwのページを用意し

ており，情報文化学部もまた各講座名を並

べたページを用意しであります。そこで，

まず， 自分の所属している情報創造論議座

のページをイヤりました。

まず，サーバをどうするかを考えないと

いけません。サーバプログラムとは，見た

いという要求がはかからきたときにそれを

受け付け，相手にそのページのデータを送

ると いう働きをするものですが， Macinto 

sh用に もある (MacI-ITTP)ので，それを利

用することにしました。

今回作った
(マ γクの中にデーヲが存在)
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作成したページ

講座のページは，単に，ここに所属して

いる先生の名前を羅列しただけです。ただ，

「情報創造論講座」というタイトノレはただ大

きく表示するのではあんまりですから，

PhotoShopというソフトで，その文字を加

工しま した。昔，学校で金属プレートを釘

でとんとんと打って模様を浮き彫りにした

ようなイメージです。

次に，自分のページですが，顔写兵にビ

デオで取り込んfご¥やや械を向いたデータ

を使うことにしま した。それから，研究テ

ーマ，簡単な生い立ち， お知 らせな Eの項

目を書き，そこをクリックすると， それぞ

れのページに飛ぶように しました。

一応、，項目だけ作って，リンクは張らず

にそのままにして帰宅し，次の日，来てみ

ると，見られていました。自分の大学内か

らが主ですが，別の大学とか，あるいは，

アメ リカか らとか。となる と，やはり， も

う少 し其I回目に書・かねばというこ とで， 半

日をつぶして書きました。

ページを英語と日本語の両方てい書くこと

にしました。上のほうにEnglish1: ]apanese 

というリンケを用意しておいて， Englishを

クリックすれば，英訳したページを見るこ

とができるようにしたのです。

研究プロジ、エク トのほ うも， 各テーマに

ついて lつずつ参考となる自分の論文名を

挙げま した。さら に， もっと興味のある人

には，クリックするとその論文の概要も見

られるように しました。

とりあえず，このぐらいで放つでありま

す。いやー， まだまだお粗末なもので， も

っと而臼いものを{乍りたいとは思いますが，

のめ り込みそうなので自粛 していま す。ま

あ，おいおいf本裁を整えていくこ tにしま

しょう。速い将来， とっておきのページが

できたらお知 らせします。
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環境乱舞恕ENVRANDだ
KOrTlura Satoshl古村聡

今月は，起動ごとランダムに環境蛮数を書き換えてくれるENVRAND.C，百人一

首練習プログラム， そしてSX-WINDOW用のIjモコンガ登場です。この季節にふ

さわしく家でじっくり使えるプログラムガ4本。活用してね。

や一，驚いた。なにが鴬いたかというと，

木村太郎さんのテレビ番組での発言であり

ますよ。この号が出る頃にはもう ffJ平決して

いてはしいと切に願う平ムなんでありますが，

この原稿を書いている 4月15日の日にオワ

ム真理II教がなにかするかもしれないってい

う話があったんですよ。彼はその前日のテ

レビのニュース番組て「パソコン通信がこ

のデ?を広めているJ惑がある。こんなとき

にはパソコン通信は自粛すべきだ」つての

たもうたのであります。

';jf;日頃，報道の自 |主lを標携しているマス

コミが，個人の表現の自由をffJlJ限するよう

な発言をすることも驚きなんですが，それ

よりもiYをいたのはノfソコン通イ言がテレビの

ニュース番組で登場するほど， 一般的なモ

ノになったということであります。1200

bpsのモデムやカプラて"通信していた，ま

だパソコン通信専門誌はおろか，パソコン

誌でもほとんど話題にならなかったH寺代か

ら， まfご10壬Fもたってないんですーからね。

もちろん，ノfソコンjiI!イ言が誰でも発言て、、

きるメディアで¥歴史も浅くチェックの機

構もまだないため，そのなかには相当局l唾

モノも含まれていることは認めます。 しか

し，考えてみればテレビだってf好間fごって

全部が全部本当のことを書いているなんて

保証はありません。そうしている努力は認

めるけど努力が常に正しい結果を生み出す

とは|浪らないわけです。情幸世というのはそ

もそも受け取る側が真偽を判断して選択し

なくては，危なくてイ史えないものだとも思

えるのであります。 という ことは発言する

のも自l主1，デ?を信じるも信じないも自由，

という バソコン通信の姿こそ，情報のもと

もとあるべき姿ではないかと私は思うので

あります。

その:む:1床でいえば，U'しろ見るfJ[iJの選択
する努力をスポイノレしようとする木村氏の

発言こそ，大きなお世話て、、はないかと私に

は思えるのでありますが。いかがなものな

んでありましょうかね。

'1.-.'(環境変数が適当~指針だ
1・・l
きてきて。どういうわけなんTごか， X680 

00って電源人ったとたんにPICなグラフィ

ックを表示したり， A UTOEXEC. BA Tで

音楽を流してみたりしたくなるんですよね。

かくいう私のX68000も起動と同H寺に久川

綾餓のサンプリングボイスで「おはようご

ざし、まーす」とかいってくれちゃったりす

るんfご¥ これが。

でもでもこういうのって最初は楽しいん

ですけど，毎回同じ絵とか同じセリフだt

そのうち自包きてきちゃうんて、すよね。 そん

な|歯みを一気に解消してくれちゃうのが，

今月の 1木目のプログラムです。ランダム

に環境変数を発生させるENVRAND.X，

どうぞ、つ!

安ENVRAND.X for X680xO 

(要Cコンパイラ)

奈良県 寺田智

このプログラムは環境変数を設定ファイ

ノレに警かれた候補のなかから選んで設定し

て〈れるプロ グラムです。

このフ。ログラムはCコンノfイラver.2.0

以上用のソースリストとして掲載されてい

ます。 リスト 1守エディ タから入力してセ

ーブしてから，

A>cc /Y ENVRAND. C 

でコンパイノレして，実行フ ァイノレENVRA

ND.Xを作ってくださし、。ちなみにこのプ

ログラムをコンパイルすると Warningは

3つ出ます(実行に支障はありません)。

きて，実行ファイノレができたら，プログ

ラムの使い方です。 このプログラムは選択

候補のなかからランダムに設定値を選択し，

環境変数に設定します。

A>ENVRAND [設定ファイノレ名]

これで環境変数を設定フ ァイノレにあげら

れた候補のなかからランダムに設定してく

れます。設定ファイノレは次のような形にな

っています。

-環境変数はく〉でくくって行頭に表記。以

下選択肢を一気に続ける

-選択肢の最後は改行でしめくくる

-あとはどこにコメン卜を書いてもいい

たとえば，下の例の“STARTPIC"1:.“運

勢"が環境変数として設定されます

.(設定ファイノレの例)

<STARTPIC> ←設定する環境変数名を

く〉でくくって表記します

c:￥GRPS￥GRP01.PIC↓以下，選択される

c・￥GRPS￥GRP02.PIC ↓文字列を続けます

c.￥GRPS￥GRP03.PIC ↓ファイノレ名の後ろ

c:￥GRPS￥GRP04.PIC↓はなにを苦:~ 、 ても

じ￥GRPS￥GRP05.PIC↓かまいません

c:￥GRPS￥GRP06.PIC (注釈にどうぞ、)

c￥GRPS￥GRP07.PIC 

〈運勢〉 ←次の環境変数

大吉。L、いことがあるようです。

中吉。よろしいんじゃないでし ょうか。

小吉。 すJもなく不可もなく 。

吉。平凡な 1日ですね。

|五l。気をつけましょう。

て、¥たとえば，毎回異なったグラフィッ

クを起動したいのであれば，設定ファイノレ

に画像データを選択肢として設定し， AUT

OEXEC.BATに，

ENVRAND (設定ファイノレ〕

HAPIC %%STARTPIC%% 

と書 けば，設定ファイノレのSTARTPICの

候補のなかから絵を探し出して表示してく

れます。

また， コマン ドラインて¥

A>ENVRAND /? 
とすると簡単な使用方法が表示されます。

いや，待ってました，こういうプログ

ラムつ。 在、もAUTOEXEC.BATて出して

る声にそろそろ飽きてきて，どうしょうか

と思っていたんですよね叫だもんで，ラン

ダムにPCMを再生するプログラムを作ろ

(で)のショー トプロぱーてい 117 



うかとたくらんでいたんですが・・・

そうかこういうエレガン卜な方法もあった

わけだ‘。寺田さん偉いっ。

おかげで手ムの7 シンは，サンプリング音

声を50近〈ハードディスクに登録してあっ

て，毎回遠うセリフをいってくれます。で

もって， ときには動画再生してくれちゃっ

たりもしてます (envrandをうまく 2重に

使ってるんですね)。せεーんぶ，セラムンの

亜美ちゃんですけどねん。なかには「きゃ

あっ!J なんてのも入ってますけど，ホッ

ホホホ食 (つであたしゃ危ない人かい)。

.....しかし，これだ'Itて‘容量100Mバイト
のハードディスクの20Mバイト以上を使っ

てしま ってるんですけ E。趣味とはいえ困

ったもんfご。

γ • ..，.. T'実用的合、も百人一首
z・・E
統L、てのプログラムは， 実用プログラム

(なのかなあ)， X-BASIC用の百人一首プ

ロク守ラムて、す。 どうぞっ。

百人一首.BAS for X680xO 

(X-BASIC，要XSPRITE.FNC， XVJ. FNC) 

佐賀県服部誠

いわずと知れた百人一首です。このプロ

クずラムをイ史うにはテキストファイノレの句の

データ t，PCMファイ ノレが必要となりま
す。まず， BASrCのプログラムフ ァイノレて‘

あるリスト 2を打ーち込んでセーブしてから，

リスト 3の句データをエディタで打ち込ん

で，“L、っしゅ .DAT"という名前で保存し

てくださし、。PCMファイルはファイ ノレサイ

ズP力t320ノfイトのものを 2つ使います。ひと

つが正解用で，もうひとつが不正解斥lです。

これは皆さんのお好みで使用してください。

ちなみに投稿プログラムでは， ('91年5月

号)に付録てついてきたSIONIIのPCMフ

ァイル rBD1. PCMJ r CHH . PCMJが使用

されていました。

さて，プログラムの入力が終わったら今

度は遊び方。タイトノレ画面で"CONFIGを

選ぶと，上の句，下の句について，表示方

法を変更することができます。ただし，上

百人一首.BAS

118 Oh!X 1995.6 

の句については決まり字まで，上の句のみ

を選ぶと下の句が出ません。ですから，下

の句がわからないときは，調べるか片っ端

から選んで、ください。

STARTを選ぶと，ゲームが始まります。

左クリックで札を取り，右クリッ クで50枚

ずつ切り替えます。正しい札を取るまで¥

次の歌へは進むことができません。100枚取

り終えると，成絞が出ます。

難しいのは，下の句をいかにも本物の札

のように表示しているところです。現在は

100枚の札を50枚ずつ出してそれを交互に

表示させています。

うーみゅ，これはわからんっ! 百人一

首っ て上の句を聞いて下の句が書いである

キしを耳見るんで、すよねー。 1句も知らない手ム

は全然遊びょうがないのでありました。「犬

も歩けばJ r棒にあたる」とかなら知ってる

んだけど(カノレタじゃないんだっつの)。 ま

じめに党える気があれば，練習には役立つ

と思うんですけどね。投稿原稿によれば，

このプログ、ラムをII，IJ作した服部さん，実際
に高校の百人一首大会の練習のために使い，

なんと優勝してしま ったんだとか。ちょっ

とすごい実用ソフトかもしれない。これで

ーから党えれば私でも本当にうまくなれる

んかしら....。

もし，これ使って上達したって方，いた

ら教えてくださいまし。

~ ... --?パ弓サイトf~1ロヴ弓~帯同だ
l・・l
きて， 今月最後のプログラムはSX-BAS

IC用のプログラムですね。SX-BASICでテ

レビをコントローノレするプログラム，画面

設定.SXBと， りもこん.SXBです。

商面設定.SXB

りもこん.SXBfor SX-WINDOW 

(要SX-BASIC，SAdjust. r) 

千葉県中上匠

このプログラムは福嶋氏作のSAdjust.

rを利用して， SX-WINDOW上で画面モー

ドを変更するプログラムと， SX-WINDO 

W用テレビリモコンプログラムていす。

画面設定.SXB&りもこん.SXB

リスト 4， 5をメモ帳な Eから打ち込ん

でセーブしたら，使い方。

まず， SAdjust. rを組み込んで‘おいてく

ださい。 それからSX-WINDOWを起動し

ます。続いて， SX-BASICのウインドウに

画面設定のアイコンを放り込むし画面設

定のウインドウが聞きます。好きな画面モ

ードのボ、タンを押せば，設定が切り替わり

ます。1024x 768ドットモー ドは標準ディス
プレイではl映りません。注意してください

そうそう， I画面モードですが，

• 768X 512 標準のモー ド

• 768X 576 お勧めのモード。アスペク

卜比が 1: 1，画面の比率が4:3なので普通

のディスプレイにぴったり

• 512X512 SX風船用のモード

• 512 x 512テレビ スーノfーインポーズ
・640X480 VGAもどき。すご〈狭い

・1024x 768 ハイレゾ。 Oh!X例年6月号
参 11l>
;0.0""'"‘ 

となっております。ちなみに512x 512テ

レビでは，背景を16X16ドットの透明にし

ておくのがJ包オススメでございます。なん

つっても， これで、コンノfイノレしながらテレ

ピが見られる!{しかもCPUパワーは損なわ

れない)

それから，続いてリモコンの使い方です

ね。せっかく画面設定でテレビが見られる

んfごから，やっぱりリモコンも作らなきゃ

(え? キーボードコントローノレ? 忘れ

まし占う，うちX68000Compactxvrだし)。

SX-BASICのウインドウに「りもこん」

のアイコンを放り込むと， リモコンウイン

ドウが開きます。“V"はビデオ/テレビ，

“SI"はスーノfーインポーズのON/OFF，

‘+"，“一"は音量調整です。まず，画面設

定.SXBて‘テレビモードにしてからおイ史い

くfごさい。

うーむ。このプログラムって実際に動〈

部分はSAdjust.rなわけだけど， SX-BASI 

Cで到jかしてみる tちょっと違って見える
から不思~flて、すね。 こういういままでOh!X

で掲紋されたプログラムを利用するプログ

ラムも歓迎しますよ。特にSX-WINDOW

で使えるプログラムはまだ少ないですから，

SX-BASICのものなんかいいかもしれな

いですね(作者の石上君は海外に連行され

ちゃってるみたいt.:'けど)。

さて，今月はこれにて。

今年はなんだか年の始めからH音いできご

とがあtいてますね。来月こそはなにもない，
よい月でありますように切に願う私であっ

たりします。それではまた来月お会いしま

しょう。



ENVRAND.C 

1: 1・
2 :・ 艶詞蝶閣
3:・
4 :・J
5 : 
6: tinclude 
7・linclude
8: • lnclude 
9 : 
10: 'def'ine 
11・ tdeflne 
12: tdeCine 
13: tdefine 
14: idefine 
15: jdefine 
16: .fde fine 
17:・defi.ne
18・ tdefine 
19 :・define
20・，d色fine
21: #define 
22: Itdefine 
23: 'deflne 
24・

envrand.c Ver t .03 

(gtdio.h> 
<dosl ib. h> 
<stdlib.h> 
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ERV芭R
ERDATE 
FAIL 
BLOCK E~D 
FILE例AX
LINE MAX 
ENVSTART 
ENVEND 
CR 
SPC 
TAB 
WAIT_TIME 
FILE NONE 
ENVELOPE 

'Vt・
20000 

2 

'1 

25: int linea:et(work': 
25: void err(errnulD): 
21: vold uS&le(); 
28: yoid waitti畑elcount): 
29・
30: int L; 
31: FILE ・rp;
32 : 
33: void me.ln(arttc，8rgv) 
34: int argc; 
35: char ・・ar'v[1; 
36: { 
37: unsl，ned cho.r *env=O; 
38: uns ilned char t f ile; 
39: unsiil:ned cha[" 'path; 
40: unsi，ned char envfile( 50 J ; 
41: unailned char envelope(LINE_MAX+ 11; 
42: unsl，ned char filename(FILE_MAXJ (LINE_MAX+I J; 
"3: stt'uc色 PDBADR ・pdbadr:
H ・
45: int fchar ， result ， fi.leno ， select; 
46 : 
47: 1・HainSTART */ 
48: fi1e:  (argc > 1) ? ar，v(ll ・・envrand.f11 ・: 
49: if (!strcmplfile，"/?")) usage(); 
50: printf(" (哩揖業団 envrand.xVer %8 by qOOp.) Vn"，ERVERI; 
51: 1・鈴定 7 T イルの作IU. ./ 
52: pdb.dc = GETPDB{); 
53: path : &(pdbadr->exe_path(OJ); 
54: .nv01.(0) = NULL; 
55: strcat(envfile ， pathl; 
56: strcat(envflle ， filel; 
57: 1・Flle Open ・f
58・ srand((unsilned intIGETTIH2()); 
59: i f (( fp : fopen ( envfUe ，・r")) :: NULL， err(FILE_NONE); 
60: /' eofまで繰り返l.. '1 
61 :旬h且le (feof( fp) :: NULL) ( 
62: iC ((fchar : fa:etclfp)) :: ENVSTARTI ( 
63: if (fchar :: EOF) break; /' EOF'.l 6..7 

64: line，et(envelopel; 
65: for (fi1.eno -: 0 (((result = lineaet(filennltle[fUenol)) 

百人一首.BAS

10 /' 
20 1・百人ー首 B.S
30 l' 
唱。 1<< Proa ra.med by Ha t色。r1，Hak。色。
50 1・
60 1・聾 XSPRITE.FNC

70 1・
80 randolll.ize( val (rhhts (tillleS， 2)) '200) 
90 8creen 1.1，1.1 :console 1.0:w1nd。“(O，O.511，5111 
100 dim. int Card_no(l，l00)，Card_Len(l，100)，Mode(1).Field(1.9，4' 
110 dilll. atr Card_Mas(1.100)(50J.8巴art_time
120 chal" SEIKAI(319).8ATU(319) 
130 int Nbr，end明 f1a.(a1.. ril. bonu9. hi_Bcot"e 
140 Hode( 1) =2 :Mode( 0) =3 
150 Sprite_aet(): 1m，句scrn(1. t， 11 :vpalel 15) :ap_disp( 1) :ap_on() 
160 Reo.d_OatA()・PCH{1 
110 while 1 
180 end_fla:=-t.lt1e{ 1 :U' end_fil:-l th.en break 
190 II'Ibc( 1 
200 Ca['d_Drau_Shimo() 
210 main( I 
220 endinu(ril.fal.bonual 
230 enduhile 
240 end 
250 func main() 
260 int bl， bt'.x.y.l.叉.zy .CX ，oy， pl: 1. no: 1. i .Cno .count=-l. f111:0. f11(2=0 
270 str temp 
280 mouse(") :mso.reo.( 6.1，505.410): vpo.li&'e(五):apoge( 2) 
290 sp_di9pl 1) :sp_on{) 
300 box(6.415. 310.472.81: f11i(5.416 ，309 .471.151 
310 ['1&:0: (a1=-0: bonus=O: s ta['t_ t1me= timeS 
320 whlle countO 101 
330 msstat(x.y，'bl，brl 
340 mspos(x，yl :sp_1.oc(O，x.yI 
350 i: iφ1: Cno:Card_no( 0， count 1 
360 if Sbr<=-17 and i:25 then Card_Draw_KacniICnol: 1=。
370 tr阿ode(01:3and Nbr:18 and L=100 then Card_D['&w_Kam12(Cno) 
380 if bl=-l a.nd rt1l2:0 t.hen fl12:1 
190 if bl=O and flK2:1 then I 
400 mspos (2X. zy) : cx: (zx-51/50: cy:zy/82 
410 lf Fie1d(pl-l，cx，cYI=CAl"d_noIO，countl then ( 
~20 I'latch(cx，cy，pa-1】 count=count・1:0.2=0 
~30 r1，:r11l・ 1:1:0: bonus=bonusφ117事 Nb['1: Nbr=O ) 
<I ~O eLse a_play(BATU，4，31:fL，Z:0:fa1:fal-tl 
<50 ， 
"60 if br:-l and (1，1:0 then flll'l=l 
470 1t br=-O and flll=1 then I 

! = FAtL) 
66 : &:.&. (result ・=-BLOCK_END) &:& (fileno <= FILE_HAX)) ; t1 

1eno++) : 
67 
68 : 

ELOPE) ; 
69: prlntC'" 現唄置敵".に".を総定しました.Yr、..envelope， C 

Uena肌e(selectJ); 
70: ) 
71: else linea:et(envelope); ハ空民みり
72: ) ‘ l' 堪理It7 '1 
73・ fclose(Cp); 
14: ) 
75 : 
76: int linellet(workl 
17: char work I LINE_HAX); 
78: { 
79: if f flets (work. LINE_MAX， fp) 口 NULL) return( FAIL);μ 苦

行民み込みり
80: 1f (wo['k[OI == CR) retu['n(BLOCK_END); 
81: ror {1=0 ; ({“。rk{1)・=ENVENDI " (work(il ~= SPC) 
82: && (work[il !: CR) && (“。rk(il !: TAB)) i++'j 
83・“o.k(1) = NULL; 
84: ， 
85 : 

.elec乞: rand() X Ci.leno; 
iC tSETENV(envelope，env，Cilena・e(・eLec包J) < 0' err(ENV 

86・ vold err(e['rnum) 
87・ interrnum; 
88: { 
89・
90 : 
91 : 
92 : 
93 : 
94・
95 : 
96 : 
97: exit(FAILI; 
98: ， 
99・

switch (errnuml { 
case FILE NONE: 
f'printf( std.et"r."設定 7γ イルがありません! ! Yn"}; 
b['eak; 
ca8e ENVELOPE: 
fprlntf( stdel"r，"環境変敏への怠定を失敗しました.，n・.，;
break: 

100: void usaKe ( ) 
101・{
102: int a.b: 
103: unall(ned cha[' qoop( 50 ) ; 
104: strcpy(qoop，" b)' qoop.VO"I: 
105: print正， "Vn<<艶舞蝿聞 envrand.x Ver 'l!l ) Yn" • ERVE削.
106: p['1ntf("ーーーーーーー岨--ー・・ー・ーー，ーーーーーーーーーーー・ーー-Vn"); 
107: pdntf'( 勝手に環境 E世を』量定します. Yn・K
108: pdntf(" 使い方:envrand (位定 77イル 名IVn"I; 
109: pdntf(" (~定 7 Tイル I Yn'・1;
110: pC'intf(" (珊嶋置敵名〉 、このような Yn・・ 1;
111: pdntf(" ~定する候凶 1 {7  7イル奇 Yn'・1;
112: pdntf(・・ U定ずる餓綱 2 ~作成します. Vn'・1;
113: for (a=25;1叫 =O;a--)( 
114: trlntf't "~aVr" ，&qoop(a)，: 
115: for (b:0;b(tWAIT_TIl'IE/51;b++I: 
116: 1 
117: fot' (a=0;a<3;a++)( 
118: printft" %.9 by q--p.￥r"， ERDATE); 
119: for Ib=O:b<WAIT_TI刊E;bφ+) ; 
120・ printf("混9 by qOOp. Vr“，ERDATEI; 
121: for Ib=O;b<WAIT_TlfoIE;b令φ1;
122; 1 
123: printfl"VnYn"': 
12..: exi巳(FAIL1 ; 
125: I 

喝80 fllll:O:pg:Pi+1: LC PC=3 th.en PI=1 
..t 90 vpna:e (pa:+-III 
500 endwh i le 
510 sp_offll:for i:O to 3:apare(il:wipel):nexも
520 endfunc 
530 func endina:lrill，fal，bonusl 
5..0 9tr end_t1町、e，temp:end_time=tiω.s 
550 int tl，t2，score，fp.;oc.y，bl，br 
560 包1=vo.lIleftS (s tart_t ime， 2) ) '3600φvallEAidSlstar乞_time，4，211・60φva
1 (ril[htSI start_time， 211 
570 t2=val(leftS(end_time，2))・3600争val(mldS( end_tilll.e，，， ， 2))・60φva.l(d，h t s 1 end_ t ime ， 2 ) I 
580 1mlit_9crnlO，1 t 11 :score=(6000-( t2・色21，-C.1φbonu・
590 locate 12.1:color 5:print"成繊蝿車":color3 
600 locate 7.4:prlnt us1nl ..時間 11;・砂";t2-t 1 
610 locate 1，6:print usln&' "総クリック u..間..:ral+r111 
620 10cate 7，8:print usin， "，a，(ヲリッタ 1111団";ral 
630 l.ocate i，lO:print ualna: ..且置 ，，，.点..;bonu!l 
640 locate 1.13:prLnt uslnlit ..主主得点 UH点..j I1core 
650 lf hi_score(:8core then ( 
660 locate 12，15・color6;prlnt"量高得点..:color 3 
610 fp:fopen(・SCOREI01.0AT"，"W") 
680 te剛p:strS(score):f“rites(temp.fp) 
690 J else ( 
i00 loco.te 7，15:prlnt uslna: ..晶高冊点 ，ii.点"jhi_scorel
710 whlle bl=O:m9statlx，f，bl，brl:endwhile:cls 
120 endfunc 
i30 funo Match(cx;int.cy;int，PJ;int) 
140 a_play(SEIKAI.4.ll 
150 fllI17，..t6.309，oI71.15):vwaltI13':cls 
760 apll&，e(p" 
770 flll(cx・"9tcx・6，cy・81φc，・1，Icx・11'50+5.(cy・11・82，OI:apllllet21
780 endfunc 
790 tunc mix( I 
800 1nt l，j，te田p，rbox 
810 for j=O色。 t
820 for 1= 1 to 100 
830 Cllrd_no(J，l'>:i 
8..0 next 
850 next 
860 for j=O to 1 
810 (or L:l t.o 100 
880 rbox=O: te=p=Card_no (j， i I 
890 while rbox::O :rbox::int( rnd( )・ 100):endwhUe 
900 Card_oo (J， 11 :Card_no( J， rbox' :Card_no( j. rbox 1::色..P
910 next 

(で)のショートプロぱーてい 119 



1590 endf'unc 
1600 f'unc i.nt 包itle(】
1610 int k.x，y，bl.br 
1620 1悶'_8crn(1，2，1) :mouse( 1) :m9area( 210，300，282，380) 
1630 (or k::0 to 1 
1640 9ymbo1( 195+k， 50+k，""小lわ、宣
1650 s町ymbol( 60φ咋k.130φk.'百"， 3.3，2，1は20+k，01
1660 symbot(160φk.130叫人。，，3.3.2， 120+k. 0) 
1610 9yrnbot(260叶， 130φk.'・-"， 3.3，2.120φk，0) 
1680 gymbo 1 (360叫 .130φk..'・首 .3，3，2，120+k.0) 
1690 next 
1700 symbol (203， 57 1"小宜"，2，2，2，130，0)
1710 symbol( 67，137，"百"，3 ， 3 ， 2 ， I 30，0) : symbol ( 167 ， 137 ， "人・'， 3，3，2，130，0

172ωsymbol(267， 137，" _" ，3，3，2， 130.01 :symbol{367， 131，"首'， 3，3，2，130.0

1130 symbol(160，450，"Proil:ramed By K6.ZU t-IUyou"，l，l.1，150.0) 
17-10 palet(25-1， 3000):pate包(255，30001
1150 symbol(2t6，300，"START".t，t，2，254，01 
1760 symbol(210，3五6.・CONFIC"， t， 1，2.255.0) 
1770 while 1 
1780 mS9tat(x，y，bl， br) :mspos(x.y) 
1790 if y(::311 then repaletC254，254.11 
1800 lf' y)::356 then repatet(255，254，11 
1810 if y<::311 and bl:-l then clearer()・return(O}
1820 if y):356 and bt:-l then conCh() 
1830 if' br=-l then cLeared}:returnf-ll 
18.10 endwhile 
1850 endfunc 
1860 func clearer{ 1 
1810 wipe(l:lmll_scrn(1.t，LI:mouse{21 
1880 endfunc 
1890 func config() 
1900 dim .str moji(71=( 
l日91同o '快まり字韮示
1920 .，下の町まで"ヘ 普通。¥上の句・下の句“I
1930 dlm ln"t cp(l，3)::{O，1.2，3，O，l..t，7) 
1940 int x，y，bl，br 
1950 vpaie( 2) :apaze( 1 I :msarea( 180，230，324，361) 
1960 palet (252，30001 :patet( 253，3000) : palet{ 25-l， 3000 1: palet( 255，3000) 
1970 fo['" j:O to 1 
1980 symbol( 148.50，moJi(5φj)，3，3，2，150，01 
1990 fot' i:O tQ 3 
2000 .symbol{ 180，230φi * 36 ， lDoj i ( cp ( j ， i ) I ， 1 ， 1 ，2，252令i，0) 
2010 next 
2020 Mode(j):5 材hi1ef<lode{JI=S 
2030 msstat(x，y，bl，br) :mspos(x，y) 
2040 if y<=253 then repalet{252，252，31 
2050 if y)::266 and y<::289 乙henrepaLet{ 253.252，31 
2060 if y>=302 and y<:325 then repalet(2S.I，252.3) 
2070 if y>:338 then repaLet(255，252，3) 
2080 lf bl::-l then ( 
2090 if y<=253 then Mode(j):O 
2100 iC y)::266 and y(:289 then 刊ode(j):l
2110 i f y)三302and y<=325 then Mode(JJ=2 
2120 if y):338 then Mode(J)=3 
2130 ) 
2140 end“hi.le:wipe( 1 
2150 next 
2160 vpalle{ 1) :apage{ 0) :msarea( 210，300，282，380) 
2110 endf'unc 
2180 Cunc repalet(no，noo，koint) 
2190 for i:O to k 
2200 if no::iφnoo then palet(no，600001 el.se palet(i+noo，3000) 
2210 next 
2220 endfunc 
2230 func PCM() 
2240 int Cp 
2250 f'p=fopen{・CHH.pcm"， "[""): Cread{ SEIKAI， 319， Cp): fclose( fp】
2260 fp= fopen( "801. pcm"， "r"): fread( BATU， 319. fpl : fclose( fpl 
2270 endfunc 
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38: lnt i 
39: i::flndtsknl・sadJust.r"，0) 
40: sendmes(l，"CRTC S00.s05，S4b，S03，S05，S45，SOI，S03，S02，SI0，102，S2 

8， 51b， Sff， 528，505") 
U: sendmes(l，"SIZE 480，-l80") 
42: TVOn( I 
43: endfunc 
44: "3，5包nBtn5 (16， 112，112， 14..) ，0 I 0， 6 4 0 本 4 8 0 
45: /・ 640・'80 V G Aもどき
46: func Stn8tn5_Click() 
41 :主nt i 
48: TYOff() 
49: i:findtskn("sadJust.r"，O) 
50: sendllles Il，・CRTC500. S 16 ，，89 ，$Of ，'21， lil， '02，'04 ，$02，120， 102，10 

O，51b，5ff，S20，SI6") 
51: endfunc 
52・..3. S色nBtn6 (128，112.224，1-141，0，0，1-024・16 8 
53: /， 102-l・168 7スベクト比 1・1 (ハイレゾ}
54: func StnBtn6_Click( I 
55: int i 
56 :μi:alart(&h0006，マルチス宅ャンモニ，-岡町号-.・で す，")l'虫が取れたら.

51: alart(lI.h0006，"..，舟チスキヤ d奄ユ，司用の宅ード です.")
58: input 吋Yes::l No::2";i 
59: if i::l then ( 
60: TVOff() 
61: i::flndtskn('・sadJu9t.r・，0) 
62: sendmes (i， "CRTC 500，118， S8e， 502， $01. $81，101， 18a， $0 1， 50 

8.，$01.$88，1 lb， Iff， $Oa， 11a") 
63・ 1
64: endfunc 
65 : 
66: func TVOn () / t:スーパーインポース.
61: se色白rell( 1， &h000000 1 f J 
68: iOC9 (&:h0c) /& TVCTRL 
69: endfunc 
10 : 
11: func TVOtf() /傘スーパーインポーズ解除
72: set_rea( 1，&.h0000001dl 
13: 10C9 I &.hOc) /& TVCTRL 
14: endfunc 

画函設定.SXB

1: TWind。“ Size (244.1641，0，0，札困蘭盤定
2: /・
3 :μ5  Xでテレビが見られる r図面位定..χbJ 
4: /& by 矢苦
5: /・
6: /' ver0.99.01 (Reviaion3) 1995.3 也稿用に笹喧(512・384を叫す )
7・J・ver0.99 (Revislon2) 1995.3 あとはSX-Basicのヂパッゲを侍

つだ吋
8・/・ ( alart由民り舗を受けられず.来:I!!!の開放にされる.使用O

S SX-Window ver3， 0 ) 
9: /' verO，l (Revisionll 1995，3 初白白第ー歩
10: /・
11: ..3，StnBtnL 116，16，112，481.0，0，768・5 1 2 
12: /・ 168・512 (昔過のモ ード }
13: func Stn8tnL_Click( 1 
14・inl 1 
15: TVOff() 
16: i:!lndt草kn("sadjust.r"，OI
17: .endmea{ 1， "CRTC s00， S 16 ，589， 10e. S lc， S7c， $02， '31. $05，・28.S02， $2 

8，1 Ib，Sf'f ，S28，$eI6") 
18: endrunc 
19・T3.StnBtn2 (128，16，224.481，0，0，768・5 7 6 
20: /・ 768'576 アスベクト比 1 : 1 (G  oddess 6 8 K傾串}
21: func StnBtn2_Click( 1 
22: fnt i 
23: TVOff() 
24: l:findtsknl "sadJu9t.r" ，01 
25: scndmes(i，"CRTC S00，S16，・81，$08 ，ILd， S7d，S02 ，'50.， 101，119，$02 ，15 

9， S)b.Sff. S19. S 16") 
26: endf'unc 
21: 'Y3，StnBtn3 (16，6:1， 112，96)，0，0.5 12事 5 1 2 
28: /・ 512・512 (スプライト周}
29: func StnBtn3_Click() 
30 :孟nt i 
31: TVOff() 
32: i:findtskn(・sadjust， r'・.0)
33: scndmes(i，"CRTC 100，SI5，S5b，S09，111，S5I，S02.S3i，105，SZ8.S02，'2 

8，Slb，Srf，$28，S15"】
3唱 endfunc
35: T3，StnBtn4 (128，64，224，96)，0，0，512・512 T V 
36: /' 512・512 (テレビ}
31: func StnBtn4 CUck() 

リスト4

01 6: i oca (&hOc) 
41: cndfunc 
48: 'Y3，.9lnOln10 (32，52，52，72) ，0，0， 10 
49: func StnBlnl0ーCllck() 
50: act_rea ( 1 .&h000000 19) 
51: iOC8(4.hOc) 
52・endfunc
53: Y3，SlnBt.nll (56，52，16，72)，0，0，11 
5": func StnBtnll_Click() 
55: 8ct":'reg ( 1 ，kh0000001 s) 
56・ ioca(&h0c) 
57: endfunc 
58: T3，SlnBlnl2 (80，52，100，72)，0，0，12 
59: func Slnstn 12_Cl ick () 
60: aet_real 1，&hOOOOOOlb) 
61: iocs(&hOc) 
62: e'ndfunc 
63: Y3，StnDtn13 (56，16，76，96)，0，0， + 
64: func StnBtnI3_C1ick() 
65・8et_rell(1，&h00000(01) 
66: iOC8(&h0c) 
61: endfunc 
68: "'3，StnBlnl4 (8の，76，100，96)，0，0，白
69・ funcStn8tnI4_C1ick() 
70 :・et_reg( 1， &.h00(00002) 
11: iocs (l:h0c) 
72: cndfunc 
73: Y3，8tnDln15 (8，76，28，96) ，0，0， V 
14: func Sln8tnI5_C1ick() 
75: ae t_rel ( 1 ，&h000(0009) 
76: !oco(&hOc) 
11: endfunc 
78: T3，SlnBlnJ6 (32，16，52，96) ，0，0.81 
19: func StnBlnI6_Click() 
80: t r sp::O then ( 
81: ap= 1 
82: 8ct_reg(1，lth0000001fl 
83: ioc舗(&.hOc) 
8": I elsc I 
85: sp::O 
86 :・ct_rea( 1 ，&h000000 Id) 
81: ioco(&.hOc) 
88: ) 
89: end func 

りもこん.SXB

1: 'Y Windo'~ Size {108，104I，O，O，O，予レヒ・"をり
2・inl 筒p:0
3: ，， 3，SlnUlnl (8 ，~， 2U ， 21) ， O ， Ø ， 1 
4・func StnDln】ーCl主ck( ) 
5: set_rcg( 1，&hOOOO(010) 
6・iOCB (&.hOc 1 
7: end fUllc 
8: ..3，StnBtu2 (3Z， '1 ， 52 ， 2~) ， O.O ， 2 
9: func StnUtn2_CI ick () 
10 凶et_rcgll，lhOOOOOO 1 J ) 
11 ‘ocs (&.hOo) 
12・cndfunc 
13: T3，StnDtn3 (56，'¥，16，2'1)，0，0.3 
1": func Sln日ln3_CIick( 1 
15: get._，'ca:( 1 ，&.hOOOOOO 12) 
16: ioco(&.hOcl 
11: end func 
18: "3，SlnBtn'1 (80，<1， 100，2.1)，0，0， <1 
) 9・funcStnsln4_Cl ick ( ) 
20: ect_reK ( 1 ，&hOOOOOO 1 3) 
21: ioca{&hOc) 
22・endfunc 
23・"'3，Stnstn5 (8 ， ~8 ， 28 ， 18) ，0，0，5 
24: func StnDtn5司 (!lick ( ) 
25: act_reg{ 1，&.hOOOOOOI4) 
26: ioca(&hOc) 
27: endfunc 
28: 'Y3，Slnsln6 (32，28，52，'181，0，0，0 
29: func Sll1llln6_Click() 
30・scl_reg(1，&1¥00000015) 
31: iocs(&hOr.) 
32: endfunc 
33: "f"3，Stnllln7 (56，28，16，0¥8)，0，0，7 
3<1: func SlnBln1_Clickll 
35: 8ct_l'cgll，&h00000016) 
36: iocet&hOc) 
31: endfunc 
38: "f'3，StnUtn8 (80，28，100，48) ，0，0，8 
39: func StnBtn8_Clickl) 
40: aet_regt 1，l:h00000017) 
41・iOCB (&hOo) 
'2・endfunc
"3: "f'3，Slnstn9 18，52.28，121.0，0，9 
44: func SlI¥Bln9_Click() 
45ωact_rcltll，&.hOO00(018) 

リスト5

121 (で)のショート プロぱーて い

炉HHディスクが 5インチか':'CD-ROMになっても，1，0001'1は超えないように して <t.ご
さ"0 金山 美広 (23)神奈川県
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 Takazawa Kyoko 

高沢恭子

パソコンの環境は人によってさまざまです。パソコン通信をするに

も，通信速度ガ1200bosの人もいれば， 28800bosの人もいます。恭

子さんのマシンは1200bosで，なにかと不便なようですが……。

会えたらいいけど

";:，生時代の親友「悦っちゃん」には，友

人たちのあいだ‘て二待ち合わせの約束をし

てもどのくらい待たされるかわからないと

いう定説があった。

ひどいときには 311寺間，あるいは半日は

党'1¥号したほうがいいという人もいた。だん

たぜんっくり訴になって，翌日まで1寺ったと

いう人も山てきた。

悦っちゃんは，本分である絵の勉強より

も，学外のことに興味の対象が多かったよ

うで¥ふつうの学生とはずいぶん質のちが

う行動をしていた。

とくにi(liJ，制やパン トマイムに対する|刻心

が強<.いくつかのスタジオに出入りして

レッスンにはげんでいるようだった。授業

や絵画の11，11作は，悦っちゃんの興味の1:1'心
からハズ、レていたらしい。

彼女とひんぱんに待ち合わせをしていた

のは学生H寺代のこと だかl:>.グループや集

|寸|でのLfあいが多かった。たしかに，悦っ
ちゃんはいつも大中高に遅れてきたし， とき

にはこないこともあったと思う。けれど多

人数での待合せては，誰かが個人的にIEる

ということはなかった。

問題は，悦っちゃんとふたりだけで待ち

合わせをしたばあいだ。彼女の行動のクセ

をよ<'心得ている砲、て、も. 111寺附もしない

うちに不'交になって， そのあとの対処に困

惑したものだ。

そんなふうだから，アルバイト先も無断

122 Oh!X 1995.6 

欠勤をして，あっきりクピになったことも

あったそうだ。これは，彼女が事実として

i炎々と私仁伝えたことだ。

悦っちゃんはもともと~!l.f;口で，遅れてき

ても言い訳はしたことがなかった。聞きな

おるわけでもなしごくあたりまえの表情

をしているので¥ こちらも， これはなんで

もないことなんfごと，思ってしまうような，

ふしぎな空気をつくる人だった。

ふつうの感党からハミだしている kしか

思えない悦っちゃんなのに，彼女を見てい

ると，逆に，ひとりの人(個性)と会う目的

のために，分芸1Iみのl時間を限定することの

ほうがまちがっているのだろうかと忠、わせ

るものがあった。

悦っちゃんのお父さんは刑事さんで，誕

生日は 6月10日 fll寺の記念日」であること

を知lっていたのは，私くらいだ。

どうにもならないクセ

大胆な遅刻をしていたのは学生のころの

話。いまの悦っちゃんは，愛知県で 「火の

烏」 という市民劇団を主宰 し，ご主人とと

もに意欲的な活動をしている。

定五1Iから時間単位で遅れてしまうと， も

う遅刻の領域ではないのかもしれない。

悦っちゃんほどのスケーノレの人には， そ

の後，ひとりしか出会っていない。

ふつうよくある遅刻は，悦っちゃんにく

らべたらささやかなものだ。数分から，せ

いぜい， 30分以内のものと思う。

どうしても，かならず15分くらい遅刻す

るという人がいる。それなら，すべてを15

分早くすればよ いと思われるのに，けっし

てできない。じつは私もそういう時代があ

った。

なぜかと自分に問う。

申しあわせを破ることに平気な習慣がで

きている。つまり，自分の意識が長いこと

つみあげてつくった，クセて引ある。

それは，相手にどんな迷惑をあたえてい

るかについて，きちん と考えたことがない

のも原因になっている。とくに，業務や会

議の開始時刻などに遅れたばあい，迷惑を

かけている相手はEこにもいないような錯

党をしている。

じつは，みんなが呼吸をそろえようとし

ているスター 卜のタイミング、を，自分がJi)J

しているのに気づいていな L、。遅れたi時間

だけ，みんなが 「水 もれ」の感じをあじわ

っている ことを，当人fごり力Tわからない。

そういう人は，誰かと待ち合わせてもや

はり遅れる。約束のi時刻以前に到着するこ

とは，はじめからアタマにない。むしろ，

定刻から何分くらいなら経過しで もかまわ

ないだろうと予定している。

そんな人でも，定刻の厳守に努力するば

あいがある。たとえば指定の列車に乗ると

きや，先着の利点がある公演のチケットを

もとめるときなどTご。

つまり，その目標に対する意欲が強いほ

ど，遅刻の可能性はすくなくなる。いかに

望んでいるか，いかに力を入れているかが

行動をきめ，遅れるとなにが失われるかも

要因になる。

じつはほとんEの遅刻で失われているの

は，まず信用なのだが，信用が原因で:);)'¥-fllニ

がおこらないかぎり，その人の遅刻はきっ

となおらない。

名人は待たせる

約束にもいろいろあるので，遅れること

がすべて失敗になるとはかまらない。恋人

との待ち合わせ，パーテ ィやクラス会，授

業参観， それぞれにタイミングの〈ふうが

ありそうだ。

どんなくやあいに約束したかによって，登

場するテクニックもあるだろう。それによ

る効果も損失もきっとある。

DOS/Vマシンのマウスを半年待たされ

た話を狛江のアニキに聞かせた。



マシンは届いたが，マウスだけすこしf寺

ってほしいといわれて，あまり理由も知ら

されないまま， 7月から12月まで代用品を

イ史っていた話fご。

その結果，なめらかで小さめ，手のひら

によくおさまる，なかなかのf史いごこちの

マウスが届いた。DOS/V専門ショップのY

氏が，機器のH今昧にこだわったあけ、くのこ

とfごった。

「イタリアだったか，ギターの名器づくり

の職人にある人が注文したところ， 17年か

かって届いたというE古があるよ」と アニキ

がいった。「ほんとうなら30年はかかるのだ

が，あなたのは，ちょっと早めにしたんだ」

といったそうだ。

レオナノレド・タ，~ .ヴインチに品会をたのむ

し何年たっても絵の具づくりをしている

ばかりで¥ 制作をはじめなかったという話

もある。

はじめから， もとめているものに仰i値;を

感じて待つばあいと，待っているあいだに

側値を感じはじめるばあいがある。ギター

づくりの名人は，前者に入るとしても，マ

ウスのほうはどうだったのfごろう。待つあ

いだにだんだん要求が強くなって，マウス

ひとつの価値が強調されたようにも思うの

だけれど。

つい数日前も， 1カ月がかりで手に入れ

たものがある。

FBI-NETのイベン トボードに，ジャー

ナリス トのPATA氏の コメン卜があった。

r;p;80;WINに，先日のパーティて、撮った

写真3枚をアップしました。BMPファイノレ

にしてありますんで"， Windowsの壁紙にで

もしてください。あ， 500Kあるんですよ，

256です」。

あるオフ会でPATA氏が撮影した写真

を，PDSのボードにBMPファイノレで、アップ

したという知らせfごった。さっそくダウン

ロードした人たちから，よくとれている，

スゴイという感想がつぎつぎアップされは

じめた。

オフ会はシスオぺの中村隊長と PATA

氏，ちゃがま氏の企画でおこなわれたパー

ティて'，FBIやNIFTY-Serveのかたたちが

多数参加した。

そのときの写真がパソコンの|事iiiiiで再現

されてみんなが歓声をあげているのに，私

だけ トライできないのは残念だ。

いそがば郵便

通信の速度が威力を見せるのは，やはり

大量のデータを送受するときだ。

いまだに1200bpsの東京の家でダウンロ

ードすると， 500Kバイ トを記録するのに80

分かかる。都内でふつうに通信をしている

ときはなんの不{更も感じないが，ノfイナリ

ファイノレの夕げウンロードとなるとこういう

ことになる。

それでも， 80分かかるとなると，なおの

こと， その写真ファイノレがほしくなる。

PDSボードのく80>で， 80級のCPUを指

定， [W]でMS-WINDOWSを選択， [R]で

ダウン ロードの要求をした。

*本ノfイナリファイノレ 541568ノfイ卜** 
と内容量の表示があ り，夕、ワンロードしま

すかとの石庭認がある。fyJの入力でダワン

ロードの態勢となる。

プロトコノレでXMODEMを選ぴ， ファイ

ノレ名をつけて夕、ウン ロードを開始。

ところが延々とすすめるうち，なんt半

分ほどし、ったところでエラーがおこった。

不党にも座礁である。これもパソコンの習

性とナットクしでも，また80分に L、どむ闘

志はうすれがちだ。

あきらめかけてアクセスすると，イベン

トボードで話題はつづいている。

「じつは画像処理はプロにやってもらった

んです。ハード

もふくめて環境

がスゴイもんて。

フラッシュ撮影

はアンダ一気味

てオ、ガの状態は

よくなかったん

ですが，あそこ

まで，見られる

ようにしてもら

いました」など

とPATA氏の

説明もある。

カメラの8lil湿

も出はじめた。

ちょうど先日，

弟が新宿の家か

ら自分の使って

いたミノルタの

1限レフを持つ illustr山 n:K同koTakazawa 

てきて r数がふ λちゃったんで， 1台f史っ

てみない?J と置いていったところた二

ついにPATA氏に.直接メ ーノレをして，コ

ピーしたディスクを送っていただくことに

した。:iiu信手段の敗北である。

そして，はじまりからひと月，やっとフ

ァイノレIiWindowsの SUPERKIDJ::.でI~日か

れた。待っていた11寺間の効果もあったかも

しれないが，やっぱり歓声をあげたくなる

ようなf士上がりfごった。PATAさん，ほん

とにありがとう 。

三重の住いの近くにある写真屋さんに，

たのんでおいた写其を取りにいった。

「あのう，ずいぶん辛抱づよいですね」と

写真屋さんのご主人がいった。「織りはじめ

から手冬わりまでに，長いことかかってます

よねえ」という のだ。

「ええ，あんまりひんぱんには写さないも

のですから」

帰宅して写真を見ておどろいた。 l木の

フィノレムて¥最も，5'、日付がr871 lJ， 1法

手庁の日Nlir95 3 12J となっている。

ナ〆はすぐとけた。オートマチックの

カメラの電池を交換したときリセ ッ卜され

て， 87年の日付にもどったのだ。

写真屋さんがフシギな顔をしていたのも

trりはないが，いくらなんでも 8年かけ

て l本のフィノレムを消費するガマン強さは

持てそうにない。

1 200ポ-s
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フォトビジョン

FV-10 
富士写真フィルム

;名士写真フイノレム liフォトピションrFV

-10Jを発売した。

問機はオ、カ、、フィノレム/スライド/プ リン

ト/印刷物などをテレピに11央したり，パソコ

ンに画像八力したりできる。 また，カメラ

モードでは，人物や風景など大きな被写体

や動l事|も取り込むことが可能。

レンズは 1/4インチの41万画素CCDフ

ジノンレンズを繕:jl没し， CCDからのデジタ

ノレ信号をDSPID:I路で処理 して，露出や色調

強，ピン ト合わせなどを自動j>>l)御する。出

力端子はSI映像端子とビデオ|映像』出子を l

系統ずつ装備している。

{im格は79，800円(f見5jl))。

< ji ~) ，、合わせ先〉

~l~・J士写真フイノレム側

パックアップ電源

BX350 
オムロン

fi03(3406) 2111 

BX3S0 

聞は 811寺|問。出力liノfックアッフ。出力が2

系統， ス/ルレ一l出i

アツフプ。電H澱京f使変用H寺やノパfツテリ一ロ一， オー

ノfーロード時に はLED表示とブザーで聖子

幸I~ を発する 。

大きさは285111111(1陥)x287mm(奥行)x 

45mlη(高さ)で，重きが4.5kgと従来機rBX

3Jに比べて体積比30%減，重量比10%減を

実現した。

{mi格は24，800lIJ(税別)。

<11恥、合わせ先〉

オムロン(鮒 fi045(411)7223，06(282)2672 

電子手帳

RX田10
カシオ計算機

オムロンは停屯|時などの電源トラフツレi侍 カシオ計算機は電子手Ip長rRX-10Jを発

に'111:1原ぞi:1t給するノfックアップ屯i原 rBX 売 した。

350Jを発売した。 問機は手書き文字認識を内蔵した電子辞

問機は出力容量が350VA (210W)で 5分 書で，すべての操作を付属のぺンで行う 。

間以上のパックアップが行える。屯淑の切 主な機能は，ほかの機能を使っているとき

り替λl時間は10msで，バッテリーの充電11奇 でレ呼び出せる即メモ機能，合計約128，500

124 Oh!X 1995.6. 

認の英和/和l英/国語辞典機能，お金の出入

りを管現できるマオ、ーシート機能，住所録

機能などを搭載している。ほかにも ，スケ

ジューノレ，世界|時計，カレンタ守一， カー ド

ゲーム，検索機能などが用意され，各機能

の使い方がわか らない場合も ，へノレプ機能

によるアドノfイスが受けられる。

記憶容量は約1l0Kバイ ト 。単 O~アノレカ

リ電池2本で約70時間の使用が可能。

大きさは主主を閉じた状態で81.9mm(1隔)

x126mm(奥行)x 13 . 5111111 (高さ)， 重さが

149 g (電池合む)。

{illI格は35，000円(税別)。

〈問い合わせ先〉

カシオ計算機(仰

辞書電車

CW-400 
セイコー電子工業

fi03 (3347) 4811 

セイコー電子工業は辞書電卓rCW-400J

を発売 した。

問機は英和/和英の 2つの辞書機能を搭

載している。英手IJの見出し誌が約7，500語，

訳語約9，500語。利l英は見出し語が約7，000

諮てい訳語が約9，000諾となっている。電卓機

能は， 8桁 1メモリの四則演算が可能なほ

か，通貨/単位換算機能がついており，通貨

や長さ，1:材1'1，重量，温度な Eの換算が可

能。ほかの機能は，通常のl時計や世界時計，

カレン夕、、一， アラームなどがある。

大きさは議を|羽じた状態て"108111111(1隔)x 

67mm(奥行)X 12111111 (高さ)，重さが約65g 



ライ トのI曽殖に挑戦したり，例外処理や常

駐プログラムについてアセンブラも駆使し

て解説している。執筆は京大マイコ ンク ラ

ブによるもの。 付録ディスク 2枚には*諸:

で作成 したゲームを含む 4本のゲームプロ

グラムなどが入っている。

filli格は4，5001司(税込)。

<11:1， 、合わせ先〉
ソニーは電子ブックプレーヤー “三省堂 側技術評論社

(屯i也合む)。

{日li絡は5，000円(税);11)。

〈問い合わせ先〉

セイコー屯子工業(附 函 0120(052)440
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辞書10巻"rOO-55Jを発売した。

問機は(株)三省堂の10巻の辞書ぞ l枚の

ディスクに収めた屯子ブックソフトとデー

タディスク?ンをセットに したものである。

従来機に加え，ソフト守挿入すると自動的

に屯i町、が入ったり，ソフ トの使い方を音声

と図で説明する機能などが追加されている。

重さも従来機に比べ約100g軽<，約480g 

(屯池，ソフト合む)を実現し， '~G:池寿命も

約 2倍の14時間の再生が可能になった。 ま

た， )151.録された辞書は「ニューセ ンチュリ

一英和]昨典J r新クラウン和英静典第 5

版J r三省堂現代国語辞典J r必携故事こと

わざ辞典」など。

価格は35，000円(税月11)。

〈問い合わせ先〉

ソニー附 ft03 (5448) 3311， 0()(251) 5111 

l I 

クン一フク口プ
卿
ム
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間
一
一
間

χ
ゲ
闘
J主制可詞lf命ヰ':1:IJ.X68000用のプログラミン

グ、テクニックフーック rX68000ゲ‘ーム ・フ。ロ

グラミング」を発売した。

本書は 3掌に分かれ，1， 2章ていは対話形

式て帆C言語iによるシューテインク、、ゲームを

作成しながら.さまざまなテクニックを紹

介してしぺ。 3132では応用編と題してスプ

ロB日日日

~ヨーr訴さ殺現
~ ‘'''-'・・・・

圃1・・

など，産業分野のマノレチメテYアでの応用

例を紹介

6) 海外展示

海外におけるマルチメテVアのJli新作i幸H

を機部とともに紹介

附館11寺問は平日 が10:00 -18 : 00，こ仁|曜

日・祝日が10:00-17:00，毎週日11111rJは休

館。入場IJ.無料。

〈問い合わせ先〉

附機械産業記念事業財団 ft03(5474) 6111 

Computer 
Visualization Contest 
日経サイエンス社

日経サイ エンス社は各分野の研究者学

生を対象に，教育，観iWI，計iWI，集計，統

計な E不1-:学技術言 I .Xl~の結果を コ ンピュータ

てい可視化した作品を募集して審査する rCo

ft03 (3225) 2300 mputer Visualization ContestJぞ開催す

l 肺[.]ii 11'/ ，.， i [.] ~ I I 
The New Digital Age 
~マルチメディアが開くあすへの扉
機械産業記念事業財団

機械産業記念卒業財団は， 1995年 4月28

日一12月25日まで東京都港区北青山のTE

PIA(機械産業記念館)にて， TEPIA第8回

展示 rTheNew Digital Age-マルチメ

ディアが開くあすへの扉」を l~fJ催する 。

展示内容は，

1) Internet World 

ホームページの情幸院をメインにインター

才、ットを紹介

2) マルチメディアを支える技術

画像， 音声，通信，コンピュータの各分

野における最先端技術を紹介

3) 社会に広がるマノレチメディア

VOD( ビデオ・オン・デマンド)，医1);~情報

テ。ータベース，マノレチメディア語学教育シ

ステム，見えるラジオなど，公共/行政/保

健/エデュテイメン卜に|品lわる機器やソフ

トの体験コーナー

4) インターオ、ッ卜{木W/(コーナー

インターオ、ットに自らアクセスできるf本

験コーナー

5) 産業に広がるマノレチメディア

PDA(携待'l'j'H¥ji端末)，画像7伝送対応デジ

タノレスチノレカメラ，景観シミュレーション

る。

主な応募要項は以下のとおり 。

実胞期11，司:応募1*1込締切日 6月2円

作品提出締切日 8月21日

募集作品対象 :

( 1 )実験計測結果の可視化:宇宙，地球

物理l，気象などの計調IJ結果や風ilITI実験な

どの実験結果ほか

(2 )解析結果の可視化:有限要素法解析，

流体解析， 電磁場解析などの科学技術計

算結果，化学分野における分子形状ほか

( 3 ) ii!il像処理/ボ、リュームレンダリング

:医療i!!!1像，ii!il像認識などの画像処理や

ボ、リュームレンダリングほか

(4 )データ解析，プレゼンテーションほ

か:景観設計， CADデータ表示/加工，地

図情幸I~ システムほか

(5 )その他ビジ、ユアライゼーションに|刻

する作品

注意:創作CG作品は，本コンテストの対

象から|徐〈

審査 :有識者6人で編成されるrCompute

r Visualization Contest審査委員会」によ

る厳正な審査

'l'.t : ii!d変秀'ft-AVS大'l'l:(副賞20万円)ほか

なお， コンテス トに|到する問い合わせ，

応募要項の請求は下記の連絡先まで。

〈問い合わせ先〉

Computer Visualization Contesf1:)J.務局

ft03(3233) 3475 

ペンギン情報コーナー 125 



愛読割寺大モータ

愛 号野宜B 者
---

Ax岡山
1名

Aシャープ fi03 (3260) 1161 

s$岬P

c 
X68凹日用

モ -・圃圃・

タ-圃圃圃圃園

8"'4崎h

SX-WINDOW 
開発キット
Workroom SX -68K 

X680凹用
1名

3_5" /5砂2HD版

企シャープ fi03(3260) 1161 

SX-WINDOW 
デスクアクセサリ集

2名

3.5"/5ワHD版

企シャープ ft03(3260)1161 

D 
X68000用

XDTP SX-68K 
2名

3.5" /5h2HD版

企シャープ ft03(3260) 1161 

SH4.Qt  

ムど
... ，・-



8プレゼント

E 
EGWord 
SX-6BK 
X回凹O用 2名
3.5"/5"2HD版

Sf-i4.RT 

みど
居留圏璽明・

Aシャープ fi03 (3260) 1161 

白"悶崎

F 
D
く

市

順

N
臥

山

川

U
4
閣

内

O
X
剛

3

S
S
刈

ムど
...シャープ fi03 (3260) 1161 

G MATIER ver.2.1 1名
X6BOOO用 5"2HD版

治酬回

...サンワード包044(855)4335

)
V
F
F
 

J
¥
令
1 倉庫番リベンジSX-6BKユーザー逆襲編

2名

X6B凹日用

-ム-

5"2HD版

企シャープ fi03(3260) 1161 

2 
X6BO凹用

5勺HD版 5，300円(税別)

A電波新聞社 fi03(3445)611l 

3名

回XL/lmage (広島県)馬場徹太郎固XDTPSX-68K (茨城
県)伊臓盛人

4月号プレゼント当選者

rnドックランド (神奈川県)安武隆行(千葉県)漂回恭幸
(東京都)佐井川 泰治国STANDARDMIDI FILE CLASSIC SERIES 

A(埼玉県)鈴木 造明 B(東京都)高橋明 C(北海道)小谷

雅樹 D(埼玉県)加藤洋介 E(石川県)前川申 F(栃木

県)寺田 亮治 (敬称略)

以上の方唱が当選しました。商品は順次発送いたしますが，入荷

状況などにより遅れる場合もあります。



~.. .-" .... .'""V のンデ クスタ 注r-ILES 1:JI.，lも 記ー 著者名誌名月号い |FILESL -……天 |
圃圃 圃圃E司・F ・IJ_ 気だけにして頑張りましょう。 I

砂特集 2 携帯情報端末PDA新時代がやってくる ・ -

j 一般 j アメリカと日本の内崎情を紹介する。登場する機器 ~ Xl/turbo/Z 
は rNew岡山 rMagicLinkJrザウルスJなど。一一山本直: 司 ー

怯NEWS 樹・須藤慎一， ASAHlパソコン， 5・|号， 107-115pp. Xlシり ーズ : 

エプソンのDOS/V機発売，インターネットを使った就 : 惨TESTRESU L TS 砂LoveTriangle 

職活動，アマチュアCGAコンテストの結果などのニュー ・ キヤノンのカラープリンタ「日JC-35vJなどの試用レポ ・ 予IJを消していくパズルゲーム。ーーステキナ8BIT愛好

ス。一一編集部， ASAHIパソコン， 4・15号， 8-llpp. - ~ o 一一編集部， ASAHIパソコン， 5・1号， 川8-127pp. : 会，マイコンBASICMagazine， 5月号 103p

砂特集 1 PIMソフトで情報管理の達人になろう : 砂ビデオ信号の「謎J

パソコンで使えるPIM(個人情報管理)ソフトを紹介す : ディスプレイのアナログとデジタル信号の遣いについ : X tiH1II1II 
る。一一編集部， ASAHIパソコン，ト 15号， 16-29pp. て解説する。一一赤童子， 1/0， 5月号， 40-43pp. 

砂特集2 注目サブノート 3機種を徹底比較 惨MultiMediaWatching 17 砂SUPERSOFT INDEX 

PC-9821 lt， DynaBook SS450， FMV-B旧LOの 3機種の携 : デジタルスチルカメラ，次世代ゲーム機，デジタJレ放 : 機種別の新作予定表。X68000用は「地球防衛 Miracle

格性.画面の見やすさ，操作性などを徹底比較する。一一 : 送などマルチメディアに関する話題についてコメントす ForceJなど。一一編集部，コンプティーク， 5月号，

編集部， ASAHIパソコン， 4・15号， 30-37pp. る。一一奥野雅之， 1/0， 5月号， 71-73pp. 101-l02pp 

惨98ユザーのためのマツキン トツンユ教室 11 砂特集低価格レーザー・プリンタ ・ 惨電繁新作予定表 : 

今回l;tMacintoshのOSとWindowsを比較する。 荻窪 : 各社の10万円前後のレーザープリンタを機種別に紹介。 X68000用は rEXCITINGみるく第 l話Jなど。一一編集

圭， ASAHIパソコン， 4・15号，108-lllpp. 一一編集部， 1/0， 5月号， 91-101pp. 部，電撃王， 5月号 170p

砂THENEWS FILE 砂ハードディス?の基礎知識 : 砂MAGICALPARASOL 2 

rGAME EXPO'95J r 国際航空宇宙展」のレポートゃ r日 I、ードディスクとそのインタフェイスについて基本的 ・ おじゃまキャラを遊けながらパラソルを撃ち落とすシ

本ソフトウエア大賞。94Jの受賞作品発衰のニュースな ・ な部分を解説する。各社ハードディスクの一覧表っき。 ・ ューティングゲーム。一一宮地周仁，マイコンBASIC

ど。一一編集部，LOGIN， 8号， 48-53pp. 一一英斗恋， 1/0， 5月号， 102-1 1 Opp. Magazine， 5月号， 104-1 05pp 

砂Il，Il， Ilくらはパソコン鑑定団 : 砂NewProduc也 : 砂マリ夫の冒険恒nms編

パソコン本体や周辺機器.ソフトウェアを鑑定する知 : リコーのデジ7)レスチルカメラ rDC-1 J，プレタスタ : 1人プレイと 2人プレイがあるテニスゲーム。一一高

識を教える。一一編集部，LOGIN， .8号， 123-135pp. ーの 6倍速CD-ROMドライブ rpX-65CSJなど周辺機器の : 橋秀之，マイコンBASICMagazine， 5月号，106-1 08pp 

'これからはソウルだ!! : 情報。一一編集部，1/0， 5月号， 156-159pp ・ 砂SOFTWAREHOUSE INFORMATION 

「ニューメディアワーJレド'95Jのレポートなど純国のパ : 惨特集 I これで分かった l パソコン新箆大辞典 rなにわ通信Jで.アンソロジーシリーズ第13弾に「パ

ソコン事情を紹介する。一一編集部， LOGIN， 8号 CPU，外部記憶装置，鉱張ボード，通信などの項目につ : ラデュークJが決まったことを紹介。ーーマイコンソ7

174-I77pp. いてパソコンに関連する語句を解脱する。一一ー編集部 ト，マイコンBASICMagazine， 5月号 202p

炉くねくね科学探検第18回 ASCII， 5月号， 265-288pp. 砂SUPERSOFT H凶 lnformation

最後の宮大工である西岡常一氏の著書を参考に木の特 : 惨特集H 最新ギガ ・ストレージ接続ガイド X68000周は rR.Cロポット集+αvol.5 Jなどが予定表

性を考える。一一鹿野司， LOGIN， 8号， 1 92-195pp. 大容量ハードディス?の蟻続i去をレポートする。各社 : のみで紹介されている。一一編集部，マイコンBASIC

砂特集 パソコンゲームを 120%楽しむ方法 : ドライブの製品紹介やベンチマ-7テストのレポー卜 も Magazine， 5月号，とじ込み付録13p.

. 過去に発売されたゲームのいろいろな楽しみ方を紹介。 あり。一一編集部， ASCII， 5月号， 299-323pp. 砂AVSTRASSE 

一一編集部.コンプティーク， 5月号， 19-29pp ・ 砂Wozの魔法使い第 3回 ・ 「フォン ト&ロゴデザインツーJレ書家万流 SX-68KJと

'巻のメディアミッタス : 今回はApple111こ搭載された 2つのROMに入っている r学研統合電子辞書 forSX-Window Jのレビュー。一一編

今回は.最近のゲームにかかせない戸優を，出演した : プログラムを紹介する。ーー柴田文彦， ASCII， 5月号 集部日 ASCII， 5月号， 401-404pp 

作品とともに紹介する。一一編集部.コンプティーク 371-373pp. 砂ONLlNESOFTWARE INDEX 

5月号， 120-123pp. • 惨魅惑のニューテフノロジー : 大手ネン卜にアップロードされたプログラムを紹介す

砂こだわりゲーム年代配 : ビデオアクセラレーシヨン技術においてソフトウェア : る。X68000周はMOを旧Mフォーマットする rMOfmt.rJ・ : 

パソコンゲームの歴史を 1社の作品の流れから考える。 のキーとなるDCIについて解説していく 。一一編集部 : j広張フロッピーディスクドライパ r9 SCSETJなど。一一

今回はガイナッフス。一一与志田拓実，コンブティ-7， ASCII， 5月号， 378-383pp. 編集部，ASCII， 5月号，500-501 pp 

5月号， 126-127pp. 砂INTERNET膝栗毛 ROUTE 4 : 砂SX-WINDOWプログラミング 第20回

砂1/4095の選択 j イン?ーヰ yトに関する話題。新wwwブラウザの紹介 ・ 今回は前回に作成したファイルカッターに付加するフ
コンシューマ機とパソコンをひっくるめ，今後のハー ・ など。一一編集部， ASCII， 5月号， 388-392pp. ・ ァイJレ選択周のダイアログを作成する。一一吉野智輿，

ド，ソフトの動向を予想して，ベストチョイスを考える。 惨稀代もののけ考 : C MAGAZINE， 5月号，140-145pp 

一一編集部，電撃王， 5月号，36-5Ipp. 実用小物からホビーグッズまで.巷で見つけた小物を -- -

11> Arcade Game Graffiti 第15回 ; 紹介する。今回は木製マウスや御影石のマウスパ yドな ; ポケコン ; 
1982年に登場したアーケードゲームを振り返るJゼピ J ど。一一編集部，ASCII， 5月号， 458-459pp ・

ウスJrバトルクロむなどを紹介.一編集部.マイコ : lI>a本ソフトウェア大賞94 PC-E5日日

ンBASICMagazine， 5月号，142-145pp. 1994年度に発売された優秀なソフトを決める。大賞は : 砂BOYMEETS GIRL 

惨'95AOUショーレポート Windows用ソフトで「デイジーアート Jo 編集部 反対方向に動〈少年と少女を出会わせる，パズルゲー

各社の最新アーケードゲームを紹介する。一一関田清 ・ LOGIN， 9・10合併号， 6ー15pp. ム。ーーはたらいたはらたいら，マイコンBASICMagazi 

隆，マイコンBASICMagazine， 5月号，156-159pp ・ 砂特集 キミのパソコンライフは間違っちよる 1 ・ ne， 5月号 109p.

砂NEWS& VIEWS Iてソコンライフに関する質問の集計結果を大公開する。

Macintosh互換機を発売するパワー・コンビューティン : 一一編集部， LOGIN， ト 10合併号， 163ーl77pp : : 
参考文献 : 

グ社の取材レポートと他社の互換機の紹介。一一編集部 砂ログイン不思機発見伝 通信カラオケの謎
1/0 工学社

: ASAHIパソコン， 5・l号， 14-19pp. 通信カラオケに関する疑問に答える。一一編集部: ASAHIパソコン 朝日新聞社

砂98ユーザーのためのマ yキントンシユ教室 12 : LOGIN， 9・10合併号， 216-219pp. : ASCII アスキー

「狭い家と画面は賢〈使おう Jと題して，ウインドウよ : 砂梨想楽園へ行こう Ver.2.04 コンブティ ク 角川書庖

でのいろんな操作方法を説明する。一一荻窪圭， ASAHIパ : 現在の家庭用VR機を取リ上げ，その未来について考え C MAGAZINE ソフトパンク

ソコン，5・1号， 102-105pp. ， る。一一中田宏之，LOGIN， 9・10合併号， 220-223pp. 電撃王主婦の友社

砂特集 l パソコンパワーアップ大作戦 ・ 砂くねくね科学探検隊第19回 ・ マイコンBASICMagazine 電波新聞社

CPUのア yプグレードについて被種別に解脱。一一山 : 前回に続いて木造建築の技術について解説する。一一 LOGIN アスキー

128 Oh!X 1995.6. 



...ε1l UESTlON and J.s~NSUJER ••••• 
⑬ 付録引スク同つ山hBO
N!.SXBがどうしてもうまく起

動できません。パグ報告がある

かと待っていたのですが，なにもないよう

ですし，私の環境がおかしいのでしょうか。:

それとも，なにか特殊な操作が必要なので

しょうか。 愛知県 田村竜一

一 これはSX-BASICが必要なデ

閑 ・一夕刊つ川て叩 こと

... ..， が原因と思われます。プログラ

ムがかなりi楽レディレク トリ の1.11にありま

せんか? パス名が長すぎて，プログラム

で設定されている文字列長を超えて しまっ

ている可能性が大てやす。

たとえば，そのプログラムが“A:￥Oh!X

付主主ディス ク￥XLImageお試し版 +α

￥DISK2￥SXピコピコ￥PushBon!.SXB" 

のようなパスに保存さ れていた場合なら，

str mapfile="Push_l.map" 

str pcmpath = ""， ppath 

の変数宣言の音11分を，

str mapfile[90J ="P凶 h_l.map"

str pcmpath[90J =山，ppath 

のように変更してみてください。

⑬ 

自l

(中野修一)

最近安くなってきたlGバイト

クラスのHDDはX68000につな

がりますか?

松戸市小野和男

最近のSCSIのI-IDDユニ ットの

1ilfi格低下には目を疑うようなも

のがあります。去年の暮れ， 540 

Mノfイ トクラスのHDDが5万円を切った

か!と思ってたら，いま (4/17現在)秋葉

原のDOS/Vショップな どに行けば，それが

19，800円で手に入ります。 1Gパ?イ卜 はやっ

と5万円切ったところで，730Mノfイ トが

28，800円(しかもこれは爆速HDD)ってと

ころ。たfごし，ベア ドライブ(ドライブ械

のまま)ですからね。 したがって，ケープ

ノレなどを自作しないと つながりません。

古いSCSIのI-IDDユニ ットなどを持って

いる場合や， SUPERやXVIユーザーなど

の場合， 80MノミイトクラスのHDDなら，外

付けを追加す るよりも ，HDDを入れ換えた

ほうがし寸、かもしれませんね。

ここで安1illiなGバ‘イトクラスのI-IDDに

|二lを向けます。これらのHDDは一応， X

68000シリーズでも使えることは使えるの

ですが，残念ながら多少fIIl]限があります。

X68000の制限ではなくてHuman68!dW]の

liiJj包て。す。

たとえば有名なI-IDD，QuantamのEMP

IRE1080S (l080Mバイト)を， X68000につ

なげたい場合。「男は黙って 1パーティ ショ

ン」なあなたなら， nn:，坦なくイ史えます。ば
っち りです。

しかし i純真な乙.k1;1:.計画性がなくっち

ゃ」なあなたは，ノfーティションの切り 方

を多少考えなくてはいけません。

この1080S，Human68kてやフォ ーマット

すると 1029Mノfイ卜で認識します。 この

I-IDDを1024Mノfイ ト+5Mパイ ー卜と分ける

と，このI-IDD，フォーマット&領域雌保は

できても ，起illJ)できなくなってしまいます。 :

それど ころか， FORMAT.X以外では認識

できなくなってしまうのです。

簡単な話， 2つ 1=1以降のパーティション

の始まりが1024Mバイ ト以上の場合， この

障害が起きるのです。1023Mノfイ卜以下は，

Eのように分けでもあIYt，、ません。1024Mパ
イj、以上に， I-Iuman68kが入ってなければ

この問題は起・きませんから，これを利用 し

て，巷の大容量:l-IDDユーザーは後ろに

NetBSDなどを置いておくそうです。

1029Mバイト I-IDDならともかく， 2Gノf

イ卜， 4Gバイ トクラスになると多少困るか

もしれません。

なお，余談ですが， Human68kて"1;1:.1ノf

ーテ ィションが1024Mノfイ卜をJ包えると，

lクラスタが32Kノfイ卜にもなります。512

M-1023Mバイトまでは16Kバイト。クラ

スタサイズ、が大きくなると， HDDの転送速

l皮がJ".がる半而， たった 1バイトのファイ

ノレでも，必ず32Kバイ トの容量を食うこと

になります。 32Kバイト+1バイ トの場合

などで、も， 64Kバイ ト無条件に取られます。

これ力"4Gパ「イ卜にもなると Iクラス タ

は128Kバイトになりますから，恐ろしい訴

ですよね。きちんとこれがl-Iuman68kて‘認

識できるのか，試す環境がないのが残念で

すけど。

ただ，クラスタサイズが上がれば，ハー

ドディ スクが吹っ飛んだ‘とき になん らかの

方i法でファイノレ復活を試みる場合，必ずク

ラスタ単位て復活できるんですよね。 32K

ノfイ 卜なら 111111クラスタを修復すると，た

いていのテ キス卜は~b[ì首てきたりするとい

う利点もあります。

最近のHDDは小刻11工なしでも速いです

し， どっちをIfll.るかは人それぞれでしょう。

1029Mバイ ト雌保できるHDDの場合， 1パ

ーティション派の人なら1023Mバイト倣似

し， 6Mバイ ト無駄にしたほうが，実質たく

さんのファイノレを入れることができるかも

しれまゼん。

え? 9~ は小さなことは気に しない?

まあ，ごもっともで。(瀧 !哀史)

質問にお答えします

日ごろ~.it聞に思って いること，どんなこ

とでも結構です。どんどんお便りください。

難問，奇問.編集室が総力を挙げてお答え

いたします。ただし，お寄せいただいてい

るものの中には，マニュアルを読めばすぐ

に解答が得られるようなものも多々ありま

す。最低限，マニュアルは熟読しておきま

しょう。質問はなるべく具体的に機種名，

システム構成，必要なら図も入れてこと細

かに書いてください。また，返信用切手同

封の質問をよく受けますが.原則として.

質問には本誌上でお答えすることになって

いますのでご7承くだ§い。なお，質問の

内容について，直接問い合わせることもあ

りますので電話番号も明記してください。

宛先 干1日3 東京都中央区日本橋浜町

3-42-3 

ソフトパンク株式会社出版部

Oh!X編集部 rOh!X質問箱」係
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が rザインで勝負Jを読んで新たなイロモノの

世界を知りました。あ，ザインソフトはイロモ

ノではありませんでしたね。これは失礼。とい

う私の初めてのRPG(ポッ)は rトリトーンJ

だったりします。 森口 賢(22)福岡県

「トリトーン」はそこそこよかったのです

が，なぜX68000に参入した途端 Eこで

追を踏み外してしまったのでしょうね。

+4月号の記事につられてザインソフトを 2本

買って しま った。その結果， Oh!Xの記事に誤 りの

ないことを改めて知った。どど~ん l

松尾繁(21)福岡県

身をもって其突を確かめる松尾さんの心立

気に，ちょっ tだけ敬Jll<しちゃいますね。

+ rザインで勝負 rJの「アルフェイム」の記
事がずっぽりと抜けているのは，はたして事故

なのか，故意なのか 7 場所が場所だけに判断

に苦しむ。いまのところ「故意を装った事故」

説が有力。 鹿又健(25)東京都

・・(もはやなにもいえない)。

.本当にザインはどこにいっちゃったんでしょ

う? ウィOキーはバンプレス卜で，チャンピ

Oンはその筋のトップ争いしてますけど。そう
いえば， 8年ほど前，友人が「俺は大学をやめ

てザインに入る!J といっていたが，結局大学

側がやめさせてくれなくて(?)ザイン入りがパ

ーになった，つうことがありました。いま考え

るとそれでよかったんでしょうね。

久米豊信(26)群馬県

なかなか激しい友人だなあ。

+1994年度のOh!Xゲーム大賞は，やはり「ジオグ

ラフシールJ になりましたか! 投票してよか

ったです。新作の話は聞きませんが，これから

もがんばってほしいですね。あとザイン関係の

記事は爆笑させてもらいました。X680∞ユーザ

ーとして，いままで知らなかったのが残念(フ)な

くらいです。これからもX68000に個性的なゲー

ムが出るといいのですが。

武藤一文(22)埼玉県

あまり{Iol性的すぎてアクが強すぎても悶っ

ちゃいますけど。

+ rジオグラフシール」面白そうですねえ。
竹川貴彦(17)愛知県

ROM REAOERS 10 1HE EOl10 
見て しまう人も多いのでは? でも，せ

っかく家でゆっくりできるのだから，ポ

コポコプログラミングに励みましょう。

じめじめした天気が続し嫌な季節にな

りました。雨ばかりでは外出するのがた

めらわれる し，ついついテレビばかりを

を読んだあと，思わず中古屋に探しにいってし

まった。それにしても，記事までザインネスを

漂わせている。なにしろ誤字脱字どころか文章

がないんだもの。 平間 大輔(17)北海道

帯雨つ，ハガキを読んだ途端なんか心臓に衝

撃が…

+4月号のザインソフト関係の記事で思い出し

たのですが r未来」の最終ステージの中ポス

(前半の) rサリオン」がとうとう倒せませんで

した。彼を倒すことはできるのでしょうか(ど

んなにショッ卜を当ててもヒット判定が出な

い)。もしもこのゲームをクリアした方がいらっ

しゃいましたら，ぜひ方法を教えてください。

黒部浩孝(22)三重県

このほかにも 1l!J答を求めるハガキが 1j画。

求む I r未来J 完全攻略ガイド。

.なぜいま l しかもザイン! Oh!Xのネタ不

足を心配しつつ大爆笑させていただきました。

いまて・は笑って許せる70ゲーって感じですか。
八亀佳一(20)神奈川県

そう，いまとなってはL、い思いtl!，なのです

よ。

.いままでイロモノ(お色気ものではない)と

いえば， CDやLDなどでしか知らなかった私です
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+4月号の特集を読んでから，部屋の暗黒領域

においやられていた古いゲームたちを遊んでみ

たが. どれもまだまだ面白い。特に「グラディ

ウスlIJ はいま見てもやっぱりすこ・い。こうし

てみるとX68000のゲームには，良作が多いこと

に改めて気づかされる。今後もよいゲームがど

んどん出てきますように……。

松尾泰之(23)大阪府

+4月号の特集 rLet'sPlay Wonderful GAMEJ 

には笑わせてもらいました。 LOGiNて・は，発売

されるソフ トの数のせいなのか，誌面から姿を

消してしまったX68000ですが，今後もいままで

のようなソフトが次4と発売されれば ・・と思

っています。X68000にはまだまだがんばっても

らいたいものです。 星 武史(20)山形県

+4月号の特集を読んでいて懐かしさを感じた。

「グラディウスJrスペースハリアーJrR-TYPEJ

「ドラゴンスピリッ卜 Jに燃えた頃もあったんだ

なあ， と思い出しながらゲームを起動しようと

思っています。 井上一夫(37)東京都

特に，思い入れのあるゲームはいつ遊んでも

面白いですよね。

.いやあ，まさか「ダッシュ野郎」が取り上げ

られるとは思いませんでした。私は東亙プラン

の大ファンなので嬉しいです。しかし.瀧さん

の「日級シューターへの道」で，東亜シューテ

イングが出てこないのは気になります。

山中祐司(19)栃木県

ちょっ tだけ好みのゲームのベクトノレが端

氏と違っていたのですね。

.なんだかんだいっても， 4月号の特集にあっ

たゲームレヒ'ユーは楽しめました。でも，発売

当時にあのノリで紹介していたら， Oh!Xのゲー

ム批評もほかの雑誌と比べて，ひと味違ってい

たでしょうにねえ。 河野 太郎(22)東京都

い〈らGAMEOF THE YEARt.ごからと

いって，特集はちょっ U~.け飛ばしすきfた

かな， と思っていたのですが，気に入って

もらってなによりです。

.いやあ，ザインには笑わせてもらった。記事
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スをするたびにウェイトカずかかります(/

ーウェイ トてやれないことはない らしいが，

とんでもなく而倒なようです)。そして，ク

ロックアップなどの改造を行っている場合

には，動作保証外の改造を施しているので

すから，それなりのリスクを'Jt慨しておき
ましょう。

.AWESOME-X，なかなか姿を現わしませんね。

ツクモ電器にデビュー(?)した頃のチラシを見

ると ，MIDI端子ボードのほかにSIMMソケットも

オプションになるはずだったのに，最近のDh'X

を見るといつのまにか消えてしまったようです

ね。世の中にはマーキュリーユニットとかいう.

どこかで聞いたようなPCMボード もあるようで

すが，通信をやっていないのでよく知りません。

そして，我らが，龍さんも高機能なボードを作っ

ているそうですが， XVIな私の意見としてPCM系

の端子のほかに純正互換のMIDI端子をつけても

らいたいです。残 りのスロットにツクモ電器の

4Mバイト RAMを差せれば完笠です。がんばって

ください。 久保田 智久(19)群馬県

.5月号の瀧さんのSRAMドライブ。期待してい

ます 1 氏家隆宏(25)北海道

残念なが ら SRAM ドライブはち ょっ と t~.

け延期。精力的に日jき続けてはいますが，

ちょっとだけオーバーワーク気味かな。泌

氏の単位の無事を十]rりつつ，励ましのハガ
キを送ってあげましょう。また，なにか要

望がありま した らアンケートハガキでどし

どしお寄せくださいね。

.アルプス電子のグラインドポイントを貰った。

現在，純正マウスの基板を，パージニアスリム

ライトの箱に詰めた自作アダプタを介してつな

がっている。 卜ン，でクリック， トン，ツーで

ドラッグ。 もじもじと指を動かすと それに合わ

せてマウスカーソルが動く 。なかなか新鮮な感

覚。 しかし， 細かい作業にはまるで向いていな

い(笑)。 清水智明(27)神奈川県

.さてさて，私のオーデイオCDプレイヤーもつ

いに他界してしまった。で，この際CD-ROMドラ

イブでも，と思ったんだけど2倍速かつX68000

でもOKってやつがもう売っていなかったりする。

世の中完全に 4倍速なんだってさ。なんてえこ

ラフィックならいくらでも描けるのだが，いか

んせん時間がうまくとれない。それにしても最

近のゲームは，ありきたりのものばかりでイヤ。

格闘ゲ ムも3Dシューテイングゲームも似た

ものばかり。 もっと頭を使えよなあ。

遠山幸男(19)岡山県

迷山さんが頭を使って作った作品をぜひ見

てみたいですね。

.新品で買ったディスプレイ (CZ-608D)が 1カ

月もたたないうちに壊れた。ふと横を見たら“93

年 1~6 月期"のシールが ・。でも，やるせ

ないなあ。 小林 卓生(24)石川県

ょうやく活動てきて，ついついディスプレ

イもはりきりすぎてしま ったんですよ。

.4月号のSTUDIOXを読んでいると， RISC 

CPUのマシン語がいじれないという雰囲気が濃

いけど，そうでもないですよ。私は過去にX-

Window上から直接だけど， PA-RISC 1 . 1とSPARC

をいじ ってま したが結構面白かったですよ。

斉藤誠(26)愛知県

知lにアセンブラをf史えなく ったって，コン

ピュータに密着した処理を自[1:1にできる環

境があれば問題はないんですけどね。

.SCSI， RAMボードTS-68S1 mk IIですが， X68000 

用としては数少ない新製品紹介なのだから，も

っと しっかり紹介してほしい。特にメモリウェ

イ卜の有無が書いてありま せん。でき れば何

MHzまでのクロ ックアップに耐えるかまで書い

てほしい。いくらスロ ット不足が解消できると

いえどもマシンのパフォーマンスが落ちてしま

うなら不要だ。 大島 1尊日目(21)愛知県

この大Lむさんの疑問をすっきり解決してく

れるレポートが，次の福知さんから届いて

いました。

.TS-6BS 1 mkIIと60nsSIMMメモリを買って，家

のX68000EXPERT(1 7MHz)に取りつけたのだが， 1

7MHz， 16MHz， 15MHzて・はメモ リがついてこなか

った。悲 しい。結局，IOMHzて・使うハメに

福知健(23)京都府

という 結果になったそうですよ，大ねさん。

一応，念のためいっておくと基本的に拡張

スロッ トへ地設メモリを登紋した場合， 10 

MHz以一lこのマシンでは，必ずメモリア クセ

本当に ji面白いですよ~。

.おそらく X68000にとっては最後になるであ

ろう今年のGAMEOF THE YEARで， X68000に縁

の深いエグザク 卜が選ばれたことはとても喜ば

しいことだと思います。エグザク卜さんには次

世代 rXJでもがんばってもらいたいものです。

松永正弘(25)京都府

現在はP1ayStationでがんばっているエグ

ザ、ク ト。 これからも ユーザーの心をつかむ

面白いゲーム を作りあiけてほ しいですね。

.今年のGAMEOF THE YEARは rスーパース

トリー卜ファイターIIJの健闘ぶりが非常に印

象に残りました。メ インメモリ 要4Mバイト， 16 

MHz以上という，ユーザーを選ぷ仕犠であるに

もかかわらず， ここまで支持されるとは思いも

よりませんでした。 6月号のアンケート分析大

会のメインメ モリ容量にどのような変動が見ら

れるか楽しみですね。ところで，昨年のGAME

OF THE YEARを見たくなって，読み直している

とエルフの「同級生」が支持されているのが気

になりました。大賞に機している人までいまし

たが，あのゲーム，それほどよかったのでしょ

うか。確かに中盤あたりはそこそこ楽しめます

が，最後が最悪です。あんなに後味の悪いエン

デイングのゲームは「同級生」が初めてでした。

主人公に強い嫌悪感を抱き，同時に主人公=自

分ですからものすごい後ろめたさを感じたゲー

ムでした。 木村奨(22)兵庫県

アンケートの集計結果は今月号て11)'1らかに

なっています。どうです? 木村さんの思

っていたような結果でしたか。

.4月号のSTUDIOXで紹介した 11HIT COMBO 

ですが，フェイロ ンはザンギエフにのみ，め く

り大キ ックから立ち小パンチが7発入って，育!!

火拳が3発入ります(ただし連射装置がないと

キツイ)。また小パンチは 9発入るというウワサ

ですが，未確認です。パイソンに対しては，め

くりから小パンチ9発，小ダッシュストレー卜

が入ります。なお， SUPER COMBO未使用という

のはなにかの間違いです(友人に指摘さ れた)。

さらにおまけですが， リュウ，ケンの立ち大キ

ックはある条件を満たすとキャンセルできます。

連続投には使えないけと・かっこいいですよ。

〉工森 健太郎(19)大阪府

ある程度煮詰ま って しま った感のある絡附

ゲームですが.それでも新しい ことが発見

されるあたり奥が深いなあ。

.先日，やっとのことでX68000版「キャメルト

ライ」を入手することができた。 しかし，キャ

ラセレクトってどうやるんだ? スタ トボタ

ンとジャンプボタ ン(?)が一緒だからわかんね

~や(アーケード版ではポ?ンを押しながらス

ター卜だった ー・はず)。

今井健生(23)奈良県

X68000版では，メインキ一の

をf宇判11ドlしな力すらスタ一ト'つま り“1Pスター

ト..とすればOKです。

.X68000で作りたいゲームのアイデアが大量

にあるのに，なかなか技術が追いつかない。グ
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ったい。 西山 新志(23)福岡県

+IGバイトのハー ドディスクを 2台買った。あ

まりの速さと容量に感動した。

宝福公司(26)北海道

+QuantumのEMP1 080S(新品)を， 38，800円(税

引1)で買ってしまった。ラッキ~。こうなると周

期転送のSCSIボードがほしいですね。

嶋田裕文(23)大阪府

.とうとう X68000CompactXVIちゃんを8Mバイ

トにしました。それにしてもあんな小さなボー

ドが6万円近くするなんて。でも嬉しいです。

ついでにビデオポ ドも買いました。某ツクモ

の庖員に使用できる二とを念を押して確認した

のに.やっぱり使えませんでした。結局， ビデ

オボードは友人所有のX68000ACEについてい

ます。 荘司康子(20)東京都

.やっとお金がたまったので，メモリを増設す

る二とができます。いままでのメインメモリ2M

J~ イ ト からやっと解放されます。 もうちょっと

お金があれば， SX-WINDOW ver.3.1が買えるの

に・・…。やっぱりぜいたくかな。どうせなら

Xellent30sに72ピンのSIMM;1モ リをひとつでも

載せられたら最高なのになあ。ついでに安〈 。

中村慶彦(16)山口県

森になったからかEうかはわかりませんが，

周辺機器をパワーアップした， とL、うノ、ヵ、

キがこのほかにも結Wi目につきました。 う

tT1411tjLLLL;;ELtl弘
二互いまL、ましρ 。
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ん，みんな元気にX68000を使っているん

だなあ。よしょし。

.最近記事のなかに新機滋(X68000ではない)

のことをほのめかす文があるように感じる。そ

ろそろ出るのだろうか。

奈良雅雄(21)神奈川県

.'1'1てもらわなくては閤るんで、すけ Eね。

.次世代X68000 ・あるんですか?

木下達也(23)愛媛県

ここまで待たされる t実にさまさまなウワ

サ，憶測が飛び交います。なにはともあれ，

メーカーのやる気にかけるしかありません。

.がんばれ編集部。NEWXの発表は近いとの噂。

X魂の火をここで消してはきびしすぎる。それ

にしても新しいソフ トが出なくても，新しいハー

ドが出なくても成り立つ Xユーザーって，つわ

ものの集まり? それともOh!Xのおかげかな?

士平井 秀次(23)静岡県

Oh!Xが成り立っているのは，ち ゃんと X

68000 を 1i1:! っ て〈れる Mé者の ~T さんがし、る

からです。感謝，感謝。

.ある雑誌にOh'Xが廃刊になるとか書いてあっ

たが本当かなあ。 久保正文(25)香川県

それはウ yです。

+ fX68000ソフ ト情報(大阪日本橋編)J

最近，X68000のソフトを置いてある庖が，また

滅りつつありますよね。大阪日本橋でも置いて

あるのはJ&Pテクノランドとスタンノイイだけに

なったみたいです。あのソフマップでもX68000

のソフトは「デイグダグ/デイグダグl!Jだけで

すし(ニノミヤは行かないので知りません)。中

古ソフトならスタンパイとソフマップに結構置

いてあります。 大久保貴司(22)大阪府

ということで、日本紙近辺のX68000ユーザ

ーは参考にして〈ださい。また， このほか

の地減の情報もお待ちしてますよ。

.まさか勝手にGAMEOF THE YEARに載るとは一

一。 自分の書いた食が自に入ったとき， じわっ

と冷や汗が出てしまった。北畠 駿(13)滋賀県

ふつふっJ、。 びぴっとるぴぴっとる。 これ

を見たらどんなリアクションを見せてくれ

るのかち ょ っと t~.け楽しみだなあ。

+PC-6601を買ってもらってから， 12年間，ひと

fififhiiiきで玲L
¥ ，tiヒ、，弘主.， よ力、っt

りとしてノfソコンをf吏っている人に出会わなか

った。そんなものなのでしょうか，やっぱり。

本当は「電子工学科」にも合格していたけど，

せっかく「薬学部」に合格したのだから，と薬

科大学に通うことになった。X680∞CompactXVI
がほしい。でも，ひとりでなにができるのだろ

う。 石川真(18)千葉県

石井さんは， 5月号のアマチュアCGAコン

テストの入1l作品をごEZになりました?

たったひとりでもあのような兄Zれな{宇品を

作り上げ白れるのですから，要はやる気で

す。それにf中間をJ架したいのならノマソコン

通イ言を始めてみては?

+1984年川月号で初めてOh!MZ(現Oh'X)を買っ

た。それから 10年後。1995年 4月号22ページで

初めて自分の名前が載る。ヤッタ-1

堀川 満平(30)大阪府

おめでとうございます ! 今度は常ili11指

してがんばろう。

+Z-MUSICシステムはもう売っていないのです

か。また，ソフトパンクでは通販を行っていな

いのですか。そのへんがちょっと知りたいです。

それから編集部のなかの人でサリン事件に巻き

込まれた人はいますか? あの事件は最悪です

ね。 加藤幸(20)北海道

通版自体は行っていません。入手するには

ソフトパンクの I~~'版事業部l仮先尚に \:iJ ぃ合

わせて在節目在認のうえ，本屋さんに注文し

て待つ。 もし〈はJUI日は未定ですがZ-MU

SIC ver.3.0の発売を待つ。 というような

方法が考えられます。

.このメッセージが届く頃には，サ リンのこと

とかf反省さんのことが解決している(かもしれ

ない)と患います。しかし，怖いですよねサリン

って。たったの2.5gくらいで小錦が ・ (たと

えですよたとえ)つまり 0.7gて・自介自身が(な

んで自介なの)ということは，人間ひとり80kgだ

として世界人口が60億人とすると，4，800トンの

サリンがあれば人類は滅びる・・

石井義尚(19)神奈川県

残念ながらハカ、キが肝it、た|時点てPは，状況

はさらに混沌としています。 6月号が発売

されるときにはすべてが解決しているとい

いなあ。

.友人がフライングをして20歳にして就職&結

婚&双子のパパになりました。しかもその奥さ

んは私のよく知る後輩だったので，まさに人生

いろいろです。T君夫妻，これからもお幸せに

(このセリフをいってみたかった)。

片倉純也(20)宮城県

いってみたかった， ~いう 気持ちはわかり

ますが，はたしてOh!Xに送った tころで本

人たちに伝わるかどうか。それとも T科1;(

Oh!Xのjh'e者なのかな。

.ほっとひと息。女子浪人生読者にならずにす

みました。女子大生読者なら，きっと女子高生

読者よりお仲間が多いですよね。

松尾絢(18)東京都

たぶん。
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いうのはあながち間違いではないのかも。

音羽進(20)宮城県

人材不足はどこでも一緒。てなことですか

ね。

.ついに 4月から就職です。職場も福岡市博多

区東公園に決まり，いよいよどきどきしてきま

した。さまさ「まな不安のなか， 4月号を読んで

いると岩瀬さんの元気なイラストがー 。私も

こんな輝いた目でがんばろうと思います。ヨ

シ 1 堂領輝昌(21)宮崎県

つらい ことがあっても初心を忘れないよう

にがんばろうね。

+4月号で試験前の幸福量のことを載せていた
だきましたが，あのあと，ヤマは当たりまくり，

某誌の懸賞でPSを当て，イベントはハガキを出

せばほとんど招待状が届<， というような状態

(もちろん，ハズレもあるが当選率が違う)。も

う，幸福畳なんて金輪際信じません。信じない

もん。 西川和範(20)東京都

よかったですね t索直に喜んてあげたいと

ころですが，なん tなく悔し L、。

+NHKスペシャル「生命」の最終回を見て爆笑し

てしまった。そこには「恐竜都市ー1997Jにそっ

くりなカットが多数あった。 CG業界が先細りと

.今日，私の大学の研究室で爆発事紋が起こっ

た。これで二度目だ。ちなみに現場近くでは異

臭がした。 高橋健滋(19)東京都

今)Jのデンジャラス1支ナンバー lのハカタキo

F川号さん，巻き込まれないように気をつけ

てく Tごさいね。

.日本人は“熱しやすく冷めやすい"のではな

く，マスコミに踊らされやすいのではないか。

2年前の異常な」リーグ人気は明らかにマスコ

ミの影響だし，いまは人気が落ちたと始まる前

かりいっている。まあ， もとから好きだった人，

本当に好きになった人だけが残るのだろうから，

チケットを取るぷんにはいいのだけれど。テレ

ビ中継にも影響があるから やっぱり困る。

三浦貴至(23)埼玉県

テレビ中継がなければ競技場まで;r:を述べ

I!L'L、Tごけのこと。ゃっ 1;):'1)ライフrが

「あれえ，編集長ーどこ行くんですか?J 

「三沢 1J ね。

.中国は雲南省大理へ行ってきました。上海か

ら汽車で3;白 4日のあと，パスで11時問。ょう

やく大理に着くや，長旅の疲れのせいか貧血で

倒れてしまいました。が，万年雪をいただく山々

や三塔寺の美しさに旅の疲れもどこへやら。決

して楽とはいえない旅行でしたが，それだけの

価値はありました。 松永貴輝(24)大阪府

~I・大な自然のなかにいると，なん t~'かJ] IJ 世

界にいる気分になりますよね。

.掲載ご希望の方は，官製ハガキに項目(売る・買う・氏名・年齢・連

絡方法 )を明記してお申し込み<tごさい。

.ソフトの売買，交換については，いっさい掲載できません。

・取り引きについては当編集部では費任を負いかねます。

・応募者多数の場合，掲載できない場合もあります。

.紹介を希望されるサーフルは必ず会誌の見本を送ってください。

鳥寮305 丸山英一(21) 

*，・0データの4Mバイ トメモリボード rpIO-6BE

むを 15，000円で売ります。箱，説明害ありの完

動品です。連絡は往復ノ、ガキでお願いします。

なお，送料は別です。〒228 神奈川県相模原市

東林間4-4-1 ハーフテリア大里子305 設楽 博

幸(26)

*，・Oデータの4Mパイトメモリボード rplO-6日E

むを35，000円，アイテックの80Mバイトハード

ディスク (40+40のSASI)r'TX-680Jを25，000円

で売ります(早いもの勝ち)。送料は当方が負担

します。〒167 東京都杉並区上井草1-30-15

401 手火山 和徳

官買います
*ツクモ電機のMIDIボード rTS-6GM1 Jを10，000円

で買います。連絡は官製ハガキでお願いします。

〒040 北海道函館市高盛町14-6 船越直弥

(22) 

美品です。連絡は往復ノ¥ガキでお願いします。

〒573 大阪府枚方市牧野北町lか34-107 橋本

智也(19)

肯ローランドのMIDIモジュール rCM-64J，シャー

プのMIDIボード rCZ-6BM1 Jをセ y 卜にして50，

000円で売ります。説明書.箱はあります。連絡

は往復ノ、ガキでお願いします。干243 神奈川県

厚木市長谷260ー16 宏安清人(41) 

*シャープの熱転写プリンタ rCZ-8PC3Jを12，000

円で売ります(送料当方負担)。箱，説明書，付

属品あります。連絡は往復ハガキでお願いしま

す。干312 茨城県ひたちなか市津田2634-7 友

部和彦(23)

肯東京システムリサーチのX68000 CompactX V 1専

用増設SIMMメモリボード +4Mバイト増設SIMM

メモリ(72ピン.60n5， RED ZONEでもf吏用可

能)を25，0∞円で売ります。箱などすべてあり

ます。連絡は往復ハガキでお願いします。干223

神奈川県横浜市新吉岡町2600 日本工英 綱

‘仲間
*当サークル rAGLAIAJでは機種非限定のディス

ク会報を発行しています。今回，会報の活性化

のため，非会員からの投稿も募りたいと思いま

す。だべり， 自作プログラム，質問，売買，そ

のほかなんでもかま いません。活動に参加する

:意志がある人はMS-DOSの2HD(8セクタタイ

プ)フォーマットのディスク (3.5インチ， 5イ

ンチ可)に入れてお送りください。その際，住

所を響いたラベJレ，返送用切手を貼った返信用

封筒を同封していただければ.次回に発行する

投稿された記事を載せた会報をお送りします。

〒811-42 福岡県遠賀郡岡垣町戸切794-3 筑

紫高宏

E二売ります
*シャープのSCSIボード rCZ-6BSIJを14，000円で

売ります。箱，マニュアル，付属品ありで完動
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編集室から | 

DRIVE ON 
このコーナーでは，本誌年間モニタの方々の

ご意見を紹介しています。今月は 4月号の内

容に関するレポートです。

・特集を読んてう号、ったのですが，いまさらな

がら， X68000はアクション系のゲームが多い

マシンですね。コンシューマ機のようです。

しかし，注目すべきは「完成度の高いオリジ

ナルがあったこと」ではないでしょうか?

「好きなX68000のゲ ムをひとつだけいえJ

といわれるとすごく悩みますよ，ホント。

そこで rGAME OF THE YEARJです。rX68

000でしかできないオリジナルゲームが大賞

になってほしい」と思っていたので rジオグ

ラフシーJレ」の受賞は「うむ.納得であるJ

って感じです。新型ゲーム機でなければ開発

できないようなポリゴンゲームをX68000で

実現してくれたわけですから。

あと，移植ゲームもなかなかの完成度でし

た。特に「餓狼伝説SPECIALJは壮絶でした

ね。「スーパストリ トファイタ llJもす

ごかったけど r要メモリ 4Mパイ卜，推奨ク

ロック 16MHむといった条件つきでした。それ

を.一般的な環境(メモリ 2Mパイ卜，?ロッ

ク10MHz)で，あの移植度を実現したのですか

ら，いやはやまいりました。

これからも遊ぶからには完成度の高いゲー

ムをプレイしたいものですね。ネッ rOIOW

. Jクン l

中矢史朗(24) X68030， X680∞ACE-HD， 
PC-386 P 愛媛県

.今回，紹介された 2つのハードについてい

わせていただきます。

ごめんなさいの
コーナー

5月号 フォント&ロゴデザインツール

書家万流 SX-68K

P.75 段目の24行にある「いちいち l文字

ずつ指定していくのは現実的ではない」とあ

るのは問違いで，選択文字すべてを一括して

変更するニとができました。関係者および，

読者の方寸に大変ご迷惑をおかけしました。

お詫びいたします。
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まず， rTS-6BS 1 mk II Jですが rついに出

たSCSIメモ リボード」といわれても rいまご

ろなにをいっているのですか。両方とももっ

ているし，すでに拡張スロットはいっぱいで

す」というユーザーは多いのではないでしょ

うか。 という私もそのひとりなのです。SCSI

メモリボードとすでに所有しているボード 2

枚を無料で交換してもらえるなら話は別です

が。

とはいえ，どちらもも っていないユーザー

にとっては非常に魅力的な製品だと思います。

イ反に手ムカ〈どちらもも ってL、ないとしたら， シ

ョップに走っていることでしょう 。しかし，

基本的にはSCSIボードなのでメモリを別に購

入しなくてはなりません。すでにどちらかの

ボードをもっている人にはメリットがないよ

うに思います。そのあたりを考えたサービス

がほしいところですね

次に rD己GACGアニメーシヨン講座」で紹

介された「オーバーレイユニット」について

です。私の場合，カラーイメージユニットを

所有しているため，オーバーレイユニットを

購入したときのメ リッ卜はクロマキ一合成が

できるということになります。クロマキ 合

成を実現する商品は非常に珍しいので，個人

的には興味をもちました。ただ，これを使う

ためには「スキャンコンパータ」が必要とい

うのが気になる点です。スキャンコンパー?

の機能を含めての価格であれば，もっと普及

すると思います。

壁谷 善嗣(35) X68000 EXPERT， PC-9821 

As， PC-9BO 1 NS/E 宮城県

• rXDTP SX-68KJに関する連載はなかなか

よかったと思います。実際に使用するうえで，

つまずきそうな点を写真入りで解説している

ので， XDTPをf吏っている人にとっては役にた

ったのではないでしょうか。

一方，この連載では，XDTPとSX-WINDOWの

問題点が浮かび上がったわけですが，シャー

プさんにはせ'ひとも改善に努めてもらいたい

ものですね。

矢野啓介(21) X68∞o XVI， MZ-2500 北
海道

.温故知新，いい言葉だ。なにごとも先のも

パタに関するお問い合わせは

ft03(5642)8182(直通)
月~金曜日 16: 00，......18 : 00 

のを追うばかりが能ではない。今回の特集記

事に触発されて思わず「ギャラカi88J と「ナ

イアスJ をクリアしてしまった。まったく罪

なゲームだぜ。あまりに理不尽な殺され方に

血管が切れよtうになったことが，いまではい

い思い出だ。これからも「クOゲ j とわか

りつつも思わずプレイしてしまうようなゲー

ムをイ乍ってほしいそ〉

小林佳徳(21) X68000 XVI新潟県

• rピコピコエンジン活用講座」でリス トl

の 1 26~ 1 犯行を見てがっかりです。 たったこ

れだけのことをするのに，こんな行数を割か

なければいけないなんて，やっぱりBASICじ

ゃあ リません。こんなのは 2，3行でできるべ

きことです。こういう上品でダラダラしたリ

ストは人前に出すものじゃありません。これ

ではSX-BASICもC言語などと同じです。C言

語を使うレベルのユーザーを対象にしていま

す。それなら， C言語を使えばいいじゃない

ですか l 無駄に言語を増やしているだけで

す。BASICというのは，キ を l文字打つのも

待ちきれない， 1秒でも早〈ゲームを作りた

い.遊びたい， というジョ イフルな人間のた

めの言語なんです。f広張性なんて上品ぶった

ものは(少ししか)いらない。誰かHu-BASICの

ようなコテコテで強力なBASICを理解してく

れる人はいないのですか-1

rX-BASICって C言語みたいでカッコイイ」

という勘違いはいいかげんやめま しょう。

鈴木朝夫(20) X68000， MZ-1500， X 1 turbo 

Z， PC-980 1 RA， PC-88VA2， PC-660 1 SR， FM77 

AV40SX， ZX-8I， MSXturboR 神奈川県.r知能機械概論Jが印象に残りました。「囚
人のジレンマ」のゲームは以前から知ってい

て rしっぺ返し戦略」も知っていました。と

ころが rノTブロフ戦略」は初めて知りまし

た。世の中は確実に進歩しているのですね。

こういう結果を見るとほか(たとえば rR.C

ロポットコンストラクション」とかトランプ

ゲームとか)に転用したくなりますが，ゲーム

の形式や情報量が異なると，どうしていいや

ら・・ -。それに， ここに出てくる戦略は「勝

つ」よりも「負けない」戦略だしなあ。

弦元達也(24) X68000ACE 香川県

お問い合わせは原則として、本誌のパグ情

報のみに限らせていただきます。入力;去、操

イ乍法などはマニュアルをよくお読みください。

また、よくアドベンチャーゲームの解答を

求めるお電話をいただきますが、本誌ではい

っさいお答えできません。ご了承ください。



夢の
自分だけの
システム

惨rSX-WINDOWver.3.ljは現在ほかにある

ウインドウシステムと比べても，なかなかよ

いシステムではないかと思います。もちろん，

SX-WINDOWなんてなくとも，Human68k.上て'

の作業のみて十分だという人もいるでしょう。

そんな人はさておき，なかなかにf憂れたSX

WINDOWですが，不満のある人もいるでしょ

うし，いろいろな問題有、もあります。しかし，

不，荷ばかりし、っていてもしカ、たありません。

それに， その問題点の一部か改善されれば

ずいぶん使いやすく なることもあります。

これまでに， Oh!X誌よでも，SX-WINDOW.上

で作業を出直にするために，いろいろなプロ

グラムを紹介してきま した。メガディスプレ

イ計画なんかがそうですね。

そして，まだSX-WINDOWには改善の余地

が残されています。皆さんも， 自分が快適に

作業できる環境を構築してみませんか?

s H F 
惨ある日，車に乗っていると，ヒッチコックのおじ

さんの車に.おかまを鋸られた。自分のお客さんの

縛完て看てもらうと，関口一番官断書何カ月て切

ろうか?j。怪訪な顔をしていると「衡重症の恐れあ

りなんて書くと，いっぱいもらえるよ」とダメ押し。

結局.金ではなくて徹底的な修理で手をうった。ち

なみに，彼の病院は震災でや哀した。合掌。 (文)

惨毎度賞い物の話でスマン(しかもAT)o (で)氏か

らi486DX4-100を譲ってもらったのだが，どうやら

壊れていたようだ。残念。それとも私のマシンカ響

かったのか? 話は変わる杭 CPUアクセラレータ

が完成しないまま海外にi韮亡してしまった石上氏

に代わって，清t氏がグラフィックアクセラレータを

作ってくれるそうだ。期待しよう。 (I.K)

砂 EXEクラブの電卓のナンJ~ーは， X680301こなって

から中m鵠化されてたりする。電車の文字もX68030に
なっている。どういうわけか， X6803日電卓は3つも

もってるのだ。X6800a電卓は2つだったかな。思え

ば，いっぱいマシンを壊したなあ。わたしゃ，本体

に名前つけてやる愛情なんてないぞ。コンビュ-'7

は私の「しもベ」なのだ。 も官l)

炉おそらくパク1まいちばん多かった。締め切りを破

ったのも一度や二度て・はなかった。それでもコンビ

ュータの核に触れていたかった。アフセラレータは

;満足できるところまて・いけなかったが，SX-BASIC 

はたいへん楽しい経験になった。OSやアセンプラを

作っていた8ヒ.ッ卜時代もよい思い出だ。このよう

な機会を設けてくれた編集者，読者に感謝。 (石)

もちろん，この精神はHuman68k..上て'作業

をしている人にも当てはまりますのでがんば

ってください。

砂「言わせてくれなくちゃだワ」に寄せられ

た毎年恒例のアンケー卜の分析はいかがだっ

たでしょうか? 年とともに皆さんの環境も

着実に向上しているようです。ただし，いく

つかのアンケー 卜に目を通すに周辺機器や

メモリ容量などが充実している人とそうでな

い人の差が大きかったような気がします。い

まや，マイコンの味が失われつつあるパ、ノコ

ンですが，その最後の砦ともいえるX680000)

ために.今月の特別企画を参考にしてハード

ウェア環境も充実させてはいかがでしょう

か?

惨これを書いているいまの段階では，期待の

高いDSPボードは編集部に届いていません。

届き次第，レポー卜したいと思いますので.

楽しみにお待ちください。また，松下電器が

開発したPDのレポー トも予定しています。

砂rX68000マシン語プログラミンク・jr石の言

葉，言葉の夢」は今月も著者多忙のため，残

念ながらお休みです。

T • B 
炉C++を始めた。CodeWarriortというソソる名前

の開発パッケージは， c， C+ +， Pascalのコンパイ
ラカ」式セットで13，∞0円強と， Macintoshの‘ノフ

卜にしては破格の安値。そして付属のクラスライブ

ラリを使えば，豊析すのソースを書くだけて:素朴な

テキストエディタカ汗下れてしまうのだ。しかし，マ

ニュアルがすべて英語なのにはまいった。 (ats)

炉個人的にリム-J'I.ブルメディアって他人とデータ

交換ができてこそだと思う。だけど.いまはMO，

PD， zi同どれが主流lこなるかわからない情勢。困っ

たもんだ。とりあえず， Zlpドライブを買おうと思う

のだけど，私の買うものってみんなマイナーになる

ジンクスもあってちょっと怖い ・。皆さんはどれ

にします。 (230なMOユーザーでもある(で))

砕エースドライパーとセガラリーはいまだに私の中

て官判面力守番れている。元ねたのレースカテゴリーは

正反対だ杭丁寧に走ってラップヲイムを短縮する

ことでのみ達成感を得られるという点で奇妙な一致

をみる。 1周を走り切ること自体がすでにチャレン

ジングなデイトナは奇跡的なゲームだと改めて思う

のだ。 (晶岳仕事とゲームしかしてない A.T.)

'実をいうと，生まれて初めて選挙というヤツに行

った。東京都支障選だ。これは青島幸男がいくと，

立候講存者の顔ぷれを見たとき思った。これは膏島幸

男に入れようと。あらゆる旧い構造か変わろうとし

ているから.それに賛成するという意味でだ。多く

の人がそう思ったのだろう。品明霊は，過渡期のさま

5まな憂惨をみんな耐えられるかどうかだ。 (K)

R 

投稿応募要領

.原稿には，住所・氏名・年齢・職業・通絡

先電話番号・欄重・使用言語・必要な周辺

機器 ・マイコン歴を明記して ください。

.プログラムを投稿される方は，詳しい内容

の説明，利用法，できればフローチャー 卜，

変数表，メモリマップ(マシン語の場合)

に， 参考文献を明記し， プログラムをセー

ブしたフロ ッピーテ・ィスクを添えてお送り

ください。また，掲載にあたっては，編集

上の都合により加筆修正させていただくこ

とがありますのでこ7承ください。

.ハードの製作などを投稿される方は，詳し

い内容の説明のほかに回路凪部品表，で

きれば実体配線図も添えてください。編集

室て検討のうえ，製作したハードが必要な

場合はご連絡いたします。

.樹高者のモラルとして，他誌とのこ富銭高，

他機種用プログラムを単に移植したものは

固くお断!ハ、たします。

あて先

干 103東京都中央区日本橋浜田J3-42-3

ソフトパンク出版部

Oh!X喧吃吃場」係

E A K 
炉先日購入したHP200LXは快調に動作中。それにし

ても，本体と 10Mバイトのフラッシュパッカーで12

万円弘瀧氏が発見してきたCompactXVIの中古なら

もう少し払えば2台買えた。現在 X68000を所有し

ていない私にはグラっとくるお値段である。来月に

はパ、ノコンがもう 1台増えているかもしれない?

(ファイル共有の番外編が楽しみな高)

砂先日，以前注文した話題のアストニッシュが，我

が家に届いたので，さっそくガスレンジ周りを拭い

てみた。 落ちない。うちのガスレンジは4，000度

のバーナーであ，¥:った汚れよりも強力なの力、じゃ，

もう少し汚れの少ない電子レンジはどうだ。多少落

ちるカ液れるぞ。宣伝とはエライ違いだ。ちくしよ

う。マイク・レピン，カネ帰せ! (笑) (J ) 

惨最近↓て景気の悪い話ばかりしているのでなんだ

杭今月は広告の数がまた素晴らしく いやあ.

これでよ くやってけるよなあ，役営努力だよなあと

ちょっと感心(こらこら)。しかし， 最近の選挙って

政党名を名乗るのって共産党だけになったなあ。ち

ょっと昔はイ蹄緒名より政党名のほうを迎乎してた

人も多かったのに。 (U)

... rもしもこの秋に次世代マシンが発表された

ら?jと聞かれ，そんときゃ「ありがとうX68000J

でもやるか，なんて口走っちゃったものだからさあ

大丸 DoGAの鎌田さんの耳に入るころにはrOh!X9 

月休刊説JIこなっていむ伝言ゲームは怖い。でも，

時代の流れに逆らって， Oh!Xがいまだに存続してい

るのはパソコン界の謎だ(ほとんど自画自賛)0(T) 

編集室から 135 



microOdyssey 
「人は見かけによらぬものj r人は上辺によら

ぬものj rあの声で断錫食らうか時鳥j r外面似

菩薩内心如夜叉Jなどと，人の外見から内面は

判断できないという類の故事，諺はたくさんあ

る。

もちろんそれは正しい。その人の内面を知る

にはそれなりのつき合いと時聞が必要になる。

だが r見かけJで判断して当たっていることも

あるし，現在の世の中では見かけて・半IJ断される

ことは少なくない。今年も読者の中には就職活

動をする人も多いだろう。その際に行われる面

接などは r見かけ」で判断される最たる例だ。

「見かけJというと，つい顔のことを思い浮か

べてしまう。そういえば，こんなテレビCMがあ
った。面接らしきシーンで 「顔だけで世の中渡

っていけると恩つてない?J と聞かれて「思っ

てます。私，脱いでもすごいんです」と答える，

あれだ(関東ローカルかも)。

これはエステ会社のCMだから体のほうにポ
イントがあるのだが，顔が与える印象について

考えてみよう。

顔の記憶について，魅力的な人とそうでない

人の印象度がUの字をなすという統計結果があ

る。つまり，魅力的な人はもちろんのこと，き

らいな顔の人も普通の顔の人より覚えているの

だ。そして，別の統計では，明るい，暗い，優

しい，怖いをイメージさせる顔の特徴もわかっ

ている。ということは，もって生まれた顔で面

接などの有利不利が存在しているわけだ。しか

し，もって生まれた顔はしょうがない。でも，

後天的なものなら，どうにかなるかもしれない。

顔に刻まれるシワだ。シワができる原因のひと

つに顔の筋肉を動かすというのがある。そう，

無表情で顔の筋肉をあまり動かすことがなけれ

ば，シワがなく若4 しさを保てるのだ(なんか違

うような気がする)。そういえば，日本人が年齢

のわりに若く見えるというが，案外，表情の少

なさと相関関係があるのかもしれない。

話がそれたが，面接官は顔でその人のすべて

を判断するわけではない。「目は口ほどにものを

いう J という諺があるとおり，面接官が，主意す

る重聖書なポイントに自の輝きがある。これ以外

にも，姿勢のよさ，質問されてい、ないときの仕

草や行動などだ。つまり r見かけ」といっても

いろいろな要素がある。そしてポイントがわか

っていれば.それなりに演技することも可能な

はずだ。それで騎しきれるなら，それも技能の

ひとつなのだから，騎した罪悪感などにとらわ

れる!必要はない。

ある雑誌で「初対面の人の顔を見て，相手の

性格を見抜くことができますか?J という質問

をしていた。その結果. IOít~30代では「でき
ない」が「できる」の 2倍以上であった。とこ

ろが. 40代以上になると両者の答えは伯仲した。

要は経験による自信の現れなのだろう。

ただ. 40代以上の人でも半数が初対面では性

格を見抜くことはできないと答えているわけだ。

自信をもって臨めば，あなたの前に座る面接官

も意外と簡単に丸め込めるかも ・。もちろん，

この結果は人事担当官だけが答えたものではな

いので，丸め込めなかったからといって怒らな

いように。そして.来年の春は就職する人だけ

でなく，皆に平和な春が訪れんことを。 (高)
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1995年7月号6月17日出発売
特集最適化の手法を探る
.68000の基本授を見る
. Xellent30を生かしきる
新製品紹介 PDドライブjAWESOME-X
ショウレポート ビジネスショウ'95
全機種共通システム

s-osねちねち入門(4 ) 

バックナンバー常備庖

東京 神保町 三省堂神田本庖5F
03 (3233) 3312 

1/ 害泉ブック マー ト日l
03 (3294) 00 1 1 

1/ 轡泉グランデ5F
03 (3295) 00 1 1 

秋葉原 T-ZONE 7Fブrック 、/ ン
03 (3257) 2660 

八貫i州 八重洲ブックセンタ-3F
03 (3281) 181 1 

新宿 紀伊国屋書底本庖
日3(3354)0131

高田馬場未来堂轡庖
日3(3209)0656

，きそ谷 大盛堂曾庖
03 (3463) 05 1 1 

池袋 旭屋書庖池袋庖
03 (3986) 031 1 

八王子 くまざわ害腐八王子本庖
0426 (25) 1201 

神奈川厚木 有隣堂厚木庖
0462 (23) 41 1 1 

平塚 文教堂四の宮庖
0463 (54) 2880 

千葉 ヰ自 新星堂カJレチェ5
0471 (64)8551 

定期購読のお知らせ

Oh'Xの定期購読をご希望の方は綴じ込みの

振替用紙の「申込害」欄にあるr新規Jr継続」

のいずれかにOをつけ、必要事項を明記のう
え、郵便局で購読料をお振り込みください。

その際渡される半券は領収容になっています

ので、大切に保管してください。なお、すで

に定期購読をご利用の方には期限終了の少し

前にご通知いたします。継続希望の方は、上

記と同じ要領でお申し込みください。

1:11.，/..て~JI~U 6月号
. 1995年 6月|日発行定価680円(本体660円)

.発行人橋本五郎

.編集人稲葉俊夫

.発売元 ソフ トパンク株式会社

船橋 リブ口船橋j苫
0474(25)0111 

// 芳林堂害底;幸田沼庖
0474(78)3737 

千葉 多国屋千葉セントラルプラザ庖
043(224) 1333 

埼王 川越 黒田容底
0492 (25) 31 38 

)11口 岩淵害腐
0482 (52) 2190 

茨城 水戸 川又警庖駅前底
0292(31)0102 

大阪 北区 旭屋讐庖本底
06(313)1191 

都島区 高畳々堂京橋庖
06 (353) 2413 

京都 中京区 オーム社害庖
075 (221) 0280 

愛知 名古屋 三省堂名古屋庖
052 (562) 0077 

/ノ パソコンZ上前津広
052 (25 1) 8334 

刈谷 三洋堂書庖刈谷庖
0566(24) 1134 

長野 飯田 平安堂飯田庖
0265 (24) 4545 

北海道室蘭 室蘭工業大学生協
0143 (44) 6060 

基本的に、定期購読に関することは販売局

で一括して行っています。住所変更など問題

が生じた場合は、 Oh!X編集部ではなくソフト

パンク販売局へお問い合わせください。

海外送付ご希望の方へ

本誌の海外発送代理府、日本IPS(株)にお

申し込みください。なお、購読料金は郵送方

法、地域によって異なりますので、下記宛必

ずお問い合わせください。

日本IPS株式会社

〒101東京都千代田区飯田橋3-11-6

fi03 (3238) 0700 

・出版事業部 干 103東京都中央区日本橋浜田J3-42-3

Oh!X編集部 fi03(5642)8122

販売局 fi03(5642)8100 FAX 03(5641)3424 

広告局 窓03(5642)8111

圃印刷 凸版印刷株式会社。1995SOFTBANK CORP雑誌02179-6本誌からの無断転載を禁じます。
落丁・乱丁の場合はお取り替えいたします。
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84号(4/18発送)では、BMP(WIN)、PICT(Mac)、MSXの画像ローダ、 rXellent30sJr学研辞
書forSXJr書家万流Jレポ、暴定大学C講座が開設グ
購読方法 :定期購読、ソフトベンダーTAKERU、NIFfY-SERVEでお買い求めいただけます。
また、 JCS、VISAカードもご利用になれます(金額9，000円以上の場合)。

女定期購読(送料サービス、消費税込)3ヶ月 =4，500円、6ヶ月 =9，000円、12ヶ月=18，000円。

・現金書留 :干171 東京都豊島区長崎1・28-23Muse西池袋2F (株)満開製作所

・郵便振替:02810-6-13298 口座名電脳倶楽部

• JCS. VISAカード フリータイヤル0120-887780または、 NIFTY-SERVEGO MANKAI。
ご注文の際には、 郵便番号、住所、氏名、電話番号、タイプ(5インチ・3.5インチ)、

新規購読か継続購読かをt必ずお知らせ下c"い。新規購読の際、購読開始号のご指定

のない場合は既刊の最新号よりお送りいた します。製品の性格上返品には応じられ

ませんが、お申 し出があれば定期購読を解約 し残金をお返 しいたし ます。

肯TAKERUでお求めの場合、75号までは 1，200円(税込)、 76号以降 l部 1，600円(税込)です。

肯お間合わせ先 TEL03-3554-9282(月~金午前 11時~午後 6時)。

肯パックナンバーは創刊号よりこ・8・います。 肯フリーダイヤルは、午前!日時一午後5時。
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入のチャンスノ
脳同:1・i:1I:r.宣言a司司回S・・・・・E盟璽翠E翠翠彊置翠盤盟E・・・・・

⑧モニターセット

.CZ-500C(本体)・CZ・6080・B
(モニター)

定価￥492.800

①ハードテ、ィスクセット

.CZ-500C(本体)・340MB(外付)
ハードディスク

定価￥506.000

画議蹴編輯榔麓屡義語調麗遡
①内蔵ハードディスク
(30用)

.500MB 

特価￥64，000
.700MB 

特価 |特価 |特価￥89，000
￥328，0001￥358，000 
業CZ-300C(Compact)に変更の場合同額になります。1(取り付けOK)

Logi凶 C

3LMO諮{!?iBio-〉3ぷ?EiiiE鶴言語;iii
品M 420{230川 t 削 138.00仲間判9.000I ~X. ~'~.~ v9. 
=M勺認言:同 居J11tBEEt榔~~:g8g1製品百ZEAlrzmiEl品川
|E民-M230PA日30MB);i:1i州脚平77，800|lZLEEZ路加23￥!日榊特価￥13.000

l・4MB(70n叫 特価￥11.800
1CD-ROM (送料￥1.000)|1:iU32112MM脚上用) 223?;:総
Logitec I・8MB(60問、24MHz以上周) 特価￥28，000
・SCD-200(2惜連〉 定価単19.800'"特価￥帽.8001
・ 420(4情通〉 定価~34.800'" 特冊￥~!，~~~1・6MB但O問、メーカー純正品) 特冊￥27，800(4情通〉 定価 ~39.800'" 特価￥ 26，8001。c;v，--"-."--' _._. --.----...-. --""1 (XSIMM10)①SIMM唱股式メモリポド
• CD-620S-N (4惜連〉定個~34，800・，特価￥26.4001・XSIMMIO 定価>(>IB.OOO"特価￥15，700
・ 620S-NB(俗骨W削定価￥44.800....時価帯34，00010猶股SIMMメモリ・1MBX2 特価￥ 9，000
揖電手 、 l ・4MBX2 特面￥30，000

-96(4 .4 19週〉定価 ~39.800.... 特価￥ 33.2001
・ 66Õ-5L(....."~_，)定価》咽 800惨特価￥判:îõõ1・10MB倒XSIMM10+IMBX2+4MBX2￥54，7聞

東京システムリサーチ製(XSIMMl
(送料￥700・消費税jjlJ)

-回I・・・・・・・・・・・.ft::拙監彊置11111咽

.CZ-674C-H ・CZ-6080(B)・CZ-6F05
定価￥492.600

P&A超特価￥145，0001p&A超糊￥193，000
| 12回 1 1J.200124回 1 7 .∞01祖国 14.800148回13.8001印刷3.iOo1 1~回117.6001羽田 19.2001布団 16.4001嶋田 15.000160回 14.2001

決算大処分セール旧シリーズ舎が買いとき!l 1~_~66用
(送料￥1，000'消費税別)雇主亙亙 |専用ディスプレイ

①PRon-HD I①PRon-HD I①Comp8ctXVI I①CZ-608D 
.CZ.663C I最強モデルセット | ・C2.674CI特価￥59，800

(ード')1… 1-1 ディスフ |・メモリー11MB増設 r.. ①CZ-615D U訓付 |且同118，000
①CZ-621 D 

説価￥49，8001 ~&~iii￥128，000 1 鵠価￥ 79，800 1 糊￥120，000

出6l#DDJI:I:IIJ;IIJ専用jトドディスク間航両脚00I
-ジ、エフ
①GF .34o(330MB、13ms) ー一一特価￥28，800
①GF司54o(520MB、12ms).....一…いい・特価￥37，800

①GF-looo(1060MB、9ms)......…・ー…特価￥67，800

・ロジ、テック
①SHD-B34oAU(340MB、12ms) …特価￥30，800

①SHD-B54oU(540MB、10.5ms) 特価￥42，800
①SHD-BloooU(l∞OMB)……....特価￥75，000
・富士通
①HD-M52o(520MB、12ms)・。…… 0・特価￥35，800

-~4~ ... "'C・・・・・・・・・・・
• MS-3000(SNE)…・…特価￥11，500
・SC-C55(AIWA)ーー ・特価￥ 5，980

-四H・1!i函回E・E・
• MC-6600 (SNE) 1 
.SX-68MU(システムサコム)f特価￥48，500
・MIDIケーブル l 
.SC-55MKU(ローランド) I 
• SX-68MU(システムサコム)f特価￥70，800
・M旧 lケーブル ] 
(SC-BBに変質的場合'"17.000加算して下さい。)

直亘:皆五官15Eとランド)22Zi;:iil
.SC-BB(ローランド)...・特価￥73.500・05R/W(KORG

l~:I:IIIIIIJI:I:IIE#III用メモリボード (送料￥mIil・消費税別)I
.シャープ
・CZ-5BE4(30用)・・ …・特価￥39，800
・CZ・5ME4(5BE4用増設)特価￥36，5∞
・CZ・6BE2A(XVI用)...・特価￥38，9∞
・CZ-6BE2B(XVI、674C増設)特価￥37，5∞
・CZ-6BE2D(674C用)…-特価￥20，500

|モデムモデム (送料￥mI

〈アイワ> <オムロン〉
.PV-BF144(ボックス型) ・ME1414BlI(ボックス型) 特価￥11，000 1 し a圃』・CZ-5凹C/300C専用

特価￥17，000 ・MO-144XT10V(限定) 限定￥30，000 1 r七 4・・・.• PV-AFV144 (液晶パネル、ボックス型i-- ..._.. .... ... ，，-，~， ._~. --，--- I'̂.J I _園E① CZ-5H08(80MB/23ms)
・特価￥26，800 <マイクロコア> 1--1"・F ・守 e …一定価￥ 98.000 ~特価￥ 71 ，800

・PV-PFV1州ポケット型) ・MC14400FX(W)(ボックス型)υ特価￥23，000 峨a・E ① CZ引 16(160MB/18ms)
特価￥22，800・MC24FC5(W)(ポケy卜型)・特価￥初，000 じ斗三? …一 二二一定価￥ 135・.00O~ 特価￥99，500
・価格は変動します二ご注文の際は必ずお電話で価格と在庫をご確認下さし、。・本広告に掲載の商品には送料及び消費税は含まれておりません

.1/0データ
・SH-5BE4-8M(30用)・・・・特価￥39，500
・SH-6BE1-1ME(600C用)…特価￥10，200
・PIO-6BE1-AE(~~~{;';;官)特価￥ 10，200
・PIO-6BE2・2ME(拡伽岬特価￥21，∞0
・PIO-6BE4-4ME( " ト特価￥35，300
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①翌月一話払い手数料熊料(ご利用下さい。)
@業界Nn1の低金利グ

①業界愚畏の新品パソコン5年保!il ~月々の支払いは￥ 1. 000より
(※モニター・プ');;:$>-3年間仙川 ト部商品は除きまれ) ggz酵さ吉給方j写生損出4くグ
②中古パソコンの1年間保証(mモニタープリンター6ヶ月間保限付 還カレッジクレジット
③初期不良受像期間3ヶ月(>〆新品商品に限らせていただきまも) ~ステッブアップクレジット
⑥永久買取保E ⑮ボーナスだけで10回払いOK//

夜間配遭もOKグ訓仰仰か似川3※誕剛6印日日ト~剛附8:0∞0の州問 包」一4部地糊域{嶋琳棚き託抗削主刻)g商昂到珊払叩K//グ州川{仇附代附問E引拍1惜肝8手誼料が州必要劃にこヰなν削川6り廿J足胤まg配遭日の指定OKυ附グ川(土噌 日噌 祭日もO附附) 現金一揺支払いOK//

m ロ ". ~~，o， (!!・商品・金額二'確毘のよ、銀行撮込・現金書留にてζ入金下さL‘。)

-・・・・・・・・・・・・・・園田沼田高荒~"IIIM!í~~~!'.ôl__  ・E ・・E ・-

〔現金一括でお申し込みの方〕

・商品名およびお客機の住所・氏名・電話番号をご記入の上、代金を当社まで現金書留でお送りくだ

さい。(プリンター・フロッピーの場合、本体使用機種名を明記のこと)
〔クレジ y卜でお申し込みの方〕

・電話にてお申し込みください。クレジント申し込み用紙をあ1量りいたしますので、ご記入の上、当社ま
であ王量りください。・現金特別価格でクレジン卜が利用できますL残金のみに金利がか力、ります。・1回

~84回払いまで出来ま主 但し、 1 回のお支払い傾は | 南口 " ~~相誕印
刷，000円以上。 1 ' 'f'J~ ~マア叫

断振込でお申し込みの方)..____" .___ I徒歩2-st );戸市型
・銀行振込こ希望の方は必ずあ振込みの前にお電話に ~菩 1 削岩
てお客機のご住所・お名前・商品名等をお知らせくださ同 | 車，面白川 ↓同 日 冒」駅
(電信扱いでお振込み下さい。) 一 ‘ ' 

目〔振込先〕さくら銀行 新小岩支盾

当座預金 2408626(株)ピー・アンド・エー

高額買取り(新局も[ii]3)格安販売

i震iitf下さlる03-3651-1884品治1-0141
|買取り価格 完動品・箱/マニユアW 付属品の価格て弘 中古販売 1年間保証付。|

.下取りの場合・・・価格は常に変動していますので査定額を電話で穣認してください。

(差額は、P&A超低金利クレジット在こ'利用ください。)
.賞取りの場合…現品が着幸次第、3日以内に高価買取金額を連絡し、振込み、又

は書留でお送り致します。

-... ・量価本現買金格新い商書取はの品留宜在り目亙の動庫掲Uみ副す情般行、る報のま櫨場た商・込合冊俗で品も格、おの中ごは申価古ざしお込い格品電みまにど話のすつう方にのしいはてので、てお上宜、は問Eご換、商注い消も品合文致費のせの税料しまく際金はだすlに、こ。さ宮3は鮮%いま必加L。れ草〈ずはての在電お上庫でり話をまおにせご申てんし確込、。おEみZ問下くださいいさ合。い院せ。し〈〈だは、さおい電'13で釘問い合せ(ださい。

1 :l:J~ オリジナル特選I~ソコンラック[:!'J~チzアー (消費税込み~I~送料無料、離島を除[t]
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.CZ-653C 

・68000専用モニター付

￥77，000 
・CZ-612C ￥65，000・CZ-623C"￥75，000・CZ-674C￥59，800・CZ-634C ￥110，000・CZ-644C￥145，000
※よ犯は単品価格、モニター

別売。

① ￥4，944 
・布張り
色(グレー)
・ガス庄
yリンター

EF三HI Þif.詰L fI!'言~~~.... ~~ 

① ￥10，815(2段別々使用OK)I② ￥12，360ほ昇おJJレ)
仁三よ0" I . -，;;' 
， I ~ I I 門宇""'-~I .. ~...:.，..:司 ースライト

"li_lI 1 111_ I '川l，oHI QK/ 
" ~ I 1 1~J ，::巳礼''>.J
II~し> 1 比五ト 1 マト |②￥6，283
II.Nn.lI ( )II凪且時，~ ~ 1 も |・肘付

¥ l':'-ij、、 |礼'-l、|・2ZL-)
議キャスター付、4段、17モニターOK，色{グレ ). I減キャスター村、4段、17モニターOK色(グレー). I ・ガス庄
東上から2番目棚断層動可能 1※スライドマウステブ仲棚桓i2郎防動可能.1シリンダ

※ラ・ソク、 チェアー持ち帰り可能です五ご来I高下さい。
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〈業界No.lの凶P&Aメンテナンスサポート勺

l 用ソフトコーナー (送料￥JIilil・消閑別)I
〈シャープ> SX-WINDOWS Ver.3.HCZ-296SS/SSC) 
CYBERNOTE PR068K (CZ-243BSD) 特価￥17，600

0・特価￥15，000 <計測技研〉
MUSIC PR068K(MIDI)(CZ-247MSD) Free Software Selection Vol.2 

特価￥20，500 特価￥ 4，800
CANVAS PR068K(CZ-249GSD)特価￥22，000 Double Book川 0 ・ ....特価￥ 9，600
Easypaint SX-68K(CZ-263GWD) CD-ROM Driver V.2.0 特価￥ 3，800

特価￥ 9，800γャーベンワープロパッフ 特価￥ 5，400
Easydraw SX-68K(CZ-お4G川口)ー特価￥15，300 <その他〉
New Print Shop Ver.2.0(CZ-265HSD) F-Card V510r X68K (クレス卜)

ー・特価￥15，400 ・ e ー 特価￥ 9，600
Press Conductor PR068K(CZ-266BSD) F-Calc lor X68K(7レスト) 特価￥11，000

特価￥22，000 たーみのる2(SPS)'・ ・0 特価￥13，000
CHART PR068K(CZ-267BSD)ー特価￥29，800 MU-1GS (サンワード) 特価￥21，000
EG-Word (CZ-271BWD) ー特価￥44，900 マチエール V2.1(サンワード)
Communication SX68K(CZ-272CWD) ・ … •• .....… …特価￥28，800

特価￥14，500 Z's STAFF PR068K Ver.3.0(ツァイト)
Datacalc SX -68K (CZ -273BWD) ー・ 特価￥37，500

特価￥44，000 Z's TRIPHONYデジタルクラフト(ツァイト)
MUSIC SX68K(CZ-274MWD)特価￥29，300 ・ 特価￥27，000
SOUND SX68K(CZ-275MWD) 特価￥11，500XL/lmage (lMAGICAテクノシステム)
フォントアンド・ロゴデザインツーJレSX-68K "..... ・特価￥46，000
(CZ-282BWD)'" 特価￥22，000 <ゲーム〉在庫限り
BUSINESS PR068K(CZ-286BSD) 魔法大作戦(X68/S") 特価￥

ー特価￥20，500パックランド(X68/5") 特価￥
開発中ン卜(workroom)(CZ-288LWD) 餓狼伝説(X68/5・) 特価￥

特価￥29，700スーパーストリートファイ7-ll(X68.Sウ
SX-WINDOWテ可スクア?セサリー集(CZ-29町WD) 特価￥ 7，300 

特価￥11，500
XDTP-SX68K(CZ-291BWD) 特価￥26，900
C-Compiler PR068K Ver.2.1(CZ-295LSD) 
NEW KIT" 特価￥32，500

|周辺機器コーナー (送料￥nふ清食税制E

株似…山に恰W削会針釧叶一4判世|仕一昨日戸一 | 恥AAAAロ山阿一~川4ぽ東開…京湖糊都縮葛駆畑附……新刷附州l晴雌岩却師……2汀m四明丁河市M目即師2溶番
.営撲時間 A州IH叩[1"1:∞[1=:1附M7:0∞D臼.祭lIfJ.l州IH叩0:∞-附M6:∞[i)I
笠宮歪~一千一(.j~f:~代..  

7，300 
6，200 
6，600 

-システム
サコムボード・SX-68MII
(MIDI) 

定価￥ 19，800

特価￥13，500・SX-68SC
(SCSI) 
定価￥26，800

特価￥ 17，500

カラーイメージ、ジェット 匪盟

圃IO-735X-B

定価￥248，000

特価￥ 98，000

.Drawing Slate 
(NS・カルコンプ)・31090SER(6X9)
定価￥74，800

砂特価￥ 58，500

FDD(5インチx2基)・CZ-6FD5
定価￥99，8凹

P&A超特価

￥49，800 
ベン&タブレット

送料￥700・
消費税別

.CZ-68V1"'"… 定価￥21，000砂特価￥15，900
・CZ-8NM3………定価￥ 9.800砂特価￥ 7，200
・SH-68F1'"・・・・・・・定価￥49.800砂特価￥36，500
・CZ-68S1'"…・・・・定価￥29，800・砂特価￥21，500
・CZ-8NJ2(限定)…定価￥23.800砂特価￥13，800
・CZ-6CS 1( 674C用)・定価￥ 12.000 ~特価￥ 8，900 
・CZ-6CR1(RGBケー功レ).定価￥ 4.500砂特価￥ 3，600 
・CZ6CTf(テレビコントロール)・定価￥ 5，500砂特価￥ 4，400 
・CZ-5MP1(x68030用)・定価￥54，800.砂特価￥42，000
・TN-800TVEM(ピテ'オスキャンコンパータ)

......特価￥27，800

プリンター(ケーブル用紙付)

• M.J-700V2 (エプソン) 特価￥61，300
・M.J-l050 (エプソン) ・特価￥54，300
・M.Jー10S0V2(エプソン)ー特価￥65，800
・M.J-5DOOC(エプソン)特価￥141，000
・9.JC-40D.J(キヤノン)..・特価￥51，300
・8.JC-600.J(キヤノン) 特価￥65，000
・8.JC-35V (キヤノン). ・特価￥49，000
・9.J-220.JIl (キヤノン) 特価￥48，800

カラーイメージスキャナ・JX-330X
定価￥178.000

特価￥118，000

ビデオスキャナー
.CZ-6VSl 
定価￥ 178，000

特価V135，000

MPUアク1:zラレータ
(東京システムリサーチ)

① Xe υ11 ωet川tμt30似(X別VI閣剛用附) : 

定価￥5臼9却0巴時争特価￥46，5001
① xれCIυIe引刊11川t

定価￥判5以4ι拍'β却80ω0時特価￥42，800:
L ~川書草せん町で、ニご.承知下さいo / 



。1Z0・377・"9
X680xOを判としたスーパーアミュ長メントフロアl制ソコン柑4F~1!!

-・・・・・:‘:i:1・~~~;li:E司円I1tc1:.1・・・・・・

-_:(;I:!・I・q・E・H・I ・ 11 ・ロ1同副‘，'~r-l! h'， I : F:l"~'1圃圃圃圃圃

SH-6BE 1-1 ME・(CZ-600C専用)・・...・H ・-・・￥ 70.500
PIO・6BE可・AE.・・(ACE/PRO/PR02シリ-;:('周)・・￥ 70.500
PIO・6BE2・2ME(拡張スロ yト周)・...・H ・..￥ 79.800
PIO・6BE4・4ME(鉱張ス口 yト周)・・H ・H ・-・￥33.800
SH圃5BE4-BM・・・(X68030シリーズ周)……・￥42.800
X SIMM VI..・H ・.(XVI専用) ー￥ 73.200
X SIMM Vlc..・・・・(CompactXVI専用)...・H ・-￥ 73.200
X SIMM10・BM・・(拡張スロ yト用8MB)・・・・・￥53.800
TS-XM司・10・・H ・H ・.....・H ・....・H ・...・H ・-￥63.800
*当社でお盟り担いの商品は お客織による改造様での動作保置は 一明主主しません。

REDZDNE…………………・4官￥ 98，，000
RED ZDNE(2DD)……………“-FS￥103，，000 
圃圃圃圃圃圃圃園町J司市1")!~~!Di.轟司1:'.....öI=・1・・・・・・・・・

MK-FDl ・・・・………………….FS￥ 39，，800 
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圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園内 1 :.1. 1"五』亙司;;J~~.. l:ヨ二E 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園 E ・ド~・E唱~，)I-c::::I ~・E・
XVIユーザー恥に続い司:P.CE/E;XP_ERT !$~Pt=B ーザー描へ朗報!

xaa030環境+αがお手ごろ価格で続霊童楊です 1

繍i罷:E3;誇2繰2諜諜i総蕊緩持樹繍4畿言翻怒競長鶏搭梯詩鱗5湾鞘F務務綿謀識麟i務鱒搬3雰7臨 2混幣z空空
舗普乞院紅cロ悶…z討…6ω刷601/6附附T怖附局削1…舗捌仰0ω附附…3町鋪I均6

円製 Xellen官t30 ヨE事巴-削IIh.SRg製誕 Xellent3D定価
定価問800 !)'デ品￥43，800/票開だん Yクぞ櫛￥4ス800

思付.

可能性I~無限大!!DSPを操り高速演算、 EIA.J光デジタル入
力で高品質音貫録音ができる! また、別売り赤外線I/Fで、
リモコン制御、 11子手帳データー交倹......忽ども。

GRAVIS製

AWESOME-X 
定価￥89，800 ツヲモ糊￥79*BOO

マウス延長ケーブル(15m)TS-MEXCB!!Iク壱結節￥ 7*BBO

【一一一一 X6SDxD:J.- ..ーの扇のツる亙正面設記長長支 ー」

ー___  lEilJVí~j 理主t叫司同:ÐI'iJi rC::I通園圃圃圃圃圃圃園
-E畳吋:4;~~・・:f;;i={・岡田L~ζ'r~~~H1U;J温互r.，.;・

.2DD/2HD/2HCハ44MB万一マット対応
・話2DD/2HC/l.44MBを使用するにはHuman68KVer.3.0以上が必要

TS・3XR1Blドライプ定価半33，800 !yクぞ持面 ￥26，80Q 
TS・3XR2B2ドライ7・定価￥46，800 !yク壱縛価 ￥'36;800 

-・・・唖晶司lEiJJ:事亙i哩阻=証司困，_，，_

ロ5∞C改) HG/324純子星空EO'~Ol
制 MB向ぷ訪日?宮UZL??サ占ヨIl:ヌ査員2同・孟蓋E==.1由席 'U....A...，，'" 

J二二:r:::::ー:君男腎費賢~I山rzuu，m明曹司 圃圃圃E且:V~，{停・・ー

Y
 

M
内o
 

ed 
----

とセットの婿合

giiS 32E嬬二 :~~ggg1 .. ; ..  ;;;，;， 
TS-6BSlmk][ツクモ樹高-~35.000 I us円obotics "王室孟ヱ ニー

RM04330{;i羽田園』ー陸軍置ね甥001印刷蜘rasaO型画叫
l相噛￥38.000一一

L…日忠誠再調『堅固勾甥001二一 一 USRobotics 
I JI・・・.c⑬白伺IERV，34TE 

UM-323問 問，tad--『盤置圏おE現。0・一一一一

-・・・・l1i~~~""・・・・・
Yク苦特価

SX-WtNDOW Ver3.'システムキット ￥78，200
SX-WINDOWデスクアクセサリ聾 'lf77，800 
C COMPILER Ve，2，1 NEWKIT " "， . 'lf36，800 
Easydraw SX-68K ................ -1tI7 6.8旬。
Easypaint SX.68K . .. .. .. 'If 7 0，200 
SOUND SX.68K' ..."，."， ''lf12，600 
Communicalion SX-68K .. . . . .. ... .1tI7 5，800 
Matier Ver2.1 ・ー祇'29，800
XUlmage' """"".... 'lf49，300 
CD.ROM Driver'" .................，. 4，320 
SX広辞苑(CD.ROM別).. .......'lf77，800 
シャーペノワ プロパック哩SXver.3.1)ー事 6.720
EGWmd SX.68K ' ... 'lf47.800 
SX-WINDOW問先キッ ト 'lf37，800 
開発キ yト用ツール11< 拶70，200
倉庫番リベノジSX.68K'"..，......'If 6，40。
MUSIC SX.68K ""..."....軒30，400
XDTP SX.68K.. ' .. .. 'lf28，OOO 
DataCalc SX-68K 事'47，800
H/~& ロJ" fザイ円4書富万満SX-68k 拶'23，80。

I東 京]・パソコン本底(各種パソコン 周辺機器).本底IIWindowsタワー(パソコン ワープロ)・DOS/Vパノコン本館 (DOS/Vパソコン Mac'下宿り)・万世庖(総合通信彼器).5号底(ビデ
オ ムービー c S)・ノフト8号底(ゲーム用ソ7卜)・買取セン世一(ゲーム機 ・ゲーム栂用ノフ ト買取り)・ニューセンター底(各種パソコンー申古下取り買取り) (名古屋]・名古屋1号底(パノコン全
般}・名古屋2号底(パソコン全般総合通情機器 ビデオ) (札 幌1・札幌庖(パソコン全般総合通慣機器)・DEPOツウモ札幌(パメコン全般)

. 
: Logitec . 
:録電子

-古壁掛埴幽圃
:ナカミチ MBR-7
: Iナカミテ制領逮トレー 7遮袋}



受付時間(平日)AM10:45-PM7 : 30 (末雇1
(因。祝)AM10:15-PM7 : 00 l定休 j

WFAX24時間お見積もり受付』 お名前.間見竃際醤号

三孟 03・3255・419922213じ干の上

~~~ツクモグローバルJCB力ード
(1j.I.J 11 ?\<，\~ 
'--'-¥‘国よP-'JCBならではの園内海舛サービスにツヲモオリジナルの特興をブ

三芯ムノ ラス.ツヲモ畳居にある入会申込圃にてお申し込み下さい。くわし
、よLr くはずローパル事務周03(3251)9898.1(は畳居へ.

※ジヤツヲス VISAセントラルマスターも取り鐙っております.

E ~耳寄り恕新製品のお話し~ 】l
2町;2iz;221!す32izmrfif吹吃?鰐ET21おifATfMIllこ j参夏宣場予定(200台限定発売予定)
誌ぷ杭粧品目12153JJ直接DIGITA院しT出力可能川川内リ ; 予E￥49!1BDD
l ~コンビュータ特選セット{どーんと大幅値下げ川 E 

E 会面 警1
*Matier Ver.2.1以降対応合

稲毛OOOC ~7j，￥ 148，000 
MJ・700V2C~7i:￥ Sス800
合MatierVer，2，O/SX-WINDOW Ver.3.0以降対応育
園圃

BJC-600J ~7i￥ 59，800 

BJC・400J ~7i￥ 49，800 

BJC・35v ~7i￥ 4九800
d幽叫ラ-'1":1ト(日|即使えば力ラー印刷可能川
BJ・10vLite ~7j￥ 23，800 

13・E豆1'7................ 什
*Matier Ver.2.1以降対応女

JX・330X ~7，￥108，000 
SCSII量続対ハーフケーブル付

GT・6500ART2~7i￥ 55.800 
ー232C/SCSI接続ケーブル別 E 

CZ・BNSl ~7j￥ 49，800 
RS.232CIパラレル接続 RS.232Cケーブル付

まずは左頁のメモリとハードティスクを、ご予算町併す限り最大のものを接続するのが良い!
以 SX.WINDOW自悼の動作にl季、メモリ4M日以上ハードディスク 10M日以上'i!、袈ですも

FONT I泊幽幽ι 咽シ←ベン制ワーアッフ日開 XV包r.3.0醐
国語m量シャーベンワープロH":Iク

・甜体 ・丸ゴシック鋸・申・太 i備制F TZ720 
.I!ll科.体・角コシック細・中・太 l ‘ " ーで . ._.~......目~~..~ • ム一一一

-・"，E3民主=ぷ1・-
主鵬・ツヲ珊￥77，250Ix"oT'匹以郎へ￥28，ooo
-・E・E・・E・-司Ie量孟・h'・E・E・・E・・E・-
.事1.巨セット・・・・・ ・明朝・角ゴン・丸ゴシー・ ー・・・・・ Yク苦将官E￥74，400
・明籾セット・ 明朗細字・明朝細字・・・・・・・・・ ツク壱得価￥22，400
・角コシセット 角ゴシ細/中/太 ーー..... 同 yク壱符節￥30，400
・丸ゴシセット ・・ 丸ゴシ細/中/太・・ー・・ 0・・ 0・0・ "，:yク壱符措置￥30，400
・タイトルセット ・・・ー明朝角ゴシ丸ゴシ極太・・・・・，.，.:yクぞ符西町￥30，400
・応用セットー ・毛筆体教科書体ー，，，，，，，，，，，..，，，，:yク苦得価￥22，400
・POP文字・ ..・・・.........:yク苦符面E￥30，400

ーーーーーーーーーーーーーー一=・l~圃S孟;r~ヨ』戸ーーーーーーーーーーーーーー

曾家万流 .....， .... 'sx明朝体ISX・ゴシック体装崎 ‘yク壱符宙開23，800

-・ー=・:哩~11'11.'I.I・1'&" 三回.. >>.1戸~.J:正直. ..:;‘Iiiilr・ι宣言ヨi~:町，1量祖国

SX-WINDOW欄発キット
CコJ パイラが必要です

ー・ツヲモ轄価￥37，800

タフレツト ) 

長五;JingSlate蓮司郎福島向￥58，000

日正060BR 重雪憎進rs￥'58，800
映像関連機器 。 )目

CZ-60B0(14型的-7'f);アレイ)
Yクぞ ￥ 66，000 
得価

CZ-6150(15型的ーテ・0.アレイ子レピ)
ヅク壱 ￥732.000 
縛厨 ' 

CZ-621 0(21型的ーテ'イ1アレイ)

高官 ￥725，000 

| 秋葉原 名古屋 』

-・・・・・.3町居酒・・・・・・

お安払い方法

量，¥II -・・・~:I層圏直ölflt阻冒・・・・
・~月々￥3，000以上の均等払いも頭金な

し。 E寄ボーナス2l2J;払いもOK!

包桁∞0以上
海情販殉での御利燭カード

圃圃圃圃圃園町lI:I~r哩匝圃圃圃圃圃圃

ツクモグローバルカード Iセントラル。
ジャックス
※御本人様より電話で遇僧販売部へお
申し込み下さい。

-・・・E童話1J::::::1~.~IItO・・・・白…鈍紘にぱご相轍畿下叫さ劃Uい、

-・・・~r.l市長M巴~IJ・E・-
E￥' 干1川 1 東京都千代佃図区神相回醐郵蜘償
司-局私.箱13お5号

ツクモ週腫センター Oh!X係

..1 • -・・I~*沼~~語路軍曹司4官事国・・
L、...お申し込みは司E路1本でOK!
司圃圃... 12週日の指定もできます。

-・・・.âf硲il~貌.J fJtI'••• 
IBANKI i前lこTELでお履け先をご週鎗下さい。
司圃圃F 三和銀行秋蕊原玄宿

{筒) 1009939 ツクモデンキ

子.込手S友利"~客相の負樋と~リ志すご7;降下さいー

商品についての
お問い合わせは告庖に

-・・・・・E盗ヨ孟・・・・・・・
~~宅，~リココ本庖 4F
03四 3253四 1899
03圃 3253-5599(代}

~O宅ニ，l-tt:J!i-庖
03-3251田 0987

-・・・・・・匝国主・・・・・・・
!!I!Jモ1.畠屋t号庖
052圃 263-1655

~!J宅急直属2書信
052-251-3399 

目。宅私幌庖
011-241-2299 

DEPO目。宅2醤街陪
011-242-3199 

*商昂はお竃lIi受け付けより‘

領準回数3日-1週間でお届け致します.
{一部地峨を除<)

世表示11絡には消費税は含まれておりません。

九十九電機構式会社



五周雷れ、主力~星を嚢還りし、ジャストのOCSBk'ベリフzラル
日管手末の12号以来遥議えていたThe* omputerも数カ月ぶりに新干Ijが出て、やっと
DO*N仮面の新作tJt読めるようになった今日この頃、皆嫌いかがお過ごしでしょう
か(定期購読している入っているのか怠畠)。しかしあのタブロイド紙、家のポスト
に入っていた某宗教団体を擁護する団体?の宣伝ピラと体裁や印刷の賀がそっくり
だったんです力1やっぱり気のせい恕んでしょうか。もし同じ拠点で印刷されてい
るのでした5、一緒に宅配して頂けるととても助かるし、また配達されている方々
が建造物不;~託宣入で身柄拘束を受ける可能性も低くなると思います。関係者の皆徹、
是非ご一考を(全然シャレになっと5んぞお)。ち恕みにこの原稿はDELLOJMシリ
ーズで打ち込んでるんですけど、全然関係ないですね。さあ、費量しい話はさておき
コマーシャルのお時間ですよ。

マMPUアクセラレータ一H.A.R.PtorMC68000 
型番 :OCMA∞01 定価/29.800円(税別)対応機種:糊ω初ItACE，即ERT，SUPEJ1
X68000持ってます。H.A.R.P使ってません。そういうあなたはモグリですね。口う
そです。持ってなくても気にしなくて結構です。でも使って欲しいです。口嵐を呼
ぷM6日系MPU7'?セラレ一歩一第一弾ことH.A.R.Pfor MC68000、マザーボード上の
MPUと差し替えるだけの簡単なインストレーションで、手軽に演算速度をf音速化で
きます。ハイリスヲ・ハイリターン(笑)も結構ですが、 H.A.R.Pなら安全かつ手軽
に倍速化、やるだけの価値はあると思います。口しかーも主主張メモリーボードER10
と組み合わせれば、パフォーマンスは更に向上します。期待してくださし、。口嵐を
呼ぷM68系7'?セラレ一世一、ライト&エコノミーのH.A.R.Pフ?ミリ一、よろしく
です。

マ拡張SIMMメモリーボード'ER7DS
型番:ER10S0n (SIMM未実装);定価/14，800円・ ER10S0n(4MByteSIMM1枚
実装済)定価/39，800円 対応機種:X680xO全機種(定価はすべて税別)
口せっかく演算速度が倍速になったのに、パスや1/0の転送速度は従来通りでは、ち
ょっともったいないですね。でも、マザーボードそのものに手を付けるのはあまり
にもリスクが大きい、そう思うのが自然の考え方でしょう。口で、何かいい方法は
ないのカな、と頭をひねってみました。ひらめきました。人間やればできるもんで
す。口H.A.R.Pの設計段階で判明していたMPUの高速化に伴うパス等でのウエイト
責イムの増大。この無駄な時聞をより有効に活用するためのアーキテクチャーがゲ
ートの形でER10に盛り込まれています。口H.A.R.P側カ、ら見た場合、 MPU内部の倍
速化された演算処理はストレートにパスに反映されるものの、メモリーアクセスに
際しては既存のヲロ ッヲのサイクルで量生作するパスの宮イミングにあわせた動作を
しなければならず、結果として常にウエイトが入った状態になってしまいます。口
ここでER10をパスに嬢続した場合、パス側で4?ロッ?をワンサイヲルとするメモ

リ-7'?セスに対し、 1?口ッヲ短縮した形でアヲセスを完了できるように「細工J
を施してみました。口もちろん、高速空イプの入手が容易な72ピン合イプのSIMM
を採用、さらに内部で使用するゲー トICなども高速のものを採用し、全体的な信頼
性と安全性の向上に努めています。口ちょっとしたアイデアですが、効果は抜群、
その他もがんばっています。ご用命をお待ちしております。口 ・・ふつふつふっ
(笑)。

マ拡張:110スロットESXBB
型番:ESX68L4予価/39，800円対応機種:X680xO全機種
いきなりOS9でFAしている皆様をはじめ、収まりきらない拡張ボードに不満をつの
らすX680xOユーザーの皆様。いい外部鉱張1/0スロットがありますよ。口本体連勧
の尊用電源を内蔵し、 X68k本体とのイン宮 フェースカードは高速世イプのパッフ
ァを搭載。加えて3スロットが使用可能になります。口地味なハ ドな故に、コピ
ーも少なめですが、 ESX68、お肩書めですよ。

マMPUアワセラレータ-H.A.R.P-FX (H.A.R.P for MC68030】
型番:OCMA30F1予価/54，000円対応機種 :X回030をはじめ、 MC68030(PGA
ソケット}が採用されたコンビュ-~システム(供給クロック25MHz以下)
口嵐を呼ぷM68系MPUアヲセラレ一世ー第2弾、H.A.R.P-FXです。X68030をはじめ
PGAパ yケージ合イプ68030を採用するパーソナルコンビュ一世一、ワーウステー
ションのほとんどに適応可能なMC68030互換MPUアヲセラレ一世ーです。X68030
への実装時には25MHzのクロッ?を2倍、オンボード上のMC68030RC50へフルスペ
ック50MHzクロッ?を供給し、さらにMPUオンチップのキャッシュメモリーがウロ
yクスピードと相乗し優れたパフォーマンスを発揮してくれます。もちろん、ソフ
トウェアならまず問題なく実行可能でしょう。ついにサンプル出荷されたM1をよそ
に、ひたすら我が道を突き進むH.A.R.P-FX。人呼んで「嵐を呼ぷアクセラレ一世一
(爆笑)J、よろしく 。

さ一、皆さん、お花見はは.っちり済ませましたか。今となっては遅いですが、五月
病(死語っぽいですけど、患者は多いですね)の予防に大きな効果があります (本
当かり。もし聡場で水深6000m級の新人を見つけたら、すかさずランジエリーパブ
にでも連れていってあげましょう。いい先輩になるチャンスですよ。

渓Motorolaliモトローラ社の景蝿商圏、その抽副命的名聴時は一陣に書メーカーの商得・量陣商圏です.

iz--ZZスト !神野 | 

ohfpc g盤VwlN6bmFE!主[f;.U副~胡
毎月1.15日発売定価620円 毎月1.15日発売定価780円 毎月日日発売定価980円 毎月日日発売定価1，280円 毎月8日発売定価1，480円

Hello!PC 
毎月8日発売定価390円

周，gpl:いつでもどこ クの19大雑誌 Mac民er
¥ -可 Japanese Edilion 

毎月 18日発売定価650円 ζ '---/ ~ 毎月18日発売定価1，200円

。，乱立 く 〉。h!FMTOVJ陪
毎月18日発売定価680円 CF 『ラ 毎月18日発売定価620円

むA叩 E In棚et ミ云三三 間眠EK 鍛(Z
毎月18日指定価1，000円毎月相続定価1，580円 高画F干l 毎週金刷新 奇数月中旬発売定価1，600円

哩型国 年間12，000円

3執務 1自由自
毎月30日発売定価490円 隔週金曜日発売定価390円

ソフトパンク株式会社/出版事業部



Nol.1 User's Guide編』では、はじめてTeXを使う人のために簡単なインストーラによる

TeXの基本的な使い方の解説を、すでにTeXを使い込んで、いる人のためにはカスタマイズのしかたや、

数学記号などの表記に優れたAmSTeX、楽譜が書けるMUSIC輔TeXなどのサンプルや、

縦書きマクロ(アスキー、インプレス開発)などの周辺ツールの解説をしています。

また、 WVol.2Reference編』でiまTeX、METAFONT、fontman、preview、print、makefontなどの、

環境変数、オプションなどの解説をまとめであります。

円すSeries 追補版と改訂版 3冊同時発売申

iX68k Programming Serise #1 X68000 DevelopJ収録のGCC、HAS、HLK、GDBと

iX68k Programming Serise #2 X680xO libcJ収録のライブラリを

X68030でも動作するようにバージョンアップした追補版です。

パージョンアップによって変更あるいは追加された機能と、

約1年に渡るパグ報告を元に修正された機能について解説します。

付属FDには、最新のプログラムを収録しました。

置Eソフトパンク株式会社/出版事業部 〒103東京都中央区日時町3-42-3TEL.03-5 

それぞれ前作のマニュアル部分をまとめた

改訂版です。

iX680xO Develop & libc DJを
発行するにあたり、

変更・修正された機能についても

解説しています。



BOOKS第2弾l

旬開制T

a-
E 

M 本
震建格誌
五教闘で
1妙ラと
略がイ言及

!?の

，トフzクトガイド
The PlayStation編集部編 A5判・定価880円

最尚レベルのポリゴン技術と惚れたグラフィックで~~見したi悩'明II\J立体ノ f トルが楽しめ

る、 7レイステ-yョン!日3D稿防|ゲーム「ノ、イパーソリッ ド|刈担l'伝」の完全攻略本。
CPU攻目指はもちろん、友人との対戦プレイに役立つ数々のテクニック、五H立を ll:~ì

l隙!使用武官告やセリフデータなどキャラクターの設定に限|する附判.i&rm発者インタ
ビューも拘載。資料伯もμくお買い併なー|叶。

.，(1，油は悦込みです .お近くのtta1iでお点的 lさい

好評発売中!

これ一冊で~Towerの
すべてがわかる!!

Tow 
おもーフエクト
ガイド15百誌円
日本はもちろん海外でも大ヒッ ト中の7 ッキント

ッシュ m ゲーム íTowerJ の 11~新ノ fージョンと、

ついに発光されたWindowsnJiに対応した公式ガ
イドブック。プレイヤーを悩ますエレベータ作

迎!のコツなどのテクニックはもちろん、車rrたに
追加された機能を使った械々な iTowerJの栄し

み方を紹介していきます。ゲームデザイナーで

ある斉総rll多加l氏の取修によるプレイヤー必見

のパーフェクト攻附本です。

5月中旬発 予定:1: 

!i"C 

ソフトパンク株式会社/出版事業部1$ロFTI
販売局TEし03-5642・81011BANKI



臼泣主畏慣弘k設可腿治泌4獄以於総会蝋総ぬ鴻~W-~~ご企?浮》yyy、いvγ、い‘

セクシ一でパワフルな 一

女子ブ口を制覇しろ!
カードバトルにプロレス を融合させた、 「レッスルエ ンジェルス」シリーズ。いよ
いよ最大のヒy ト作「レ yスルエンジェルススペシャルJが登場です。さまざまな
イベン 卜の選択によって運命が変わる、マルチシナリオ・マルチエ ンディング。
プロレス扱数、カテゴリーが増加 して、 レスラーの個性もパワーア yプ。そして、
「恐怖の水着はぎデスマ yチjもパワーア yプして復活!18禁だから、そのセクシ一
度はもうケタ遣し川待望のX68000移植完成 1明日のトップイベンタ を目指すのだ 1

このソフト弘、全国のパゾコンンヨ ツプで、パ
yケ ジ版で販売いたします。TAKERUで1I販
売致しません。TAKERU事務局では通1量販売は
いたしませんσ3で、

悪しからずご了承下さい。

￥8，800 ~~ 

.オリジナルオープニングを収録
・函函のレイアウトを変更
・エキジビシヨンモードグラフィッヲ描き直し
・256色モードと16色モードを搭載
・サウンドも閉るめに獲更
.AD-PCMによる効果音
.ディスクアクセスを最少に抑える設計

18禁版
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圃臨5司首E両鼠~r.1一一一一一一一一一一一一

?畢ー闘の足F碩から身を興し、問自にまで登り
陪めた男・木下麗吉郎豊臣秀吉)。草履を温め
たエピソード 奇跡の皇慎一在城主ど、散々の
逸話を持つ男町一生を再現する、リコエインヨ
ンゲームの傑作です。

制作/光常
対応機l1!X68000(30不可}

E:lg;~~一一一一一一
知力的極限に挑む、君主、武将、軍飾的膨大な
デ タ。，j¥J且よりリアルζ 名作の膏れ高い中
国銃ーゲーム。この歴史的な傑作シリース:11ど
のようにしT始まったのかヲSLGファンなら絶
対に見逃せないM

制作/光栄
対応機掻IX68000(30不可)

制作/Xーム
対応岨樋/X68000(30不可) ￥2，500 

-r.:.t'lJll里r:Ci'1I5lII_・E ・-
かの rA9IJ~[J シリ スvの第2l単。Jぐスj'的要
曹がア Yクなる!鉄査会社社長町立場で、線路
の敷段 ・撤去を行い、ワールドワイドにマ y
プを発展させていこう。

制作/アートデインク
対応櫨樋/X68000(30不可) ￥3，800 

さらにワイドに、さらに完成庄の増した、世
界レベルヒ y トの詰3弾。世にAIIIブームを
巷吉起こしたことで 犯惜に新しい誼苓名作、
ついに宜即に畳唱 f

制内/アー トテイ〆ク
対応繊樋/X68000(30可) ￥3，800 

-Jtt.l司匹I'~_・E・-
高校野恕ンミュレ シヨノンリ ス1町、E己主
すべき第 1作。全国制聞を達成するには、
3990校町頂点に立たな lすればなら Qぃ。感
動の唖勝セレモニーを、果たして見ることが
出串るか 1， 

制作/ア トデイノク
対応機種/X68000 ￥3，800 
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-JJI!:回目四時ぽ昨級事a・

￥3.400 

-H這lir.:r=回1司f~~当1;'11''-
光栄鹿史三部作町一角を成す、草原の英雄チン
ギス ハーン 明代のスケールと空前絶後の迫Eで、一代?民接き上げた男の耐主生を
II!に再I且い、シミュレーンヨンのf製作です。

￥5，200 

圃l::Ie'i民遁副ーーーーーーーーーーーーーー
噛人物350宰名、亜大"人まで同時プレイ可
、6織のマルチンナリオ方式 捜状の曹 ・駈
呑狽等のユニークなZ十時喪罪導入l さらに深
を増した外主 HEX雌など、まさに名作'カシ
オベアの向昔室町BGMt話題に。

制作/光世
対応櫨4量JX68000(30不可) 平4，900

制作J光需
対応楠幡市68000(30不可} ￥3，400 

-.r;，‘習』園~・凹副姐ー・E・-
新シリ ズ「イマジネイシヨ/ゲーム」のデヒ'ュ
ー作。インユメ リアという架空白島国を貫台にし
た幻組世界のンミュレ ションゲムだ。あ主
たは抽立貴族のひとりとなり、領主遣が待ってい
る6つの宝石を革め インユメリ?の新王となれ'

n，iJ1相光晴
j:j応機樋IX68000(30可) "'2，700 

-~ .. ~~jj前m退宣伝ーーーーーーーーーーー
リコエィションゲームシリース'の傑作。毎回遭
った展開が楽しめるイベ/トジェヰνーティン
ヅンステムa帆船の4寺徴が活かされたHEXIiIf。
失われたロマノを求めて 日険者たちの航海町
旅が始まる。

制作/光世
対応楠樋 X68000(30司)

臨開
--=CI.IIP7IfU日時』ーーーーーーーー
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-E草地調H血:11_一一一一
90年代にふさわし〈パワーア γプされた『大
殿略jンリーX。戦略思考ルーチン、ゲーム
スピード‘コマンド体果、リアルタイムオベ
レーンヨンなど大幅革新された作品です。

制作/ンステムソフト
対応機構/ X68000 

制作/T&Eソフト
対応機種/X68000 ￥700 

EE霞・11.観闘志5'..ili四国珊
よりアクショノ性を増した、これまた、大人
貫を1却したアクンヨノ ロ ルブレインデ6
アドルの畳後の冒険物語でしたG 現盟方法も
いっそう多彩になって、時聞を感じさせない
逸品です。

制作/日本ファルコム
対応機樋/X68000(30不可)

￥3.400 

EUiilゆiJi;j_ーーーーーーーーーーー
縄本陶馬が、西郷隆盛が吉田松臨が日本を憂
い 改革を目指して奮い立つ!離京町志士の個性
を際だたせる綴密なパラメータ。出会いの楽し
在、駆け引吉を楽しむ新yステム。強力な機能
で、維新をj量れl

制作/光世
対応機種IX68000(30不可) ￥3，400 

400書名の!+雄が割槌する下越上の乱世，配下
町羽柴秀吉、柴田勝車を個性盟かな武将たちを、
思いのままに操って、融震た ~r.f< 雌場へ 天
下分け目的決戦に臨む l光需の代製作「惜長田
野説Jシリース'の傑作 1
制作/光世
対応機樋IX68000(30可)

(輔副!
￥2，500 
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￥3.400 

1つのゲムでSLGとRPG‘2つのジヤ Jルが棄
しめる リコエイションゲームの第3弾。特にRPG
の聾繁が漉い、異色傑作だ!意志を持ったキャラ
クタ が目的に向かつて行動を展開。曲を倒し
て院をよげ、技を磨いてf!長を倒せ!

制作/光栄
対応織4量IX68凹o(30不可) ￥3，400 

-11";活~U凶[1ヨ~

￥2，000 

通信販売 |捌年4月!日よリ、送料/手数料が酬はりました。
ソフト名、峨種名、メディアσコサイス¥住所、氏名.電信番号を明記
の上TAKERU事務局まで現金書留で行申し込み〈ださ"，送料/手融
制1:、t自のお申し込み総金舗が5，000円以上田方1I無料 4，900円まで
の方"500円をいただきますe 4，900円までの方1.現金500円をプラス
してお申し込みください。級に勝手ながら 皆織のご理解とご協力的
砲、お願い申し上げます

￥2，500 

-彊EI
東京営業 所
(03) 5443-4967 

大 阪 営業 所
(06) 258-3024 

保H乍/ス' ム
対応柵樋IX68000(30不可)

TAKERU事務局
〒467名古屋市瑞穂区苗代町2番1号

ブラザー技術開発センタービlレ2F
TEL(052)824-2493 (受付時間:同~金 13:00-18:00) 

...Jl.._ ーパソコンソフト・YI自動販売機
司rTAKERU 
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感性を光らせる。
|さまざまなフィールドで、研ぎ澄まされた感性に応える潜在能力の'焔iI

X68の潜在能力は、まさに時代とともに証明されつつあります。

開発当初より、現在のマルチメテ。ィア環境を想定していた事実。

ク。ラフィック能力はもちろん、ADPCM対応、オリジナルウインドウシステム、

X68にとってこれらは、数年前のスペックなので、す。

パソコンの存在そのものを革新した「創造性」、マインドを喚起する「こだ、わり」、

いま、先見のユーザーに支えられたX68は

そのコンセプトの開花を得て、多彩なフィールドへと飛期します。

遊びへのこだわり

Cγeα~te 

創造するよろこびWor!?bench 

wsとしての楽しみ
X68の能力の高さを端的に7J'す

アミューズメントフィールド。

マインドをきわめたゲームフリークの

紫』いJ~J符tに!i芯える。

画像の美しさが感何を刺激する、

さらにパワーアップされた

「スーノfーストリートファイター[[Jなら、

キミのこだわり!Jtは今、令IIH!

(。むAI'じOMALL IHGlVrS IlE句ERVED

SX-WINDOWI井l発支援ツールが

創造カを刺激する。

ソフト併i発に必要なツールや

サンプルプログラムを多彩にバンドル、

ウインドウ 1-.で効率よく作業でき、

初めてプログラムに挑む人への

やさしい配泌が、創造するよろこびを

さらに高めてくれるて・しょう。

たとえば、リアルタイム・マルチタスク・

オベレーティング・システムOS/9。

X68030の能力を最大限に号|きtHす

UNIXライクな操作性と洗練された機能。

X.¥¥'INDOWや動画ツールのサポートで

さらに深い楽しみが・・・。

主05/9はマイクロウェア・システムズ附の0:齢向槻です。
;;'UNIXI1、X/upcnカンパニーリミテッドカ叩』山町.)1こライ
センスする米1'1および他の1'1にj;ける0:帥向撫です。

M
m
-
E
o
q
C『
4

森島~~Q~gl嘉穂999

tzAVCσcτ
』』

X68030 [本J<t>+キーボード+マウス・トラックボ-)ν]
130mmドD(5.25!l'Dタイプ CZ-500C-s(チタンプラグざ)標準価Ii椴398，0001'](税別)・(I-lDI勾政)CZ-510C-B(チタンブラyク)知吋怖lifll，I88，OOOI'J(税目IJ)

X681130 Compact 1本体+キーポード+マウス]
90醐 rl)(3.5型)タイプ CZ-300C-s(チタンプラyク)傑il!!刷物388，000ドJ(税lJiJ)
X68000 XVI Compact I本体+キーボード+"7ウス|
90mm FI) (3. 5!l'1)タイプ CZ-674C-I-I(グ1.<-)* 

・ディスプレイは~Jlb'~です. ・iI'11'1悦此び配送 . JlI ili.Hlif ['lff官、他川前み向Mの・JI哩ItlIりf'l::'lは、開申価怖には合まれておりません。・両Ifiiはハメコミ合成です.
ホ〈際申{幅梢〉訓示のないl而M.の価怖については、阪先日，にお1111い合わせください。

W令-]也輪読書事1 電子機器司E喋本部~ステム機械営捜部〒545 大阪市阿倍野区長池町22帯22号室主(06)62ト 1 2剖(大代表)
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雑誌 02179-6T1002179060686 

'.お問い合わせは
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